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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「某ぼう県立、蒼そう明めい高等学校。

　文武両道の進学校と言えば聞こえはいいが、これといって取とり柄えのないこの平へい凡ぼんな高校で、信じられないような現げん象しようが多発していると言っても、君は信じないだろう。

　だが、真実は時として意外な顔を見せるものである。

　驚おどろかないで聞いてほしい。この学校とその周辺では、民みん俗ぞく伝でん承しように名を遺のこす怪かい異い現象或あるいは存そん在ざい──つまり、妖よう怪かい──が頻ひん繁ぱんに顕けん現げんし、日夜、不思議なトラブルを巻まき起おこしているのだ。

　のびあがり、小豆あずきとぎ、付つく喪も神がみ、布ふ団とん被かぶせ──。次々と顕現する数多あまたの怪異たち。そして、いつからか事件の背はい後ごに蠢うごめき出だした謎なぞの影かげ。『先さき触ぶれ』と名乗ったあの奇き妙みような鳥は、どうやら危き険けんな妖怪をこの世に解き放とうとしているらしい。

　何が目的なのかは皆かい目もく不明だが、こんな面おも白しろい事じ態たいを妖怪馬鹿の端はしくれとして放っておくことは──もとい。えーと、そんな危険なことは、私たちが許ゆるさない。

　私とともに怪事件に立ち向かうのは、化けイタチの少女、イタチちゃんと、その愉ゆ快かいな信しん奉ぽう者しや、白しら塚つか真しん一いち、そして現場にい合わせた誰だれか。心強い、と言い切ってしまうと語ご弊へいがあるが、まあ概おおむね頼たよりにならなくもない仲間がいる限かぎり、私たちは決して負けることはないのだ。

　今日も私の妖怪アンテナが、怪あやしい噂うわさをキャッチした。さあ、出動だ！

　……というのはどうかしら、白しろの字じ？」

「どうと言われましてもね」

　羽は織おったジャージを翻ひるがえしながら振ふり返かえった経ふみ島しま先輩に、僕は冷たい視し線せんを返した。そもそも今のは何なんですか、と尋たずねようとすれば、ツーテールに眼鏡の似に合あう小さな上級生は、僕の質問を先読みしたのか、年ねん齢れい不ふ相そう応おうの幼い顔で微笑ほほえんだ。

「海外ドラマなんかによくあるじゃん。これまでのあらすじ紹しよう介かいを兼かねたオープニングナレーション。こういうのがあると、セカンドシリーズから入った人もわかりやすいでしょ？」

「いつシリーズが変わったんですか」

　やれやれと溜ため息いきを吐つくと、僕はなにやら物もの憂うげな顔で隣となりを歩く後輩に「なあ」と同意を求めた。と、美術部唯ゆい一いつの一年生である大おお上がみフィルバート、通つう称しようフィルは、何も言わずに首を小さく縦たてに振った。

　五月名物の大型連休を来週に控ひかえた、昼下がりの廊ろう下か。職員会議だか何だかのおかげで今日は午後の授業がないこともあって、校内にはふわふわ浮うき足あし立だった空気が満ちている。そんな陽気でだらけたムードを満まん喫きつしながら、僕らは美術室に向かっていた。どうせならイタチさんもいれば良かったんだけど、Ｃ組の教室覗のぞいても姿すがたは見えなかったのだ。どうやら今日も先に美術室に行っているらしい。

「うちのクラスの寺てら林ばやし先生、やる気はないくせにホームルームは長いからなあ」

　自然と漏もれる軽い溜息。あの狸たぬきさんの無む駄だに流りゆう暢ちような長話のおかげで、四月になってからイタチさんと一いつ緒しよに美術室に向かえた日は数えるほどしかなかったりする。残念と言えば残念だが──それでも、毎日放課後に会えるだけでも、僕は十分幸せだ。

　ああ早く会いたいなあイタチさん。脳のう裏りに浮うかんだ控ひかえめな笑顔に思わず顔をほころばせていると、それを見た経ふみ島しま先輩とフィルは大おお仰ぎような溜ため息いきを落としてみせた。

「なーにを一人でニマニマしてやがんだか、気味悪い。ま、頭ん中は想そう像ぞうつくけど」

「伊達だて先輩のことですか」

「でしょーね。しかしフィル坊、あんたも変な先輩ばっかで難なん儀ぎするわね。ご愁しゆう傷しよう様さま」

「ええ、それは確たしかに──じゃなくて、ええと、そんなことは──」

　思わず本音が出てしまったのだろう、面食らったようにえーとえーとと繰くり返かえすフィル。その慌あわてた様子を見ると、経島先輩はキッと眉まゆの両りよう端はしを上げ、美術部唯ゆい一いつの一年生をまっすぐ指さした。

「あのね大おお上がみフィルバート。何を取とり繕つくろってんだか知らないけど、私らには妙みような気は遣つかわなくていいからね。今のは『お前が言うな』って切り返すところでしょーが。そもそも私のセリフなんて九割九分が余よ談だんか蛇だ足そくなんだから、適てき当とうに流してくれていいんだからさ。よろしい？」

「は、はあ……。わかりました、経島先輩」

「だから流せってのに。それはそれとしてさっきの話の続きだけどね、オープニングナレーションっつったら、ヒーローもの風も定番だと思うのよ。ちゃらっちゃちゃっちゃー、ちゃらららー！　女子高生、経島御み崎さきは改造人間サイボーグである！」

「そうなんですか！」

「違ちがうわい！　……ねー白しろの字じ、この後輩、あんたとは違った意味でめんどくさい」

「知りませんよ」

　理り不ふ尽じんな訴うつたえをばっさり切り返し、僕は隣となりのフィルへと横目を向けた。

　神経質一歩手前な真面目まじめな顔つきは普ふ段だんからだけど、その横顔は妙に物もの憂うげで、吐はく息もなんだか重たそうだ。つい先日の旧校舎での大一番の後に美術部に戻もどってきてからというもの、ずっとこの調子なんだよな、こいつ。まあ、「実は人間じゃないんだよ」っていきなり知らされたんだから、悩なやむのも無理ないとは思うけど……。せめて、もうちょっと気楽に構かまえりゃいいのに。そう思いませんか、先輩？

　と、そんな思いをアイコンタクトで伝えてみれば、経島先輩はこくりと深くうなずいた。

「確かに、フィル坊ずーっとしんどそうな顔してるわよね。アレか、五月雨さみだれ？」

「は？」

　本気で意味がわからないのだろう、フィルはただでさえ不ふ機き嫌げんな眉を一ひと際きわひそめた。

　先輩。それを言うなら五月病です。




「おばんでーす。サドンデース」

「まだ明るいですよ。そして後半は挨あい拶さつですらない」

　経ふみ島しま先輩に突つっ込こみながら、美術室に足を踏ふみ入いれる。後に続いたフィルが戸を締しめる音を聞きながら、「遅おそくなりました」と頭を搔かけば、優やさしい声が迎えてくれた。

「御み崎さきも真しん一いちも、こんにちは。フィルも一いつ緒しよだったんだね」

「うん、たまたまそこでばったりと」

「そうなんだ。……って真一、善よし人ひとは？　同じクラスだよね？」

「奈な良ら山やまだったら、今日は部活休むって。この間、ニコ先生から個こ展てんの招しよう待たい状じようもらったから、絵を見に行ってくるって言ってたよ」

　飄ひよう々ひようとしているのはいつものことだけど、今日のあいつはどことなく嬉うれしそうだったよな。長く縛しばった後うしろ髪がみを翻ひるがえして去った友人の背せを思い出しつつ、僕はカバンを机に下ろし、そして「それはともかく」と問いかけた。

「みんな揃そろってるけど、どうしたの？」

　視し線せんの先で窓まど際ぎわの机を囲んでいたのは、イタチさんを含ふくめた四人の女子生徒。同じセーラー服なのに、背せが高かったり低かったり、髪が長かったり短かったりするだけで、それぞれの印いん象しようが全然違ちがって見えるのが面おも白しろい。

「滝たき沢ざわさんに鱗りんさん、それに美み生うさんまで……？　あ、そう言えばライカがいないけど、まさか、また面めん倒どうな妖よう怪かいが」

　倉そう庫こ棟とうの決戦が終わったばかりだってのに、厄やつ介かいなのが出たのだろうか。そんでもってライカが追つい跡せき中ちゆうだとか？　不安に駆かられて尋たずねてみれば、犬いぬ神がみ入りのペンダントを下げたショートカットの少女は、首をきっぱり左右に振ふった。

「考えすぎ、白しら塚つか。ぼくらだって、妖怪騒さわぎと関係なく集まることもあるよ。部活前に時間があったから、ちょっと寄っただけ。ちなみにライカはこの前の事件で疲つかれて昼ひる寝ね中ちゆう」

「そーゆーこと。乙女の密みつ談だん中ちゆうなんだから男どもは引っ込んでろっつーの」

　犬神使いの滝沢さんが苦笑すれば、すらりとした長身に長ちよう髪はつの女子生徒がそれに同意してうなずいた。なるほどね。しかし、「乙女」と来ましたか。

「イタチさんと美生さんは確たしかだし、滝沢さんもわかるけど。でも鱗さんはなあ」

「あん？　何が言いたい元もと旦だん那な」

「乙女は野生の妖怪捕つかまえてむしゃむしゃ食ったりしませんよ」

　先が二つに割れた舌したをチロチロ躍おどらせて威い嚇かくする蛇へび女によう房ぼうの鱗さんを、僕は呆あきれた視し線せんで見返してやった。ぬ、と悔くやしげに鱗さんが黙だまり込こむ。その隣で、ウエーブのかかった長い髪の少女が「ぷっ」と小さく吹き出した。化け猫の血を引く園芸部員、多た々た羅ら木ぎ美生さんは、上品に口元を押おさえながら、前髪に隠かくれた穏おだやかな瞳ひとみを僕へと向けて微笑ほほえんだ。

「ご挨あい拶さつ、遅おくれてしまいましたね、白塚さん。お邪じや魔ましてしまって、すみません」

「どうぞどうぞ。別に部へ屋や中じゆう使うわけでもないしね。それに、むしろ来てくれて嬉しい」

「え、そうなんですか？」

「綺き麗れいな女の子が来て嫌いやがる奴やつはいないって。みんな好きだし、絵になるしね」

　イタチさんたちの隣となりの机に腰こしを下ろしてスケッチブックを開きながら、僕は美み生うさんに笑い返した。と、その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、女性陣じんの顔が一様に赤くなった。同時に立ちこめる気まずげな空気。え、どうしたの？　僕、何かまずいこと言いました？

「しっ、真しん一いち……」

「──ああ、もう──」

「こーゆーやつとは知っちゃあいるが、面と向かって言われると──あー……」

「あわ……あ、ありがとう、ございます……」

　あらぬ方向に目を向けながら、か細い声でぼそぼそつぶやく妖よう怪かい少女プラスその他の皆みなさん。また不用意なこと言っちゃったか。今さら反省する僕の背せ中なかを、小さな手がパンと叩たたいた。

「相っ変わらず罪つみ作つくりな男ねー、白しろの字じ。で、動物戦隊のメンバーは何の話をしてたわけ？」

「誰だれが動物戦隊ですか、誰が」

　経ふみ島しま先輩の問いかけに応おうじたのは滝たき沢ざわさんだった。顔こそまだ薄うす赤あかかったが、口調にはいつもの冷静さが戻もどっている。そのちぐはぐな様子が面おも白しろいのだろう、先輩は犬いぬ神がみ使つかいの肩かたにそっと手を置くと、諭さとすように語りかけた。

「そうツンツンするでない、レッド。奴らの本ほん拠きよ地ちはまだ判はん明めいしておらんのじゃ。あんまり焦あせると背が縮ちぢむぞ」

「何の話をしてるんですかっ！」

　滝沢さんが本気で呆あきれた。で、こうなると、乗ってくるのはあの人なわけで。

「なるほど、赫あか音ねがレッドか。じゃあアタシはブルーで、美み生うが目の色からしてグリーン、クズリはブラウンかオレンジってとこね。となりゃあ、追加で金か銀が欲しいとこだけど」

「ええと……金色だったら、稲いな葉ば先生ではどうでしょう？」

「美生の言うのもわかるけど、ありゃスペック的にもサイズ的にも巨きよ大だいロボでしょ」

「そうだね」

　さらっと先生を仲間外れにする鱗りんさんである。あっさり同意するイタチさんもちょっと冷たい気がしますよ。そんなことを口には出さずに思っていると、鱗さんはふいに「そう言えば」とポンと手を打った。

「シルバーだったらいるじゃんか。おーい、そこの陰いん気きな銀ぎん髪ぱつ、人呼よんで大おお上がみフィルバート！」

「ん。え、えーと──呼んだか、鱗？」

　いきなり呼びかけられて驚おどろいたのだろう。廊ろう下か側がわの席で油ゆ彩さいセットの手入れを始めようとしていたフィルは、きょとんと顔を上げると、不ふ可か解かいそうに眉まゆをひそめた。どうやらこの男、全く話を聞いていなかったらしい。

「……何の用だよ」

「ん？　いや別に用はないんだけどさ、たまたま銀色の──っつーか！　暗い！」

　へらへらとフィルへ笑みを向けていた鱗りんさんが、やおら立ち上がってキレた。何だ何だ、いきなりどうしたんですか？　唐とう突とつな展てん開かいにうろたえる僕らの前で、鱗さんは腰こしに手を当てると、銀ぎん髪ぱつのクラスメートをまっすぐ見み据すえて口を開いた。

「決めた。今決めた。今日という今日は言ってやる。フィル！　あんたね、いつまでうじうじ陰いん気きモードを続ける気？　美術部に戻もどってきた時は誉ほめてやろうと思ったけどさ、その後の体ていたらくは何なわけ？　正直ね、見てるこっちまで辛しん気きくさくて仕方ない！」

「そ、そんなの知るかよ。そっちが勝手に見てるんだろ、嫌いやなら無む視しすれば──」

「断ことわる！　アタシは明るい男が見たいのよ！　真面目まじめとかひたむきはいいけどね、陰気は認みとめん！　つーわけで暗いテンション禁止！　さあ今すぐスカッと明るく切り替われ！」

　びくっと怯おびえたフィルを見み据すえ、矢や継つぎ早ばやに強い語気を浴びせる鱗さん。まあ、フィルが暗くなったのは確たしかだし、なんとかしてやりたいと思ってもいたけど……しかし鱗さん、それは気き遣づかいでも何でもなくて、あんたの欲望ですよね。呆あきれながら首を振ふれば、苦笑しているイタチさんと目が合った。どうやら同じことを考えていたらしい。というわけで無言でうなずき合っていると、ふと、押おされっぱなしだったフィルがようやく口を開いた。

「勝手なことばっかり言うなよ……。そりゃ俺だって、こんな自分は嫌だと思ってる」

「そーなの？　だったら簡かん単たんじゃんか。さあ深しん呼こ吸きゆうして楽になろうぜ」

「なんで鱗はそんなに軽いんだ！　俺はな、自分がまともな人間じゃなかったっていきなり知らされたんだぞ？　知ってるだろ、俺は人間じゃなくてワーウル──」

　と、そこでフィルはハッと気付いたように口をつぐみ、すっかりギャラリーに徹てつしていた僕らを──いや、その中の誰だれか一人を──まっすぐ見み据すえた。

　あれ、急にどうしたんだろう？　自分の素す性じようを隠かくしたみたいに見えたけど……ここにいるみんなは事情を知ってるわけで、わざわざ秘ひ密みつにする必要はないのでは？　訝いぶかりながら、そのブルーの視し線せんを辿たどってみれば、そこにあったのは。

「……にゃっ？」

　きょとんと首を傾かしげる美み生うさんの姿すがただった。あ、なるほどね。

「そっか。美生はあの時いなかったし、フィルと会うのも初めてだもんね」

　納なつ得とくしたようにイタチさんがうなずいた。そりゃそうだ。フィルにしてみれば、初対面で（しかも美人の）先輩の前で、自分は人間じゃないって宣せん言げんしたくなんかないよな。気の回らなかった自分を恥はじていると、イタチさんは口を押さえたままのフィルへと優やさしい笑みを向けた。

「美生だったら大だい丈じよう夫ぶだよ、フィル」

「え？　大丈夫って……何がですか、伊達だて先輩」

「だからね、美生もあたし達と同じで──」

　と、そこでいったん言葉を切ると、イタチさんは疑問符を浮うかべたままの友人へと向き直り、「ね、美み生う」と呼よびかけた。

「フィルに、多た々た羅ら木ぎ家けのこと、教えてあげてもいいかな？」

「はい？　ええと、それは……」

「うん。フィルもね、普ふ通つうの人とは違ちがうんだよ。ただ、ずっと自分のことを知らなかったから、ちょっとびっくりしちゃってるんだよね。だから、いろんな人の話を聞けば、少しは」

「そういうことでしたら──ええ、いいですよ」

　穏おだやかな問いかけを途と中ちゆうで断たち切きり、美生さんははっきりとそう言った。イタチさんの言う「あたし達と同じ」の意味をはっきり理解したのだろう。ありがと、と笑う友人にうなずき返すと、化け猫の血を引く少女は静かに席を立ち、眉まゆをひそめたままのフィルへと歩み寄る。

「初めまして。二年Ｃ組、多々羅木美生です」

「あ、その──大おお上がみフィルバート。一のＢです──けど……」

　どう応おうじるべきかわからないのだろう、やや顔を赤らめながら挙きよ動どう不ふ審しん気ぎ味みに答えるフィル。うろたえる後輩の顔を見上げながら、美生さんは内ない緒しよ話ばなしをするかのように手を丸め、嬉うれしそうに囁ささやきかけた。

「隠かくさなくてもいいですよ。クズリさんが仰おつしやったように、私もそうなんですから」

「そうって言われても──多々羅木先輩……それはその、どういう──」

「できれば名前で呼んでくれると嬉うれしいですね。名字では呼ばれ慣なれていないので」

　ぎょっと目を見開いたフィルを見返し、美生さんは「ここだけの秘ひ密みつですよ」と細い人差し指を唇くちびるの前にそっと立てた。そして、後輩が反はん射しや的てきにこくりとうなずくのを見ると、

「──私の家系、化け猫の血が入ってるんですよ。だから、私、半分くらい妖よう怪かいなんです」

　三ヶ月前まではひたすら弱気だった半妖少女は、「にこっ」と微笑ほほえんでみせたのだった。




「──そう、だったんですか。美生先輩も……」

「はい。どうして私はみんなと違うんだろうって、すっごく悩なやんでたんですよ」

　なんとなく会話に加われないままの僕ら──黙もく々もくと本を読よみ耽ふける経島先輩は除のぞく──が、遠とお巻まきに見つめる廊ろう下か側がわの机にて。

　向かいに座すわった後輩の言葉にうなずき返すと、美生さんはふと顔を上げた。

「こんな力なんかいらなかったって、普通の家の普通の子が良かったって、わんわん泣いて、兄や祖そ父ふを困こまらせた頃ころもありました。もう、十年近く前の話ですけどね」

　懐なつかしげに言葉を紡つむぐ、化け猫混まじりのお嬢様。同時に、くりっとした左の瞳ひとみが、淡あわい緑の光を放ち始めた。聞き役に回っていたフィルが、思わずぽかんと口を開ける。と、美生さんは妖よう力りよくを宿した緑の瞳を後輩へと向け、優やさしく尋たずねた。

「ほら。この目、猫みたいでしょう？」

「ほんとだ──って！　すみません！　そんなことはなくて、ええと、その、だからですね」

　素す直なおな感想を漏もらしてしまったことに気付き、フィルが慌あわてて取とり繕つくろう。だけど美み生うさんは、怒おこるでもなく呆あきれるでもなく、ただ「優やさしいんですね、フィルさん」と微笑ほほえみ返かえした。その反はん応のうが意外だったのだろう、フィルはきょとんと目を見開いた。

「え？　い、いや、俺はその」

「いいんですよ、そんな気を遣つかってくださらなくても。この目と、そこに宿った力は、化け猫の血の証あかしです。それは、どうしたって変えようのない事実なんですから。……でも、おかしなもので、一度はっきりそう思っちゃうと、意外と楽になったんですよね。だから、フィルさんも──」

「……仕方ないから諦あきらめろってことですか？」

「えっ？　うーんと、諦めるのと受け入れるのって、違ちがうと思うんですけど」

　どう説明すればいいのかな、と言いたげに、美生さんが小首を傾かしげる。それを見つめるフィルはと言えば、依い然ぜんしかめ面つらのままではあったけど……。

「どことなくなんとなく、態たい度どが柔にゆう和わなものになってきているような……？」

　二人の会話を見つめながら、僕はぽつりと独ひとり言ごとを漏らした。それを聞きつけ「確たしかに」と首に腕うでを絡からめてきたのは、僕と同様、窓まど際ぎわの机でギャラリーに徹てつしていた鱗りんさんだ。

「フィルの奴やつ、ありゃ確かく実じつに心が動いてるね。ぶっきらぼうは相変わらずだけど、このまま意地を張はり続つづけよーかどうしよーか悩なやみ始はじめているところと見た。ね、御み崎さき？」

「左さ様よう。つーか、さくっと現実認みとめちゃえば気楽なのにね。ノーマルな人間かどうかってそんなに大事？　言葉が通じりゃだいたいヒトってことで割り切っちゃえばいいじゃんか」

「世の中の人は基本的に神経質なんです。先輩みたいな人ばっかりじゃないんですよ」

　立りつ派ぱな装そう丁ていの洋書に没ぼつ頭とうしながら気楽に相あい槌づちを打つ経ふみ島しま先輩に、滝たき沢ざわさんが反論した。何だと、と振ふり向むいた先輩をあっさり無む視しすると、真面目まじめな犬いぬ神がみ使つかいさんは、イタチさんへと苦笑を向けた。

「彼のことはぼくも気になってたけど。美生さんに諭さとしてもらうのは、正解だったかも」

「うん。今のフィルの気持ち、いちばんわかるのは美生なのかもしれないね」

　そう言うと、イタチさんは視し線せんを上げた。大きめの瞳ひとみが見つめる先では、フィルが訥とつ々とつと自分の事情を語り始めていた。美生さんは、ときおり同情するようにうなずく以外は、黙だまって耳を傾かたむけている。さすがお嬢様（ってのもおかしいけど）、なかなかの聞き上手っぷりだ。的てき確かくな人選に感心していると、イタチさんがゆっくりと口を開いた。

「ほら、元から妖よう怪かいのあたしとか、犬神使いの赫あか音ねじゃ、どうしても親身にはなれないから。だけど、美生なら……」

「なーるほど。普ふ通つうに生きてきたけど実は純じゆん正せいな人間じゃなかったてえ意味じゃあ、確かにあの二人は同どう類るい項こうだもんねえ」

「うん、鱗。それに、美生ならフィルも話しやすいかなって。誰だれにでも優しいから」

「なおかつ美人でさりげに巨きよ乳にゆうだしなあ。そりゃたいがいの男は大人しくなるよなー畜ちく生しよう！　ええいアタシはあの胸むねが憎にくらしい！　シャーッ！」

「しっ！　だいたい、鱗りんさんは今のままでも十分魅み力りよく的てきですよ」

　溜ため息いき混まじりで呆あきれた顔を向けてやれば、理り不ふ尽じんな呪のろいを放ち始めていた蛇へび女によう房ぼうは「それは言えてるね」とにっこり笑って沈ちん静せい化かした。相変わらず切り替えの早い人である。

「まあ、それが鱗さんのいいところなんだけど」

　誰だれに言うともなくつぶやくと、僕は再ふたたびフィルへと視し線せんを向けた。

　ノーマル人間の僕が言うのも何だけど、せめて、気に病んでも仕方ないって思ってくれればいいんだけどなあ。

　勝手な希望を抱いだきつつ見つめる先では、自分が人間ではないと告白し終えたフィルが、ゆっくりと首を左右に振ふっていた。

「──ええ。俺だって、美み生う先輩の言うことはわかります」

「そうなんですか？　だったら」

「ですけど」

　嬉うれしそうに立ち上がろうとした美生さんを、フィルの抑おさえた声が制した。ぴたっと止まった上級生を前に、フィルは押おし殺ころした声を絞り出す。

「ですけど、俺は先輩とは──片かた目めだけが妖よう怪かいに変わる先輩とは──違ちがうんです。俺は」

「完全に姿すがたが変わってしまう……ですよね？」

「ええ。どんな恐おそろしい姿になるかは、言いたくないですが……。見たら、先輩だってきっと怖こわがる。それに、一度変身してしまえば自じ我がを保っていられるかどうか！　実じつ際さい、初めてあの姿になった時は、操あやつられていたとは言え、伊達だて先輩たちを危あやうく──」

　その先は言葉にならなかった。青い視線を真下に落とし、固く手を握にぎりしめたまま、フィルは口をつぐんでしまった。いきなり訪おとずれた重たい空気に、僕らギャラリー組はなす術すべもなく顔を見合わせるばかり。だが「説得失敗かー」と先輩が他人ひと事ごとのようにつぶやいた時だ。

「心配しなくて大だい丈じよう夫ぶですよ、そんなの」

　なんとも気楽な声とともに、美生さんの手が机の上のフィルの拳こぶしをそっと──いや、ぎゅっと包んだ。その行動は予測していなかったのだろう、フィルはハッと顔を上げた。そして、すぐ目の前で微笑ほほえみかける優やさしい視線を青い瞳ひとみが見つめた瞬しゆん間かん、アングロサクソン特有の白い肌はだが、かあっと赤く染そまっていった。

「うわ。あの野郎、純じゆん情じようとは知ってたけどまた極きよく端たんな反はん応のうね。小学生男子か」

「鱗さん、それは言い過ぎですよ。美人で優しくて可愛かわいい先輩に間近で見上げられながら手をぎゅーっと握られたら、そりゃ男なら赤くもなります。むしろなって当然！」

「なるへそ。じゃあもしクズリだったら」

「天にも昇のぼる心地でしょうねー。たぶん五メートルくらい飛べます」

「それは無理だと思うよ、真しん一いち……」

　僕の真面目まじめな力説に、イタチさんが顔を赤らめてうつむいた。何やってんだ、と呆あきれたのは滝たき沢ざわさんと経ふみ島しま先輩だ。すみません。

　で、こっちがそんなことやってる間にも、美み生うさんによる至し近きん距きよ離りからの（たいへん羨うらやましい）説得は続いていたわけで。

「──大だい丈じよう夫ぶです。だって、自分の体なんですから、思い通りにならないはずなんてありません。自分を嫌きらいになっても、自分が寂さびしいだけですし。ね？」

「は、はい……。ですけど、その、あの、俺、やっぱり、おおかみ、うう」

　美生さんの顔が近づくにつれ、面おも白しろいように乱みだれていくフィルの呼こ吸きゆう。その口から漏もれるのは、もはや意味を成さない言葉の羅ら列れつだ。一いつ瞬しゆん前まえに自分で秘ひ密みつにしたはずの変身後の姿すがたをうっかり口にしているあたり、かなり動どう揺ようしている様子だ。そしてそんな少年に、さらに近づくお嬢様。いやあの美生さん、もうそのへんにしてあげてもらえませんか。

「今すぐが難むずかしいなら、ゆっくりでもいいと思いますよ。捨すて鉢ばちになって諦あきらめるんじゃなくて、ゆっくり受け入れていけばいいんです。私、待ってますからね」

「え」

「だって、お友達が増ふえるのって、嬉うれしいですから」

「と──友達？　俺が──ですか？　美生先輩の……？」
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「ええ。クズリさんや赫あか音ねさん、鱗りんさん、それに白しら塚つかさんや経ふみ島しま先輩みたいに、仲良くしていただければ嬉うれしいな、って──。あ、もしかして、フィルさん、お嫌いやでしたか……？」

「いえっ！　そんなことはないです──はい！」

　何を聞かれたか理解するのに数秒かけた後、フィルは慌あわてて首を左右に振ふった。その反はん応のうに、美み生うさんがにこっと上品に微笑ほほえみ、それを見たフィルの顔がますます赤くなる。で、それを見た美生さんは楽しそうににこにこ笑うもんだから──。

「あのさ。これ、いつまで続くわけ？　ぼく、部活行ってもいいかな」

　みんなの思いを代だい弁べんし、滝たき沢ざわさんがぼそりとつぶやく。うん気持ちは分かります。

　で、その隣となりでは、本を手にしたままの経島先輩が、肩かたをすくめていたのであった。

「フィル坊もみんなも、何をそんなに気に病んでんだか。うっかりクリアしちゃうような変身条件じゃないんだから、そこまで気に病むことでもあるまいに」




「──それじゃ、お邪じや魔ましました」

「うん。またね、赫音。部活がんばってね、ライカにもよろしく」

「アタシもそろそろ行くね。御み崎さき、元もと旦だん那なとクズリが限げん界かい超えないように見み張はっときなよ」

「任まかされよ。されど暴ぼう走そうする白しろの字じを愚ぐ僧そう一人で押おし留とどめられるや否いなや」

「なんで僕が暴走するの前ぜん提ていなんですか。美生さん、お疲つかれ様さまでした」

「にゃ？　私は何もしていませんけれど……？　では、失礼いたします」

　それぞれ自分の部活に向かうみんなを、僕らは美術室の入り口で見送った。先に廊ろう下かに出た滝沢さんと鱗さんに続き、立ち去ろうとした美生さんは、ふと立ち止まると、頰ほおに赤みを残す後輩へと笑みを向けた。

「フィルさん、がんばってくださいね」

「あ──はい。その……いろいろ聞いてもらって、聞かせてももらって、ええと……」

　言葉が上手くまとまらないのだろう、微び妙みように視し線せんを逸そらしながら、フィルはもごもごと言葉を返す。感かん謝しやしてるならありがとうって言えよと思うのだが、美生さんはムッとすることもなく、穏おだやかな笑顔のまま「いいえ、こちらこそ」とだけ言い残して立ち去ったのでした。

　で、後に残されたのは美術部のメンバーだけ。最初に口を開いたのは、いそいそとノートパソコンを立ち上げていた経島先輩だった。

「そんじゃこっちも部活りますか。こないだから話してた連休の合宿なんだけどさ、キツネから良い場所教えてもらったのよね。ちょっち交通の便が悪いけど──」

　と、先輩はふいに「それにしても」と美術室を見み渡わたした。ブラウザ上にどこかのサイトが表示されるのを待ちながら、先輩は眼鏡越しの瞳ひとみを僕へと向けた。

「綺き麗れい所どころが帰っちゃうと一気に寂さびしくなったわね。部長、この部、女っ気が少ないと思う」

「イタチさんがいるんですよ、それ以上何を求めるんですか。ああ、今日も綺麗だよ、イタチさん。ありがとう」

　先輩のパソコンを覗のぞき込こめる位置に椅い子すを移い動どうさせながら、僕は心からの感かん謝しやを述のべた。と、先輩の隣となりに座すわろうとしていたイタチさんの目が丸くなり、そして頰ほおが朱しゆ色いろに染そまった。

「ええと……真しん一いち？　今のは、何に対しての『ありがとう』なのかな？」

「今日もここにいてくれること。好きな人と毎日会えるこの幸せと来たらもう！」

「そ、そうなんだ。えと……。どっ……どう、いたしまして……？」

　赤い顔でうつむきながら、ぼそっとつぶやく妖よう怪かい少女。その様子が可愛かわいくて思わず見つめれば、イタチさんは慌あわてて視し線せんを逸そらしてしまった。そして経ふみ島しま先輩はと言えば、そんな僕らに冷え切った目を向けた後、もう一人の部員に呼よびかけた。

「おーいフィル坊、いつまで見送ってんの。こっち来てラブ濃のう度どを薄うすめてちょーだい」

「え？　あ、すみませんでした、経島先輩」

　呼ばれたことに気付いたのだろう。ぼんやり入り口に突つっ立たっていたフィルは、廊ろう下かをちらちら振ふり返かえりながら、僕らの席へとやってきた。その未み練れんに満ちた歩調を前に、経島先輩は「どいつもこいつも」と小さな肩かたを大きくすくめた。二つに結わえた長い髪かみと、羽は織おったジャージの袖そでとが、やるせなーく揺れている。

「こっちはこっちで『美み生う先輩』が気になって仕方ないってとこかしら。右も左も発情期？　つーか君はニコねーさんにホの字じゃなかったんかい、節せつ操そうのない」

　パソコンのキーボードを叩たたきながら、経島先輩がドライな口調でつぶやく。と、その独ひとり言ごとを聞きつけ、フィルはカッと赤い顔で反論した。

「そっ、それは──いや、ニコ姉さんのことは関係ないでしょう！」

「ほー、逆ぎやくギレか。じゃあ、あの猫娘のことどう思ってるわけかしら」

「え？　いや、美生先輩は、その……」

　経島先輩にざっくり促うながされ、言いづらそうに言葉を濁にごすフィル。そのまま数秒間、もごもごを続けた後、人狼ワーウルフの少年はぼそりと小さな声を発した。

「姉さんに──似にた人だな、と」

　消え入るようなその一言に、僕はイタチさんや先輩と顔を見合わせた。

「……ああ、なるほど。言われて納なつ得とく」

「どっちも、ほんわかしたお姉さんだもんね。優やさしいところも似てるし」

「あと、さりげなく巨きよ乳にゆうなところも。しかし意外に惚ほれっぽいのな、お主」

　腕うでを組んだ経島先輩が、呆あきれたように言い放った。同感です。




　　　　＊＊＊




「お話を聞ければと思って美術室に寄っただけなのに、わざわざ送っていただくなんて……。皆みなさん、なんだか申もうし訳わけありません」

「もういいってば、美み生う。美生の家って学校から近いんだから。ね、真しん一いち」

「うん、イタチさんの言うとおり。お兄さんも鱗りんさんも部活で遅おそくなるってんなら、なおさら不安だし。まあ、何かあっても僕は大して役に立たないけどね」

　時は流れてその日の夕方、立りつ派ぱな家の建たち並ならぶ閑かん静せいな住宅街にて。

　ぺこぺこ頭を下げる美生さんと連れ立って歩きつつ、僕はイタチさんと顔を見合わせた。その後ろには、「俺の家もこっちですから」との理由で付いてきたフィルが、周囲をきょろきょろ見回しながら続いている。注意を払はらってくれるのはありがたいけど、せっかくだから会話に加わればいいのにな。振ふり返かえりながらそんなことを思っていると、イタチさんは隣となりを歩く友人へと話しかけていた。

「ね、美生。さっきの話だけど……豊ゆたかは、妖よう怪かいの気配がするって言ったんだよね？」

「そうです。『先日来、屋や敷しきの周りを妙みような妖よう気きがうろついているようだ。正体はわからんが、気を付けておけ』と」

　兄の言葉を思い出しながらそう答える美生さんは、見み慣なれた制服ではなく、白のＴシャツに緑のジャージという活動的なスタイルに着替えていた。ふわりと長い髪かみも今では大きな三つ編みに変わっている。部活が長引いたので、着替えずに帰ることにしたんだとか。

　いつものお嬢様っぽい出立ちも綺き麗れいだけど、この園芸部モードも美生さんの素そ朴ぼくな魅み力りよくを引き出しており、要するにたいへん可愛かわいかった。絵になる人は何を着ても絵になるよなあ。当たり前のことを再さい確かく認にんしつつ、僕は美生さんへと声をかけた。

「あのさ。その気配って、どんな妖怪かはわからないんだよね」

「ええ、そうなんです。ただ、そのことを帰る前に思い出したので、もしかして経ふみ島しま先輩なら何かご存ぞん知じかと思って、美術室に寄ってみたのですけれど……」

「先輩も何も知らないみたいだったよね。しかしなー、なんであの人は一人でどっか行っちゃうかなあ」

　──あんたらは猫娘を送ってやれ、私はちょっと野や暮ぼ用ようがある。

　そうとだけ言い残してどこかへ走り去ったジャージの背せ中なかを思い出し、僕はやるせない溜ため息いきを吐ついた。御み崎さきだもんね、とイタチさんが苦笑する。

「でも、豊が言うなら信用したほうが良さそうだよ。あたしより気配には敏びん感かんだし」

「へえ、そうなんですか？」

「うん。ほら、美生と真しん一いちがあたしと豊をこっそり尾つけた時にね──」

　楽しげに言葉を交わす二人の少女。美生さんちのお屋敷ももうすぐだし、もしかして取り越し苦労だったかな。そう安心していると、ふいにトントンと肩かたを叩たたかれた。それに釣つられて振り向けば、無む闇やみに神しん妙みような顔のフィルと目が合う。どうしたんだよと尋たずねるまでもなく、美生先輩を守るべく付いてきた人狼ワーウルフの少年は、ひそひそ声で問いかけてきた。

「白しら塚つか先輩。さっきから伊達だて先輩が言ってる『豊ゆたか』って誰だれです？」

「美み生うさんのお兄さんだよ。三年で剣けん道どう部ぶの主しゆ将しよう。頭が固くてめちゃくちゃ強い」

　と、その答を聞いたとたん、フィルはほっと胸むねをなで下ろした。何を考えていたのやら。声には出さずに呆あきれると、僕は「ちなみに」と言い足した。

「その豊さん──僕は多た々た羅ら木ぎって呼よんでるんだけど──も、化け猫の血を引いてる人でさ。美生さんと違ちがって、力を使うと身体能のう力りよくがぐーんと上がるんだよね。力は強くなるしスピードは上がるし、おまけに五感も強化されるらしいし」

　敵てき対たいした時はそりゃもう苦戦したもんなあ。いや苦戦したのは僕じゃなくてイタチさんですけどね。二月のあれこれを回想しつつ、僕は隣となりを歩く後輩の顔を見上げた。今さらだけど背せが高いよな、こいつ。

「フィルはさ、そういうの感知できないの？　ほら、妖よう気きとか邪じや気きとか」

「無茶言わないでくださいよ」

「あれ？　仮かりにも狼おおかみなんだから五感は鋭するどいのかなーと思ってたのに」

「勝手に期待されても。俺、人間じゃないですけど、能力的には普ふ通つうの高校生ですから」

「そりゃそうか。じゃあ変身したら──って、ごめん。今の質問はなしで」

　自分の体に悩なやんでる相手に尋たずねることじゃなかったよな。僕は慌あわてて頭を下げたが、フィルは「いいですよ別に」とぶっきらぼうに応おうじると、肩かたを軽くすくめてみせた。

「そこらへんのことは経ふみ島しま先輩に根ほり葉ほり聞かれましたから。それはもう、家庭の事情から嫌きらいな食べ物まで含ふくめて、何から何まで延えん々えんと」

「さすが先輩。配はい慮りよも何もあったもんじゃないな」

「一いち応おう、言いたくないことは言わなくていい、と断ことわってはくれましたけど」

　しつこい尋じん問もんを思い出したのだろう、しみじみとした溜ため息いきが漏もれる。お疲つかれ様さま、と同情する僕にうなずき返すと、フィルは変身していた時の記き憶おくを語り始めた。

「あの変な鳥に操あやつられてたから、はっきり覚えてないんですけど……感覚は鋭えい敏びんになってた気はします。耳と鼻とが、目と同じくらいの情じよう報ほう量りようを伝えてきて──それに、体の毛に触ふれる空気の一ひと筋すじ一筋までもが選り分けられたような」

　ぽつぽつ語る人狼ワーウルフ少年。僕の場合、ライカに合体されると鼻とか耳が利きくようにはなるんだけど、あれを数倍にしたような感じだろうか。そんなことを考えながら聞き入っていると、語り終えたフィルは「もっとも」と付け足した。

「もう二度と、あの姿すがたになる気はないですけどね。変身に必要な革かわ紐ひもも持ってないですし」

「革紐……？　ああ、そんなの使ってたな」

　フィルに取とり憑ついた黒い鳥、通つう称しようレインコート（最後に名前を聞いたけど忘わすれてしまいました）が、自じ慢まんげに取り出して腰こしに巻まいたんだっけか。小さな妖よう怪かい博士で後に聞いたところによれば、人狼ワーウルフにも色々あって、フィルは月夜にあの紐を巻いて変身するタイプなんだとか。

「狼おおかみ男おとこってのは、みんな満月を見て変身するもんだと思ってたんだけどなー。そう言えば、あの紐ひもって結局どうしたんだっけ」

「俺は拾ってないですね。倉そう庫こ棟とうに落ちたままだと思いますよ」

　こともなげに答えるフィルである。貴き重ちようなアイテムじゃないのかとも思ったが、まあ、変身する気のないフィルにしてみれば、もう見たくもないのだろう。

「ん？　じゃあさ、とりあえずは何も気に病むことはないんじゃないの？」

　思わず口から疑問が漏もれる。と、間かん髪はつ入いれずフィルは「違ちがいます」と言い切った。

「自分が人間じゃなかったってことが問題なんです。それに、経ふみ島しま先輩も、他のきっかけで変身する可か能のう性せいもあるって言ってましたし……。普ふ通つうの人間の白しら塚つか先輩には、俺の気持ちはわかりませんよ」

「……ごめん」

　ふいに強まった語気を受け、萎い縮しゆくしながら謝あやまる僕。で、昨日までのフィルなら、ここでむっつりした沈ちん黙もくが返ってきて、気まずい空気が漂ただよい始はじめていたのだけれど。

「いいですよ。先輩が謝ることじゃないです」

　耳に届とどいたのは、予想外にさっぱりした声だった。あれ、と思って見上げてみれば、諦あきらめの混まじったような苦笑を浮うかべるフィルと目が合った。

「てっきり怒おこると思ってたんだけどな……。やっぱ美み生うさんの影えい響きよう？」

「それは……まあ、そんなところです。美生先輩の言うように、自分のことなんだから、ゆっくりでも受け入れていけるよう、頑がん張ばろうかなと思いまして」

　気き恥はずかしそうに視し線せんを逸そらしながらフィルがつぶやく。その顔が妙みように薄うす赤あかく見えるのは、夕日のせいなのやらどうなのやら。何にせよ、前向きになってくれたのはいいことだ。前を歩く園芸部員さんに感かん謝しやしていると、自分の名前を呼よばれたことに気付いたのか、美生さんが首を傾かしげながら振ふり返かえった。

「お呼びですか、フィルさん？」

「あ、すみません、呼んだわけでは……。ただ、美生先輩のおかげで、ちょっとは気が楽になったって話をしてただけで」

「まあ、それは光栄ですね」

　あたふた応おうじるフィルを見て、嬉うれしげにくすくす微笑ほほえむ美生さんである。そんな光景を前にして、僕はイタチさんと視線を交わしてうなずき合った。

　何にせよ、仲が良いのはいいことだよね、うん。




　で、そのまま四人で言葉を交わしながら歩くこと、五分ほど。

「──美生先輩、凄すごいところに住んでるんですね……」

　何ごともなく到とう着ちやくした多た々た羅ら木ぎ家けのお屋や敷しきにて。

　まっすぐ伸のびる白しら壁かべとどっしりした門、そしてそこから見える豪ごう奢しやな和風建けん築ちくの数々や立りつ派ぱすぎる庭園などを前に、銀ぎん髪ぱつの人狼ワーウルフ少年が圧あつ倒とうされていた。「おお」とか「ああ」とか唸うなりながら屋や敷しきを見つめるフィルの目はなんだか妙みようにきらきらしていて、いつの間にか鉛筆を持つフォームになっていた右手はうずうずと震ふるえている。

「そっか。フィルって、建物の絵が専門なんだよね」

　イタチさんが思い出したようにうなずいた。なるほど、どうやらこのお屋敷、彼の絵え描かき心ごころにガツンと響ひびいてしまったらしい。僕にはよくわかんない嗜し好こうだなーと首を捻ひねっていると、フィルは興こう奮ふん気ぎ味みの視し線せんを美み生うさんへと向け「凄すごいですね」と繰くり返かえした。

「造りも立派だけど、この広さ──！　家の庭ってレベルじゃないですよ。俺んちも無む駄だに広いですけど、とても敵かないません」

「そうなんですか？　フィルさんは、どんなお家にお住まいなんです？」

「お家って言うか、俺んち、四丁目の教会なんです。親父がやってる幼稚園も同じ敷しき地ちに建ってるから、面積だけは広いんですが」

「へー。フィルって教会の子だったんだ。お父さんは牧ぼく師しさん？」

「カトリックですから、牧師じゃなくて神父です。親父と言っても、義理ですけどね」

「ニコが森で拾って、日本に預あずけられたんだよね。で、でも……教会って、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　不安げに尋たずねたのはイタチさんである。うん、その疑問は当然だ。イタチさんや稲いな葉ば先生が神社に入れないように、ヨーロッパ系の妖よう怪かいである人狼ワーウルフにとって教会は鬼き門もんだと思ってたんだけどなあ。正直、十じゆう字じ架か見たら溶とけるんじゃないかとさえ心配してたんだけど。しかし問われた人狼ワーウルフは、よくわからないと言いたげに首を左右に振ふった。

「ずっと住んでますが何ともないですよ。この話、経ふみ島しま先輩もびっくりしてましたっけ」

　不ふ可か解かいそうに眉まゆをひそめるフィルである。こともなげな口ぶりに、僕はイタチさんと驚おどろいた顔を見合わせた。そんな僕らを見回し、美生さんは改まってぺこりと頭を下げた。

「──では、私はこれで失礼しますね。送っていただいて、すみませんでした」

「あ、うん。じゃあ、また明日ね」

「鱗りんさんとお兄さんにもよろしく。しかし、最後まで何も出なかったなあ」

「それならそれでいいじゃないですか。美生先輩、今日はいろいろありがとうございました」

　三者三様の挨あい拶さつを受け、美生さんは上品にもう一度頭を下げ、そして門の脇わきの木戸の中へと姿すがたを消した。

　さて。なんだか拍ひよう子し抜ぬけではあるものの、これにて本日の任にん務むは完了だ。

　帰ろうか、と声をかければ、フィルはあっさりうなずいたが、イタチさんは立ち止まったままあたりを見渡した。いつしかすでに日は落ちており、街灯がぽつぽつと灯り始めている。

「ね、真しん一いち。結局、豊ゆたかの感じた気配って何だったんだろう」

「うーん。多た々た羅ら木ぎの勘かん違ちがいか考えすぎか……それか、案外、求ぐ道どう丸まるとか」

　美み生うさんを姉あね御ごと慕したう天てん狗ぐの暑苦しい顔を思い出しつつ、僕は苦笑した。どこに住んでるのか知らないけど、多た々た羅ら木ぎ家け周辺を徘はい徊かいする妖よう怪かいと言ったらあれくらいしか思い当たらない。と、僕らの会話を聞いていたフィルが「求ぐ道どう丸まる？」と口を挟はさんできた。

「先輩。それってもしかして一年Ａ組の半はん裸ら番長のことですか」

「ああ、フィルとは同級生になるんだっけ。うん、たぶんそいつ」

「そ、そんなあだ名が付いてるんだ……」

　的てき確かくなネーミングセンスに感かん嘆たんしながらうなずく僕の隣となりで、イタチさんが苦笑した。知り合いなの、と尋たずねてみれば、フィルは「一いち応おう」とうなずいた。

「体育でやってるサッカーで、同じチームなんですよ。ほら、俺のＢ組とあいつのＡ組って合同授業ですから。……と言うか伊達だて先輩、もしかしてとは思ってましたが……彼も妖怪なんですか？」

「うん、そうだよ。驚おどろいた？」

「そうでもないです。むしろ納なつ得とくしました」

　やっぱりか、としみじみうなずくフィルである。まあ、常じよう識しき人じんのイタチさんや奈な良ら山やまとは違ちがって、あいつの場合は言動も出立ちも、あからさまに怪あやしいからなあ。十五歳には見えない鱗りんさんと言い、一年生の妖怪たちはよくも悪くもキャラが濃こいのだ。

　と、そんなことを考えながら、ぼちぼち歩き始めようとした、その時だ。

「──真しん一いち、フィル！　妖よう気き！」

　イタチさんが凜りんとした声を張はり上あげた。

「え？　ほんとに？」

「そんな急に──！　ど、どんなのが来るんです？」

「そこまではわからないけど……でも、確かく実じつに妖怪がいる。近いよ！」

　おろおろ驚く男たちをさておき、イタチさんは伸のびやかな五体に緊きん張ちよう感かんを張はり巡めぐらせながら、キッと後ろへ視し線せんを向けた。それに釣つられ僕らも慌あわてて振ふり返かえる。ほどなくして、多々羅木家の門から道を挟んだ向かい側、西洋風の塀へいの陰かげに伸びる道から──そう言えば、稲いな葉ば先生のマンションはこっちだったっけ──ひょこひょこと現れたのは、

「ほんま、どこ行ってしもたんやろなあ。やっぱ学校に戻もどったんやろか──ん？　何や、誰だれかと思たら美術部やないか。こんなところでどないした？」

　焦こげ茶ちや色いろのジャケット姿すがたの小こ柄がらな青年であった。大きな虫むし取とり網あみを手にしているのは謎なぞだけど、それを除のぞけば見み慣なれた顔だ。うん、まあ、確たしかにこの人も妖怪ですけどね。拍ひよう子し抜ぬけと安あん堵どの入り交じった溜ため息いきとともに、僕は目の前の青年を見返した。

「それはこっちのセリフです。こんなところで何してるんですか、寺てら林ばやし先生」

「そらお前、やっとの思いで顕けん現げんさせた──と、危あぶない危ない！　こんなこと稲葉先生の耳に入ったら殺されるがな。えーと、ほら、アレや。大人にはいろいろ事情があんねん」

　ハッと口を押おさえた後、美術部顧こ問もんにして僕のクラスの担任である寺てら林ばやし先生は、取とり繕つくろうように早口で続けた。

　なるほど、どうやらこれが噂うわさの妖よう気きの正体らしい。しかし先生、どんな事情があるのか知りませんけど、仮かりにも教師が女子生徒の家の周りを日ひ暮ぐれ時どきにうろつくのはどうかと思いますよ？　と、そんな思いを籠こめた視し線せんで化ばけ狸だぬきを睨にらんでいると、ふとフィルが不安げに僕の肩かたを突つついた。

「あの、白しら塚つか先輩？　伊達だて先輩、今、妖気って言ってましたけど……まさか、寺林先生も？」

「え？　ああ、うん。先生も妖よう怪かいだけど。あれ、フィルは知らなかったっけ」

「聞いてないです！　つーか美術部妖怪多すぎですよ！　はっ！　てことはやっぱり白塚先輩も！」

「いや僕は普ふ通つうの人間だから。何だよ、『やっぱり』って」

　驚きよう愕がくしつつこちらをじろじろ見み据すえるフィルに、僕は冷たい視線を返した。そこに、僕らの会話を聞きつけたのか、寺林先生が吞のん気きに口を挟はさんできた。

「お。どっかで見た顔と思たら、美術部の新入部員の狼おおかみ男おとこかいな。お疲つかれさん。稲いな葉ば先生から話は聞いてるで。俺は化け狸やねん。お国は違ちがえど同じイヌ系や、よろしゅうな」

「はあ、こちらこそ──って、狸？　先生が？　狸って、あの、信楽しがらき焼やきとかの……？」

「他にどの狸がおんねん。まあ、下半身丸出しで傘かさ被かぶって徳とつく利り持って玄げん関かんに立ったりはせえへんけどな。ほんま誰だれやねん、あのデザイン考えたの。狐きつねは鳥とり居いの前で珠たまとか鍵かぎとか持ってカッコつけとるのに、なんで俺らは露ろ出しゆつ狂きようやねんな。どういうこっちゃ白塚！」

「僕に聞かれても知りませんよ」

　なんで唐とう突とつに現れた狸に八つ当たりされにゃならんのだ。呆あきれながら即そく答とうしてやれば、先生は「冷たいなあ」と苦笑いを浮うかべ、仕切り直すように顔を上げた。

「ま、ええか。そんなことより、お前ら、ここらで妙みようなもんを見ん──」

　そこでふいに先生は口をつぐみ、丸い鼻をぴくりと動かした。同時に、僕らの会話に苦笑していたイタチさんが、弾はじかれたように多た々た羅ら木ぎ家けの門へと振ふり返かえる。

「真しん一いちっ！　美み生うの家の中に別の妖気が！」

「え？　いつの間に」

「わかんないけど──何だろう、これ、ものすごくドロドロした嫌いやな気配……！」

　驚おどろく僕らの前で、ついさっき美生さんが通ったばかりの木戸に手をかけるイタチさん。幸い鍵はまだ開いていたようで、ばたんと音を立てて戸が開く。真っ先に飛び込んだセーラー服の後うしろ姿すがたを追うように、僕とフィルも屋や敷しきの中へと足を踏ふみ入いれる。

　さあ妖怪はどこにいるんだ？　あたりを慌あわてて見み渡わたせば、母家おもやの前の電気仕じ掛かけの灯とう籠ろうの下、黒くて細長い布にぐるぐる巻まきにされながら、もごもご蠢うごめく物体があった。大きさはちょうど人間くらい、布の隙すき間まからは白と緑の生地が覗のぞいており──。

「って。もしかして美み生うさんのＴシャツとジャージ？　じゃあ、あれって」

「美生先輩！　大変じゃないですか、早く助けないと！」

「だ、だよね……！」

　一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを交わし、僕らは同時にうなずいた。なんでまた美生さんが玄げん関かん先さきで布の妖よう怪かいに巻まき付つかれているのかはわからないが、放っておくことなんかできるはずがない。というわけで、僕らは駆かけ出だそうとしたのだが。

「ちょい待ち」

「わっ！」

　ぬっと差し出された虫むし取とり網あみの柄えが、その行く手を遮さえぎった。つんのめるように立ち止まった僕らを見み据すえ、網を手にした寺てら林ばやし先生はやれやれと首を振ふった。

「えらい久しぶりに見たが、あれは機はた尋ひろや。関わらんほうがええ」

「ハタヒロ？　あの布の名前ですか？　てか、関わるなってどういう──」

「落ち着かんかい狼おおかみ男おとこ。むざむざ死人増ふやしてどないすんねん」

　焦あせるフィルに吞のん気きな声を返す寺林先生。反論する暇ひまも与えないまま、美術部顧こ問もんの古ふる狸だぬきは「あの機尋っちゅうのはな」と話し始めた。

「嫉しつ妬ととか情念が布に宿った妖怪でな。お前ら、平へい凡ぼんな武ぶ士しが猫の化けた女と結ばれたのが多た々た羅ら木ぎ家けの興おこりっちゅうのは知ってるやろ？　で、あの布は、その初代のお侍さむらいに振られた女の怒いかりが染しみて生まれた化けモンなんやわ。その女、猫に負けてよほどムカついたんやろうなあ……。多々羅木の血を引く女を見つけると、絞しめ上あげて窒ちつ息そくさせようとしよんねん」

「え？　じゃあ、あれ、何百年も前からずーっとこの家の人を襲おそってるの……？」

「せや。二百年前、俺を封ふうじた男に斬きられて、弱って消えたはずなんやけどな。何かの拍ひよう子しでひょっこり復活したか、それか誰だれかが起こしよったか……。まあ、考えてもしゃあないか」

　そこでいったん言葉を句切ると、寺林先生は僕らを見やり「とにかく」とうなずいた。

「あれには手を出さんほうがええ。多々羅木家の女を襲おそうの邪じや魔ますると本気で殺しに来よるし、邪じや念ねんと執しゆう念ねんの塊かたまりやさかい、全く話も通じひん。ペラい割に難なん儀ぎな奴やつなんやわ」

「先生、あれと戦ったことあるんですか？」

「昔、機尋と気付かずにうっかり褌ふんどしにしようとしてな、もう死ぬかと思うくらい絞められた。ま、幸い、今のあいつは猫娘窒ちつ息そくさせるのに必死で、まだこっちに気付いとらん。ここは三さん十じゆう六ろつ計けい逃にげるが勝ちやで」

「はあ、なるほど──って！　待ってください、美生先輩を見捨てちゃ駄だ目めですよ！」

　真っ先に反論したのはフィルだった。そりゃそうだ、と僕がうなずけば、イタチさんもそれに続いて首を縦たてに振る。

「放っておけるわけないよ！　そんなに強そうな妖怪でもないし……行こう、真しん一いち！　フィルも手伝──あれ？」

　諦あきらめろと促うながす寺てら林ばやし先生を無む視しし、美み生うさんを助けに走り出そうとした矢先、イタチさんはふと後うしろ髪がみに手をやった。あれ、急にどうしたんだろうかと思う間もなく、妖よう怪かい少女は焦あせった瞳ひとみを僕へと向けた。

「真しん一いち、急に髪を引ひっ張ぱらないでよ！　言ってくれたら止まるから」

「……はい？　いやいやいや！　僕、何もしてないし！」

「え、そうなの？　でも今、ピンと髪の毛が──」

「何やってるんですか、二人とも！　そんなことより、美生先輩を助けないと！」

　きょとんとした僕らを叱しかり、全速力でフィルが駆かけ出だす。さすが人狼ワーウルフと言うべきなのか、陸上選手並なみの瞬しゆん発ぱつ力りよくだ。僕とイタチさんはもちろんその後を追ったのだが、その時、美生さんをぎゅうぎゅうと絞しめ上あげていた布の端はしが、スウッと持ち上がってこちらに向いた。機はた尋ひろのやつ、ようやく僕らに気付いたらしい。

　でもまあ、こっちに気を取られて美生さんを離はなしてくれれば──と、そう思った瞬しゆん間かんだ。

「うそ！　あれ、伸のびるの？」

　イタチさんが叫さけんだとおりのことが起きた。

　二十センチほどの幅はばを保たもったまま、布の端が猛もう烈れつな勢いきおいで伸び始めたのだ。もちろん、じたばた藻も搔がく美生さんはしっかり縛しばられたまま。そんなのありかよ、と驚おどろく僕らの目の前で、単なる黒い布にしか見えないそいつは、すぐそこまで迫せまっていたフィルをあっけなく絡からめて持ち上げると、

「くそっ！　こいつ、ペラペラのくせに何でこんな力が──！」

　それはもう無む造ぞう作さに庭石めがけて投げつけた。

　止める暇ひまなどあるはずがない。細身の体が石に激げき突とつする音が静かな庭に響ひびき渡わたったかと思うと、大の字に横たわった男の口から、がはっ、と短い悲鳴が漏もれた。

「フィルっ！」

「待った！　あいつ今度はこっちを狙ねらって──！」

　フィルに駆け寄ろうとするイタチさんを、僕は慌あわてて抱だきとめた。ここでまとめてやられたらシャレにならない、今はとりあえず摑つかまらないようにしないと！　だが機尋は、予想を超えたスピードでイタチさんと僕に一いつ瞬しゆんのうちに肉にく薄はくし、

「え。なんで──きゃっ！」

「しまった！」

　あっという間に二人を纏まとめて縛しばり上あげ、そのまま持ち上げてしまった。歯は嚙がみしてももう遅おそい。肩かたから腰こしまでをぐるぐると覆おおった布に絞め付けられ、ぎゅっと二人の体が押おしつけられた。瞬間、イタチさんの柔やわらかさと暖かさが制服越しに伝わってきて、思わずふわっと意い識しきが飛びかけ──。

「って馬鹿か僕は！　しっかりしろ、この状じよう態たいで気き絶ぜつしてどうすんだ！」

「きゃ、きつい！　それに、どうして、さっきから……！」

　ぎちぎちと絞しめ上あげられ、目の前の少女が苦しげな声を漏もらす。何が「どうして」なのかはよくわからないけど、今はのんびり尋たずねている場合じゃない。せめてイタチさんだけでも逃にがさなきゃ！　と、そう思って必死に腕うでを突つっ張ぱってみたのだけど。

「駄だ目めだー！　全然びくともしない！　何でできてるんだ、これ！」

　見た目は単なる布なのに、この強度はまるで革かわだ。これ以上絞められないようにするのがやっと、逃げるだなんてとても無理。こうなったらもう自力ではどうしようもない。

「すみませーん！　寺てら林ばやし先生、誰だれか助けを──って。あれ？　先生は？」

「……逃げたみたいだね」

　目と鼻の先で、イタチさんがぼそっとつぶやいた。なんとか首を回してその視し線せんを追えば、開け放たれたままバタバタと揺ゆれる木戸が目に映り、僕は呆あきれた声で叫さけんだ。

「あの狸たぬき！　まさかとは思ってたけどこの状じよう況きようで一人で逃げるか、普ふ通つう！」

「そ、そんなことより、どうしよう、真しん一いち！　このままだと、あたし達はともかく、美み生うが……！　顔まで布で覆おおわれてるんだよ、ぐったりしてるし、早く助けてあげないと──」

「俺が助けます！」

　イタチさんの声に割り込むように、か細く、それでいて芯しんの通った声が響ひびいた。そちらを振ふり向むけば、庭石の上でフィルがゆっくりと立ち上がるのが見えた。セリフこそ勇ましいものの、その五体に力が通っていないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、僕らは思わず叫んでいた。

「無茶だ！　気持ちはわかるけど、やめろフィル！」

「そ、そうだよ……！　立ってるだけでも辛つらそうなのに！」

「じゃあどうしろって言うんですか！　助けを呼よんでる時間はないし、動けるのは俺だけなんですよ、俺がやるしかないでしょう！」

「気持ちはわかるけど！　落ち着けって、今のお前じゃどう考えても──」

「いんや。案外そうでもないかもね」

　──唐とう突とつに、聞きき慣なれた声が僕らの押おし問もん答どうへと割り込んだ。

　妙みように自信ありげなその声に引かれ、ハッとそちらへ顔を向ければ、

「やあやあお待たせ皆みなの衆しゆう。勝手知ったる多た々た羅ら木ぎ屋や敷しき、ちょっと裏うらの勝手口から入らせていただきましたよ。しかし、悪い予感が当たったわね」

　お屋敷の玄げん関かん前まえで不ふ敵てきに微笑ほほえむ、小こ柄がらな少女の姿すがたがあった。

　羽は織おったジャージに大きな眼鏡、二つに結わえた長い髪かみ。言わずとしれた経ふみ島しま先輩だ。いきなりの登場に驚おどろく僕らに笑いかけると、先輩は大きな瞳ひとみをフィルへと向けた。

「大おお上がみフィルバート。忘わすれ物ものよ！」

「え？」

　ふいに名を呼ばれたフィルは、先輩が投なげ渡わたした何かを反はん射しや的てきに受け止める。腕の中、束たばねたコードのようなそれを見下ろした瞬しゆん間かん、フィルの顔色がさっと変わった。

「経ふみ島しま先輩、これは……？」

「見りゃわかるでしょーが。こんなこともあろうかと思って倉そう庫こ棟とうで回かい収しゆうしてきた、あんた専用の変身ベルト」

　息を吞のむフィルに向かって、先輩のマイペースな言葉が飛ぶ。

「自分の素す性じようをゆっくり受け入れるって決めた直後に申もうし訳わけないけどね、運命は時として異い常じようなまでにせっかちだと先人が言ったとか言わないとか。つーか大事なのは、あんたに助言してくれた先輩が襲おそわれてて、今のあんたには助ける力があるってことでしょ？　使える手札は使わなきゃ！　とゆーわけで、さあ、腹を括くくりなさい！　ベルトだけにね！」

　ぽんぽんと投げかけられる先輩の声。フィルはベルトを手にしたまま動かない。

「──フィルっ！　逃にげて！」

　イタチさんが慌あわてて叫さけぶ。見れば、僕らを縛しばり上あげた機はた尋ひろの先せん端たんが、彼に向かって伸のび始はじめていた。僕はと言えば、イタチさんともども完全に縛り上げられ、ぴくりとも動けないままだ。自分の不ふ甲が斐いなさを恥はじながら、逃げろとも戦ってくれとも言えず見つめる先で、経島先輩はそろそろ後ずさりながら声を張はり上あげた。

「大だい丈じよう夫ぶよ人狼ワーウルフ！　猫の言うように、そーゆーもんだと認みとめちゃえば、意外と何とかなるもんだから！　それとね、えーと、あとは、もう使つかい尽つくされた言葉になっちゃうんだけど自分を信じなさいとしか言いようがないっつーかなんつーか……。たぶん大丈夫だってば！　ほら、昭和の昔から、ベルトで変身するのは正義の味方って決まってるわけだし」

「……なんですか、その適てき当とうな根こん拠きよは」

「うるさい！　ああもう──とにかく！　『美み生う先輩』を目の前で絞しめ殺ころされたくないんなら、あんたのやるべきことは決まってるでしょ！」

「──っ！」

　その一言が決定打だった。じわじわ迫せまる黒い布を、ブルーの瞳ひとみが真っ向から見返す。庭土を強く踏ふみしめながら、ほんの一いつ瞬しゆん前まで迷まよっていた人狼ワーウルフの少年は、革かわ紐ひもを固く握にぎって叫びをあげた。

「経島先輩！　月は──」

「もちろんばっちり出てるわよ！」

　先輩の嬉うれしげな声に、無言でこくりとうなずくフィル。東の空に昇のぼったばかりの月が照らすその顔には、開き直ったような覚かく悟ごと決意が満ちている。がんばれ、とイタチさんが声をあげ、僕はごくりと息を吞む。その場のみんなが見つめる先で、

「美生先輩を離はなせ、化け物！」

　フィルは手にしたベルトを学生服の上から腰こしにぐるりと巻まき付つけた。

　銀に輝かがやく妖よう気きが、爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがった。白い光に飲み込まれたフィルの体は、あっという間に四つ足の獣けものへとその輪りん郭かくを変えていく。そして、その眩まぶしさに思わずまぶたを閉じてしまった僕が──手で顔を覆おおいたかったけど、あいにく完全に縛しばられているのだ──再ふたたび目を開けた時。そこにいたのは、見み慣なれた学生服の少年ではなく、

「──ウウウウウウウッ……！」

　太い牙きばを庭に突つき立たて、低い唸うなりを漏もらす銀色の巨きよ大だいな狼おおかみだった。

　爪つめと牙を誇こ張ちようした容よう姿しに、思わずぞくっと背せ筋すじが震ふるえる。息を吞のんで変身を見守っていたイタチさんは、小声でぼそりとつぶやいた。

「何度見ても凄すごい迫はく力りよくだよね……」

「確たしかに。デザインもサイズも普ふ通つうの狼じゃないし──てか、ちゃんと自制できてるんだろうな、フィルの奴やつ。この状じよう況きようで暴ぼう走そうされたら、正直、シャレに」

「──大だい丈じよう夫ぶです、白しら塚つか先輩──」

　僕の漏らした独ひとり言ごとに、低い声が割り込んできた。え、今のって、もしかして？

　驚おどろいて見つめた先では、銀の狼が青い瞳ひとみをこちらに向けながら、念を押おすようにうなずいていた。へー、変身しても喋しやべれるのか、こいつ。ぽかんと感心していると、ふいにイタチさんが叫さけびをあげた。

「フィル、来るよ！　気を付けて！」

「──はいっ！」

　唸り声での返事と同時に、じわじわと様子を窺うかがっていた機はた尋ひろの先せん端たんが、フィルを目がけて襲おそいかかった。首かあるいは胴どう体たい目がけ、殺意と敵てき意いに染そまった黒い布がうねうねと躍おどるように伸のびていく。

　避よけろ、と思わず声が出た。今のあいつの運動神しん経けいなら飛とび退のくことはできるはず！

　だがフィルは、身をかわすこともなく引くこともなく、

「──ウオウッ！」

　無む造ぞう作さに、それでいて的てき確かくに。首をぐるんと捻ひねって布にがぶりと嚙かみついた。

　太い牙が布地に食い込み、グルウッ、と低い唸りが響ひびく。まさか自分が摑つかまるとは思っていなかったのだろう、じたばたともがく機尋を、フィルの前足の爪が力ちから任まかせに押さえ込む。

「よっしゃあ！　さすが本場の人狼ワーウルフ！　さあやっちまえ！」

　拳こぶしを握って経ふみ島しま先輩が叫さけび、それに応こたえるようにフィルは首を振ふり上あげた。ぶちぶちと音を響かせ、黒い布地が引ひき裂さかれていく。その力強い光景を前に、イタチさんが息を吞んだ。

「凄すごい……！　あんなに簡かん単たんに？」

「どんだけ馬鹿力なんだ、あいつ──って。え？」

　ふいに、僕らの体を縛って持ち上げていた力がふっと緩ゆるんだ。うわ、と驚く間もなく、僕、そしてイタチさんは庭の上へと投げ出される。一足先に落下した僕は、腰こしの痛いたみをこらえながら慌あわてて立ち上がり、イタチさんを受け止めようと手を広げたが、

「──無事ですか、伊達だて先輩」

「あ、うん……！」

　あいにく、その心配は不要だった。すかさず飛び込んできたフィルが、その胴どう体たいでイタチさんを受け止めたのだ。長い銀色の体毛がクッションになったのだろう、イタチさんは無む傷きずのまま起き上がると、狼おおかみの体から飛とび降おりた。

「ありがと、フィル！　あたしはもう大だい丈じよう夫ぶだから、早く美み生うを」

「──わかってます！」

　イタチさんの言葉を受け、銀の狼は力強く土を蹴けって黒い布へと飛びかかった。美生さんに巻まき付ついたままの機はた尋ひろは、先を伸のばしてひたすら相手を巻き取ろうとするものの、フィルは意外なまでに俊しゆん敏びんだった。あらゆる方向からの攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えでかわし、その度たびに布の先せん端たんを押おさえつけ、そして牙きばを立てて食いちぎる。回復する暇ひまを与あたえずに相手にダメージを蓄ちく積せきさせていくその戦法は、まさに野生の狼さながらだった。頼たのもしい。そして何よりかっこいい。

　面おも白しろいように短くなっていく機尋と、確かく実じつに進み続けるフィルの勇ゆう姿しに、僕とイタチさんは揃そろってぽかんと口を開けていた。

「ほんと凄すごいね……。力もそうだけど、どうしてあんなに避よけられるんだろう」

「変身したら空気の流れまで感じられるほど五感が鋭えい敏びんになるって言ってたっけ。しかしフィルのやつ、暴ぼう走そうするかもって不安がってた割には」

「うん、ちゃんとフィルのままだよね……！　良かった……！」

「いやほんと良かった良かった。ま、私は心配してなかったけどね」

　経ふみ島しま先輩が僕らの間ににゅっと顔を突つき出だしてきた。どういうことです、と目で尋たずねれば、たまに頼たよれる妖よう怪かい博士は「考えてもみなさいよ」とにやついた。

「勝手に暴あばれる性質があるなら、あのトリ女、鬼おにの残ざん滓しを魂たましいの代用品にしたりなんかしないでしょ。変身させて放置すりゃいいんだから。なのにわざわざ手て間ま暇ひまかけたってことは、本来、フィル坊は変身後も自制心をしっかりキープできるって証しよう拠こなわけよ。あれだけ自我が明めい瞭りようなら、元の姿すがたにも簡かん単たんに戻もどれるだろうし、良かった良かった。教会育ちの効こう用ようね」

「教会育ちの……？　どういうことです？」

「あいつの先せん祖ぞだか先代だかにあたるジェヴォーダンの獣けものってさ、カトリック教徒だけを見み境さかいなく狙ねらう魔ま獣じゆうなの。だからさ、教会の神父だなんて本来は宿しゆく敵てきもいいところなのよね」

「え、そうなの？　だけど、フィルのお父さんって、確たしか──」

「そ。物心つく前からそんな人に育てられたもんだから、獣じゆう性せいが全然育たなかったんでしょうねー。結果的に、良く言えば真面目まじめ、悪く言えばくそ真面目な男になっちゃった、と」

　神父様さまさまね、とニヤつく経島先輩。「様」がずいぶん多いですね、と突っ込みながら見つめた先では、凜り々りしい銀の狼が、いつの間にかずいぶん短くなった機尋をくわえて振ふり上あげていた。ようやく束そく縛ばくから解かい放ほうされたＴシャツ姿の少女が、庭草の上にころんと転がる。

「美み生うさんっ？　動いてないけど、まさか」

「大だい丈じよう夫ぶ！　ちゃんと息してる。気を失ってるだけだよ」

「さすが、いい目してるわねー。となればあとはその暗あん幕まくだけか。やっちまえ！」

　イタチさんの嬉うれしげな言葉を受け、先輩は威い勢せい良よく拳こぶしを突つき上あげた。その声せい援えんに煽あおられたのか、フィルは一ひと際きわ大きく咆ほう吼こうすると、

「──ガルウウウウウウウウッ！」

　最後に残った機はた尋ひろへ、杭くいのような牙きばを全力で打ち込んだ。それがトドメになったのだろう、すでにズタズタになっていた黒い布は朽くちるようにかすれて消えていく。

「やったあっ！」

「でかした！」

　経ふみ島しま先輩が満足げにうなずき、イタチさんは美生さんへと駆かけ寄よっていく。そして、全身でガッツポーズを決めていた僕が、その後を追おうとした時だ。

「ん……？」

　フィルの最後の一声か、僕らの歓喜が耳に届とどいたのだろう。フィルの足下に倒たおれていた美生さんが上体を起こした。ぱちぱちと目を瞬またたいた化け猫混まじりのお嬢様は、目の前に走り寄ってきたイタチさんや僕に気付き、前まえ髪がみの下のくりっとした目を見開いた。

「あ、あれ？　ええと──クズリさん？　私、どうしていたのですか？」

「妖よう怪かいに襲おそわれてたんだよ。無事で良かった、美生！」

「襲われて……？　ああ、そう言えば、家に入ろうとしたところで、急に黒い布に巻まき付つかれたことは覚えていますけど。いきなり目を塞ふさがれたので、猫ねこ操あやつりも使えなくて……。皆みなさんが助けてくださったのですか？」

　記き憶おくがはっきりしないのか、きょとんと首を傾かしげるお嬢様。その質問に、僕とイタチさんは思わず顔を見合わせた。まあ、助けようとはしたんだけどね。頭を搔かきながら、僕はそう続けようとしたが、そこにすかさず経島先輩が割り込んできた。

「今回の功こう労ろう者しやはイタチちゃんでも白しろの字じでもないんだな。今日のヒーローはね、あんたの後ろのその彼よ」

　その無む造ぞう作さな一言に、美生さんの後ろに突っ立っていたままの銀色の狼おおかみは、びくりとその巨きよ体たいを震ふるわせた。その反はん応のうも無理はない。あいつ、あの姿すがたにコンプレックス持ってるからなあ。特に、美生さんには見られたくないみたいだったし。

　だがしかし。いくらスピード自じ慢まんの狼と言っても、この状じよう況きようで姿を隠かくせるわけもなく。

「後ろ……ですか？」

　かくして、おろおろと立ちつくす巨きよ大だいな狼は、ゆっくり振ふり返かえった美生さんと、

「──にゃわっ」

「……う、うおん」

　目と鼻の先でご対面することになったのでした。……あーあ。

　熊くまサイズの狼おおかみを目まの当あたりにして、美み生うさんはぴたりと静止した。気持ちはわかります。で、フィルのほうもどうしていいかわからないんだろう、おどおどと視し線せんを泳がせるばかり。

　そして、気まずいような気き恥はずかしいような、そんな微び妙みような一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後。

「う、うう……」

　怖こわがられていると思ったのだろう、無言でそうっと後ずさろうとしたフィルだったが、そんな彼を目がけ、

「わあっ、可愛かわいいっ！」

　美生さんが跳はねるように──というか、実じつ際さいに跳ねて飛びついた。あ。そう来たか。

　さすがにこの行動は予想外だったのだろう、フィルはぎょっと目を見開いて固まったが、美生さんはそんなことは気にしない。いや、気付いてすらいなかった。一ひと抱かかえほどの首に両手を回して力一杯体を押おしつけ、溢こぼれそうな満面の笑みを銀の毛皮にもふもふにこにこ埋うめていく。

「わあ、柔やわらかい……。大きなワンちゃんって、いいですよねえ！　そうそう、どこのワンちゃんか存ぞんじませんが、ありがとうございます！　ライカちゃんのご親しん戚せきの方ですかあ？　って、喋しやべれませんよね、ワンちゃんですから。ねー！」

　嬉うれしげに声をかけながら、フィルの大きな首や耳元を撫なで回まわし続けるお嬢様。さっきまで気き絶ぜつしていた人とは思えないハイテンションぶりだ。

「……そう言えば美生さん、大型犬、大好きなんだっけ」

　今さらながら思い出してつぶやけば、狼の首もとに抱だきついたままの美生さんは「はいっ！」ときっぱり即そく答とうした。なるほど、ライカと合体した僕でさえ可愛がれる人にとって、今のフィルの姿すがたはもう完全にツボだったらしい。

　で、美生さんが嬉うれしそうなのはいいことなんだけど、問題は抱きつかれてるフィルである。なんかどんどん息が荒あらくなってるし、とっとと事情を説明して元に戻もどったほうがいいんじゃないでしょうか。せっかく妖よう怪かいに勝ったのに過か呼こ吸きゆうで倒たおれてしまいましたってのは、役に立ってない僕が言うのも何だけど、ひどく格かつ好こう悪いと思う。

「あれ？　こいつ、今の姿だと喋れないんだっけ……？」

「ううん。さっきまで普ふ通つうに話してたよ」

　狼じみた呼吸音を繰くり返かえすだけの後輩を前に、小声をぼそりと漏もらせば、イタチさんがひそひそ声で応おうじてくれた。だよなあ。なのに、口を利きかないってことはですよ？

「緊きん張ちようしすぎて名乗るに名乗れなくなっちゃったんでしょ」

　呆あきれた声で経ふみ島しま先輩がつぶやいた。ですよねー、と目で応おうじた僕にうなずき返すと、先輩は腕うでを組んで微笑ほほえんだ。

「ちなみにさ。狼モードのフィル坊って、確たしか、五感がおそろしく鋭びん敏かんになるのよね？」

「本人はそう言ってましたね」

「ふむ。つーことは今のこいつはさ、そんな感覚過か敏びんな状じよう態たいで、Ｔシャツ姿すがたでなにげに胸むねのおっきな憧あこがれのお姉さんに力一杯抱ほう擁ようされているわけよね」

「え？　あ──そうか、そうなるのか！　くそ、いいなあ……！」

「──真しん一いち？」

　思わず漏もれた本音の一言に、イタチさんがじろりと厳きびしい目を向けてきた。ごめんなさいと反はん射しや的てきに頭を下げる僕。と、イタチさんは苦笑混まじりの溜ため息いきを一つこぼし、「美み生う」と穏おだやかな声を発した。その呼よびかけに、フィルの耳や腹や喉のどの下などを全ぜん身しん全ぜん霊れいでエンドレスに撫なでくりまわしていた美生さんは、きょとんと首を傾かしげて振ふり向むいた。

「ふわふわですねー、いいなあ──にゃっ？　どうかされました、クズリさん？」

「あ、うん、そのくらいにして着替えてきたら、と思って。美生、土で汚よごれちゃってるし、それに、フィ──じゃなかった、その狼おおかみも、もう帰してあげないと。がんばって戦って、疲つかれてるんだから」

「そうなんですか？　確たしかに、息が荒あらいですものね……。お大事にしてくださいね？」

　ハッハッと熱い息を吐はき出だす狼の口先に、美生さんは心配そうに手を差さし伸のべた。それは決して戦せん闘とうの後こう遺い症しようでも何でもなく明らかに美生さんのせいなんですが。そう思いながら僕らが見つめる中、犬好きの猫娘さんは、フィルの大きな鼻先に優やさしく両手を添そえると、

「助けてくださって、ありがとうございました。またお越しになってくださいね」

　親しげに小さな唇くちびるをそっと重ねたのだった──って。え。おい！

「わお」

「わっ！　し、し、真一……、今、み、美生──！」

　経ふみ島しま先輩が楽しげにニヤつき、動転したイタチさんが僕の腕うでをいきなり摑つかむ。とまあ、そんな具合に呆あつ気けにとられた僕らをその場に残し、美生さんは深々と一礼すると、お屋や敷しきの中に消えたのでした。




　で、それからだいたい三十秒後。

「──わふん」

　ずっと微び動どうだにしていなかったフィルが、悲鳴なんだか呼こ吸きゆう音おんなんだかわかんない声を漏らした。同時に、その体を包んでいた銀の妖よう気きが霧む散さんしていく。

　見み慣なれた学生服姿へと戻もどりながら、妖よう怪かいとの激げき闘とうと、そしてその後の色々を耐たえきった少年は、庭草の上に仰あお向むけにばたりと倒たおれ込こんだ。月明かりに照らされたその表情は、もはや「満足げな笑顔」とかいうレベルではないくらいに幸せそうだ。

「いい顔してやがるわねー。さてさて人狼ワーウルフ少年、初戦を終えての感想は？」

「……柔やわらかかったです……」

　にやにや尋たずねた経島先輩に、フィルは荒い呼吸で即そく答とうし、最後に「とても」と付け足した。

　おいこら、それは何の感想だ。思わず冷たい視し線せんを向けてしまったその先で、ついさっき勇気を振ふり絞しぼって変身した後輩は、傍かたわらの経ふみ島しま先輩を見上げ、途と切ぎれ途切れにつぶやいた。

「……先輩。俺、もう、死んでもいいです」

「とりあえずそこで死ぬのは迷めい惑わくだからやめようか。しかしあんた、こないだまでは白しろの字じの真面目まじめなライバルだったのにさ。意外とキャラ崩くずれるの早かったわね、ご愁しゆう傷しよう様さま」

　大の字に寝ね転ころがったままのフィルを、楽しそうに見下ろす経島先輩。そんな二人を温かい目で──と言うか、フィルを羨うらやみながら──眺ながめていると、ふいに袖そでが引ひっ張ぱられた。おわ、とよろけながら振り向けば、なにやら神しん妙みような顔のイタチさんと目が合った。

「あれ、どうしたの？」

「ね、お願い。ちょっと来て、真しん一いち」

　質問に答えることなく、イタチさんは僕の手を取ったまま歩き出した。わけがわからないまま連れて行かれた先は、経島先輩やフィルからは見えないお屋や敷しきの陰かげ。これはもしかして何か怒おこられるんだろうか。どきどきとうろたえながら、僕は慌あわてて弁べん解かいした。

「あ、あのさイタチさん？　そりゃまあフィルを羨ましいと思ったのは確たしかだけど」

「──どうしよう、真一」

「だってほら美み生うさん優やさしいし可愛かわいいしスタイルも──はい？　どうしようって何が」

「しっ。御み崎さきたちには内ない緒しよにしたいの。心配させたくないから」

　反はん射しや的てきに尋たずね返かえした僕の口を、イタチさんは慌てて塞ふさぐと「静かにしてね」とアイコンタクトで訴うつたえてきた。何だかさっぱりわからないが、秘ひ密みつにすべき深しん刻こくな事じ態たいが起きたらしい。了解。無言で首を縦たてに振って話の先を促うながせば、イタチさんは僕の口から手を離はなし、ひそひそ声でささやいた。

「……あのね、真一。あたし、妖よう術じゆつが、使えなくなっちゃったみたい」

「へえ、妖術が？　そうなんだ──って！　え」

　予想外の告白に、思わずぽかんと口が開いた。「ほんとに？」と視線で問いかければ、イタチさんは一いつ瞬しゆん口ごもったが、すぐにこくりと首を縦に振る。その不安げな動作を見た瞬しゆん間かん、僕は思わず叫さけんでいた。

「えええええええええっ？　そ、そ、それって──大だい丈じよう夫ぶなの、イタチさん！」

「しっ！　静かにして、真一！　うん、体は何ともないんだけど……。術が……その、ね？」

「あ、うん……！　で、術って、炎ほのおのこと？　それとも鎌かま鼬いたち？」

「……ぜんぶ」

「そ、そうなんだ……！　いや、でも、いつから……？」

「わかんない。わかんないけど、機はた尋ひろが襲おそいかかってきた時には使えなくなってた。術が使えたら、あんな簡かん単たんに摑つかまったりしないのに。妖よう気きも全然感じられないし……」

　しょぼんと顔をうつむけたまま、抑おさえた声で話し続けるイタチさん。そう言えば、機尋に摑まりながら「どうして」とか何とか言ってたっけ。今さらそんなことを思い出した僕を前に、力を失った妖よう怪かい少女は不安に満ちた顔を上げた。

「それに……。さっきから、どんなに集中しても、耳も尻尾しつぽも生えてこないんだよ……！」

「尻尾まで？　だとしたら今のイタチさんって、それはもう妖怪じゃなくて──」

　困こん惑わくのあまり、僕は思わず両手を伸のばしてイタチさんの両りよう肩かたを摑つかんでしまう。

　と、目の前の妖怪少女は、小さな肩をきゅっと縮ちぢめながら、こくりと首を縦たてに振ふり、

「うん。どうしてなのか、全然わからないけど」

　不安げに僕の顔を見上げて困こん惑わく気ぎ味みにつぶやいたのだった。

「──あたし、普ふ通つうの女の子になっちゃった」
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「ね、イタチさん。昨夜ゆうべはどうだった？」

「それが……。何度か、試してみたんだけどね……」

「──やっぱり？」

「……うん、やっぱり」

　抑おさえた声でうなずくと、イタチさんは肩かたを落として苦笑した。空元気に満ちたその一言に、僕は「そっか」と小声を返すことしかできなかった。

　イタチさんがなぜか妖よう怪かいとしての能のう力りよく全てを失ってしまってから、はや三日。今もまだ、その妖力は戻もどっていないようだった。

　最初は一時的なものかと思ったんだけど、どうやらそうでもないらしい。小さな溜ため息いきを一つこぼし、僕はすぐ隣となりのシートの妖怪少女──ではなく、「元」妖怪少女へと目を向けた。

　今日のイタチさんの服ふく装そうは、五月とは思えない陽よう気きに合わせたのか、ちょっと早めの夏服だった。半はん袖そでからはほどよく締しまった二にの腕うでが覗のぞいており、その健康的な白い肌はだは窓まどから差し込む陽よう光こうによく映えてはいたけれど、いくら僕でもこの空気の中で「わーい半袖だお揃そろいだ」と喜んでいられるほど馬鹿でもない。あ、ちなみに僕は半袖カッターを着ています──って誰だれに説明してるんだか。

　妖力消失の原げん因いんがさっぱりわからなくって気味悪いってのもあるけれど、それより何より、イタチさんの元気がなくなってしまったのが辛つらい。役に立てない自分を歯は痒がゆく思いつつ、僕は物もの憂うげモードのイタチさんにすすっと近づき、耳元へと話しかけた。

「何度も言ってるけど、そろそろ、みんなに相談したほうがいいよ。その手の話に詳くわしそうな人も多いし、言いづらいなら僕から聞いてもいいからさ。……駄だ目め？」

「うん。ごめんね。でも、誰かに相談するのは、連休が終わってから」

　困こまったような笑みが、僕の勧すすめを拒きよ絶ぜつした。食い下がろうとする僕に向かって、とことん優やさしい元妖怪少女さんは「ごめん」と繰くり返かえした。

「我わが儘まま言ってるって、自分でもわかってるんだよ。真しん一いちが心配してくれるのも、すごく嬉うれしい。でも、みんなに気を遣つかわせたくなくて。だって、今日からせっかくの合宿──」

「──聞いているのですかと聞いているのです！　後部座席のバカップル！」

　ふいに、よく通った大声が、イタチさんのひそひそ声に割り込んだ。

「うひゃっ！」

「わっ！」

　いきなりの大声に、顔を寄せ合って話し合っていた僕とイタチさんは、同時にびくっと怯おびえ、二人揃そろって声の主へと顔を向けた。と、その反はん応のうをルームミラーで確かく認にんしたのだろう、運転席の稲いな葉ば先生は、それはもうわざとらしい溜息を落とした。

「いつまで二人でこそこそやっているつもりです？　馬鹿と阿あ呆ほうが番つがうのは勝手ですし、皆みなの会話に加わって親しん睦ぼくを深めろなどと野や暮ぼなことを言うつもりはありませんわよ？　ですけれど、ルームミラーの中で延えん々えんといちゃつかれるのは、正直、非常に目め障ざわりで迷めい惑わくです」

　三列座ざ席せきのミニバンを慣なれた手つきで操あやつりながら、稲いな葉ば先生は怒いかりと呆あきれに満ちた声を漏もらした。なるほど、それは確たしかに迷惑だろう。いちゃついてたわけではないんだけど、それを説明するわけにもいかないし。仕方ない、この話の続きはまた後だね。僕はそうイタチさんとアイコンタクトを交わすと、運転席へと頭を下げた。

「すみませんでした」

「以後気を付けなさい」

　ぴしりと答える運転手。見慣れたスーツではなく、ラフな長なが袖そでシャツとパンツに身を包んだ稲葉先生の紅あかい瞳ひとみが、ミラー越しに僕をじろりと睨にらみつけてくる。

「そもそも、この私に運転手をさせるだけでなく、あの愚ぐ昧まいな狸たぬきの代役まで押おしつけること自体がおかしいのです。偉い大だいなる大だい妖よう怪かい、九きゆう尾びの狐きつねを一体何だと」

「まあまあ。そう怒おこりなさんな」

　ハンドルを手に愚ぐ痴ちり続つづける稲葉先生に、助手席から明るい声が投げかけられた。む、と押おし黙だまった先生に向かって、その隣となりに陣じん取どった経ふみ島しま先輩はなだめるように笑いかける。肩かたに羽は織おったジャージの袖が、笑い声に合わせて軽やかに揺ゆれた。

「みんな感かん謝しやはしてるんだからさ。いい場所、教えてもらったし」

「職員室で聞いた話を流しただけですけれどね。しかし、本当にあそこで良かったのですか？　あの運動公園、体育会系向けの施し設せつですわよ？　大学の運動部が夏の合宿に使うとか」

「山と海が近くて景色が良くて安く泊とまれてなおかつ怪かい談だんスポットが近くて妖怪伝でん承しようも多いんでしょ？　何の文もん句くがあろうかよ」

　訝いぶかるように横目を向ける先生に、経島先輩はけろりと答えた。そりゃそうだ。後半はともかくとしてですけどね、と内心で言い足すと、僕は窓まどの外を流れる並なみ木きに目を向けた。

　──今、僕らが向かっているのは、海うみ沿ぞいのとある合宿所だ。先生に聞いた話では、水泳から球技まで一通りのスポーツができるでっかい施設がすぐそばにあって、そこで練習する運動部の皆みなさんが泊まる宿舎なんだとか。かなり簡かん素そな宿らしいけど、それは別に気にならない。

　旅先で厄やつ介かいな妖怪が出るんじゃないかという不安はあるけど──いつもは頼たよれるイタチさんが、今は普ふ通つうの女の子なのだ──まあ、経島先輩と稲葉先生がいれば大だい丈じよう夫ぶだろう、たぶん。そう自分を納なつ得とくさせながら、僕は先生へと笑いかけた。

「ほんと、助かりましたよ。ありがとうございます」

「そうそう、白しろの字じの言うとおり。みんなで乗れるレンタカー借りてくれたのも嬉うれしいし、そもそも引いん率そついないと合宿来れなかったんだから」

「全くだ！　あの掛かけ持もち顧こ問もんの化ばけ狸だぬき、書道部があるから行けないとか言いやがってさあ。危あやうく美術部の合宿が単なる仲良し旅行になるところだったもんねー」

　経島先輩の言葉を受け、しみじみとうなずいたのは、真ん中の列、運転手の後ろの席の鱗りんさんだ。長い髪かみの蛇へび女によう房ぼうさんは、嬉うれしげに隣となりの席のフィルへと同意を求めたが、ふと「待てよ」と首を傾かしげた。

「あのさ。考えてみりゃあ、別にフツーの旅行で良かったんじゃないの？　だったらみんな私服で来れたわけだし、キツネに頭下げる必要もなかったんでしょ？」

「それだと生徒会から合宿補ほ助じよ費ひが出ないんだ」

　鱗りんさんの問いかけに、その隣の席のフィルがやれやれと頭を振ふった。そーなの、と首を傾かしげるクラスメートに、学生服姿すがたの一年生は気苦労の多そうな顔を向け、口を開いた。

「服ふく装そうは制服かジャージで、引いん率そつ教師は最低一名。補助を受けようと思ったら、この規き定ていを守らないといけないんだって、奈な良ら山やま先輩が言ってた」

「世せ知ち辛がらい話だねえ。そう言や、その天てん狗ぐさんは？　今日もお休み？」

「いや。車くるま酔よいするから俺は飛んで行くよ、とか言ってたけど……どういう意味だろう」

　奈良山の言葉の意味が分からないのだろう、フィルは不ふ審しんそうに首を捻ひねった。えーと、それは別に何かの暗あん喩ゆなどではなく、文字通り自分の羽根で飛んでいくつもりなんだと思います。

　ちなみに今回の合宿の参さん加かメンバーはと言うと、まず美術部からは、イタチさんと僕と経ふみ島しま先輩にフィルに、別行動中の奈良山の計五人。幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むらがいないのはいつものことだ。で、そこに、代理顧こ問もんをお願いした稲いな葉ば先生と、なぜか同行してきた鱗さんが加わっているというわけ。最初は、江え戸ど橋ばしさんと新あら井いさんの生徒会コンビも誘さそったんだけど、会長選挙の準じゆん備びが忙いそがしいとかで断ことわられてしまったのである。残念。

「まあ、美術部の合宿なんだから美術部だけで楽しんできなさい、ってのは正論だけどさ」

「うん、確たしかにね」

　新井さんの声を思い出しながらつぶやけば、イタチさんがうなずいた。と、それと同時に、前の席のフィルが、ふいに「今さらだけど」と鱗さんへと向き直った。

「なあ。なんで美術部の合宿に部員じゃないお前がいるんだよ」

「アタシはヒマな自由人だから──って、それは『納なつ得とくできねえ』ってツラだな？　ならばよし、アタシも美術部に入部することにしよう。そこまで言うなら仕方ない」

「はあ？　ちょ、ちょっと待てよ鱗。俺は何も」

「まあまあ、嬉しいからって騒さわがないの。入部してもいいっしょ、御み崎さきにキツネ？」

　急きゆう展てん開かいに困こん惑わくするフィルの肩かたを優やさしく叩たたきながら、アロハにショートパンツにサングラスという浮うきまくった姿の鱗さんは、前の席へと声をかけた。その呼よびかけに、助手席の経島先輩と運転席の稲葉先生は、それはもうあっさり首を縦たてに振る。

「どうぞどうぞご自由に」

「生徒会顧問の権けん限げんで、生徒会長に代わって承しよう認にんします」

「おー、ありがとねー」

　けろりと応おうじる鱗さんである。かくして、美術部は部員を一人増ふやしたのだった。

　……部長の僕と副部長のイタチさんには、何の相談もないままに。

「まあ、鱗りんさんなら構かまわないけどさ」

「だよね。鱗、普ふ段だんから美術室来てるし」

　思わずこぼれた溜ため息いきに、イタチさんが笑顔で応おうじる。そりゃそうだけど、この人、美術やる気はないんだろうなあ。だいたい新しん体たい操そう部ぶはどうするんですか、と呆あきれていると、入ったばかりの一年生女子がへらへら笑いながら振ふり返かえった。しかし態たい度どのでかい新入部員である。

「いやー、アタシの入ってる新体操部、あんまり熱心なサークルじゃないからね。活動日は週の半分だけだし、土日祝日は基本的にオフだし。とゆーわけで、今後もこの手のイベントにはちょくちょく顔を出すから、クズリも元もと旦だん那なも一つよろしく」

「うん、こちらこそ」

「別にいいですけど、次からは合宿には制服で来てくださいよ」

「だってセーラー服じゃ酒飲めないしー。地酒を飲まずに何の遠出かって話さ」

　僕の苦言を受け、リゾート仕様の鱗さんは悪びれることなく言い切った。そのあっけらかんとした笑顔に、ペットボトルのお茶を口に含ふくみつつ、フィルが呆れる。

「酒って。鱗、ほんとに何しに来たんだよ」

「まあそう固いこと言うなって。美人が増ふえたんだから喜べっつーの」

「美人って誰だれだ」

「ここにいるじゃん。それとも、憧あこがれの美み生う先輩が良かったのかしら、ワンちゃん？」

「──ぶごふっ！」

　鱗さんが猫なで声を発した瞬しゆん間かん、フィルがいきなりお茶を噴ふいた。

「うわ冷たあっ！」

　フィルの前に座すわっていた経ふみ島しま先輩が、お茶を被かぶって悲鳴をあげたが、フィルはもっとそれどころではなかった。黙だまっていれば端たん正せいな顔から烏龍ウーロン茶ちやをごぼごぼ垂たらしつつ、純じゆん情じような人狼ワーウルフはニヤつく蛇へび女によう房ぼうへと青い瞳ひとみを向けて叫さけぶ。

「な、な、なん、なんで！　なんで鱗がそのことを！」

「同どう居きよ人にんの強みとでも言いましょうか、くふふふ。美生から『銀色の大きなワンちゃん』の話を聞いた時、ピンと来てねえ。そんな容よう姿しに当てはまる妖よう怪かいって、知ってる限かぎりじゃあんただけだしさ。初歩的な推すい理りだよネルソン君」

　そう言って薄うすく笑うと、鱗さんはちっちっちと細い指を振った。サングラスを少しずらして微笑ほほえむその姿はなかなか様になっていたけどネルソンって誰ですか。思わず内心で突つっ込こんでいると、げほごほとむせかえるフィルの肩かたを、鱗さんが親しげにポンと叩たたいた。

「安心しな、美生には言ってないからさ。──それと、初白星おめでとう。偉えらいぞ少年」

「え。あ──ありがとう」

　ふいに切り替わったテンションに虚きよを突つかれ、ぽかんと口を開けるフィル。と、その一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、鱗りんさんの長い腕うでがフィルの肩かたを抱だき寄よせた。

「で？　憧あこがれの先輩の体はどーだった？　柔やわらかかった？　それとも温かかった？」

「ああ、そりゃもう──って！　あのな！」

「もう死んでもいいって言ってましたと証しよう言げん者しやのＦさんは語っています」

「これだから若い雄おすは。狼おおかみが送り狼に化ける前に去きよ勢せいすべきではないですか」

「何で言っちゃうんですか経ふみ島しま先輩！　サラッと怖こわいこと言わないでください稲いな葉ば先生！」

　鱗さんに加えて経島先輩と稲葉先生にまで攻められ、フィルは白い肌はだを真っ赤に染そめて弱り切る。災さい難なんだなあとは思うけど、うっかり口を挟はさむとこっちまでネタにされかねない。というわけで無言で同情していると、イタチさんが苦笑を浮うかべてつぶやいた。

「あの三人をまとめて相手にするのは大変だよね……」

「二人だけでも厄やつ介かいなのになー。妖よう怪かい悪女三姉妹とでも呼よんでやろうか」

　その場合、長女は稲葉先生として、次女は経島先輩なのか鱗さんなのか。学年的には先輩が上だけど、そう言えば鱗さんって何歳なんだ？　と、極めてどうでもいいことを考えていると、ふと、僕の傍かたわらに積まれていた荷物の上で、ポンと間ま抜ぬけな音が響ひびいた。同時に、卵に無理矢理法はつ被ぴを着せたような奇き妙みようなものが、中空にドロンと現れる。

「わっ」

　窓まど際ぎわのイタチさんが目を見開いた。何だこりゃ、と驚おどろき呆あきれて見つめる先で、デザインも大きさも茹ゆで卵たまごそっくりのそいつは、ふよふよと漂ただよいながら声を発した。

「おはよーございまーす！　いやほんま、九きゆう尾びのお狐きつね様におかれましては本日も見み目め麗うるわしくなおかつご機き嫌げん麗しく、そのご尊そん顔がんを拝はいせるだけで明日を生きる元気が湧わいてくる今日この頃ごろ、皆みな様いかがお過ごしでしょうか。二十四時間貴女あなたの下げ僕ぼく、八はち右衛え門もん狸だぬきで御ご座ざい──ん？　誰だれやお前」

「いや、白しら塚つかですけど。……もしかして、寺てら林ばやし先生ですか？」

　戸と惑まどうフライング茹で卵（仮か名めい）を、僕は怪け訝げんそうな顔で見返した。見た目は全然違ちがうけど、この声と軽すぎる口調は明らかにあの薄はく情じような狸の人だ。そんなやりとりを見て、助手席から身を乗り出していた経ふみ島しま先輩が「おお」と声を漏もらした。

「狸が使ってるってことは、ありゃ『白しろ坊ぼう主ず』？　伝でん承しように比べるとかなり小さいけど」

「本人の資し質しつの問題ですわね。ただ、バッグの中の護ご符ふを媒ばい介かいにしているとは言え、この距きよ離りでも顕けん現げんさせられるようになったのは、進歩と言ってもいいでしょう」

　先輩の質問にこともなげに応じると、稲葉先生は「私が指し導どうしているのですから遅おそいくらいですが」と冷たい声で付け足した。その声に、フライング茹で卵──じゃなくて「白坊主」は反はん射しや的てきに身を縮ちぢめ、そして車内をぐるりと見回すと、僕をまっすぐ睨にらみつけた。いや、顔も目もないので睨んでるかどうかはわかんないんですが。

「白塚、美術部の合宿って稲葉先生も一いつ緒しよなんか？　聞いてへんぞ！　それやったらお前」

「そっちが断ことわったから稲いな葉ば先生に来てもらったんですよ。で、どうしたんです？」

「口ぶりが冷たいなあ。担任として言わせてもらうが、優やさしさを失ったら終しまいやぞ」

「へー。こないだ機はた尋ひろに襲おそわれる生徒を見捨てて逃にげたのはどこの誰だれでしたっけ」

　じろりと見返してやれば、イタチさんとフィルもうんうんと深くうなずいた。意外に敵てきが多いと気付いたのか、白しろ坊ぼう主ずは「あん時はほら」とか何とか口調を濁にごしていたが、そこに稲葉先生の呆あきれた声が響ひびき渡わたった。

「用事があるならはっきり言えと、何度言えばわかるのです？　蛇へび、食べていいですわよ」

「いいの？　いやー、美味うまそうだと思ってたんだよねえ。ではでは遠えん慮りよなく」

「アホかーっ！　これ一匹作るのにどんだけ妖よう力りよくつぎ込んだと思っとんねん！」

　舌したなめずりとともに伸のびた鱗りんさんの髪かみを、必死に振ふりほどく白坊主。助ける気にもならないので静観していると、なんとか脱だつ出しゆつした白坊主は「まあ確たしかに」と疲つかれた声を発した。

「稲葉先生のとこにあるとは限かぎらへんし、どっかに移い動どうしてる可か能のう性せいもあるんやから、このメンツに聞くのはちょうどええかもしれんなあ」

「え？　何か探さがしてるの？　そう言えば、この前もそんな感じだったけど」

　首を傾かしげてイタチさんが問いかけた。と、白坊主は「まあな」と法はつ被ぴの下の肩かたを軽くすくめ、改めてみんなを見回した。

「どう尋たずねたもんかとは思うんやけど──その、最近、動くはずのないもんが動いた、とか、同じもんが二つあるよーな気がする、とか、そんなことはあらへんやろか」

「……は？」

　この狸はいったい何を言っているんだ。わけがわからず、イタチさんやフィルと怪け訝げんな顔を見合わせていると、ふと稲葉先生が「もう二十分ほどで着きますわね」とつぶやいた。

「予定よりかなり早いですが、どうします、経ふみ島しま？　まっすぐ宿舎に向かいますか？」

「適てき当とうにその辺の喫きつ茶さ店てんで時間潰つぶすってのはどう？　キツネのおごりってことで」

「さんせーい！　朝早かったもんで、アタシまだ何も食ってないのさ」

　寺てら林ばやし先生の言葉を見事に無む視しし、わいわい盛もり上あがる悪女三姉妹。思わず同情気味の視し線せんを向けてしまった先では、白くて丸い妖よう怪かいがふよふよと不安げに揺ゆれていた。
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「やっぱり、イタチさんはまだ来てないか」

　部へ屋やに荷物を置いた後に向かった、待ち合わせ場所の駐ちゆう車しや場じようのベンチ前。数台のバンや小型バスが並ならぶ寂さびしい光景に、僕は苦笑し、そしてうーんと背せを伸のばした。

　見上げた空は抜ぬけるような五月さつき晴ばれ。ほんのり潮しおの香かおりの混まざった風は、ほどよく肌はだに温かい。やっぱり半はん袖そでで来て正せい解かいだったな、とうなずいていると、ふと穏おだやかな声が耳に届とどいた。

「お待たせ、真しん一いち」

「今来たところだから大だい丈じよう夫ぶ。あ、今回は気き遣づかいとかじゃなくてほんとにね」

「知ってる。見てたから」

　視し線せんを下ろした先では、僕と同じく夏服スタイルのイタチさんが楽しげに微笑ほほえんでいる。白と水色が基き調ちようの半はん袖そでセーラー服は、青い空の下だとどうしようかと思うくらいによく映えており、僕は思わず息を吞のんだ。

「──真一？　聞いてる？」

「えっ？　あ、ごめん。夏服は久々なもんでつい見み惚とれてた。いいよね、半袖」

「も、もう……」

　目の前の顔が恥はずかしげに薄うす赤あかく染そまり、可愛かわいさがいきなり倍になった。飛びつきたくなる自分を必死に自制していると、イタチさんは僕を見み据すえて「そう言えば」と尋たずねた。

「善よし人ひとってまだ来てないよね。真一とフィルと同じ部へ屋やなのに」

「あー、それが奈な良ら山やまの奴やつ、朝一で着いてたみたいだよ。『お先に』ってメモがあった」

　二に段だんベッドが二つ並ならんだ簡かん素そな部屋、開きっぱなしの窓まどに張はられた達筆のメモを思い出す。何の署しよ名めいもなかったけど、あれは確かく実じつに天てん狗ぐの仕し業わざであるはずだ。部屋の鍵かぎを閉めたまま三階の窓から立ち去れるような知人は、いくら僕でも一人しかいません。

「てか、先に来たなら待っててくれりゃいいのにさ。フィルも呆あきれてたよ」

「景色が良いから我が慢まんできなかったのかな。善人は喜びそうだもんね、ここ」

　そう言ってくすっと笑うと、イタチさんは眩まぶしげに視し線せんを上げた。それに釣つられてあたりを見み渡わたしながら、僕は「確たしかに」とうなずいた。右には緑に繁しげった山々、左に進めば青い海。登山だの海水浴だのには向いてないとかで、整せい備びはあんまりされていないようだったけど、景色を描かくのが好きなあの天狗には全然構かまわない──と言うか、そっちのほうがいいのだろう。

「道が悪くても羽根があるからなー、あいつ」

「だよね。そう言えば、フィルはどうしたの？」

「ちゃんと絵を描きに行ったよ。近くに使われなくなった浄じよう水すい場じようがあるらしくてさ」

　画材を用意しながら廃はい墟きよの魅み力りよくを熱く静かに語った後輩の横顔を思い出す。僕にはよくわかんない世界だけどね、と言い足すと、僕はイタチさんに尋ね返した。

「そっちの部屋のみんなは？」

「御崎はこのあたりの伝でん承しようを調べに民みん俗ぞく資し料りよう館かん、鱗りんとキツネは地ビール工こう房ぼう」

「へえ。それはそれは」

　同時に苦笑する僕ら。いや、あの人たちらしい行動だとは思うけど、何部の合宿に来たんだか。そして男連中を含ふくめて皆みなさん個人行動しすぎです。美術部の協調性の無さを部長として痛つう感かんしていると、ふとイタチさんが拝おがむように手を立てた。

「ごめんね、真一」

「へ？　何が？」

　いきなり何を謝あやまられたんだ？　わけがわからず素すっ頓とん狂きような声を漏もらす僕を前に、イタチさんは風に揺ゆれる栗くり色いろの髪かみをそっと片かた手てで押おさえながら──ああくそ、なんでこんなに絵になるんだこの人は──困こまったような笑みを浮うかべた。

「真しん一いちも、絵、描かきに行きたかったよね。なのに、あたしが我わが儘まま言ったから……」

「だからさー、それはもういいんだって。合宿で妖よう力りよく復活の特訓するなら手伝うよって言ったの、僕なんだから」

　まだそのこと気にしてるのか。あんまり気に病まないでほしいんだけどなあ、と頭を搔かく僕に向かって、イタチさんは「だけど」と食い下がる。

「せっかく、いつもと違ちがう場所に来たのに……。ね、真一、やっぱり今からでも」

「大だい丈じよう夫ぶ。確たしかに絵を描くのは好きだけど、絵になる人を見るのは、もっと好きだから。と言うか、僕はイタチさんが好きなんだから、一いつ緒しよにいられるだけで嬉うれしいんだよ」

　イタチさんの言葉を遮さえぎるように、僕はきっぱり言い切った。お前はウザいのでどっか行けと言われるならともかくとして、そういうふうに気を遣つかわれても嬉しくない。いやまあ、実じつ際さいに言われたら泣きますが。

　と、目の前の元妖よう怪かい少女はきょとんと目を見開いて押おし黙だまったが、すぐにかあっと頰ほおを染そめると、小さな声でうなずいた。

「……ありがと、真一」

「こっちこそ。いつもいつも、傍そばにいさせてくれてありがとう」

　心の底からの本音とともに深く頭を下げる。それを見たイタチさんは「どっ、どういたしまして……」とつぶやくと、何かを取とり繕つくろうかのように、慌あわてて僕をまっすぐ見つめた。

「ええと！　それじゃ、妖力を取とり戻もどすための特訓、始めようと思うんだけどね」

「うん、やろう」

「……何をどうすればいいと思う？」

「え」

　困こまったような笑みを前に、みなぎった気合がストンと抜ぬける。

　……そこなんだよなー、最大の問題は。

　やるせない空気が静かな駐ちゆう車しや場じようにじわじわと満ちていく中、僕は肩かたをすくめて口を開いた。

「とりあえず、ベンチ座すわらない？　さっきからずっと立ちっぱなしだし」
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「というわけで！　特訓その一、始めるよー！　さあ頑がん張ばろう！」

　晴はれ渡わたった青空の下、僕は意い気き揚よう々ようと声を張はり上あげた。それを見たイタチさんは、なんだか気まずげにうなずくと、苦笑とともに小声を漏もらした。

「あ、あのね、真しん一いち。今さらだけど……これ、効きくのかな……？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　理論は合ってるはずだから！」

　困こん惑わく気ぎ味みの顔をまっすぐ見返し、強く言い切る。さっきの作戦会議を思い出しつつ、僕は「大丈夫」と繰くり返かえすと、未だ不安げなイタチさんへと詰つめ寄よった。

「妖よう力りよくって妖よう怪かいの精せい神しん力りよくから生まれる力っぽいのでゼロになることはないと思われ、だったらきっかさえあれば発動するはずで、イタチさんが妖力を主に使うのは妖怪との戦せん闘とうなんだからバトルの時に近いコンディションに体を持っていく必要があって、そのためには体を動かすのが手っ取り早いわけで、幸いここには様々なスポーツが楽しめてウェアまで貸してもらえる施し設せつが近くにあるんだからそこを使うのは当然なんだよ！　さっき話し合ったよね！」

「そ、それは確たしかに……。うん、あたしもそう思ったんだけどね……」

　僕の勢いきおいに気け圧おされたのか、おどおどとうなずく元妖怪少女。どうやらわかってくれたかな──と思ったのだけど、イタチさんはまだスッキリしていないようで。「スポーツって言ってもいろいろあるのに」と首を捻ひねった元妖怪少女は、恥はずかしげに自分の体を見下ろすと、か細い声でぼそっと尋たずねた。

「……どうしてテニスなの？」

「いつもと違ちがうイタチさんが見たかったから！　ああ、可愛かわいいなあイタチさん──！」

　脊せき髄ずい反はん射しやで即そく答とうする僕である。

　何しろネット越しに立つ今のイタチさんの服ふく装そうは、白のノースリーブのシャツにミニスカ、ではなくスコートだ。きゅっと丸い小さな肩かた、そこから伸のびる引ひき締しまった腕うで、スレンダーな腰こし、そしてすらりと伸びた細い足。僕の目に映る何もかもが美しかったのは言うまでもないし、そこに加えて、文字通りスカイブルーな空の下というコンディションはその魅み力りよくを数倍にまで引き立てており、時折吹き抜ける潮しお風かぜが栗くり色いろの髪かみと短いスコートを軽やかに揺ゆらしたりするのだから、もう最高なんて言葉じゃ表せないくらいに最高だ。ひゃっほう。

　ウェアと一いつ緒しよに借りたラケットを音が出るほど握にぎりしめながら、僕はがらんとしたテニスコートの中心で天を仰あおいで歓かん喜きした。

「来て良かった！　来て良かったよ合宿！　ありがとう！　ありがとうイタチさん！」

「いっ、いえ……こちらこそ……」

　僕にまっすぐ見つめられ、真っ赤な顔のイタチさんは恥ずかしげにうつむいた。体を隠かくすようにラケットをぎゅっと抱だきかかえながら、ぼそっと小さな声を漏らす。

「真一、最近どんどん素す直なおになってきてる……」

「ああ、できることならラケットになりたい──って、何か言った？」

「ううん！　何でもないから！　ほら、時間もったいないから始めようよ、ねっ？」
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　飛びかけていた意い識しきを引ひき戻もどしつつ尋ねれば、イタチさんは慌あわてて首を左右に振ふりながら後こう退たいしていった。確たしかに、いつまでもネット挟はさんで見つめ合ってるわけにもいかないな。オッケー、とうなずきながらボールを手にして数歩下がる。こっちのサーブからでいいかな、と尋たずねた僕にうなずき返すと、イタチさんが「そう言えば」とつぶやいた。

「あたしは初めてなんだけど……真しん一いちは、テニスできるの？」

「やったことないけどたぶん大だい丈じよう夫ぶ。これでも中学時代は卓球部」

「卓球とはだいぶ違ちがうと思うよ。でも真一、美術部じゃなかったの？」

「言ってなかったっけ？　美術部が無かったから、一番楽そうな部に入ったんだよね。で、顧こ問もんが美術の先生でさ、指し導どうはできないけど美術室使っていいよって言ってくれたから」

　後半はほとんど絵ばっかり描かいてたよ。そう言い足しながら、僕はラケットを構かまえ、左手のボールを放り上げた。その瞬しゆん間かん、イタチさんの目に真しん剣けんな光が灯る。

「──手て加か減げんしないでね、真一」

　本気の声が耳に届とどく。負まけず嫌ぎらいな性しよう分ぶんに火が点いたらしいな、と確かく信しんしつつ、僕は落ちてきたボールめがけてラケットを振ふった。




　で、その三十分後。

　相変わらず閑かん散さんとしたテニスコートのど真ん中で、

「すみません無理ですもう勘かん弁べんしてください」

　僕は這はいつくばって深々と頭を下げていた。

　白かったシャツは地面を転げ回ったかのように（まあ実じつ際さい転げ回ったんですが）砂にまみれ、肺はいはフル稼か働どうで酸さん素そを求めるが全然供給量が足りていない。体中の痛いたみに耐たえつつ、ぜえぜえと荒あれまくった息を漏もらしながら顔を上げてみれば、ネットの向こう側で、汚よごれ一つ無いウェアを身に纏まとったイタチさんが苦笑した。

「うん、いいよ。……真しん一いち、もうふらふらだもんね」

「ごめん、ほんとにごめん。しかし、イタチさん初心者なのに上手すぎだよ」

「え。そ、そうかな？　そんなことないと思うけど」

「あるある。すごくある」

　恥はずかしそうに首を傾かしげる元妖よう怪かい少女を見上げ、僕はしみじみうなずき、そして自分の浅はかさを深く呪のろった。

　うっかり忘わすれていたが、妖よう力りよくがあろうがなかろうが、イタチさんは元々人ひと並なみ以上の運動神しん経けいの持ち主だ。日々、「妖怪に追われて逃にげ回まわる」くらいの運動しかしてない文化部員が太刀たち打うちできる相手であろうはずがない。もう一度謝あやまりながら立ち上がる僕に、イタチさんは手を差さし伸のべてくれた。

「付き合ってくれて、ありがと。だけど真一、やっと反はん応のうできるようになってきたのに……。ね。あと一ゲームだけ、駄だ目めかな」

「これ以上続けると命に関わ──いや何でもない！　とにかく、僕はもう無理だ」

　バリバリと響ひびく心の痛みに耐えながら、僕はきっぱり首を振ふった。

　──まあ、確たしかに、イタチさんの言うように、僕の反応速そく度どは上がってきてはいた。相手のフォームを何度か見れば、どこにどうボールが来るかは絵え描かき的てきなアレで（上手くは言えませんが）把は握あくできたし、そもそもイタチさんが返しやすい位置に打ち込んでくれることもあって、追いつくことはできるのだ。だがしかし、致ち命めい的てきなことに、僕にはラケットで打ち返す技術が全くなかった。

　で、追いつけるけどラケットが間に合わない以上、イタチさん渾こん身しんのレシーブやサーブは僕の体にガスガスと直ちよく撃げきすることになるわけで。イタチさんは一回も当たってないからピンと来てないようだけど──これがまあ、痛いの痛くないのという話ではないのでありました。イタチさんの妖力が復活する気配も全くないし、正直、もうここらへんが限げん界かいだ。

「と言うか、よく三十分間耐えたと自分でも思う……」

「え？　何か言った、真一？」

「いや何でも。妖力、戻もどらなくって残念だったなって思って」

「あ、うん……。でも、楽しかったよ。またやろうね、真一」

「……次はもっと上手い人とやってね。僕は見てるから」

　せめてバドミントンにすれば良かったなあ。そう後こう悔かいしつつ、僕はイタチさんの肩かたを借りながら、テニスコートを後にしたのだった。あいててて。




　　　　＊＊＊




「では、気を取り直して特訓その三！　初心に返ってジョギング編！」

「おー！」

　ところ変わって海の傍そば、海岸線に沿そってまっすぐ伸のびるコンクリートの堤てい防ぼうの上。

　テニス編のダメージから回復してきた体に鞭むち打うって威い勢せい良よく宣せん言げんすれば、Ｔシャツとハーフパンツに着替えたイタチさんは、苦笑しつつも明るい声で応おうじてくれた。

「今度はジョギングか。効こう果か、あるといいけどね」

「大だい丈じよう夫ぶ！　走るのは基き礎そ中ちゆうの基礎にして究きゆう極きよくの運動だって陸上部の知り合いが言ってたから！　置いて行かれないようにレンタサイクルも借りてきたし、思う存ぞん分ぶん走ってよ」

　そう言いながら、僕は傍かたわらの自転車を叩たたいてみせた。スポーツ施し設せつの備び品ひんの割には変速機なしの荷台付きという生活感丸出しの一台ではあったけど、僕が自分で走るより速いのは確かく実じつだ。一いち応おうマラソンは得意種目ではあるけれど、それは単に「最初から最後まで一定のペースで走れる」というだけの話であって、僕は決して足が速いわけではないのである。自じ虐ぎやく的てきな自信とともにうなずくと、僕はぐるりとあたりを見み渡わたし「それに」と言い足す。

「いきなり妖よう力りよくが復活した時に備そなえて、人ひと気けのないコースも選んだからさ」

「確たしかに、静かだね。それに、眺ながめも良いし……」

　そう言って微笑ほほえむと、イタチさんは海へと眩まぶしそうな視し線せんを向けた。

　足下のコンクリ壁へ打ち寄せる波は、ざざあん、と同じ音を繰くり返かえし、遠くからはカモメか何かの鳴き声が幽かすかに聞こえるのみ。そんな静かな空間の中、軽やかに吹ふき抜ぬける潮しお風かぜに髪かみを揺ゆらすイタチさんの横顔は、改めて惚ほれ直なおしそうになるほど美しかった。ああ、と思わず息を漏もらしていると、イタチさんはふと僕へと向き直って眉まゆをひそめた。

「でも真しん一いち。ここって道路じゃなくて堤防だよね。走っていいの？」

「いいみたいだよ。地元の人もほとんど通らないらしいけど、のんびり走る分には大だい丈じよう夫ぶだろうって、自転車借りる時に聞いたから」

　レンタサイクル受付所のおばさんの言葉を伝えつつ、僕は一車線ほどの幅はばのコンクリートの道を見やった。見渡す限かぎり、ガードレールも何もなく、ひたすら右は海で左は砂利。どっちを向いても結けつ構こうな高さなので、ところどころに堤防に上り下りするためのスロープが設せつ置ちされている。

　と、僕の説明を聞いたイタチさんは、ふーんと納なつ得とくしながら、ウォーミングアップがてらに体を捻ひねり始はじめた。その光景に、僕が見入ったのは言うまでもない。

「さすがイタチさん、シンプルなランニングウェアもよく似に合あうなあ……！」

「も、もう……！　そうだ、あのね真しん一いち？　さっきから聞こうと思ってたんだけど」

「特に腰こしを捻ひねった時の──って、何？」

「特訓その一もその二もだけど……。真一、あたしを着替えさせて喜んでない？」

「それはある」

　噓うそを吐ついてもすぐ見破られるのはわかっているので、僕は素す直なおにうなずいた。と、そのあまりにあっさりした告白に毒を抜ぬかれたのか、イタチさんはきょとんと目を見開くと、力の抜けた溜ため息いきを落とす。照れと苦笑の入り交じった赤い顔と、スレンダーなボディラインに見み惚とれながら、僕はドンと自分の胸むねを叩たたいた。

「でも大だい丈じよう夫ぶ！　今度はもう、特訓その二みたいなことにはならないから」

「……ほんとに？　約束できる？」

　大きな瞳ひとみにじろりと見み据すえられ、僕は再ふたたび首を縦たてに振ふった。今度はたぶん大丈夫。

　あ、ちなみに「特訓その二」こと温水プールで水泳編は、僕がイタチさんの水着姿すがたを見た瞬しゆん間かんに気き絶ぜつしたため、五分で終了しております。

「いやー、申もうし訳わけない。頑がん張ばって意い識しきを保たもとうと決意してたんだけどさ。プールサイドに現れたイタチさん見たとたんに、予想以上にぐっと来てガッと来て意識が飛んだ」

「びっくりしたよ、いきなりプールに倒たおれ込こむんだから……。泳いでた人が助けるの手伝ってくれたけど、何があったんだって聞かれて、すごーく困こまったんだから」

　思い出したくもないのだろう、大おお仰ぎように頭を振るイタチさん。だろうなあ。「この馬鹿、私の水着姿に見とれて気を失ったんですよ」って説明するのは、僕だって嫌いやだ。他人ひと事ごとのように同情していると、イタチさんはしゃがみ込んでスニーカーの紐ひもに手を伸のばすと、「それにしたって」と僕を見上げた。

「い、いきなり倒れるなんて……。真一、あたしの水着、前に見たことあったよね？」

「うん。だけど、去年見せてもらった可愛かわいい水着と違ちがって、今日のはシンプルな競泳用水着だったから、魂たましいに突つき刺ささるベクトルが百三十六度くらい違うんだよ。わかる？」

「うーん、あんまり……。と言うか、全然……」

「そう？　もともとイタチさんってスタイル良いのに、黒系の色はそれをさらにスマートに見せる効こう果かがあるわけだよ。で、その相そう乗じよう効果がもたらす胸から腰に至いたるラインの理想っぷりと来たら思い出しただけで──ああ──僕は──僕はもう──！」

「ちょ、ちょっと真一！　深しん呼こ吸きゆう！　深呼吸して！」

　慌あわてて立ち上がったイタチさんが、僕の肩かたを摑つかんで激はげしく揺ゆさぶる。ゆさゆさ揺らされながらすーはーと息を吸えば、トランス一歩手前だった意識はなんとか元に戻もどってくれた。

「ありがとう。おかげでただいま帰ってきました」

「……はい、おかえりなさい」

　頭を搔かく僕を前に、元妖よう怪かい少女は大きな溜息とともに「夏が心配だよ」とつぶやいた。

　え。それってつまり、夏になったら一いつ緒しよに泳ぎに行こうねってこと……なのかな？　どきんと嬉うれしく跳はねる心しん臓ぞうの鼓こ動どうを感じつつ、僕は「でもさ」と苦笑した。

「さっき僕が気き絶ぜつした後、一人で泳いでても良かったのに」

「それじゃ意味がないってば。あたし、真しん一いちが見ててくれないと駄だ目めなんだから」

「へっ？　えーと、イタチさん、今のはどういう──」

　嬉うれしすぎるセリフに思わず挙きよ動どう不ふ審しんな声が出る。と、尋たずねられたイタチさんは、一いつ瞬しゆんきょとんと首を捻ひねったが、その直後に顔のみならず露ろ出しゆつした素す肌はだ全てを朱しゆ色いろに茹ゆで上あがらせた。

「ち、違ちがうよっ！　あのね、今は妖よう力りよくを取とり戻もどすきっかけを探さがしてるんだよ、だから」

「──ああ。オレンジ色の炎ほのおとか風とかが出たら教えろってことか」

　なるほどと納なつ得とくする僕である。変な誤ご解かいしちゃってごめんなさい。そう肩をすくめて謝あやまれば、赤いままの元妖よう怪かい少女さんは、優やさしく首を左右に振ふった。

「謝ることじゃないよ。それに……そ、そのね、真一が──」

　そこでふと言葉を句切ると、イタチさんはすーっとしゃがみ込んでしまった。ほどいたままのスニーカーの紐ひもを慌あわてて結びながら──と言うよりも、わたわたとこね回しながら、か細い声でつぶやいた。

「──真一が、あたしを見てくれるのは──その──嫌いやじゃないから」

「え。……い、イタチさん？　それって──ほんとに？」

「……うん。ほんと」

　ほんと。

　可か聴ちよう領りよう域いきぎりぎりの声量だったにも関わらず、耳元にメガホン突つきつけられて叫さけばれるよりもなお（叫ばれたことはないけれど）、その言葉は胸むねと心にガツンと響ひびいた。

　瞬しゆん間かん的てきに、ありがとうとか大好きだとかこれからもよろしくとか、そんな感じのいろんな思いが、胸の中で膨ふくらんだ。結果、反はん射しや的てきに目の前で丸まっている小さな背せ中なかを力一いつ杯ぱい抱だきしめそうになったのは、まあ、当然の摂せつ理りなのだけど──それは待て！　そこまで許きよ可かされたわけじゃないだろ、お前！　そんな具合に、理性を必死に働かせていると、ふとフランクな声が耳に届とどいた。

「ありゃまあ。こりゃお邪じや魔までしたかな」

「そうそう、むしろお邪魔なんだから──へ？　誰だれ？」

　いきなり割り込んできた第三者の声に、緊きん張ちよう感かんがふっと途と切ぎれた。

　と、終わる気配のない紐結びに勤いそししんでいたイタチさんもそれは同じだったのか、きょとんと顔を上げ、声の主へと目を向けた。そして二人同時に見つめた先では、

「是ぜ害がい坊ぼうの旦だん那なからの伝言持ってきたんですが、タイミング悪かったですかねえ」

　くわえ煙草たばこにサングラスの似に合あう一羽の鳥が、燃もえ盛さかる羽根をすくめていたのだった。

「あれ？　お前、奈な良ら山やまの──えーと、何とか丸？」

「松明たいまつ丸まるだよ、真しん一いち」

「そうそう松明丸！　で、その松明丸がどうしたんだよ」

　奈な良ら山やまの使う妖よう怪かいなので危き険けんはないものの、基本的に戦せん闘とう時じにしか召しよう喚かんされないこいつがいきなり出てくるのは珍めずらしい。そこはかとない不安を覚えながら尋たずねれば、松明丸は紺こん色いろの海をバックに優ゆう雅がに羽ばたきながら、白い煙けむりをふわりと吐はいた。

「さて、と。ご両人は『手て杵ぎの返がえし』って妖怪をご存ぞん知じですかい？」

「てぎのがえし？　いや、僕はちょっと──イタチさんは？」

「ううん、あたしも。タテクリカエシなら知ってるけどね。でも、どうしてそんなこと」

　この鳥はいきなり出てきて何を聞くんだ。顔をしかめる僕の隣となりでイタチさんが首を傾かしげる。と、二組の視し線せんを受けた松明丸は「それがですねえ」と苦笑した。

「是ぜ害がい坊ぼうの旦だん那なが地元の妖怪ひとに聞いた話じゃ、このあたり、昔は街道が通ってたそうでしてね、道にまつわるモノが何やかやと出たんだそうでさあ。まあ、ほとんどは大して害もない連中なんですが、手杵返しはちと厄やつ介かいですからねえ。念のためと思いまして」

「なるほど、わざわざ伝えに来てくれたわけだ」

「ありがと、松明丸。でも、それって、どんな妖怪なの？」

　意外と流りゆう暢ちように話す松明丸に感心する僕の足下で、しゃがみこんだままのイタチさんがきょとんと尋ねる。と、問われた松明丸は「どんな、と言われやすか」と苦笑した。

「一年の間で決まった時期にしか出ねえ、ある意味レアな妖怪でしてねえ。見た目は──あー、どう言ったらいいんだかなあ。一言で言えるような風ふう体ていじゃねえんですよ。丸い玉みたいな体の上に、槌つちだか杵きねみてえな形の凸凹でこぼこが並ならんでて、目も鼻も口もなく──いや、じっくり見たこたあねえので、実じつ際さいはあるのかもしれやせんが。でも、あいつ、止まんねえしなあ……」

　燃もえ盛さかる羽根を使ったジェスチャーを交えつつ、松明丸が悩なやましげに語る。どうやら、よっぽど説明しづらい容よう姿しの妖怪らしい。僕は「説明しづらいなら無理しないでいいよ」と声をかけようとしたのだが、その時、松明丸がジェスチャーを止め、僕らの背はい後ごに目を向けた。

「こりゃいいや。要するにね、あんなやつです」

「え？　あんな……」

「……やつ？」

　嫌いやな予感を覚えつつ、イタチさんと同時に振ふり返かえる僕。

　と、視し線せんの先、海岸線に沿そって伸のびる一本道の上にいたのは、

「げえっ！　な、何だあれ！」

　自動車一台分の幅はばしかない道を百二十パーセントほど占せん有ゆうしながら、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな勢いきおいでこっちに向かって転がってくる、丸くて巨きよ大だいな何かだった。

　直径は二メートルほどだろうか。球状の体の表面には、小さなでっぱりが幾いくつもあるようだけど、結けつ構こうなスピードで転がり続けているもんだからディテールなんかわかるはずもない。

「ね？　説明しにくいってのも、わかるでしょ？　どっからともなく現れて、決まったコースを走り切ったらすぐ消えちまうもんだから、どういう風ふう体ていなのかわかりゃしねえ」

　同情を求めて松明たいまつ丸まるがつぶやいたが、応おうじている余よ裕ゆうはなかった。今、重要なのは、自動車サイズの物体が一本道をこっちに向かって驀ばく進しん中ちゆうで、このままだと一分もしないうちに僕らは轢ひき潰つぶされてしまうということ、それだけだ！　非現実的すぎる光景に麻ま痺ひしかけた意い識しきを叩たたき起おこすと、僕はイタチさんへと呼よびかけた。

「逃にげよう！　早く！」

「え？　そ、それがその、ちょっと待って！　どうしよう、靴くつ紐ひもが──」

　慌あわててスニーカーの紐をいじくり回すイタチさんだが、困こん惑わくしているもんだから全然作業は進まない。運の悪いことに、ぎゅっと締しめ直なおすためにほとんど全開にまで緩ゆるめていたらしく、このまま走ったら数歩で靴が脱ぬげるのは確かく実じつで、かと言って道の左右に飛とび降おりるわけにもいかず、その間にも手て杵ぎの返かえしは迫せまっており──。

「ああもう──仕方ない、イタチさん！　後ろ乗って！」

「え？　あ、う──うん！」

　開き直り気味に叫さけびつつ、僕は傍かたわらの自転車に飛び乗った。同時に、わたわたと立ち上がったイタチさんが荷台に座すわり、僕の腰こしに手を回す。そして、背せ中なかと脇わき腹ばらに温かい感かん触しよくが伝わった瞬しゆん間かん、僕は力任せにスタンドを蹴けり、そしてペダルを踏ふみ込こんだ。

「しっかり摑つかまっててよイタチさん！」

「うん！　で、でも、大だい丈じよう夫ぶなの、真しん一いち？」

「大丈夫！　たぶん死ぬ気で漕こいだら逃げ切れないスピードじゃ──って意外と速い！」

　ちらっと肩かた越ごしに振ふり返かえれば、僕の背中にぎゅっとしがみつくイタチさんの髪かみの向こうに、巨大な球体がごろごろと無情に迫っていた。

「わーっ！　真一！　早く！　早く！」

「わかってるって！」

　急かす声に叫び返しながら、全力を超えた全力で自転車をひたすら漕ぐ。イタチさんがくっついて急かしてくれる限かぎり、限げん界かいはたぶん超えられるはず！　そう自己暗示をかけつつ、背中に伝わる温もりのせいで飛びそうな意識を必死に保たもっていると、ふいに松明丸が併へい走そうするように寄より添そってきた。

「君と自転車二人乗り──ですか。いやあ、若いですねえ。古い映画を思い出しやす」

「わけのわかんないこと言ってないで助けてよ！　焼くとか燃やすとか！」

「そいつは無理な相談ですねえ。手杵返しは特定のルートを走はしり抜ぬけるって特性だけを持った頑がん固こな妖よう怪かい。おいらの炎ほのおなんかじゃ止まりませんよ。撃げき退たい法ほうも知りませんしね」

「そんな──あ、そうだ真一！　御み崎さきなら何か知ってるかも！」

「ナイスアイディアだイタチさん！　ズボンのポケットに携けい帯たい入ってるから電話して！」

「うん！　えーと、これかな」

　左手で僕の腰こしを抱だいたまま、イタチさんは右の手を僕のポケットに滑すべり込こませ、どうにかこうにか携けい帯たい電話を引ひき抜ぬいた。慣なれない手つきでボタンを押おす音の後、聞き慣れた声がすぐ後ろから聞こえてくる。

「はい、現場の経ふみ島しまです！　大型で強い台風三号は現在インファント島へ接せつ近きん中ちゆうで」

「御み崎さき！　そういうのはいいからっ！」

「おう、白しろの字じかと思えばイタチちゃんか？　どしたの、えらい剣けん幕まくで」

「今ね、『てぎのがえし』って妖よう怪かいに追っかけられてて──」

「手て杵ぎの返がえし？　まーたマニアックなのが出たわねえ。それってあれでしょ、一直線の足あし跡あと残して道を爆ばく走そうする怪かい異い。『槌つち転ころび』の親玉みたいな」

「え？　そ、それはよくわかんないけどね、そんなことより！」

「わかってるって、皆みなまで言うなお嬢さん。難なんを逃のがれる方法を知りたいわけだ」

　切せつ羽ぱ詰つまったイタチさんの叫さけびを、冷静な一声が遮さえぎった。で、自転車を漕こぎ続つづけながら期待すること数秒の後、電話の向こうの妖怪博士は「むう」と不本意そうな声を発した。

「ごめーん。考えてみた結果、私にはわかんないって結論に達しました。狼おおかみの視し線せんを怖こわがって避さけて通るって話は読んだことあるけどさ、フィル坊ってその近くに」

「いませんっ！　残念ながら！」

　そもそもあいつ普ふ段だんから狼じゃないしな！　感覚が無くなってきた足を気合でぐるぐる回しつつ叫さけべば、我らの頼たよれる先輩は「そうよねえ、お大事に」と笑って電話を切りやがった。ああ、とイタチさんが溜ため息いきを落とす。と、ずっと隣となりを飛んでいた松明たいまつ丸まるは申もうし訳わけなさそうに翼つばさをすくめてみせた。

「残念でしたねえ。よし、ここは一つ、景気づけに一曲歌わせていただきやしょう」

「は？　いや、そんなことしなくても」

　思わず呆あきれた僕らを無む視しし、松明丸は自じ慢まんげにばさりと羽ばたくと、英語の民みん謡ようっぽい曲を口ずさみ始めた。意外にもバリトンの効きいたいい声で、発音も見事だったけど……正直、何の助けにもなりませんでした、はい。

「つーか、なんでそんなゆっくりした曲！　しかも一曲って言ってたのにもう三曲目！」

「不器用ですから。と言うわけで次は懐なつかしのバラードを」

「人の話を聞いてないなお前！」




　　　　＊＊＊




「ふへー、やっと合宿所が見えた……。帰り道がこんなに長いとはなあ」

「かなり遠くまで逃にげたもんね。お疲つかれ様さま、真しん一いち」

　堤てい防ぼうの上をとぼとぼ歩きながら、僕らはくたびれた顔を見合わせた。

　あれから松明たいまつ丸まるの洋楽メドレーをＢＧＭに爆ばく走そうすること、約二十分。ふと後ろを振ふり返かえったイタチさんが「真しん一いち！　あの妖よう怪かい、もういないよ！」と教えてくれなければ、僕は今でも海岸線を突つっ走ぱしっていたことだろう。助かった助かった。そして疲つかれた。

「にしても、松明丸は何の役にも立たなかったな」

　歌うだけ歌ってあっさり帰ったあの鳥を思い出し、僕は自転車を手て押おししながら溜ため息いきを漏もらした。それを聞き、隣となりを歩いていたイタチさんが苦笑する。

「気持ちよさそうに歌ってたけどね。歌、上手かったし」

「それは確たしかに。しかし、あんなマイペースな奴やつだとは知らなかったよ」

　生みの親であり使い手である奈な良ら山やまに似にたんだろうか。青い空を見上げつつ、何となしにそんなことを考えていると、ふと、イタチさんが小さな声をぽつりと発した。

「……妖よう力りよく、戻もどらなかったね」

「え？」

　深しん刻こくな声のトーンが違い和わ感かんを呼よぶ。思わず向き直った先では、栗くり色いろの髪かみの元妖怪少女が、しょんぼりとうつむきながら、押おし殺ころした声でつぶやいていた。

「さっき、力を使おうとしたんだよ。松明丸は効きかないって言ったけど、足止めくらいはできるかなって思って。でも……何度試しても、炎ほのおも、鎌かま鼬いたちも出なかった」

「イタチさん──」

　絞しぼり出だすような重たい声が、胸むねにざくざく突つき刺ささる。「だけど」とか「それは」とか、何の役にも立たない言葉を発しようとした僕を、静かな声が黙だまらせる。

「真一、言ったよね。妖力はきっかけさえあれば戻るはずだから、いつも力を使ってた時──妖怪と戦う時と同じ状じよう況きようになればいいんだ、って。でも……戻らなかった」

　言葉を句切り、イタチさんは立ち止まる。

　そして、釣つられるように自転車を押す手を止め、何も言えずに見つめる僕の目の前で、

「力、戻らなかったんだよ。あたしだけじゃなくって──真一まで危あぶなかったのに……！」

　きつく閉じた瞳ひとみから、ぼろっと大きな涙なみだが浮うかんだ。

「え？　い──イタチさん？　なんで？　なんでそこで泣くの？」

　意外な状況に、おろおろ慌あわてるしかない情けない僕。とりあえず泣きやんでもらおうと、とっさに摑つかんで抱だき寄よせた肩かたは、なんだか予想以上に小さく、そして温かかった。




「イタチさん、もう大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん。少し落ち着いた。ありがと」

　堤防の縁ふちに腰こし掛かけた栗色の髪の少女は、そう言って僕を見上げて微笑ほほえんだ。目にはまだ赤みが残っていたけれど、口調はいつものイタチさんだ。やれやれと安心しつつ、僕はその隣に腰を下ろした。海面を数メートル下に見下ろしつつ、足をぶらぶらさせていると、気き恥はずかしそうな声が耳に届とどいた。

「……さっきはごめんね、真しん一いち。びっくりしたよね」

「いやー、こっちこそうろたえちゃってごめん。みっともなかったなー僕」

　パニックになった勢いきおいで泣いてる女の子抱だき寄よせてしまいましたってのは、いくら僕でもアウトだろう。仮かりにも高二なんだからもうちょっと冷静になろうぜ、白しら塚つか真一。そう自分に言い聞かせた後、僕は「にしてもさ、イタチさん」と隣となりの少女に顔を向けた。

「聞こう聞こうと思ってたんだけど──なんで、そこまで妖よう力りよくにこだわるの？」

「えっ？」

　意外な問いかけだったのか、見開かれた瞳ひとみがきょとんと僕を見返した。

　だがしかし、首を傾かしげたいのはむしろこっちだったりするわけで。

「厄やつ介かいな妖よう怪かいがぞろぞろ出るのに、戦えるのはイタチさんだけ！　って状じよう況きようなら、必死になるのもわかるんだ。でもさ、そうじゃないよね？　いざとなったら鬼おにだろうが怪かい獣じゆうだろうが相手にできる人って、僕らの周りには、結けつ構こう、たくさんいる」

「そ、それは……。うん、確たしかに、そうだね」

「だよね？　例えば奈な良ら山やまや稲いな葉ば先生──はいつも大事な時にいないけど、たいていの妖怪なら滝たき沢ざわさんとライカが何とかしてくれる。美み生うさんや鱗りんさんもあれで意外に凄すごいし、フィルだって変身したらめちゃくちゃ強い。攻こう略りやく法ほうが決まってる相手なら、もちろん経ふみ島しま先輩だ」

　美術部周辺の妖怪関係の皆みなさんの顔を思おもい浮うかべながら、僕はみんなの名前を列れつ挙きよした。しかし、改めて考えるとかなり充じゆう実じつした布ふ陣じんだよなあ。自分の役立たずっぷりにはそーっと目を背そむけつつ、僕はイタチさんに向き直った。

「というわけで、別にイタチさんがそこまで切せつ羽ぱ詰つまる必要はないと思うんだ。……まあ、耳と尻尾しつぽの生えたイタチさんは確たしかに好きだから、あの姿すがたが見られないのは惜おしいけど」

　最後の一文を、僕は慌あわてて付け足した。指し摘てきされそうなことは先に言っておくに限かぎるのだ。

　と、話を聞き終えたイタチさんは、少しの間無言で黙だまり込こんでいたが──ややあって、視し線せんを水平線へと向けると、「なら、聞くけど」と口を開いた。

「あたしには何ができるんだろう」

「え？　いや、イタチさんなら、たいがいのことは」

「真一には、絵があるよね。御み崎さきは妖怪のことなら何でも知ってるし、赫あか音ねだったら吹奏楽」

　きょとんと答えた僕の言葉に、静かな声が割り込んだ。

　──ああ。これは、そういう話なのか。

　今さら気付いてしまった僕の前で、健けな気げな元妖怪少女は言葉を紡つむぎ続つづけていた。

「わかるよね？　みんな、何か、できることがあるんだよ。でも──だったら、あたしは？　先月、フィルが、ニコの弟子になりたいって熱心に絵を描かいてるのを見た時、ふっと不安になって、いろいろ考えちゃって」

「……で、厄やつ介かいな妖よう怪かいと戦うことくらいしかできないって、そう思った？」

　今度はこっちが割り込む番だった。語尾を奪うばって尋たずねれば、アイデンティティに悩なやむ元妖怪少女さんは、おずおずと──それでいて、しっかりと、首を縦たてに振ふった。

　なるほど、そこで悩んでいたわけか。

　正直、この手の悩み相談は、僕なんかよりも生徒会副会長の新あら井いさんあたりが適てき任にんな気もするけど──いない人を頼たよっても仕方ない。それに、今のを聞かされて、言いたいこともあるしなあ。僕はガリガリと頭を搔かくと、無言でうつむく少女へと向き直った。

「あのさ、イタチさん。ちょっと勘かん違ちがいしてるよ」

「……勘違い？　あたしが？」

「うん。僕の絵も、経ふみ島しま先輩の妖怪研究も、それに滝たき沢ざわさんのフルートも、『できること』じゃなくて『好きなこと』。好きで長くやってるんだから、得意になるのは当たり前だ」

「そ、そうかもしれないけど──でも、だとしても一いつ緒しよだよ！　あたしにはそんなの何も」

「待った！　それは当然なんだって！」

　自じ暴ぼう自じ棄きモードに入りかけたイタチさんを見み据すえ、僕はきっぱり言い切った。わけがわからず首を傾かしげる元妖怪少女の手を、ぎゅっと握にぎって引き寄せれば、小さな手はかあっといきなり熱くなった。本音を言えば抱だき寄よせたいけど、堤てい防ぼうに並ならんで腰こし掛かけている状じよう況きようではそれはさすがに無理なのです──って、そんなことはどうでもよくて。

「いい？　だってイタチさん、この世界に顕けん現げんしてから一年経たってないんだよ？　それだけの時間で、何がやりたいのか決めるだなんて無理だし、できたとしてももったいなさすぎる」

「え？　もったいない……？」

「そう、もったいない！　僕も経島先輩も滝沢さんも、十五年近くかけていろんなことを見て聞いて、その中で、自分が好きなものを見つけてきたんだから。こっちに来たばっかりで、自分が打ち込めるものをすぐ見つけられる人なんて、まず、いないと思うんだ。例えば──鱗りんさんなんかわかりやすいよね」

「……鱗？」

「うん。あの人、何に熱心ってわけでもないけどさ、どんなことにも首を突つっ込こんで、色んなことを面おも白しろがって、あちこちに友だち増ふやしてて、それでいつだって無む駄だに楽しそうだろ？　たぶん、今はそれでいいんだよ。だからさ、イタチさんも、その──」

「──焦あせらないでいい──ってこと？」

「そういうこと、それが言いたかった！　焦っちゃ駄だ目めだと思うんだよ、何ごとも。イタチさんの力だって、今日は駄目でも明日戻もどるかもしれないし！」

　言葉を探さがしている間に先取りされてしまった嬉うれしさに、思わず声が大きくなった。

　と、その勢いきおいに圧あつ倒とうされたのか、イタチさんは一いつ瞬しゆんぎょっと身を引いたが、やがて、小さな溜ため息いきをすとんと落とした。

「そういう考え方もあるのか。……そうだよね、うん」

　自分の言葉をゆっくり嚙かみ締しめ、何度もうなずくイタチさん。その横顔を見る限かぎり、どうやら僕でも少しは助けになれたらしい。やれやれと安あん堵どする僕を、イタチさんはじーっと見返すと、ふいに優やさしく微笑ほほえんだ。

「真しん一いちって、あたしのお兄さんだったんだね」

「はい？」

　いきなり変な声が出た。予想外極まる一言に、僕は思わず目を見開いて静止する。と、その反はん応のうが面おも白しろかったのか、イタチさんはしみじみ微笑みながら「だって」と続けた。

「真一、自分で言ったよ。あたしより十五年も前から、この世界にいたんだって」

「いやまあそれはそうだけどさ」

「ほら。だったら、お兄ちゃんみたいだよ。そっか、真一がお兄ちゃんか……」

「お──『おにいちゃん』？」

　静かな海を眺ながめながら、「お兄ちゃん」と繰くり返かえすイタチさん。それを聞いたとたん、突つかれたことのないツボをライフルで狙ねらい撃うたれたような感覚が僕の五感を直ちよく撃げきした。よくわかんないけど今のは効きいた！　慌あわてて呼こ吸きゆうを整えながら、僕は取とり繕つくろうように口を開いた。

「だ、だけどさ、イタチさん。学年は一いつ緒しよなんだから兄ってのはおかしいじゃないかなと」

「あれ、どうしたの真一？」

　きょとんとこちらを見つめ、イタチさんは首を傾かしげたが、すぐに僕の変調に気がついたようで。自じ称しよう妹の元妖よう怪かい少女な同級生（ややこしいな）は、いたずらっぽく微笑むと、わざとらしく肩かたを落として頭を振ふった。面白がってるな、この人！

「そっか。あたしが妹じゃ嫌いやなんだ、お兄ちゃん。……寂さびしいな」

「え！　い、いや、その……。あー、そんなことはないぞ、妹よ」

「あのね真一。妹のこと妹って呼よぶ兄はあんまりいないと思う」

　いきなり冷静なツッコミが来た。そりゃそうだ。

　息をするように無茶な芝しば居いを振ってくる人（経ふみ島しま先輩である）との付き合いも長い割に、どうも僕はアドリブに弱い。肩をすくめつつ反省していると、自称妹から同級生で友人に戻もどったイタチさんは、ひょいっと軽やかに立ち上がった。

　それに釣つられて見上げた先、呆あきれるほど爽さわやかな午後の青空を背はい景けいに、イタチさんは「行こっか」と微笑み、僕へ向かって手を伸のばした。うん、とうなずき、僕はその手を自然に握にぎり返かえした。堤てい防ぼうから腰こしを上げ、そして停とめっぱなしだった自転車へと向かおうすれば、

「……あのね、真一。妖よう力りよくを取り戻したかった理由、他にもあるんだ」

　僕の手を取ったまま、イタチさんは小さな声でつぶやいた。立ち止まったまま続きを待つ僕を、大きな瞳ひとみが照てれ臭くさそうにちらりと見つめる。

「約束したからね。ほら、真しん一いちはあたしが守るって言ったこと──まだ、覚えてる？」

「忘わすれるもんか」

　光の速さで即そく答とうする僕。と言うか、今さら何を聞くのやら。

　イタチさんと初めて出会ったその翌よく日じつ、無人の教室で聞いた言葉が、鮮せん明めいに脳のう内ないで甦よみがえる。あの時はまだイタチさんに敬けい語ご使ってたんだっけ。一年近く前の会話を懐なつかしく回想しつつ、僕は「もしも世界を忘れても僕はあなたを覚えています！」と懐かしい台詞せりふを付け足した。

「あー、そんなこと言ってたね。ほんと、変わらないよね、真一は……」

「成長してないってこと？　認みとめるけど、あの時の気持ちはそのまま──じゃなくて、もっと強くなってるのは確たしかだよ。イタチさんがいてくれれば、僕は本気で何もいらない」

「す、すぐにそういうこと言うんだから……」

　呆あきれた素そ振ぶりを見せながらも、イタチさんは嬉うれしげに微笑ほほえんでくれた。その控ひかえめな笑顔はやっぱりどこまでも最高だ。息を吞のみながら、自転車のスタンドをそっと倒たおす。行こうか、と促うながしながら歩き出せば、力を失った妖よう怪かい少女は僕の隣となりに寄より添そい、楽しそうに口を開いた。

「ねえ、お兄ちゃん」

「お兄……！　な、何用だね、妹よ」

「だからそんな兄はいないってば。そんなことより、もうすぐ誕生日だったよね」

「誕生日？　誰だれの？」

「真一のだよ。そ、それで、相談なんだけ──え」

　なぜかふいにイタチさんが静止した。

　僕を見つめたまま──いや、僕の肩かた越ごしに道の向こうを見つめたまま、瞳ひとみがぎょっと見開かれ、薄うす赤あかかった顔はどんどん青白くなっていく。そして同時にごろごろと響ひびき始はじめる無情な音。嫌いやな予感が背せ中なかを走る中、そーっと振ふり向むいた先には、案あんの定じよう──。

「手て杵ぎの返がえしーっ？　うそだろ、さっき逃にげ切きったのに！」

「こ、この時期にこの場所を人が通りかかると、もれなく出てくるんじゃないかな」

「それだー！　さすがイタチさん！」

「誉ほめてる場合じゃないよ真一！　早く逃げないと轢ひかれちゃう！」

「そりゃわかるけど、くそ、自転車の向きを変えてる時間が──わあああああああああ！」




　　　　＊＊＊




「ふーやれやれ、ようやく生き返ったー」

　宿の浴室を出ながら、僕は誰に言うともなくつぶやいた。いくら天気が良くっても、五月の海はまだまだ冷たかったのだ。

「それに、あのぬるぬる……。もう思い出したくもない」

　手て杵ぎの返がえしに迫せまられて二人揃そろって飛び込んだ海の中、全身にまとわりついてきた海かい藻そうの感かん触しよくが自然と脳のう裏りに甦よみがえり、僕はぶんぶんと首を左右に振ふった。ちなみに自転車は陸地側に吹っ飛ばされて無事でした。歪ゆがんだカゴを引ひっ張ぱって直すのは大変だったけど、そんなことは些さ細さいな問題。僕だけならまだしもイタチさんまで同じ目に遭あったんだから、ほんとに全く──。

「って、いつまでもブツブツ言ってても仕方ないな」

　どろどろになった服は新しいＴシャツとジャージに着替えたし、体も頭も洗ったんだからもう大だい丈じよう夫ぶ。嫌いやな思い出はとっとと忘わすれるに限かぎるのだ。そう自分に言い聞かせながら、自じ販はん機きで買ったスポーツ飲料の蓋ふたを開け、僕は宿舎のロビーのソファーに腰こし掛かけた。

　さて、これからどうしたもんか。

　イタチさんは「なんか疲つかれたからお風ふ呂ろでゆっくりしてくる」って言ってた以上、当分出てこないだろう。着替えを取りに行った時の様子からすると、奈な良ら山やまとフィルはまだ戻もどってないみたいなので、部へ屋やに戻っても一人で暇ひまを持てあますのは同じ。まだ昼過ぎなので動ける時間はあるけれど、画材抱かかえて絵を描かきに行くほどの元気はない。

「経ふみ島しま先輩たちの部屋に声かけてみるか。鱗りんさんと稲いな葉ば先生、帰ってるかもしれないし」

「や、白しら塚つかセンパイじゃないっスか。どーも」

「ああ、こんにちは。──って、ハルカ？」

　うっかり挨あい拶さつを返した後、僕は思わず目を見開いて声をあげた。なんでこの子がここに？

　と、ショートカットの似に合あう水泳部員は、怯おびえたようにびくっと震ふるえると、ヘアバンドの下の太い眉まゆを不ふ審しんそうにひそめた。

「何を驚おどろいてんのか知んないスけど。一いち応おう、本物の市いち目もくハルカのつもりっスよ」

「いや、疑ってるわけじゃないけどさ。どうしてここに？」

「合宿っス。水泳部がスポーツ施し設せつ横の宿舎に泊とまってるのがそんなに奇き妙みようっスか？」

「納なつ得とく。奇妙じゃないです、全然」

　言われてみれば当然の話だ。てか、むしろ場ば違ちがいなのは僕ら美術部のほうだよな。

　頭を搔かきつつ謝あやまった僕を、水泳部の一年生であり、なおかつ風を操あやつる力を持った少女は（もっとも、その力を有ゆう効こう利用したのは見たことないですが）、いいっスよ、と笑って見返した。

「しかし、美術部も来てたんスか。こう知った顔が多いと合宿って気がしないっスねえ」

「へー、他の部も使ってるんだ、ここ。どこが来てるの？」

「運動部なら陸上部とサッカー部。ニュー吹奏楽部とか、文化部も来てるらしいっス」

「あ、滝たき沢ざわさん来てたんだ」

「嬉うれしそうっスねえ。そうそう、あと、良りよう子この入ってる何とかかんとか団もいるっスよ」

「良子？　ああ、粂くめ神がみさんか──え！　県立宇宙開発事業団が？」

　その名前を聞いたとたん、一いつ瞬しゆん背せ筋すじがぞくりと冷えた。悪い人達じゃないんですけどね、ロケットに括くくり付つけられて打ち上げられた思い出はそう簡かん単たんには消えないのです。あの時は、本気で死を覚かく悟ごしたもんなあ。ほんと、無事で良かった。

　今ここに生きている喜びを改めて嚙かみ締しめつつ、僕はＴシャツ姿すがたのハルカを見上げた。水泳部のユニフォームなのだろう、黒地に「泳」の一字だけが大きく描かかれている。

「そういうの美術部でも作ろうかなー。それはそうと、今は休きゆう憩けい？」

「つーか自由時間っスね。暇ひまになったら顔を出せって、さっき稲いな葉ば先生に言われたもんで、ちょっくらお邪じや魔ましよーかなと。滝たき沢ざわセンパイとか良りよう子こも呼よばれてるらしいっスよ。あと、美術部の男子の──えーと、誰だれだっけ」

「奈な良ら山やまとフィルのこと？　ずいぶんフルメンバーだけど、何の用事なの？」

「さあ、それを今から聞きに行くんスけどね。センパイもどーっスか？」

「いいの？　じゃ、せっかくなのでお邪魔しようかな。知ってる人ばっかりだし」

　立ち上がって飲み終えた空あき缶かんをゴミ箱に投げ入れ、僕はハルカの隣となりに並ならんだ。女の子らしい小こ柄がらな体格だけど、肩かたと二にの腕うでがぐっと膨ふくらんでいるあたり、さすが水泳部である。

「ハルカ、稲葉先生と知り合いだったんだ。あの先生、一年の授業入ってないだろ？」

「良子と一いつ緒しよに、鱗りん姉ねえ経由で紹しよう介かいしてもらったんスよ。妖よう怪かい絡がらみの知り合いは多い方がいいから……って、センパイ、鱗姉ってわかるっスか？　オレのクラスメートなんスけど、やたら背せが高くて、無む駄だにフランクな」

「よーく知ってる。その人、先々月は僕と夫婦だったから」

「はあ？」

　階かい段だんを昇のぼりながらなにげなく口にした一言に、ハルカが啞あ然ぜんとした顔で反はん応のうした。

　……うん、説明すると長いんですけどね。




　そんなこんなを話しつつ、僕とハルカは美術部女子プラス臨りん時じ顧こ問もんの宿しゆく泊はく部べ屋やに到とう着ちやく。

「失礼します！　ん、白しら塚つかセンパイ、なんで立ち止まってるんスか？」

「女子の部屋ってのは緊きん張ちようするもんなんだよ。僕も失礼します……」

「そーゆーもんなんスかねえ。おお、旅館みたいな部屋っスね」

　稲葉先生がどんな手を使ったのか、男部屋より数段広くて豪ごう華かな大部屋へと足を踏ふみ入いれれば、「やあ」と気さくな声が迎えてくれた。

「白塚も来たのか。これで、あとは経ふみ島しま先輩と伊達だてさんだけかな」

「お先です、白塚先輩」

「あ、奈な良ら山やまにフィル、もう来てたんだ。ほんとに妖怪関係者大集合だな」

「そうなんスか──って。お前、うちのクラスの大おお上がみフィル何とか？　妖怪なんスか？」

「そーそー。牛も殺せないような可愛かわいい顔して狼おおかみなのよ。ハルカも夜道には気を付けな」

「誤ご解かいを招まねくように説明するなよ、鱗！　そして市いち目もくもそんな目で俺を見るな！」

「と言うか普ふ通つうの人は牛は殺せませんよね、稲葉先生」

「冷静ですわね、粂くめ神がみ。……あら、どうしたのですか、犬いぬ神がみ使つかい」

「これだけ見知った顔が集まると合宿に来た気がしない……。なあ、ライカ」

「わんわん」

　と、そんな具合に、ベッドやら座ざ布ぶ団とんやらに腰こし掛かけた皆みなさんを交え、挨あい拶さつ兼けん自己紹しよう介かいタイムは滞とどこおりなく終了。とりあえずお茶でも飲もうかとポットに手を伸のばそうとすれば、そこに稲いな葉ば先生のきつい声が飛んできた。

「誰だれがくつろぐことを許きよ可かしましたか。そもそも貴方あなたを呼よんだ覚えはありませんが、丁ちよう度ど良いと言えば丁度良い。手を貸しなさい、鼬いたちの腰こし巾ぎん着ちやく」

「はい？　いやまあ手伝えることなら手伝いますけどね」

　何をしろと言うのやら。それ以前に、この人達ってなんで集まってるんだっけ。思わずハルカと顔を見合わせると、皆みなさんは一様にくたびれた溜ため息いきを吐ついたのだった。




「……えーと、ちょっと待ってください」

　そして、稲葉先生とその他の皆さんによる説明を聞き終えた後。

　みんなの視し線せんを浴びた僕は、混こん乱らんする頭を整理しながら、ゆっくり口を開いた。

「まず、あの狸たぬき──じゃなくて寺てら林ばやし先生が、その長い名前のアイテムを作ったんですよね？」

「化ばけの皮かわ衣ごろも。身に纏まとうだけで何にでも変身できる、狐こ狸りの用いる道具です。あと、皮衣を実相化させる際さいにはこの九きゆう尾びの狐きつねの助言が不ふ可か欠けつだったことを忘わすれないように」

「そこは別にどうでもいいと思うんですが」

　ぼそりとつぶやく滝たき沢ざわさん。声に出さずに同意しつつ、僕は話の先を進めた。

「せっかく作った何とか衣ですが、寺林先生の力が足りないもんだから、決まった形に落ち着く前にどっかに飛んでって、そのまま行方不明になっちゃったんですよね。寺林先生は必死に探さがし回まわったものの、結局学校の周辺では見つけられなくて」

「今日になって稲葉先生に泣きついてきたわけっスか。すげえ情なさけない話っスねえ」

　僕の言葉の後を受け、ハルカがしみじみ呆あきれかえった。うんうんとみんなが揃そろって首を縦たてに振ふったが、僕もそれには同感だった。

　そもそも、皮衣を作った理由が「虫かなんかに化けて稲葉先生の風ふ呂ろを覗のぞくため」だった時点で、同情なんかできようもない。その稲葉先生に問いつめられて動機を白はく状じようしてしまうあたりの弱さも含ふくめ、我が担任にして顧こ問もんながら全く救すくいようのない人である。

「絵に描かいたような反面教師だなあ……。それはともかく、稲葉先生の推すい理りによると、その皮衣は本質的には衣服なんだから、今は誰かの服に化けていると思われる、と」

「形が定まっていないとは言え、衣は衣ですからね。そしてもう一点」

「妖よう怪かいの使うアイテムである以上、妖気に日にち常じよう的てきに触ふれている人間に近づくはず──でしたっけ？　要するに、この場のメンバーの誰かの服に成り代わっている可か能のう性せいが高い」

「その通りです。阿あ呆ほうとは言え、作り手の狸たぬきに見つけられなかったのなら、学校近辺にないのは確かく実じつですからね。どうですかこの推すい理り力りよく！」

　自じ慢まんげに胸むねを張はる稲いな葉ば先生である。しかし、ざっくり胸むな元もとの開いた服でそういうポーズを取られると、真っ正面から見返すのはやや恥はずかしいのですが。赤い顔で視し線せんをちらちら逸そらしつつ、僕は「そこまではわかりましたけど」とつぶやいた。

「……なぜ僕がライカと合体してみんなをくんくん嗅かぐことになるんでしょうか」

　頰ほおから伸のびた犬のヒゲをぴくぴくさせながら、やるせない声で問いかける僕。

　だよなあ、と言いたげなライカの声が、頭の中でワンと響ひびく。

「そりゃ、ここにいる面子めんつの中で鼻がいちばん効きく形けい態たいだからじゃねーの？　ね？」

「俺に聞かれても知らないっての。初めて聞く話ばっかりなんだから」

　ベッドの上に転がった鱗りんさんに同意を求められ、フィルが首を左右に振ふった。その隣となりでは、僕の犬ヒゲがよっぽど気になるのだろう、ハルカが異い様ように目をキラキラさせていた。

「可愛かわいいっスよ、白しら塚つかセンパイ！　ほらほら、お手！」

「いや、今の僕は犬になったわけじゃ──え？　何だよ、ライカ。せっかくだからサービスしとけ？　はいはい。しかしお前、ほんとに女の子には甘いのな」

　脳のう内ないでライカが急かす声に促うながされ、僕はハルカに向かって片かた手てを差し出した。

「……はい、お手。わんわん」

「おー、よしよし！」

　にこにこ微笑ほほえみながら僕の頭をわしゃわしゃと撫なでるハルカである。いい笑顔ではあるけれど、何がそんなに面おも白しろいんだろう。そう思って視し線せんを向けた先では、眼鏡の似に合あう理系少女がなにやらぶつぶつ思案中だった。

「匂においというのは、微び少しような物質が鼻の粘ねん膜まくに与えた刺し激げきによって生じた信号であり、つまり匂いを嗅ぐというのは完全に物理的な現げん象しようのはずでしょう？　実体のない犬いぬ神がみの力を借りたところで、嗅きゆう覚かくが鋭えい敏びんになるはずはないと思うのですが──」

「うん、それはそうだね。でも、妖よう気きっていうのは、現象や存そん在ざい、あるいは魂たましいの持つ『意味』から直じかに滲にじみ出でる気配だからさ。実体があろうがなかろうが、あんまり関係ないんだよ」

　粂くめ神がみさんの難むずかしい質問に、奈な良ら山やまがこれまた難しい答を返している。さすが天てん狗ぐのお師し匠しよう様、いろんなことを知ってるもんだ。相変わらず底知れない友人に感心すると、僕は手前のベッドに腰こし掛かけていたショートカットの少女へと目を向けた。

「で。滝たき沢ざわさん的にはこの展てん開かいはオッケーなわけ？」

「不本意ではあるけど。でも、服がいつ逃にげ出だすかわからないって言われると、放ってもおけないし」

　やれやれと肩かたをすくめつつ、フルート片かた手てに苦笑を浮うかべる犬神使い。確たしかにそうだ。笑いながらうなずき返すと、僕は滝沢さんの前へとずいっと歩み寄り、

「そういうことなら遠えん慮りよなく」

「え？」

　セーラー服へ鼻をぬっと突つきつけ、そして意い識しきを集中した。「いきなり？」とか「なんでぼくから？」などと慌あわてる声を聞きながら、僕はひこひこと鼻を動かし、襟えり元もとから胸むな元もと、そしてお腹なかへと順番に妖よう気きを嗅かぎ分わけていく。ふんふん、なるほど。

「これは──うん、静かなコンサートホールみたいな、落ち着いた木の香かおり……？　それに」

「待ったあっ！　ちょっと待った、白しら塚つか！」

「少し混まじるこの爽さわやかな気配は──って、わんっ？」

　唐とう突とつに、切せつ羽ぱ詰つまった声とともに体がぐいっと押おし退のけられる。どうしたんだろうと見上げた先では、滝たき沢ざわさんの少年じみた凜り々りしい顔が、この上なく真っ赤に茹ゆで上あがっていた。

「あ、あのね、予想以上に恥はずかしいよ、これ……！　半分ライカってわかってるけどさ、白塚の視し線せんが、気になって気になって……」

「まあ、セクハラ一歩手前の構こう図ずだったもんねー。じゃ、これでどうだ」

「え？」

　鱗りんさんの一言とともに、いきなり両目が柔やわらかい布で塞ふさがれた。どうやらタオルか何かで目め隠かくしされてしまったらしい。幸い、今の僕は鼻が効きくので、見られるのが恥ずかしいなら隠したって問題はない、のだけれど。

「ますます変へん態たいじみた気がするなあ」

（わん）

　思わずぼそりとつぶやけば、ライカがやるせなく同意してくれた。




「じゃあ次の問題っスよ！　さあ、これは誰だれ！」

「ふんふん。えーと、油絵の具とキャンバスの匂においってことは、奈な良ら山やま……？　いや待てよ、薄うすいけど、これは肉にく食しよく獣じゆうの気配だよな。ってことは──フィル！」

「おー、またも正解！　やるじゃん元もと旦だん那な！　よーしハルカ、次は誰行く？」

「そーっスね。なら……意表を突ついて、こいつでどうっスか？」

「ん？　水と塩えん素そ、引ひき締しまった筋きん肉にく──ハルカだな、確かく実じつに！」

「引っかけ問題も通用しないっスか。ならば次は」

「待ちなさい！　なんで『これは誰でしょう』ゲームになってるんですかっ！」

　粂くめ神がみさんの怒ど声せいが、ノリのいい応おう酬しゆうに割って入った。その極めて真っ当なツッコミに対し、完全に進行役と化していた鱗さんとハルカは「だってなあ」「ねえ」とうなずき合った。

「地味に進めてもつまんないしさー。しかもその皮かわ衣ごろも、全然見つかんないし」

「そうそう。どうせだったら盛もり上あがったほうがいいっスよ」

　全く反省する余よ地ちのない二人組である。と、呆あきれかえって絶ぜつ句くした粂神さんに代わり、落ち着いた声が「楽しいのはいいことだけどね」と苦笑した。おお、この飄ひよう々ひようとした口調、そして高山の風のような乾かわいた香かおりは、これは確かく実じつに奈な良ら山やまだな、うん。

「でも、盛もり上あがりすぎて、肝かん心じんの目的を見失ったら元も子もないよ。だよね、滝たき沢ざわさん」

「確たしかに。──白しら塚つか、一人ずつ、じっくり調べ直してくれる？」

「あ、うん」

　同級生二人に促うながされ、僕は苦笑混まじりでうなずいた。こうして見ると（いや見えないんですけど）しっかり上級生やってるんだよな、二人とも。僕はライカと揃そろって感心すると、深く静かに息を吸った。

　さて、それでは仕切り直しだ。まずは近くのこの人から。「失礼しますね」と一声かけ、鼻先を相手の体に近づける。神しん経けいを鼻に集中させ、相手の体から伝わる本人の気配の中に、違い和わ感かんが混じっていないかどうかを探さぐるのだが──うーん……どうもよくわからない。

（うー、わん）

「え？　服の気配だけを嗅かぎ取とりたいから、もっと近づけ？　わかったよ」

　促うながすライカに小声で答え、少しだけ鼻を前に突つき出だす。と、目の前の人物がちょっと照れたのがわかった。すみません、でも、すぐ終わるので我が慢まんしてください。そう告げようとしたその瞬しゆん間かん、強化された嗅きゆう覚かくが、部へ屋やの外で、こちらに近づく新たな気配を察さつ知ちした。

「ん？　この、晴はれ渡わたった青空の下で風に穂ほを揺ゆらす麦畑のような健やかな気配は……！」

　自然と口が動いていた。

　顔を向けるまでもない。その人が今、戸に手を掛かけたことが、今の僕にははっきりわかる。そして戸を開けたその人は、僕らを見回すと、意外そうに、同時に親しげに微笑ほほえ──。

「あ、みんな集まってたんだ──って。え」

　あれ。なぜそこで固まるんだろう？　何かあったのかな、と思っている間にも、その人はキッとこちらへ向き直り、わなわなと震ふるえる指を突つきつけると、大声で叫さけんだ。

「な──何やってるの真しん一いち！」

「うわんっ？」

　いきなり名前を叫よばれ、うろたえすぎて犬の声が出てしまった。

　いやしかし何をやってるのと言われても、見てのとおり、ライカと協力して誰だれかの服に化けた皮かわ衣ごろもを探さがしてるんですが。そう弁べん解かいするため、僕は慌あわてて目め隠かくしのタオルを取り、

「……ああ」

　そこでようやく、稲いな葉ば先生の胸むねの谷間に鼻をつっこんでいる自分に気がついたのだった。

　──なるほど。これは確かに「何やってるの」だ。同じ光景を見たら、僕だってそう尋たずねざるを得ない。思わずしみじみ納なつ得とくしていると、頭上から呆あきれた声が降ふってきた。

「いつまでそこでそうしているのです。抱だかれたいならそう言いなさい」

「へっ？　抱かれ……？」
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「駄だ目めーっ！」

　稲いな葉ば先生の顔をきょとんと見上げる暇ひまもなく、イタチさんは僕を摑つかんで引ひき戻もどした。その勢いきおいでつんのめった体を真っ正面から受け止めると、浴室前で別れて以来の元妖よう怪かい少女は、僕をまっすぐ見つめて口を開いた。

「どうして、真しん一いち！　さっき言ってくれた言葉、すごく、すごく嬉うれしかったのに……！」

「へっ？　さっき？　えーと──『風ふ呂ろが開いてて助かったね』？」

「それじゃない！　だから、ほら、あたしがいてくれたら、それだけで──その……。と、とにかくっ！　真一も男の子だから、そういう気持ちがあるのはわかるよ？　でも、だけど、どうして、よりによってキツネなんかと──！」

「それは誤ご解かいだってイタチさん！　確たしかに稲葉先生綺き麗れいだしあれで意外といい人だし、まあぶっちゃけたところ好きだけど、そういうつもりは全くないから！　もし頼たのまれたって、僕はきっぱり──は無理かもだけど、一ひと晩ばんくらい悩なやんだ挙あげ句くに断ことわるよ！」

　明らかに話をはぐらかされた気がするけれど、今は誤解を解くのが先だ。頭の中でライカがニヤニヤと笑うのを聞きながら、僕は必死に弁べん解かいを続けた。

　で、元から部へ屋やにいたのに、いきなり蚊帳かやの外に追いやられてしまった皆みなさんはと言うと。

「……私、ひどく理り不ふ尽じんな理由で貶おとしめられている気がするのですが」

「今回に限かぎっては稲葉先生は全然悪くないですよ。ぼく同情します」

「赫あか音ねの言うとおりだねえ。ま、当て馬人生もそれはそれでいいもんさ。シャーッ」

「誤ご解かい！　そして痴ち話わげんか！　これぞ王道高校生の生き様っスねえ、大おお上がみ！」

「そ、そうか？　あそこまであけすけな人ってまずいないと思うけど……。なあ粂くめ神がみ」

「ええ。ハルカの高校生像ぞうって絶ぜつ対たいおかしいんだから。古いと言うか熱いと言うか」

　とまあ、冷めたり盛もり上あがったりしていたのだった。そんな騒さわがしい空気の中、奈な良ら山やまは一人で悠ゆう々ゆうとお茶を飲んでいたが、ふと思い出したように首を傾かしげた。

「──で。結局、皮かわ衣ごろもはどこ行ったんだろうね？」

「え」

「あ」

「そう言えば」

　思わず顔を見合わせる一同。それと同時に、Ｔシャツ姿すがたの経ふみ島しま先輩が、開けっ放しだった引き戸から姿を現すと、

「なんかさ、さっきからジャージが逃にげようとするんだけど。何これ？」

　じたばた藻も搔がくジャージの上着を抱だきかかえながら、そう尋たずねたのだった。

　あ、そっちでしたか。
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「ほへー。じゃあ、この化ばけの皮かわ衣ごろも──まあ、どっからどう見ても私のジャージなんだけど──って、身に着けて想そう像ぞうするだけで誰だれにでも変身できるわけ？　髑髏しやれこうべ被かぶって北ほく斗と七しち星せい拝おがみつつ呪じゆ文もん唱となえて空中回転しなくていいの？」

「そのアクロバティックなのはキツネ流の変身術やろ。狸たぬきとは系けい列れつが全然違ちがうがな。あと、簡かん単たんそうに言うとるが、変身後の姿すがたを完かん璧ぺきにイメージするのは慣なれんと大たい儀ぎやぞ？　頭のてっぺんから爪つま先さきまで、一いち分ぶの隙すきもなく想像せなあかんのや。俺らは本ほん能のう的てきにできるけど」

「人間にはそれがなかなか難むずかしいってことか。でも、デメリットなしってのは凄すごいわね。てっきり、妖よう力りよくとか霊れい力りよくとか正気とかガンガン消しよう費ひするんだと思ってたのににゃー」

　昼下がりの林道を歩きつつ、経ふみ島しま先輩が意外そうな声を漏もらした。その頭の上には茹ゆで卵たまごのような小さな妖よう怪かいがちょこんと乗っかり、背せ中なかには見み慣なれた小豆あずき色いろのジャージが被かぶさっている。

　あのジャージが実は化ばけ狸だぬき製の変身アイテムだなんて言われても、なかなか信用できないよなあ。ほんと、妖怪の世界は奥おくが深い。先輩の後を付いて歩きつつ、そんなことを考えていると、白くて丸くて小さな妖怪がぶつぶつと文もん句くを垂たれ始はじめた。

「今の俺のレベルて、化け始めたばっかりの豆まめ狸だクラスやぞ。使うのに妖力が要るよーなアイテム作ってどうすんねん。だいたい、そんな力があったら自力で変へん化げしとるがな」

「そりゃそうか。狸の変身プロセスって、ぐるぐる回るとか尻尾しつぽに息を吹きかけるとか、その程てい度どだもんね。しかし今の八はち右衛え門もん狸だぬきさんにはそれができない、と。そゆこと？」

「一々確かく認にんせんでもええがな。しかしなあ、ほんまにもう、しくったなあ……。難なん儀ぎして作った皮衣を、なんでこんなガキに取られなあかんねや……！」

「だって勝手に私のところに来たんだもーん。ありがとう、狸さん。さあ森へお帰り」

「いろいろお世話になりました──って、アホ！　俺はか弱い保護動物か！　くそー、こないことになるんやったら、『持ち主以外は使えん』なんて制せい限げんかけるんやなかったなあ……。見つけるの遅おくれたせいで、持ち主の認にん識しき終わっとるし」

　そう言って経島先輩の頭上で溜ため息いきを落としたのは、寺てら林ばやし先生の分身妖怪「白しろ坊ぼう主ず」だ。さっきの騒そう動どうが一ひと段だん落らくした後、稲いな葉ば先生に無理矢理呼よび出だされ、いつの間にか化皮衣の「持ち主」に認にん定ていされていた経島先輩へと使い方をレクチャーさせられているところなのである。少ない妖力を溜ために溜めて生み出したアイテムをあっさり奪うばわれてしまって、すっかり意気消しよう沈ちんしているようで、さすがにちょっと可哀かわい相そうに思えてきます。

「説明はこんなもんでええやろ。白坊主これで喋しやべるの、けっこうしんどいさかい、ぼちぼち帰らせてもらうで」

　その言葉と同時に、経島先輩の頭の上の白坊主はポンと音を立てて消え去った。お疲つかれ様さまでした、と心の中でつぶやいていると、隣となりを歩いていた鱗りんさんが先輩に呼びかけた。

「ねーねー。そのジャージ、御み崎さきのものになったわけっしょ？　つーことはさ、持ち主以外の人が使っても変身できないわけ？」

「できますわよ」

　鱗りんさんの問いかけにあっさり答えたのは、経ふみ島しま先輩の隣となりを歩く稲いな葉ば先生だった。地ビールのロング缶かんを片かた手てに揺ゆらしつつ、長身の美女は「もっとも」と冷たい声で言い足した。

「変へん化げの際さい、身を裂さかれるような拒きよ絶ぜつ反はん応のうに耐たえる必要がありますが」

「何か大事な物を代だい償しようとして失うって話も、古い知り合いから聞いたことがありますね」

　奈な良ら山やまの声がさりげなく補ほ足そく説明してくれる。その飄ひよう々ひようとした声に釣つられて振ふり向むけば、ベスト姿すがたの天てん狗ぐ様は、だから俺はお薦すすめしないね、と言いたげに微笑ほほえんでいた。その傍かたわらでは、イタチさんとフィルが「そうなんだ」「物ぶつ騒そうですね」と顔を見合わせる。使い勝手の悪そうな道具だね、と苦笑するイタチさんは、もちろんいつも通りに素す敵てきだった。

　今のメンバーは、イタチさんをはじめ、稲葉先生に鱗さんに経島先輩、それにハルカに粂くめ神がみさん、あと、奈良山とフィルと僕の計九名。そんな女性陣じん多めの一行の中でも、あの元妖よう怪かい少女の笑顔は一ひと際きわ光って見えたのは言うまでもない。ないのだけど。

「……やっぱり、距きよ離り取られてるよなあ」

　僕は視し線せんを前に戻もどし、そして力無く溜ため息いきを吐ついた。

　三十分ほど前、ライカと協力して化ばけの皮かわ衣ごろもの気配を探さぐっているところを──言いい換かえれば、稲葉先生の胸むな元もとすれすれまで顔を近づけて鼻をふんふんやってるところを──ばっちり目もく撃げきされてからこっち、どうもイタチさんとの距離が広がっている気がする。精せい神しん的てきにも物理的にも。

「稲葉先生と仲悪いからなあ、イタチさん……。でも、あんなに怒おこらなくっても」

　再ふたたび漏もれる重い声。ライカがいれば「半分くらいお前のせいだ」と愚ぐ痴ちりようもあるし、滝たき沢ざわさんがいたら相談しているところだけど、犬いぬ神がみコンビは皮衣発見後に自分の部活へ戻ってしまったのだ。さあ、どう謝あやまったもんか。歩きながら悩なやんでいると、ふいに元気な声が轟とどろいた。

「経島センパーイ！　まだなんスかー？　オレら、いつまで歩きゃいいんスかー？」

「こらハル、先輩に対して失礼よ。案内してって言ったの、ハルなんだから」

　不作法に大声をあげるＴシャツ姿の友人を、こちらは制服の粂神さんが慌あわてて制した。だが声をかけられた経島先輩は、けろりとした顔で振り返ると「もう半分」と微笑ほほえんだ。

「いや、その半分の半分くらいかな？　とにかく、ご希望の怪談スポットはもうすぐよ。地元の資し料りよう館かんで聞いた話じゃ、雰ふん囲い気き凄すごいらしいからね。肝きも試だめしの場所には最さい適てきなはず」

「おー、いいっスねえ。たしか古い小学校なんスよね？」

「少子化の影えい響きようで廃はい校こうになった分校だそうよ。由来のよくわかんない祠ほこらがその近くにあるとかでさ、私はそれが見たいのよねー。さあさあ妖怪馬鹿の血が燃えてまいりました！」

　そう言いながら経島先輩は拳こぶしを握にぎって突つき上あげた。相変わらず物好きな人である。

　もっとも、暇ひまだから、というだけの理由でぞろぞろ付いてきた僕らも、人のことは言えないけれど。「ぼく以外みんな行くの？」と呆あきれた滝沢さんの顔を思い出していると、左右の山林を見み渡わたしていた粂神さんが、ふと不安げに口を開いた。

「ハル、ほんとにここで肝きも試だめしするつもり？　危あぶなくない？　道は細いし街灯もないし、携けい帯たいも圏けん外がいだし……。今は経ふみ島しま先輩が案内してくれてるけど、曲がる場所を間ま違ちがえたら……」

「うちの部はみんな懐かい中ちゆう電灯持ってるから大だい丈じよう夫ぶ。道はちゃんと覚えるっスよ」

　そういうわけで心配ご無用、とうなずくハルカ。えらく準じゆん備びのいいことで、と感心していると、先を歩いていた稲いな葉ば先生がやれやれと頭を振ふった。

「しかし、大会前の春の合宿で肝試しだなんて。水泳部は数少ないまともな部だと思っていたのですけれどね。遊んでいる余よ裕ゆうがあるのですか」

「いやいや、練習はちゃんとやってるんスよ？　でも、ひたすら泳いだって体壊こわすだけっス。適てき度どな休きゆう息そくは鍛きたえる上では絶ぜつ対たいに必要なんスよ、ええ」

「ほー。あんた、脳のう味み噌そ筋きん肉にくの体育会系かと思ったら、意外と近代的なのね」

「経島先輩、それって誉ほめてるんスか……？　ともかく、合宿でのイベントが無む駄だに多いのって、ずっと前からの伝でん統とうらしいっスよ。イベントの準備が一年の仕事っつーのも含ふくめて」

「確たしかに、部員同士を手っ取り早く仲良くさせるにはいい方法かもねえ」

　ふむふむとうなずいたのは鱗りんさんだ。相変わらず一人だけリゾートスタイルの蛇へび女によう房ぼうは、長い腕うでを組んで何やら思案すると、僕の肩かたを髪かみの毛の先でちょんちょんと突つついた。

「ねー部長。新入部員からの提てい案あんなんだけど、美術部でもそーゆーのやろうよー。アタシ旦だん那なと二人で肝試ししたいよー」

「旦那って生徒会長の江え戸ど橋ばしさんですよね？　あの人は美術部じゃないので、それを僕に言われても困こまります。つーか鱗さん、仮かりにも江戸橋さんの彼女の前でよくそういうことが言えますね。経島先輩はいいんですか？」

「え？　私はアレがどこで何をしよーが別に気にしないけど。本人の自由意思に基もとづく範はん囲いであれば、煮にられよーが焼かれよーが浮うわ気きしよーが婚こん約やくしよーが知ったこっちゃねえ」

「……はあ、そうですか」

　会長の恋人のざっくりした言葉に、思わず冷たい声が出た。いつもの対たい応おうとは言え、江戸橋さん、経島先輩のこと本気で好きなんだから、もうちょっと大事にしてやればいいのに。

「僕が言うのも何だけど、会長はかなり上出来の部類に入る人だと思うんだけどなー」

「ほんとにねえ。顔も中身も申し分ないし、イジるとちゃんと面おも白しろい。なのにさあ」

「ええ。あの嗜し好こうさえなければ、ですわね。実にもったいない」

　ぽつりと漏もらした一文に、鱗さんと稲葉先生がしみじみ深く同意した。この人たちもいろいろ思うところがあるらしい。思わず苦笑していると、ふと、後ろから冷めた声が飛んできた。

「水泳部が肝試しするのは勝手だと思いますけど──でも、危なくないんですか？」

「どしたフィル坊。危ないって何が？　水泳部内でのカップリング成立？」

「そこはどうでもいいですよ、経島先輩。でも、俺は最近知ったばっかりですけど──その、妖よう怪かいって、出る場所には本当に出るんですよね？　学校ってただでさえ怪かい談だんとか多そうですし、その廃はい校こうに、もし本物の……」

「だからこのメンバー連れて下見に来たんじゃないの。リアル妖よう怪かいと妖怪に好かれる体質の持ち主がセットで向かって何も出なけりゃ百パー安全でしょうが」

　フィルの言葉をばっさり断たち切きりながら、経ふみ島しま先輩は振ふり返かえって微笑ほほえんだ。

　ふむ、なるほど。言われてみればその通り。「意外に考えてるんですね」とフィルが失礼なことをつぶやくのを聞きつつ納なつ得とくしていると、またも後ろのほうから声が届とどいた。

「え？　学校って、そんなにいろいろ出るところなの……？」

「はい。近代以い降こうの怪かい異い譚たんにおいては、最もポピュラーな舞ぶ台たいの一つですね」

　イタチさんが驚おどろきながら口にした問いかけに、粂くめ神がみさんが即そく答とうする。まあ、「学校の怪かい談だん」ってのは、確たしかにいろいろ聞くもんなあ。小学生の頃ころに聞かされた話を思い出しつつ、「それってさ」と話しかけた。

「歩く人体模も型けいとか、動くベートーベンの絵みたいな？　あと、トイレの花子さんとか」

「あー、あったっスね、そんな噂うわさ！　オレの学校だと、トイレに出るのは質問してくるお化けだったっスけど。そうそう、バスケのゴールの下に見えない穴あながあって、別の世界に通じてるってのもあったし、あと、鏡に引きずり込まれたり、プールで幽ゆう霊れいが足を引ひっ張ぱったり──」

「……そ、それぐらいでいいだろ、市いち目もく」

　嬉うれしげに例を挙あげるハルカに対し、フィルがぼそっと突つっ込こんだ。もともと白い顔がさらに蒼そう白はくになっているところを見ると、この男、どうやら怪談話は苦手らしい。変身したらほぼ無む敵てきなんだから、幽霊なんか怖こわがらなくても良さそうなものだけどなあ。思わず苦笑していると、イタチさんが「へえ」と感心するような声を漏もらした。

「そんな話があるんだ……。真しん一いちもハルカも、詳くわしいんだね」

「ほへ？　いや、どれもメジャーなネタばっかっスよ？　どれか一つくらいは、ガキの時分に聞かされてると思うんスけど……。ねえ、白しら塚つかセンパイ？」

　同意を求め、きょとんとこちらを見つめるハルカ。それは確かにその通り。僕は素す直なおにうなずこうとして、そこでハッと気がついた。

「イタチさん、小学校行ってないもんね。そりゃ知らないわけだ」

「え？　あ──うん。そっか、普ふ通つうはその頃に知る話なんだ」

　そう納なつ得とくすると、イタチさんは「そっか、そうだよね」と何度かこくこくうなずいた。それを聞いた経島先輩は、興きよう味み深ぶかげに顎あごに手を当て、何やらぶつぶつ考え始める。

「ほふーむ？　イタチちゃんの場合、今の姿すがたで顕けん現げんした時点で、高校一年生女子としての基き本ほん的てきな知ち識しきと常じよう識しきはデフォルト装そう備びだったわけよね？　学校の怪談ネタはそこに含ふくまれないってことか。まあ、確かに、取りこぼしてる情報も今まで幾いくつかあったから、そう悩なやむことでもないかもだけど……。ちなみに狐きつねと天てん狗ぐと蛇へび女によう房ぼうの場合は如何いかが？」

「無論、存ぞんじていましたわよ。九きゆう尾びの狐は豊かな知識を誇ほこる妖怪、イタチとは違ちがいます」

「俺も知ってましたけど……。元から知ってたわけじゃないですね」

「そしてアタシの場合はそもそも常じよう識しきが備そなわっていなかったのだった。シャーッ！」

　胸むねを張はってきっぱり言い切る鱗りんさんである。なんでそこで威い張ばるんですか。

　思わず呆あきれた僕は、なにげなくイタチさんと顔を見合わせ苦笑した。鱗は相変わらずだね、と言いたげな困こまったような笑顔を前にすると、ほわっと心が温まっていくのがわかる。ちょっとは距きよ離りが縮ちぢまってきたのかな。やれやれと安心していると、目の前の元妖よう怪かい少女はちょいちょいと僕を手て招まねきし、小さな声でつぶやいた。

「……ね、真しん一いち。今から行く学校、もしも危あぶない妖怪が出たらどうしよう……？」

「え？　ああ、そっか。今のイタチさんは──」

　妖よう力りよくが完全になくなってるんだもんね、と言いそうになり、僕は慌あわてて口をつぐんだ。そのことは、少なくとも合宿が終わるまでは秘ひ密みつにするって約束だもんな。言葉の先をごくんと飲み込むと、僕は「心配ないよ」と笑いかけた。

「何しろこのメンバーなんだから。奈な良ら山やまもいるし、強さで言ったら稲いな葉ば先生も──」

「へえ。真一、そんなにキツネを頼たよりにしてるんだ……」

　いきなり冷たい声が割り込んできた。しまったと思ったがもう遅おそい。弁べん解かいする間もなく、つい一いつ瞬しゆん前まえまで親しげだったイタチさんは、寂さびしげな顔ですすっと僕から距離を取ってしまわれた。ああー、と肩かたを丸めて落ち込めば、経ふみ島しま先輩のニヤつく声が飛んでくる。

「犬も食わない何とやら、か。どうよキツネ、今なら白しろの字じフリーっぽいけど？」

「何が悲しくてあんなのに手を出さねばならんのですか。女には選ぶ権けん利りがあるのです」

「きついっスねえ稲葉先生。ま、オレもそーっスが。面おも白しろい人だとは思うっスけどね」

「ハルに同じ」

「アタシは割と好きよ、元もと旦だん那な。正直だしさ。まあ告白されても断ことわるがな！」

　女性陣じんのコメントが、丸めた背せ中なかにざくざく刺ささる。うう、と鳴き声だかうめき声だかわかんないものを漏もらしていると、ふと穏おだやかな声が耳に届とどいた。

「大だい丈じよう夫ぶ。白しら塚つかはいい奴やつだよ。俺が保ほ証しようする」

「……ありがとう、奈良山」

　お前に言われても、と言いたい気持ちを抑おさえ、僕は力の抜ぬけた笑顔を入部以来の友人へと向ける。視し界かいの端はしでは、なにやら赤い顔のイタチさんが、僕をまっすぐ見つめていた。
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「ひょっほー、雰ふん囲い気きあるっスねえ！　山道歩いて学校に着いた時点でゴール、ってコースにしようと思ってたけど、せっかく中に入れるんなら校内使っても盛もり上あがるかも」

　無人の小さな教室を次々と覗のぞき込こみながら、ハルカが楽しそうに声を漏らした。その軽やかな足取りに、黒ずんだ床ゆかはキシキシと不気味な音を立てている。床が抜ぬけるんじゃあるまいな、と心配しつつ、僕は古びた廊ろう下かを見み渡わたした。

　経ふみ島しま先輩の先せん導どうで辿たどり着ついた噂うわさの学校は、意外に立りつ派ぱな木造二階建てだった。

　分校と聞いたから、もっとこぢんまりしたものを想そう像ぞうしていたのだけど、山の中にひっそり佇たたずむその姿すがたは、周りに比ひ較かく対たい象しようがないこともあってか、なかなかどうして迫はく力りよくがあった。

　建物好きのフィルがいそいそと外観をスケッチし始め、イタチさんと鱗りんさんが面おも白しろそうにそれを眺ながめてたっけ。稲いな葉ば先生や奈な良ら山やまと一いつ緒しよに「こりゃ何か出るかも」って校舎の奥おくに向かった経島先輩、余よ計けいなもの見つけてなければいいんだけど。別行動中のみんなのことを思いつつ、廊下の窓まどから教室を覗のぞけば、小さな椅い子すや机が埃ほこりを被かぶっているのが目に映った。

　廃校になったのが何年前かは知らないけど、これから先、あの机や椅子が使われることはまずないんだろう。そう思うと、何だか妙みように物悲しくなった。

「黒板のチョークも掃そう除じ用具も全部残ってるから、なおさら可哀かわい相そうに見えるのかな」

「可哀相ではないでしょう。いい加か減げんな管かん理りだなとは思いますが。立入禁止にすらしていないなんて、いくら放ほう棄きした施し設せつとは言え適てき当とうにも程ほどがあります」

　ぽつりと漏もらした独ひとり言ごとに、ざっくり応こたえるドライな声。相変わらず冷静だね、と感心しつつ振ふり返かえれば、眼鏡の似に合あうクールな顔と目が合った。

「感情移い入にゆうするのは勝手ですが、建造物や道具に同情したって仕方ありません」

　そう言って僕を見み据すえると、粂くめ神がみさんは腕うでを組んで「もっとも」と廊下の奥に視し線せんを向けた。その先では、水泳部特製Ｔシャツ姿の元気少女が、僕らに向かって手を振っている。

「何をガラにもなく黄昏たそがれてるんスか二人とも！　さー、オレらも二階行くっスよ二階！　ぬおう、階かい段だんの鏡がでかくて古くて大迫力！　こりゃあ肝きもを試すには最さい適てきっスね！」

「……あそこまで遠えん慮りよしないのもどうかと思いますが」

　感かん傷しようゼロの友人の姿に溜ため息いきを吐つく粂神さんである。そりゃそうだ、と苦笑を返していると、ふと聞きき慣なれた声が背せ中なかに届とどいた。

「あれ？　真しん一いちに良りよう子こ、それにハルカも……？」

「ああ。お帰り、イタチさん」

　顔を見るまでもなく、誰だれの声かはすぐわかる。校内探たん索さくは終わったのかな、と思いつつ振り返った先には、案あんの定じよう、セーラー服の元妖よう怪かい少女の姿があった。その傍かたわらには、きょとんとした顔の鱗さんとフィルもいる。背せの高い二人と一いつ緒しよだと、そう小こ柄がらでもないイタチさんも、小さく可愛かわいく見えるなあ。頰ほおを緩ゆるめて見とれていると、長身コンビの男のほう、つまりフィルが不ふ可か解かいそうに眉まゆをひそめた。

「これで校内ぐるっと回り終えたわけだろ。なのに──どうしてどこにもいないんだ？」

「いない？　いないって誰が？」

「御み崎さきだよ。善よし人ひとと、それにキツネも……。あたしたちより先に校舎に入ったはずなのに、どこにも姿すがたが見えなくて」

　粂くめ神がみさんの問いかけに応おうじたのはイタチさんだった。その隣となりでは鱗りんさんが「気配も匂においもしねーんだよなー」と舌したをチロチロさせている。え、それって──。

　こちらの様子に気付いたのだろう、不ふ審しんそうに戻もどってきたハルカが「どーしたんスか？」と声をかけてくるのを聞きながら、僕はゆっくり口を開いた。

「──経ふみ島しま先輩たちが、行方不明ってこと？」

　恐おそる恐おそる尋たずねれば、イタチさんたちは何も応こたえず、ただ不安げに顔を見合わせた。同時に、眉まゆを寄せた粂神さんが「……神かみ隠かくし？」とつぶやいた。

「確たしかに、古い校舎で同行者が消えていくというのは、怪かい談だんの王道ですけれど……」

「や、やめろよ粂神！　あるわけないだろ、そんなこと！」

　怯おびえたフィルが慌あわてて叫さけんだ。まあ、あるわけないかどうかは僕にはわからないけれど。

「でも、妖よう怪かいの仕し業わざだとしても、あの三人が真っ先に引ひっ掛かかるか？」

「そうなんだよね。御み崎さきは逃にげる方法知ってそうだし」

「天てん狗ぐとか狐きつねって、むしろ人を攫さらって隠かくす側だからねえ」

　首を捻ひねって漏もらした言葉に、イタチさんと鱗さんが同意した。そう。あの、知ち識しき的てきにも物理的にも強いお三方が最初の犠ぎ牲せい者しやってのはどうも合点がいかない。僕があっけなく消されるってのは非ひ常じようにありそうな話だけどなあ。と、そんな情なさけないことを考えていると、ふいに鱗さんが踏ふん切ぎるようにうなずいた。

「うし、もう一回り探さがしてみっか。さっき二階の窓まどから見た限かぎり、外には誰だれもいなかったわけだし、校内のどっかにいるのは間ま違ちがいないんだからさ」

「……外？　そう言えば経島先輩、古い塚つかだか祠ほこらだかが目当てって言ってましたけど」

「あー、それっぽいのは校庭の脇わきにあったっけか。でも、周りにゃ誰もいなかったよ。というわけで二周目へゴー！　どんよりしてても仕方ない！」

「いいこと言った、さすが鱗りん姉ねえ！　オレもお供するっスよ」

　意気揚よう々ようと鱗さんが拳こぶしを突つき上あげ、ハルカがその隣に並ならんで歩き出す。取り残されちゃかなわない。僕らは不安な顔を見合わせると、慌あわてて二人の後を追った。




「え。じゃあやっぱり、いつでも狼おおかみモードに変われるわけじゃないんだ？　襲おそいかかってくるようなのが出たら、フィルに任まかせて退たい散さんするつもりだったのに」

「月が出てないと変身は無理なんです。つーか先輩！　絶ぜつ対たいに逃げないでくださいよ！」

　特別教室の並ならぶ二階の廊ろう下かにて。頼たよりにしてたのになあ、と残念そうにつぶやいた僕を、青白い顔の後輩は真しん剣けんな青い瞳ひとみで見下ろした。いやそこまで必死に懇こん願がんしなくても。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。置いて逃げたりしないからね」

「そもそも、出ると決まったわけではないですよ。経島先輩たちもどうせそのあたりにいるでしょうし、あとは見つけて帰るだけです」

　図工室を覗のぞき込こんでいたイタチさんと粂くめ神がみさんが、フィルの言葉に振ふり返かえった。だよなあ。僕は笑ってうなずいたが、予想外に怖こわがりな人狼ワーウルフはまだ納なつ得とくできないようで、深しん刻こくな顔のまま、学生服のポケットからリング綴とじの小さなノートを取り出した。スケッチブック代わりに使っているのだろう、ぺらぺらと繰くられるページには、シャーペンで幾いくつかの建物が描かかれている。最後のページに描かれているのは、もちろん今いるこの校舎。ラフなタッチながら全景を的てき確かくに捉とらえたそのスケッチを眺ながめると、フィルは不ふ審しんそうに眉まゆをひそめた。

「うん。やっぱり、この学校、おかしいですよ。どこがって言えないんですけど、入った時からずっと妙みような違い和わ感かんが付きまとってて……」

「入った時？　玄げん関かんにでっかい姿すがた見みがあって、稲いな葉ば先生が『ふふん、やはり私は美しい』とか言いながらくねくねしてたのは覚えてるけどな」

「特におかしなことは起きていなかったと思います」

「だよね、良りよう子こ。にしても──真しん一いち、またキツネの話してる……」

「はい？　いや、これはその別に稲葉先生のことが気になるとかではなくてね？」

　あー、またやっちゃったか！　自分で自分に呆あきれつつ、取とり繕つくろうように「確たしかにあの性格はどうかと思うけど見み応ごたえのある美人ではあるわけで」とか弁べん解かいしていると、ふと、フィルが肩かたをすくめて溜ため息いきを吐ついた。

「全く、この人たちは……。粂神、俺、トイレ行ってくる。水道は生きてるんだよな？」

「地下水使ってるみたいだから大だい丈じよう夫ぶよ。ごゆっくり」

　粂神さんに冷静に見送られ、フィルは廊ろう下かの一角にある男子トイレへと姿すがたを消した。と、それと入れ代わるように、家庭科室から見み慣なれた長身の少女が現れる。ハルカと一いつ緒しよに先輩たちを探していたはずの鱗りんさんは、浮うかない顔を僕らに向けるとおずおず口を開いた。

「あのさ。ハルカ見てない？」

「えっ？　ハルなら、鱗さんとコンビでそこの家庭科室に」

「いやまあ良子の言うとおりなんだけどもさ。いつの間にやら、姿が見えなくて」

「はい？」

　思わず声が裏うら返がえる。噓うそだろ。ハルカまで消えたってことなのか？

　反はん射しや的てきにイタチさんと顔を見合わせれば、鱗さんは「ところで」と首を捻ひねった。

「フィルは？　もしや、あれも姿を消しちゃったとか」

「いえいえ、あいつならトイレ──って、あ！　まさか！」

　光こう速そくで背せ中なかを走った嫌いやな予感に後あと押おしされ、僕は慌あわてて男子トイレに駆かけ込こんだ。頼たのむからどこかにいてくれよ。そう願いながら飛び込んだ狭せまくて小さいその部へ屋やには──。

「……噓だろ、おい」

　啞あ然ぜんと声を漏もらす僕。

　手洗い用の水道の上、割れた鏡の前には、この校舎を描かいたノートがそっと置かれていたものの、その持ち主の姿すがたは、どこにも見当たらなかった。
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「その後、アタシたちは校内をくまなく探さがし回まわったが、誰だれ一人発見することができなかった。がらんとした教室に無言で佇たたずむアタシたちの胸むねに、言いしれぬ徒と労ろう感かんと漠ばく然ぜんとした恐きよう怖ふ感かんが去きよ来らいする。そして瞬またたく間に、五十年の月日が流れた。その間、科学技術は飛ひ躍やく的てきな進歩を遂とげ、人類は宇宙へとその生せい活かつ圏けんを拡かく大だいしていった。そんなある日、とある探たん査さ船せんが辿たどり着ついた未知の惑わく星せいに、人じん智ちを超えた恐きよう怖ふが眠ねむっていようとは、まだ誰も知らなかった──」

「何の話ですか鱗りんさん！　だいたいあれから三時間しか経たってない！」

　目と鼻の先でぼそぼそ語られるナレーションに、僕は突つっ込こまざるを得なかった。

　ほんとにもう、今回は経ふみ島しま先輩がいないからシリアスな空気になるかと思ってたのに。呆あきれた視し線せんでアルコールランプの灯りの向こうを睨にらんでやれば、ＳＦホラー映画のオープニングごっこを中ちゆう断だんさせられたアロハ姿の鱗さんは、シャッと舌したを鳴らして僕を見返した。

「ノリ悪いなあ元もと旦だん那な。そーゆー態たい度どだと凍こごえても人ひと肌はだで暖めてやんねえぞ？」

「結けつ構こうですよ。つーか、なんで春の山で凍えにゃならんのです。雪山ですか」

「む。じゃあ趣しゆ向こうを変えてやろうか？　最初は九人いたはずのメンバーも、一人減へり、二人減り、生き残ったのはたったの四人。次に消えるのは、あなたかもしれない！」

「まっすぐ僕を見ながら言わないでください！　あとネタが不ふ謹きん慎しんすぎます！　鱗さん、いろいろ経島先輩の影えい響きよう受けすぎですよ」

「うわ何その真面目まじめな反論。それはアレか、蛇へびはカエルでも食って冬とう眠みんしてろってことか！　聞いてよクズリ、場を和なごませようとしただけなのに、爬は虫ちゆう類るいだからって馬鹿にされたよー」

「よしよし。泣かない泣かない」

　それはもうわざとらしく泣きつく鱗さんを、苦笑しながらも一いち応おうなだめるイタチさん。その向かい側では、もはや呆あきれるのにも疲つかれたのだろう粂くめ神がみさんが無言で溜ため息いきを吐ついていた。

　まあ、気持ちはわかるけど──でも、無む駄だにピリピリするよりいいかもな。そういう意味では、鱗さんがいてくれて助かったような気もしないでもない。賑にぎやかな蛇へび女によう房ぼうに心の中で感かん謝しやしつつ（口に出すと図に乗るに違ちがいない）、僕は真っ暗な教室を見回した。

　いつの間にやら窓まどの外はとっぷり暮くれ、もちろん電気は止まっているので照明器具は使えない。探たん索さく中ちゆうに理科室で見つけたアルコールランプとマッチを確かく保ほしておいたイタチさんの機転に、僕らが揃そろって喝かつ采さいしたのは一時間ほど前のことである。で、それから僕ら四人は、ずっとこうしてちろちろ揺ゆれる炎ほのおを囲んで座すわっているというわけだ。

　もちろん、いったん宿に帰ろうという声もあった。だがそれは、イタチさんの「消えちゃったみんながどこかにいるかもしれないのに、置いていけないよ」という優やさしい意見、そして粂くめ神がみさんの「灯りと経ふみ島しま先輩の先せん導どうなしに、あの山道を宿まで帰れる自信がありません」という真っ当な主しゆ張ちようにより、あっさり却きやつ下かされたのである。

「でも、やっぱり無理して帰ったほうが良かったような……。確かく実じつに出るよね、ここ」

「まあ、妖よう気きは凄すごいしね。しかし、何か出たところで、クズリの鎌かま鼬いたちでざっくり──と思ってたんだけどねえ。まさか、化けイタチの力が丸ごとなくなってるとはなー」

　僕の不安な声を受け、ニヤついたのは鱗りんさんだ。そのあっさりした一言に、イタチさんはしょぼんと縮ちぢこまり、申もうし訳わけなさそうにうつむいた。

「……ごめんね、鱗。もっと早く言うべきだったのに」

「ん？　いやいや、クズリが謝あやまるこっちゃないけど。自分から話してくれたんだしさ、土ど壇たん場ばになって『実は！』って言われるより、よっぽどマシさね。ねー良りよう子こ？」

「そうですよ。それに、ここにいる限かぎりは、とりあえずは安心です。『学校の怪かい談だん』の鉄則に基もとづくなら、普ふ通つう教室は穴あな場ばですから」

　けろりと笑い返す鱗さんに、粂神さんのきっぱりした声が続く。信じていいんだねと尋たずね返かえす間もなく、眼鏡の凜り々りしい理系少女は真面目まじめな視し線せんを僕らに向けた。

「先ほども言いましたよね？　学校内の怪かい異い譚たんの舞ぶ台たいは、トイレや特別教室、あるいは体育館やプールなど、『生徒がずっと滞たい在ざいするわけではない』空間に限られるのです」

「確たしかに、普通の教室で起きた怪談話ってあんまり聞かないけどさ……」

「でしょう？　言いい換かえれば、日にち常じよう性せいと非日常性を兼かね備そなえた場所が怪談の舞台として選せん択たくされているわけで、これは即すなわち、近代以前において屋外で発言されていた怪談の特とく徴ちようがそのまま屋内に持ち込まれたということなんです。つまり、学校で語られる怪談が近代以前のそれの焼き直し、あるいはリメイクであることを如によ実じつに──」

「いやいや、それはさっきも聞いたから。そしてよくわかんなかったから」

　つらつらと語り始めた粂神さんを、慌あわてて制する僕である。そういう話は経島先輩が戻もどってからゆっくりやってください、と頭を下げていると、ふいに向かい側の鱗さんが「よし！」と叫さけんで立ち上がった。

「もー我が慢まんの限げん界かいだ。不ふ肖しよう山やま楝蛇かがし鱗、ちょっくら外をうろついてきます」

「り、鱗……？　良子の話、聞いてた？　この教室にいれば、とりあえずは安心だって」

「だってさー。腹減へって仕方ないんだもん」

　驚おどろきながら見上げるイタチさんに、鱗さんはけろりと答えを返すと、細いお腹なかをゆっくり撫なでた。同時に、なんとも緊きん張ちよう感かんのない音が「ぐう」と空しく響ひびき渡わたる。

「穴場っつーのはつまりザコ妖よう怪かいも湧わかないってことでしょ？　教室の外には妖気がわさわさしてるのに、これじゃ拷ごう問もんだっつーの。あんたらはここで待ってなよ」

「待てってのはこっちのセリフですよ！　真っ暗で、どんな妖怪がいるのかわかんない場所にのこのこ出ていくなんて──それに、みんながなんで消えたのかもわかんないのに！」

　すたすたと歩き去ろうとする鱗りんさんの手を、僕は思わず摑つかんでいた。イタチさんが妖よう力りよくゼロの普ふ通つうの女子高生化している今、たいがいの妖よう怪かいに効きく毒どく牙がを持ったこの人は、一番貴き重ちような戦力だ。だが人の話を聞かないことでは定てい評ひようのある蛇へび女によう房ぼうは、ニッと親しげに微笑ほほえむと、

「大だい丈じよう夫ぶだって。アタシの舌したは温度も妖よう気きも感知できるから周りもばっちり見えるしね。適てき当とうなの二、三匹食ったら、すぐ帰ってくるからさあ。つーか、仮かりにも別れた妻つまを引き止めようってんなら『まだ愛してるんだ』くらいは言ってほしいねえ」

「はいはい愛してます愛してます、まだまだ当分愛してます！　だからどうか考え直して」

「うん。いいこと聞いた。そんじゃ、アディオース」

　あっさり僕の手を振ふり払はらって真っ暗な廊ろう下かに消えたのだった。

　ああ、と打ちひしがれる僕の背せ中なかに、二人の少女のひんやりした声が静かに響ひびく。

「真しん一いち。鱗のこと、『まだ』愛してるんだ……。へえ……」

「別れた妻って一体何があったんですか白しら塚つか先輩」

　……さあて、僕は何をどう説明したらいいんだろうか。




「──といったあたりが、オーソドックスな学校の怪かい談だんですね。全体的な特とく徴ちようとしては、極きよく端たんなまでの残ざん虐ぎやく性せい──つまり、やたらと人が死ぬオチが多い、という点が挙あげられますが、これは担にない手てが幼おさない子どもであるために生じたものでしょう。人生経けい験けんの少ない聞き手を満足させるためには、いきおい過か激げきな展てん開かいにせざるを得ないわけです。実じつ際さい、民みん俗ぞく社会においては素そ朴ぼくだったエピソードが、舞ぶ台たいを学校に移うつすのと同時に、人死にをともなう怪談に作り替えられてしまうケースは散見されており、たとえば今から話す『消えたバスケ部員』などは──」

　と、そこでふと言葉を句切ると、アルコールランプの向こうのセーラー服の少女は、きょとんと不思議そうに首を傾かしげた。

　この粂くめ神がみ良りよう子こさん、いつも賑にぎやかな人と一いつ緒しよなおかげであんまり目立ってなかったけど、改めて見ると端たん正せいで絵になる顔立ちだ。一度モデルになってもらいたいなあ。恐きよう怖ふで縮ちぢんだ脳のう味み噌その端はしっこで、反はん射しや的てきにそんなことを考えてしまった僕と、その隣となりにぴったり寄より添そいながら震ふるえる少女を、粂神さんは落ち着いた瞳ひとみで見み据すえて眉まゆをひそめた。

「さっきからどうしたんですか、二人とも？　主立った怪談の内容とその特徴について、念のため教えてほしいと言われたから、話しているのに」

「あ、いや、それはそうなんだけどね……」

　ガチガチと嚙かみ合あわない歯を制せい御ぎよしつつ答えると、僕は傍かたわらのイタチさんへ「ねえ？」と視し線せんで問いかけた。と、僕の腕うでにしがみついたままのイタチさんは、こくこくと激はげしくうなずいた。その反はん応のうを見る限かぎり、どうやら同じ気持ちらしい。つまり。

「……めちゃくちゃ怖こわいんだよね、粂神さんの話」

　ということなのである、要するに。

　もちろん、粂くめ神がみさんは僕らの求めに応おうじて話してくれているだけだし、怖こわがらせようとしていないのもよくわかる。だがしかし、何しろ状じよう況きようが状況だ。知り合いがどんどん消える夜中の廃はい校こうで、アルコールランプの灯り越しに語られたなら、漫まん談だんだろうが落語だろうが肝きもを冷やしてくれるに違ちがいない。加えて、粂神さんの淡たん々たんとした口調は、これが意外に恐きよう怖ふを誘さそう。怪かい談だん話ばなしにありがちな「間」とか「溜ため」がなくてどんどん先に進む上に、前の話のオチに怯おびえている間に次の話が始まるもんだから、正直、こっちの心臓が追いつかない。

「ほんと、こっちから頼たのんで悪いんだけどさ……。どうかストップ！　許ゆるして！」

「う、うん……！　あたしからもお願い！　ごめんね、良りよう子こ……！」

　もともと大して持ってなかった年上の威い厳げんをかなぐり捨て、僕らは二人揃そろって懇こん願がんした。そんな上級生たちを前に、理知的でクールな一年生は目を丸くしていたが、すぐに肩かたをすくめてうなずいてくれた。と、それを見た瞬しゆん間かん、イタチさんがほっと大きな息を吐ついた。

　一年近く見続けて来た人だけど、こんなに安心している姿すがたは初めてなんじゃなかろうかと思えるくらいの安あん堵どっぷりに、僕はちょっと苦笑し──そして、深く同情した。

「映った人を異い世せ界かいに連れ込む鏡の話とか、めちゃくちゃ怖かったもんなあ……。初めて聞かされるイタチさんにしてみたら、たまったもんじゃないよね」

　なるべく安心させられるよう、穏おだやかに話しかけてみる。その声に、僕の左半身にぴったり密みつ着ちやくしたままの元妖よう怪かい少女は、恥はずかしげにこちらを見上げ、こくりと小さくうなずいた。

「う、うん……。妖怪のあたしが言うのもおかしいけど、今にも何か出そうな気がする」

　そう言いながら、おどおどと周囲の暗くら闇やみを見回すイタチさん。だが粂神さんは、こともなげに「安心してください」と言い切った。

「普ふ通つう教室で、しかも三人いるという状況で、何か出たという話はありません。例えば、修学旅行中でなおかつ四人しかいなかったりすると、いつの間にか一人多かった──という話はありますけど。ちなみに、これは元を辿たどれば『隅すみの婆ば様さま』という怪談で──」

「やめてってばっ！」

　短く鋭するどい悲鳴で粂神さんの口を封ふうじると、イタチさんは僕の左手を一ひと際きわ強く摑つかんだ。もう痕あとが残るんじゃないかと思うほどの握あく力りよくが二の腕うでと肩かた口ぐちにぎりぎりと食い込み、半はん袖そでセーラー服に包まれたスレンダーな体たい軀くが一ミクロンの隙すき間まもなく僕の体に押おしつけられる。じんわり滲にじんだ冷や汗と、どくどく激はげしく脈みやく打うつ鼓こ動どう、そして強こわ張ばりながらもなお柔やわらかい感かん触しよくが薄うすい布越しに伝わってきて──って。ちょっと待て。

　学校の怪談フルコースに怯えていたもんで気付かなかったけれど。そして、つい数時間前まで、距きよ離りを取られていることを不安に思っていたはずなのに……ですよ？

「イタチさんが──近い──？」

　そう。いつの間にかめちゃくちゃ接せつ近きんしてないか、僕ら？　その事実に気付いた瞬間、どくんと激はげしく心臓が跳はねた。恐きよう怖ふとは正反対の感情が、神しん経けい伝達速度を超えたスピードで全身に行いき渡わたり、僕の体をどんどん熱くしていった。

　と、その体温が伝わったのか独ひとり言ごとが聞こえたのか、あるいはその両方なのか。怪かい談だんタイム終了に胸むねをなで下ろしていたイタチさんは、弾はじかれたように僕を見上げると「あ」と一声つぶやいた。ランプの炎ほのおにちろちろ照らされる顔が、かあっと赤く染そめ上あげられる。

「ごっ、ごめんね、真しん一いち……！　無理矢理くっついて、腕うでまで摑つかんじゃって！」

「え？　いや、いいよ、そんなの！　そもそも、くっついたのはこっちからだし！」

「あれ？　そうだっけ……？　あたしから近づいたんじゃなかったっけ？」

「まあ僕もはっきり覚えてないんだけど。パターン的に、たぶん僕からかなーと」

　しつこくぴったり寄より添そったまま、きょとんと首を傾かしげる僕ら。そこに、炎の向こうから極めて理知的な声が届とどいた。

「見ていた限かぎりでは、同時にじわじわ近づいていましたね。それはもう、まるで磁じ力りよくで引き合うように。たいへん面おも白しろかったです」

「あ、さいでしたか」

「そ、そうだったんだ……」

　冷静な観察者の一言に、僕とイタチさんは再ふたたび顔を見合わせ、そして同時に吹き出した。怯おびえたり緊きん張ちようしたりで大おお忙いそがしだった心臓のビートが、ほっと一息吐ついたみたいに、ゆっくり穏おだややかになっていく。僕の腕から手を離はなしつつ、イタチさんが苦笑する。

「なんだか、どっちもどっちだね、あたしたち」

「確たしかに。何にしても、イタチさんとくっつけたのは嬉うれしかったけど。ありがとう」

　腕に残る温ぬくもり（そして痛いたみ）を愛いとしく思いつつ、素す直なおな気持ちを口にした。それを聞いたイタチさんは、一いつ瞬しゆん、僕を見つめて黙だまり込こんだが、すぐに「ごめんね」と微笑ほほえんだ。

「いえいえこっちこそ──って。え？　なんでイタチさんが謝あやまるの？」

「あたし、さっきまで変だったから……今、謝っておこうと思って。ほら、『またキツネのこと気にしてる』とか言ったりして、わざと真一から離れたり……」

「ああ、そのことか。別に謝ることでもないよ」

「でも、あたしは謝りたい」

　もういいよ、と言いたげに笑いかけた僕の言葉を、イタチさんはきっぱりと拒きよ絶ぜつし、そして再びこちらを見上げた。照れと優やさしさと申もうし訳わけなさの入り交じったその表情で僕を見み惚とれさせながら、元妖よう怪かい少女は「ごめん」と繰くり返かえす。

「真一がキツネと何もないことなんてわかってるし、それであたしが怒おこるなんて、おかしいとも思ってたんだよ。だけど、真一が、すごく嬉しいこと言ってくれて、それで、こう──上手く言えないけど、心が温かくなってた時に、あんなところ見ちゃったから……」

「はい。あんなところを見られましたね」

　他の指示語が何を指してるのかは正直ピンと来てないのけれど、その部分だけはよくわかる。ドアを開けたら稲いな葉ば先生の胸むな元もとに鼻先を突つっ込こんでたという、アレですね、ええ。しゅんと反省した僕を前に、イタチさんは何を言おうか迷まよったようだが、すぐに優やさしく微笑ほほえんでくれた。

「ごめんね。それと……ありがと、真しん一いち」

「僕のほうこそ、ありがとう！」

　そう笑い返しながら、僕は反はん射しや的てきに──と言うよりは、極めて自然に、目の前の少女に手を伸のばしていた。え、と驚おどろくイタチさんの顔を間近に見つつ、その細身の体たい軀くをぎゅっと──。

「私はやはり席を外したほうがいいのでしょうか」

　抱だき締しめようとした瞬しゆん間かん、抑おさえた声が耳に届とどき、僕はぴたりと静止した。同時に、真っ赤な顔で強こわ張ばっていたイタチさんは、弾はじかれたように僕の腕うでを振ふりほどくと、ランプの向こうに向かって頭を下げた。

「ごめん良りよう子こ！　しっかりしなきゃって思ってたのに、つい真一に流されちゃって……！」

「確たしかに流されてましたね。──ということは、私、ここに残ってもいいんですか？」

「もちろんだよ！　ね、真一！」

「はい？　あーうんうん。それは確かにその通り。是ぜ非ひここにいてください」

「ほら、真一もこう言ってるし！　それと、その……お、お願いしたいこともあるから……」

　僕のほうをちらちら見つつ、イタチさんは消え入りそうな声でつぶやいた。

　何だかよくわかんないけど、僕には無理なことなんだろうか。
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「なるほど。この役目は女の子じゃないと無理だ」

「と言いつつもなんで付いてきたんですか白しら塚つか先輩。女子のトイレに同行するって」

「じゃあ一人であの教室に残れって？」

　恐おそろしいほど静まりかえった一階廊ろう下かの女子トイレ前にて。怪け訝げんそうにこちらを見み据すえる粂くめ神がみさんに向かって、僕はぶるぶる首を振った。

　手持ちのアルコールランプは予よ備びを含ふくめて二つだけだ。中のイタチさんが一個、そして外で待つ粂神さんがもう一個使えば、必然的に僕は漆しつ黒こくの闇やみの中にぽつんと一人で取り残されることになる。そんなことになったら怖こわくて死ぬよ、と肩かたをすくめていると、トイレの中、ドアの閉まった個室から、心細げな声が聞こえてきた。

「ねえ、良子？　それに真一も……ちゃんと、そこにいるよね？」

「はい、しっかりと。安心してください」

「僕もいるよー。なんならそっち行こうか、イタチさん？」

「来なくていいっ！」

　ちらちらとトイレの中を窺うかがいつつ声をかければ、慌あわてた口調で叱しかられてしまった。はい、すみませんでした。反省しつつ縮ちぢこまる僕を、粂くめ神がみさんは冷たい視し線せんでじろりと睨にらんで呆あきれていたが、ふと不安げに口を開いた。

「しかし、大だい丈じよう夫ぶでしょうか、伊達だて先輩」

「怖こわいこと言わないでよ粂神さん。大丈夫って、何が……？」

「先ほども話しましたけど、学校を舞ぶ台たいにした怪かい談だんの場合、『夜中にトイレに入る』という行こう為いが怪かい異い発現のきっかけになってるパターンは多いんです。そして、『順番に人が消えていく』という、これもある意味オーソドックスな学校の怪談を踏とう襲しゆうした事例が起こっている以上、絶ぜつ好こうの舞台であるトイレで何も起きないと考えるのは、少々楽観的すぎるのでは──」

「──ひゃわあああああああああああっ！」

　粂神さんの冷静な考察を、甲かん高だかい声が断たち切きった。

　その声にびくっと怯おびえる暇ひまもなく、個室のドアが豪ごう快かいに開いた。転がるように飛び出してきたイタチさんは、トイレ前で驚おどろく僕にすがりつき──ちなみに、驚いた理由はその剣けん幕まくだけじゃないのだけど、それはそれとして──「出た！」と一声叫さけびをあげた。

「と、トイレから出ようとしたらね、変な声が聞こえてきて──！　それとあわせて、青白い手が下から生えてきて、お、お尻しりをね、こう、スッと──」

「イタチさんのお尻をっ？　触さわったの？　畜ちく生しよう、なんて羨うらやまし、いや酷ひどいことを！」

「本音が漏もれてます、そしてそこはどうでもいいです白しら塚つか先輩。それで伊達先輩、『変な声』って言ってましたけど、何か尋たずねられたんですか？」

「え？　えーとね、はっきり覚えてないけど、赤い紙がどうとか黄色い紙がどうとか」

　僕の胸むな元もとにしがみついたまま、うろ覚えで語るイタチさん。それを聞いた粂神さんは「なるほど」と小さくうなずくと、未だ動転しっぱなしの上級生を見返した。

「紙の色を尋ねるパターンですか。とすれば、無む視しして出てきたのは正せい解かいです。しかし」

　そこで言葉を区切ると、粂神さんはふいに言いづらそうに顔を赤らめた。うん、その気持ちはわかります。どうしたの、ときょとんと首を傾かしげるイタチさんを前に、クールな一年生は視線をそっと逸そらしつつ、抑おさえた声で問いかけた。

「伊達先輩、その──スカートは？」

「え？　スカート？」

　思わぬ単語を耳にして、イタチさんの目がきょとんと大きく丸くなる。その綺き麗れいな双そう眸ぼうは、ゆっくり自分の体を見下ろしていき……腰こしに至いたったあたりで一ひと際きわ大きく見開かれた。

「あああああああっ！　うそっ？　あ、あたし、スカート穿はいてない！」

　戻もどりかけていた平へい常じよう心しんはどこへやら、イタチさんが真っ赤な顔で絶ぜつ叫きようする。

　そうなんだよなあ。

　どう指し摘てきしていいもんかわからないので黙だまっていたけど、今のイタチさん、下半身ほとんど丸出しなのだ。アルコールランプの灯りに照らされた太ふと股ももの白さに、そして上じよう衣いの陰かげからちらちら見える小さな下着に、僕の理性はさっきから臨りん界かい点てんギリギリをキープしっぱなし。正直、粂くめ神がみさんがいなければ何をしていたか、僕は自分が恐おそろしい。

「そういう意味では、あのクールな後輩の存そん在ざいには今でも感かん謝しやしていますね、と白しら塚つか真しん一いちは後に語っているそうです。って後っていつだよ。ああそれにしても綺き麗れいな足だ──」

「真一！　じっとこっち見たままぶつぶつ言わないで！　後ろ向いてっ！　早く！」

「──どうせだったら青空の下でじっくりと──へっ？　あ、はい！」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて即そく答とうしつつ回れ右、同時に深く深しん呼こ吸きゆう。いかんいかん、今のはさすがに駄だ目めだろう。真っ暗な廊ろう下かを見つめながら今さらのように自じ戒かいしていると、二人の少女がぼそぼそ話し合う声が耳に届とどいた。

「いつの間に……？　トイレの手に引ひっ張ぱられて、脱ぬげちゃったのかな」

「まあ、他に要よう因いんも考えられませんが。それで──やっぱり、取りに行きます？」

「うん。さすがに、これは……。真一もいるんだし」

「ええ、わかります」

　ひそひそ声でうなずき合う二人。個人的にはそのままでもいいとは思うんだけど、それを口にしたら最後、当分口を利きいてもらえない気がするので黙だまっておくことにしよう。




「……ふう。お待たせ、真一。もういいよ」

　照れと安あん堵どの混じった声が背せ中なかに届とどく。やれやれ、やっとか。女子トイレの個室の中、開きっぱなしのドアをじっと見つめていた僕は、ゆっくり後ろへ振ふり向むいた。

「おー。やっぱりこっちのほうがバランス良いな」

「そ、それはそうだよ……」

　素す直なおな感想を漏もらせば、スカートを穿はき終おえたばかりのイタチさんは、照れ臭そうに苦笑した。その傍かたわらでは、アルコールランプを手にした粂神さんが、注意深く周囲を見回している。

「用が済すんだら早く出ましょう。長なが居いは禁きん物もつです」

「確たしかに、三人で入るスペースじゃないもんね。やたら狭せまいし」

「良りよう子こはそういうことを言ってるんじゃないと思うよ、真一」

　そんな吞のん気きな会話を交わしつつ、三人で個室を出ようとした時だ。

　何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに、背せ中なかにぞくりと悪お寒かんが走ったかと思うと、

「赤い紙やろうか、青い紙やろうか、黄色い紙やろうか──」

　唸うなるような一本調子の声が、僕らに向かって投げかけられた。また出た、とイタチさんが短く叫さけび、粂神さんが無言でうなずく。そんな中、僕は反はん射しや的てきに振り返り、

「げ」

　便器の中からぬうっと生えた、青白い腕うでを目まの当あたりにしてしまっていた。

　夜光塗と料りようでも塗ぬったかのように、ぼんやり光るその腕うでは、ぬるぬると僕らに向かって伸のびてくる。その非ひ常じよう識しきな光景に思わず固かたまった僕の隣となりで、粂くめ神がみさんがごくりと息を吞のんだ。

「……な、なるほど。シタガラゴンボコの系けい譜ふは未だ健けん在ざいというわけですか」

「はい？　したがら……？」

「ごんぼこ？　何それ？」

「シタガラゴンボコ。トイレから出てきてお尻しりを撫なでる妖よう怪かいの、代表と言うか始し祖そと言うか大元と言うか……。学校の怪かい談だんに出てくる『トイレの青い手』、つまり目の前のこれは、その派は生せいなんでしょうね。質問するという属ぞく性せいが付加されてはいますが、本質的にはシタガラゴンボコと言っていいでしょう。あ、問いかけには答えないでください」

「いや、それはわかってるけど──しかし、シタガラゴンボコねえ」

　思わず気の抜ぬけた声が出た。代表だか始祖だか知らないけど、それにしたって妙みような響ひびきだ。どうにもこうにも緊きん張ちよう感かんに欠けるネーミングに、張はりつめていた恐きよう怖ふ感かんが一気にどっと抜けてしまった。変な名前だね、とつぶやいたイタチさんとうなずき合っていると、青い手改めシタガラゴンボコは、指をくねくねさせながら再ふたたび唸うなり声ごえをあげた。

「赤い紙やろうか、青い紙やろうか、黄色い紙やろうか──」

「いや別にそんなものは要らな──って。あ」

「ちょ、ちょっと真しん一いち！　相手しちゃ駄だ目めなんだってば！」

　イタチさんが慌あわてて僕の口を塞ふさいだが、もう遅おそい。シタガラゴンボコの奴やつは僕をターゲットに決めてしまったようで、僕をがっちり見つめて動かない。いや、顔も目もないので見つめてるのかどうかはわかんないんですけどね。

「くそ、油ゆ断だんした……！　あのさ粂神さん、ここで無む視しして帰るのって駄目なんだっけ」

「一度応たい対おうしてしまうと、どこまでも追ってくることになってますね。正せい解かいが含ふくまれているパターンなのが救すくいですけれど……。白しら塚つか先輩、答は」

「大だい丈じよう夫ぶ。まだ覚えてる」

　粂神さんに不安げに見つめられながら、僕はさっき聞かされた話を思い出す。

　えーと、確たしか、赤を選ぶと血まみれにされ、青を選ぶと血を抜かれたり溺おぼれさせられたりするんだっけ？　色の組み合わせは何種類もあるらしいけど、要するに赤と青を選ばなければいいんだよな。うん、それくらいなら大丈夫。不安げに見つめるイタチさんにうなずき返すと、僕は、青白い手に向かって口を開いた。

「黄色い紙だ！」




「──ローアンバーの紙やろうか、バーミリオンの紙やろうか」

「えーと、バーミリオンは赤だよな。ってことは、ローアンバーの紙？」

「正解。では第十五問」

「えー！　まだ続くの？　いやあの、もうそろそろ勘かん弁べんしてほしいんですけど……」

　ふよふよと揺ゆれながら問いかける手を前に、僕は心の底から疲つかれた声を漏もらした。その隣となりでは、イタチさんと粂くめ神がみさんが、さっきの緊きん張ちよう感かんはどこへやら、呆あきれた顔を見合わせていた。

「誤あやまった色を選んで殺されるオチしか知りませんでしたが、この展てん開かいは予想外でしたね。しかも、色の名前がどんどんマニアックになってきている」

「だよね……。ほんと、真しん一いちが絵を描かく人で良かった。あたしなら六問目で駄だ目めだったよ」

「いやいや。僕もそこまで詳くわしくないから」

　ほっと安心するイタチさんを見返し、僕は肩かたをすくめて溜ため息いきを吐ついた。今のところはまだ何とかなっているけど、僕が聞いたことのない色なんてのは、おそらくいくらでもあるわけで。しかも、終わる気配がないしなあ。「生き成なり色いろの紙！」と答えつつ、僕はイタチさんたちにくたびれた顔を向けた。

「あのさー。もうこいつ無む視しして出てもいいんじゃないかな」

「うん、そんな気はするよね……。この手、ふよふよしてるだけだし」

「いつまでトイレにいるんだよって話ですからね。他の妖よう怪かいが現れる前に出ますか」

　どうやらみんな考えていたことは同じだったようで、実にあっさり結論が出た。

　というわけで、第二十一問を口にしていた（いや口はないですが）シタガラゴンボコを放置し、僕らはようやく女子トイレの個室から出た。ずっと狭せま苦くるしいところにいたせいで、なんだか肩かたが凝こった気がする。やれやれ、と背せ筋すじを伸のばしながら、廊ろう下かに出ようとした、その時だ。

　暗くら闇やみの奥おくから、ガラガラと戸を引き開ける音がしたかと思うと、

「ここにも……いなあああああああああああい……」

　意図的に怖こわがらせようとしてるとしか思えない、濁にごった声が響ひびいてきた。

　で、それに続き、ずるずるぺたぺたと、廊下を近づいてくる足音までも。

「げ！　これって、もしかして──！」

「そ、そうだよね？　さ、さ、さっき良りよう子この話してくれた──ひゃわっ！」

　びくんと縮ちぢみあがったイタチさんが僕にしがみつこうとしたが、あいにくこっちのほうが早かった。頼たよってるんだか守ってるんだかわからないポーズでイタチさんに密みつ着ちやくしつつ、ガタガタ震ふるえていると、粂神さんが蒼そう白はくな顔でつぶやいた。

「──オーソドックスな怪かい談だんの一つ、『覗のぞき込こむ女』！　女子トイレを出ようとする行こう為いがスイッチになって発現したようですけど……あれって、見つかったら殺されるんですよね……！　どうしましょう？」

「はい？　どうしようって言われても──撃げき退たい法ほうとか知らないの？」

　期待に満ちた視し線せんとともに尋たずねれば、眼鏡の似に合あう怪談博士は無言で首を左右に振ふった。

「えー！　粂神さんだけが頼りだったのに！」

「そう言われても！　この話の類例、バッドエンドしかないんですよ……！」

　今までの冷静さが裏うら返がえったかのように、粂くめ神がみさんが慌あわて始はじめる。それはつまり、もう見つかって死ぬしかないってことですか？　どうしよう、とイタチさんに向き直るのと同時に、またもあの声が闇やみの奥おくから轟とどろいた。

「ここにも……いなあああああああああああい……！」

「どんどんこっちに近づいてきてる……！　隠かくれないと！」

　ごくりと息を吞のむイタチさん。確たしかに、こうなったら手近な場所に逃にげ込こむしか仕方ない。僕らは顔を見合わせてうなずき合うと、トイレの個室のドアを──。

「二人とも、とりあえずここに！」

「第二十一問！　支子くちなし色いろの紙やろうか、ヘリオトロープの紙やろうか」

「って、ここは駄だ目めだー！」

「仕方ありません、奥の個室へ！」

「そ、そうだね！　真しん一いちも早く！」

　と、そんな感じでバタバタと一番奥の個室に駆かけ込こむと、僕らはバタンと戸を閉める。手にしていたアルコールランプを壁かべのタンクの上に置くと、僕はドアの内側にもたれかかってやれやれと一息を──って。

「待てよ？　考えてみりゃ、何の解決にもなってないよな、これ」

「そうだよね。むしろ、聞いた話の通りの展てん開かい……？」

　眉まゆをひそめてぼそりとつぶやいた言葉に、イタチさんが小声で応おうじた。そうなんだよなー。粂神さんの語った怪かい談だんを思い出し、僕は背せ筋すじを震ふるわせた。

「えーと、あの話だと、一番奥の個室に隠れてると、廊ろう下か側の個室を順に覗のぞく声がして、それから静かになるんだっけ？　で、助かったかと安心して顔を上げれば、髪かみを振ふり乱みだした白はく衣いの女性が上から覗きこんで『見ーつけた』って──」

「やっ、やめてよ真一！　言わなくても覚えてるから！」

　叱しかられてしまったので、慌てて言葉の先を飲み込む。ごめん、と小さな声で謝あやまると、僕はやるせなく溜ため息いきを吐ついた。その間にも、謎なぞの足音はトイレの前まで迫せまっていた。

「くそー、どう来るかわかってるおかげでなおさら怖こわい！」

「でも、今飛び出しても見つかっちゃうよね……。ど、どうしよう……！」

　狭せまくて暗いトイレの個室で、わたわた困こん惑わくする僕とイタチさん。すでに枯こ渇かつしていた上級生の威い厳げんは、もはやとっくにゼロを通り越してマイナス域いきに突とつ入にゆう中ちゆうだ。そんな無様な僕らの傍かたわらで、粂神さんはただカチカチと歯の根を鳴らして震ふるえている。これはもう駄目かもしれない。と言うか確かく実じつに駄目っぽい！　ああ、せめてイタチさんだけでも助からないものか！　どんどん絶ぜつ望ぼう色いろに塗ぬり潰つぶされていく思考回路の片かた隅すみで、思わずそう祈ってしまった、その時だ。

「……白しら塚つか先輩の言うとおり、行動パターンの決まっている怪かい異いは恐おそろしいです。しかし、どう動くか判はん明めいしているのであれば、先手を打つことは可か能のうなはず。そしてもう一点、わざわざ戸を開けて中を覗のぞくということは、確かく実じつに実体を持っている！」

「「え？」」

　やたら凜り々りしい声での宣せん言げんに、思わず間ま抜ぬけな声が出た。僕とイタチさんとが揃そろって目を向けた先で、粂くめ神がみさんはスカートのポケットから銀色のペンを取り出し、そしてきっぱりうなずいた。

「先人が対たい策さくを残していないからと言って、ただ手をこまねいているなんて、それは科学の徒の姿すがたではありません。状じよう況きようを冷静に把は握あくし正しい知ち識しきを駆く使しすれば、必ず道は開けます！　ここは私に任まかせてください、先輩！」

「……は、はあ。よろしくお願いします、粂神さん」

「でも、任せろって言っても──大だい丈じよう夫ぶなの、良りよう子こ……？　と言うか、どうしちゃったの、急に？」

　力強い宣せん言げんに、反はん射しや的てきにうなずいてしまう僕。その隣となりでは、イタチさんが心配そうに声をかける。と、問いかけられた粂神さんは、手にしたペンの軸じくをカリカリ回しつつ、それはもうしっかりと首を横に振ふった。

「いいえ。今の私は粂神良子ではありません」

「えっ？」

「今の私はユーリ。県立宇宙開発事業団、燃料配合担当！　ユーリ・ガガーリンです！」

「……あ、なるほど。そっちに切り替わってたわけか」

　その名前を聞いたとたん、僕はすとんと納なつ得とくした。

　県立宇宙開発事業団、あるいはキットロケット研究会。手段のためなら目的を選ばない、マッドエンジニアの集団だ。どうやらこの粂神良子さん、あそこで鍛きたえられたせいで、ある程てい度ど追いつめられると吹っ切れてマッドモードに切り替わるようになってしまったらしい。良くも悪くも順じゆん応のう性せいの高い人であるなあと感心していると、すぐ隣の個室のドアが、ぎいっと音を立てて開いた。そして聞こえる例の声、あるいは霊れいの声。

「ここにも………いなあああああ…………い！」

「隣を覗いてる──！　どうしよう、次はここだよ！」

　真面目まじめな後輩の豹ひよう変へんっぷりに啞あ然ぜんとしていたイタチさんが、ハッと気付いて叫さけびをあげた。その声に、粂神さん改めユーリはこくりとうなずき、銀色のペンを真上に向けると、

「近世以降の幽ゆう霊れいが獲かく得とくした個人としての属ぞく性せいを捨て去って、ただ子どもを怖こわがらせることだけに特化し、目的も由来も名前もなく、盲もう目もく的てきに夜の校舎を徘はい徊かいするとは……！　情なさけない、それでも本ほん邦ぽうの人型怪かい異いの末まつ裔えいですか！　『覗き込む女』！　貴方あなたは──退たい化かしている！」

　失礼極まる決きめ台詞ぜりふとともに、手にした軸じくをカチリと捻ひねった。

　瞬しゆん間かん。ペンの先が爆ばく音おんとともに撃うち出だされ、ゆっくり覗き込もうとしていた白はく衣いの女（らしきもの）の顔に炸さく裂れつした。どごおおん、と響ひびく鈍にぶい音、そして広がる真っ赤な炎ほのお。

「見い──つけギャワアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　この世の物とは思えない悲鳴があがり、トイレの戸の向こうでどさりと何かが落ちる音がした。おいおい、何だこの展てん開かいは。ぽかんと呆あきれた僕とイタチさんの前で、粂くめ神がみさんはぐっと拳こぶしを握にぎって振ふり向むいた。

「迎げい撃げき成功！　さあ、今のうちに逃にげますよ！」

「へっ？　は、はい！　わかりました！」

「なんで敬けい語ごなの真しん一いち。それに、良りよう子こ──じゃなかった、ユーリ？　今のは……？」

「県立宇宙開発事業団特製、迎撃用極小ロケット『Ｖ２改』！　ボディはオーベルト副部長のお手製ですが、私なりの改良として先せん端たん部ぶに炸さく薬やくを仕込んでみました」

「……ああ、やっぱあの部の産物か」

　ぶすぶす漂ただよう火薬の匂においを嗅かぎながら、僕はしみじみ納なつ得とくし、迎撃されたばかりの名も無き妖よう怪かいに同情した。
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「まさか顔面にミサイル打ち込まれるとは思ってなかっただろうなあ……」

「何をぶつぶつ言ってるんですか白しら塚つか先輩！　行きますよ！」

　そう凜り々りしく言い放つと、粂神さんは個室のドアを押おし開あけた。がつん、と鈍にぶい音が響ひびいたのは、床ゆかに転がって焦こげていた「覗のぞき込こむ女」が弾はじき飛とばされたのだろう。

「ほんと、つくづく不運な妖怪だ」

「そんなものを哀あわれんでいる場合ですか！」

「真しん一いち！　立ち止まってないで早く！」

「はい、すみません！」

　ステレオボイスに促うながされ、僕は慌あわてて二人のあとを追って女子トイレから飛び出した。木製の廊ろう下かの感かん触しよくが、なんだか妙みように懐なつかしい。ぎしぎしと軋きしむ音を聞きながら、僕らは顔を見合わせ、そして同時にほっと息を吐ついた。

「やれやれ、助かった。女子トイレにはもう当分入りたくないよ」

「真一？　当分も何も、女子トイレは入っちゃ駄だ目めだよ」

「全くです。しっかりしてください、白しら塚つか先ぱ──ッ！」

　呆あきれた口調で僕へと振ふり返かえった粂くめ神がみさんだったが、ふいにその声がぴたりと止まった。同時に、眼鏡の向こうの呆れた瞳ひとみが、どんどん大きく見開かれていく。その隣となりでは、イタチさんまでもが、ぎょっとした顔で僕のほうを──いや、その後ろを見つめていた。

　……まさか。またなのか。

　今夜になって何回目かもわからない、嫌いやな予感が背せ中なかを伝う。今度は一体何なんだ、もう勘かん弁べんしてくださいよ。半ば懇こん願がん、半ば覚かく悟ごしながら、たった今飛び出してきたばかりの女子トイレへと振り返れば、そこには──。

「えー！　なんで出てきてるんだよ、こいつ！　しかもでかくなってる！」

　二十一問目で放置しっぱなしだったあの青白い手、人呼よんでシタガラゴンボコの、成長した姿すがたがあった。掌てのひらの大きさは僕の身長と同じくらい。丸太のように太い指を器用に使ってトイレの床ゆかを這はいながら、ずるずるとこちらに近づいてくる。

「この手、あたしたちを狙ねらってる……？」

「そのようですね。確たしかに、夜の校舎で青白い手が追せまってくる、という怪かい談だんはありますが……放置されすぎて頭に来て、そっちに方向転てん換かんしたということでしょうか。あるいは、元は同じ怪談だった……？」

「分ぶん析せきしてる場合じゃないよ、粂神──じゃなくてユーリ！　さっきのミサイルもう一発！」

「ありませんよ」

「うん、だから早く……って。はい？」

「ないと言ったんです。試作品ですからね」

「いやそんな冷静に言われても！」

「ごめんね、真一！　あたしの妖よう力りよくが戻もどってれば……。それで──ど、どうしよう？」

　徐じよ々じよにスピードを速めながら迫ってくる巨きよ大だいな手。その異い様ような迫はく力りよくに、僕ら三人は後ずさりながら蒼そう白はくな顔を見合わせ、そして同時にうなずいた。こうなったら仕方ない。

「「「逃にげよう！」」」




　　　　＊＊＊




「こ、ここなら、もう大だい丈じよう夫ぶかな……？　真しん一いち、良りよう子こ、中に入って！」

「ちょっと待ってイタチさん！　足、速すぎだってば！　粂くめ神がみさんも早く──」

　結けつ構こうなスピードで這はい寄よってくる巨きよ大だいシタガラゴンボコから校内を逃にげ回まわった挙あげ句く、とっさに飛び込んだ二階の教室にて。バタンと閉じた戸の内側で、少し弱々しくなったアルコールランプの炎ほのおをかざしながら、僕は力の抜ぬけた溜ため息いきを漏もらした。

「ふー。どこまで伸のびてくるかと思ったけど、さすがに二階までは手が届とどかないか。しかし焦あせったよね、粂神──って。……イタチさん、粂神さんは？」

「え？　良子なら真一と一いつ緒しよじゃないの？」

　ハッと気付いたかのように、慌あわててあたりを見み渡わたすイタチさん。僕も周囲を見回したものの、あの理知的で少々マッドなロケットガールの姿すがたは、視し界かいのどこにも見当たらなかった。

「まさか、粂神さんまで？」

　消えちゃったのか。そう口にしかけた瞬しゆん間かん、イタチさんが慌てて僕の言葉を遮さえぎった。

「でも！　さっき階かい段だんの大きな鏡の前を通った時までは、絶ぜつ対たいにいたよね？」

「うん。鏡を見て『そう言えば』とかなんとかブツブツ言ってたのは覚えてる。それは確たしかなんだけど──こっちも必死に走ってたからなあ。せめて、どこでどうやって消えたのかを見てさえいれば……！」

　僕は思わず頭を搔かきむしっていた。まあ、見てたところでどうしようもなかった気もするけども、わけのわからないうちにどんどん人が減へっていくのはもうこりごりだ。無力すぎる自分に呆あきれかえっていると、ふと、押おし殺ころしたような声が響ひびいた。

「……ないね」

「え？　イタチさん、今、何て」

　静まりかえった教室とは言え、今の声はあまりにか細すぎた。もう一度聞かせてもらおうと思って近づけば、床ゆかにぺたんと座すわり込こんだ元妖よう怪かい少女は、僕に視し線せんを向けることなく、再ふたたび、小さな声を発した。

「あたし、全然役に立たないね、って。そう言った」

「イタチさん……？」

　この人には珍めずらしい、自じ嘲ちようするような冷めた響きが胸むねを突つく。僕は思わず目の前の少女の名を呼よんでいたが、イタチさんは、それに反はん応のうすることもなく。ただ力無く膝ひざを抱かかえ込こんだまま、ぽつりぽつりと先を続けるばかりだった。

「みんながどんどん消えていくのに──あたし、何の役にも立ってないよね。せめて力が戻もどってれば、良子に頼たよりっぱなしでいることもなかったし、逃げずに戦うこともできたのに」

「──でも、イタチさん。それは」

「何もできずに逃にげ回まわるしかなくて、挙あげ句くに良りよう子こが消えたのにさえ気付かないなんて……どうしようもないよね、今のあたし」

「だけどイタチさん。そんなこと言ったら僕なんてもっと」

「真しん一いちを守るって約束してたのに、そのことを思い出したばっかりなのに。このままじゃ、あたし、真一も──ううん、真一を──守れないよ。やっぱり、妖よう力りよくのないあたしなんて」

「そこまでだっ！」

　もうこれ以上は耐たえられなかった。気がつけば、僕は思わず叫さけんでいた。

　まあ、悪事を見つけたヒーローみたいなセリフは正直どうかと思うけど、言っちゃったんだから仕方ない。いきなりの剣けん幕まくにきょとんと視し線せんを上げたイタチさんの前に回ると、僕はその両りよう頰ほおへと手を伸のばし、驚おどろく顔をこちらに向けた。

「えっ？　あの、し、真一……？」

　うろたえるイタチさんの顔が目の前にある。強引でごめん、でも視線を逸そらされるのは嫌いやなんだ。そう短く告げると、僕は大きな瞳ひとみをまっすぐ見つめ、口を開いた。

「あたし『なんて』とか言っちゃ駄だ目めだ、イタチさん！　力があろうがなかろうが関係ない。今、イタチさんがいてくれるだけで、僕はどんだけ心強いか！　だから──」

「真一は優やさしいからそう言ってくれるけど……今のあたしは、何の力もない、普ふ通つうの」

「今も何もないんだってば、イタチさんはイタチさんだよ！　勝手なこと言ってるのはわかってる、だけど、お願いだから、自分を悪く言わないでよ。そんなイタチさんは、僕は」

「で、でも真一！　真一も覚えてるって言ったよね、あたし、真一を守るって約束」

「だったらこっちも約束する！」

　お互たがいに相手を遮さえぎりながら、激はげしく言葉を交わす僕ら。そんな中、僕のとっさに放ったその一言をきっかけに、イタチさんが静止した。

　今だ。その一いつ瞬しゆんを逃のがさないよう、僕はぐっと目の前の少女に顔を近づけた。大きな瞳ひとみ、形良くつんと尖とがった鼻、薄うす赤あかく染そまる頰と小さな唇くちびる。それら全てを目と鼻の先に感じながら、

「イタチさんは！　僕が守る！」

　僕は、きっぱりと断だん言げんした。

「……真、一」

　はっと息を吞のむ音、そして僕の名前を呼よぶ声が、すぐ目の前から静かに響ひびく。

　そこにあるのは、さっきまでの自じ暴ぼう自じ棄きな顔ではなく、きょとんとこちらを見み据すえる瞳だった。思いが言葉にならないのか、口はぽかんと開かれたままだったが──やがて、絞しぼり出だすような幽かすかな声をぼそりと発した。

「ほんとに……？」

「噓うそなんか吐つくもんか！　今までの僕はイタチさんに頼たよりすぎてた。今のイタチさんが普通の女の子なら、その間だけでも──いや、そうであろうがなかろうが関係ない。いてほしい人なんだから──いなくなってほしくない人なんだから、ずっと守るのは当然だよ！　守る！　何が何でも絶ぜつ対たい守る！」

　勢いきおい任まかせで思いの丈たけをぶつける僕。それをイタチさんは黙だまって聞いていたが、ややあって、目め尻じりから小さな涙なみだを一ひと粒つぶこぼしながら、優やさしく優しく微笑ほほえんでくれた。

「ありがと、真しん一いち」

　照れながらの小さな声だったけど、それは確たしかに耳に届とどいた。そして、その後に──まるで何かを覚かく悟ごするかのように──こくん、と息を吞のむ音さえも。何しろ鼻先数センチの距きよ離りなのだ。それこそ、このままちょっとでも顔を近づければ、キスしかねないほどに──って。

　そこまで思いが至いたった瞬しゆん間かん。唐とう突とつに、心臓が激はげしいビートを刻きざみ始はじめた。

　同時に、顔と体がカッと熱くなる。頰ほおに添そえられたまま僕の手から熱が伝わったのか、それとも別の理由があるのか、イタチさんの顔もどんどん赤くなる一方だ。

　動こうとしない──と言うか、恥はずかしくて逃にげそうになるのを必死に堪こらえているとしか思えない、その愛いとしく可愛かわいく素す敵てきな顔を、僕はまっすぐ見返すと、深く大きく息を吸った。

　僕はこの人が好きなんだよな。もちろんだ。揺ゆらぎようのない事実を再さい確かく認にんする。

　そして、イタチさんへ顔を近づけようとした──その時だ。

　ぼとり。

「ん？」

　ふいに、前まえ屈かがみになった首くび筋すじへと、細長い何かが落ちてきた。

　急にどうしたの、と言いたげなイタチさんの視し線せんを受けながら、僕はシャツの襟えり首くびへと手を伸のばした。このタイミングで何だよ、もう。内心で毒づきながら、首の上のそれをぐっと摑つかめば、つるりとした感かん触しよくが指に伝わってくる。しかも何やらぬるぬると動いているわけで。

　これはもう、明らかに、あの動物だよな。確たしかに怪かい談だんにはよく出てくるけれど──。

「うわあああああっ！　へ、蛇へびだあああああっ！」

　ぎゅっと摑つかんでしまったそれを金切り声とともに投げ捨てると、僕は反はん射しや的てきに目の前の少女へとすがりついた。と、神しん妙みようだった男が唐とう突とつに騒さわぎ出だして驚おどろいたのだろう、イタチさんは一いつ瞬しゆんぽかんとしたが、そこは妖よう力りよくはなくても強く優しい元妖よう怪かい少女。弾はじかれたように立ち上がると、僕を庇かばうように床ゆかの上の蛇へと向き直ったのだから頼たのもしい。と言うか僕の情なさけなさはほんとにもうどうしたものか！　「守る」って言ってから一分も経たってないぞ白しら塚つか真一！

「真一、嚙かまれてないよね！」

「え？　それは大だい丈じよう夫ぶだけど、気を付けてよイタチさん！　この状じよう況きようで出てきた以上」

「おいこら！　何をそんなに警けい戒かいしてんのさ！　アタシだアタシ！」

「こいつも普ふ通つうの蛇とは思えな──って。はい？」

「その声……もしかして……？」

　慌あわてるのを中ちゆう断だんし、僕はイタチさんと顔を見合わせた。それを見ると、たった今聞きき慣なれた声を発したばかりの蛇へびは、Ｙ字形の舌したをシャッと軽やかに躍おどらせた。

「やーどうも！　お久しぶりの蛇へび女によう房ぼうでーっす」

「やっぱり……鱗りん！　良かった、消えちゃったのかと思ってたよ！」

　ほっと胸むねをなで下ろし、心の底から喜ぶイタチさんである。確たしかに、鱗さんが無事だったのは、僕だって嬉うれしい。嬉しいんですけどね。

「……鱗さん。なんであのタイミングで落ちてきたんです？」

「気持ちはわかるけども、そうカリカリしなさんな元もと旦だん那な。大だい丈じよう夫ぶだって、まだチャンスは来るからさ。……つーか！　こっちだってツラかったんだっつーの！」

　わっ、なんかいきなり怒おこられた。どういうこと、と首を傾かしげるイタチさんに溜ため息いきを返すと、蛇モードの鱗さんは、やるせなーく首を揺ゆらした。

「いや、妖よう気きだらけだから飯には事欠かねーだろうと思ってたんだけど、腹の足しになる奴やつが全然いなくてさー。隙すき間まから見つめてくるだけとか、遠くで歌ってるだけとか、そんなんばっかりなんだもん。おまけに変なのが追っかけてくるしさあ……。で、本性に戻もどって命からがら逃にげ回まわって、ようやく知り合い見つけたと思ったら！」

　と、そこで鱗さんはぐいっと鎌かま首くびを持ち上げると、僕とイタチさんをじろりと見つめた。意外と鋭するどい眼がん光こうで、僕らを揃そろって震ふるえさせながら、蛇女房は呆あきれた声で先を続ける。

「クズリも元旦那も、延えん々えんと見つめ合ってるもんだから、もう声をかけづらいったらありゃしねえ！　天てん井じようにへばりついたままずーっと待ってた身にもなってみろって話よ」

「そうだったんだ、ごめんね……って！　じゃあ鱗、ずっと、み、見てたのっ？」

「それはもう蛇特有の暗あん視し能のう力りよくと温度探たん知ちスキルを駆く使ししてばっちりと」

　真っ赤になって慌あわて始はじめるイタチさんにざっくり答えると、鱗さんは「惜しかったねえ」とにやついた。笑う蛇ってちょっと不気味だなあと思ったのは秘ひ密みつです。

「おいこら、心の声が顔に出てるぞ元旦那。ま、そんな具合で、ずっと真上にいたわけ。全然気付いてくんないしさあ、助かる方法教えるのやめようかと五回くらい思ったわー。結局、力尽つきて落っこっちゃったんだけど、アタシは責せめられる謂いわれはないと思います」

　そう言って僕とイタチさんを見比べ、鱗さんはやれやれと首を振ふった。なるほど、それはお疲つかれ様さまでした。僕はそう言って労ねぎらおうとしたのだが、口から出たのは全然別の言葉だった。

「待った、鱗さん！　今、『助かる方法』って言いました？」

「も、もしかして、消えたみんなも助けられるってこと？」

「おお、いい反はん応のうだねえ。ふふふふ、それでは、お待ちかねの解決編と行きますか」

　興きよう味み津しん々しんで近づく僕らを前に、鱗さんは長い首を持ち上げた。爬は虫ちゆう類るい特有のくりっとした瞳ひとみが僕とイタチさんを見回し、Ｙ字形の舌がシャッと自じ慢まんげな音を立てる。

「出だし惜おしみするのは性しように合わないから結論から言っちゃうけどさ。アタシらが消えたと思ってる連中は、誰だれ一人、消えたわけじゃないのさね」

「え？　それって、御み崎さきも、キツネも、善よし人ひとも……？」

「フィルもハルカも粂くめ神がみさんも、実は消えてないってことですか？　でも、実じつ際さい」

「だーかーらー。発想が逆ぎやくなんだってば。消えたのは、連中じゃなくってアタシたち。ヒントはね、ハルカたちが消えた場所ってとこかいな」

「は？　いったい何を言ってるんです？」

　あっさりした意味不明な発言に、ぽかんと思考が麻ま痺ひしてしまう。だが、僕の隣となりで聞き入っていたイタチさんは、ほんの一いつ瞬しゆん悩なやんだだけで答に到とう達たつしたらしく、「そっか！」と元気な声をあげた。あれ、もしかして僕だけ置いてけぼり？

「鏡だよ、真しん一いち！　良りよう子こが教えてくれたよね、別の世界に繫つながってる鏡の話！」

「映った人を異い世せ界かいに引きずり込むってやつ？　でも、それがどういう──」

「だからね！　この学校に入った時に、あたしたちはもう引ひっ張ぱり込こまれてたんだよ！」

　興こう奮ふん気ぎ味みに語りながら、イタチさんは僕の手をぎゅっと強く握にぎった。その掌てのひらの温ぬくもりをきっかけに、僕はようやく真相を理解した。これはもしかして──そういうことか！

「ああ、そうか──学校に入った時点から、今までずーっと、僕らは鏡の中の世界にいたってことか！　で、僕らが消えたと思ってたみんなは、消えたわけでもなんでもなくて！」

「ご名答ー。鏡を通じて一足先に元の世界に戻もどってたわけ。ほら、みんなが消えた場所には必ず鏡があったっしょ？　家庭科室に男子トイレ、それに階かい段だんの大きな姿すがた見み。自力で答に気付いたのか、たまたま鏡に触ふれたのかはわかんないけどさ」

「じゃ、じゃあ、みんな無事なんだ！　そうだよね！」

　堪こらえきれなくなったのだろう、イタチさんの両目から嬉うれし涙なみだがぽろぽろ落ちる。その顔を楽しそうに眺ながめると、鱗りんさんはきっぱり首を縦たてに振ふり、「ちなみに」と再ふたたび口を開いた。

「キツネや天てん狗ぐが最初からいなかったのは、単純に妖よう力りよく的てきな問題なんでしょうね。せいぜい数十年程てい度どの古さしかない鏡の変へん化げには、あんな大物連中を引っ張り込むことなんかできないからさ。キツネと一いつ緒しよに行動してた御み崎さきも、その煽あおりで助かったものと見た。そうそう、ついでに言えば、フィルがこの校舎の絵を見ながら首捻ひねってたっしょ？」

「ああ、そんなこと言ってましたっけ」

「でしょ？　あれは恐おそらく、描かいたはずの絵の左右が反転してたことに、感覚的に気付いてたんでしょーね。鏡の中、つまりここだと左右が入れ代わってるんだろーけど、絵を描いた記き憶おくはそのまんまだからさ」

「な、なるほど……」

　思わず漏もれる唸うなり声ごえ。流りゆう暢ちように解説を繰くり広ひろげる鱗さんの姿に、僕はすっかり感服していた。それこそ「いつまで蛇へびのままでいるんですか」と聞く暇ひまもないほどに。で、その思いはイタチさんも同じだったようで、ぽかんと目を見開いたまま、「凄すごいね」と一言つぶやいた。

「ほんと、凄すごいね、鱗りん……！　どうやってそこまでわかったの？」

「音楽室に飾かざってあった絵のおっさんが全部教えてくれたから」

「あ、そうでしたか」

　いきなり肩かたから力が抜ぬけた。推すい理り力りよくに感動して損そんしたぞ、と僕は思わずつぶやいたが、鱗さんは悪びれることなくけらけらと笑ってみせた。

「話してみたら、意外と気が合ってさあ。知ってる？　ベートなんとかって人」

「たぶんベートーベンですね。学校の怪かい談だんの定番」

　心の底から無感動な声が出た。美術館のリーバードさんと言いベートーベンと言い、この蛇へび女によう房ぼうさん、絵の中のおっさんとやたら気が合う性格らしいな。そんなことを考えていると、イタチさんが「とにかく」と僕と鱗さんを見回した。

「方法はわかったんだから、早くここから出ようよ」

「あ、うん。そうだね」

　確たしかに、長なが居いしている理由もない。僕はイタチさんに笑顔でうなずき返すと、床ゆかの上の鱗さんに「行きましょうよ」と声をかけた。そして、鱗さんが笑ってうなずいた、その瞬しゆん間かん。

「──ウ──オオオオオオオオオオオオオオオウ！」

　いきなり凄すさまじい怒ど声せいが響ひびき渡わたった。同時に響く破は砕さい音おん。近くの教室の壁かべがものすごい力でぶち破られたとしか思えない轟ごう音おんに、イタチさんと怯おびえた顔を見合わせていると、ふと鱗さんが舌した打うちを漏もらした。

「くそー、あいつか……！　ほんとしつこい！」

「あいつ？　そう言えば、追われてるって言ってたけど……な、何なの、あの音？」

「理科室の人体模も型けい。ウーとか言いながら近づいてきたもんで、『うるせえ』って近くにあった塩えん酸さんかけたら怒いかり狂くるって追いかけてきた。これがまあ見た目に反して強いの何の」

「そんなことすりゃ誰だれでも怒おこりますよ！　あんた鬼おにか！」

「蛇へびです」

「知ってます！　ええい、なんでそういう余よ計けいなことを！」

「言い合ってる場合じゃないよ、二人とも！　どんどん近づいてきてる！」

　イタチさんのその言葉に、僕と鱗さんは同時に黙だまり込こみ、そしてこくりとうなずき合った。

　なんだか逃にげ回まわってばかりの夜だけど、手近な鏡に辿たどり着つけば、今度こそこっちの勝ちは確かく定ていする。行こう、とうなずき、僕らはせーので教室を飛び出した。

「一番近い鏡は、階かい段だんにあった姿すがた見みだよね……！　走るよ！　真しん一いち、鱗！」

「オッケー！」

「わーっ！　待ってよ二人とも！　この姿だとスピード出ないんだからさあ！　持って！」

「ええい、なんて世話の焼ける蛇！　なんで人間モードになんないんですか！」

「けっこう集中しないと変へん化げできなくてさあ──って、きゃーっ！　ちょっと元もと旦だん那な！　変なとこ持たないで！　お願い、持つなら足と腹にして！　だめ！　そ、そこは胸むね！」

「真しん一いち！　鱗りんのどこ触さわってるの！」

「そう言われても、蛇へびのどこが胸でどこが足なのか僕にはさっぱり」

「首の下が胸で腰こしの下が足に決まって──ちょ、そんなところを強く握にぎられると──あん！」

「おかしな声出さないでくださいよ！　わざとやってるでしょ、鱗さん！」

　賑にぎやかな会話を交わしつつ、僕らは夜の廊ろう下かを爆ばく走そうした。背はい後ごからは、怒いかりに燃える人体模も型けいが床ゆかをバキバキ踏ふみ抜ぬく音が休むことなく迫せまっている。

　──ああ、せめてイタチさんは無事に助かりますように！

　思わずそう小声でつぶやけば、隣となりから「あたしは大だい丈じよう夫ぶ」と声が届とどいた。その声に引かれて視し線せんを向けた先では、栗くり色いろの髪かみの元妖よう怪かい少女が、赤い顔で微笑ほほえんでいた。

「だって、真一が守ってくれるんだよね。ずっと」

「あ──う、うん！　それはもう！」

「だよね。……だったら、一いつ緒しよに助からないとね」

　優やさしい笑みが心に刺ささる。一瞬、返事に遅おくれた後、僕は無言で強くうなずき、そして廊下を蹴ける足に力を籠こめた。何が何でも助かってやる、という決意を、熱く胸に滾たぎらせながら。

「二人の世界に入るのは勝手だけどさ──きゃっ──あ、アタシもちゃんと守ってよ！」

「わかってますからくねくねしないでください！　持ちにくくって仕方ない！」
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　それは、妖よう怪かいだらけの合宿を終え、休日を二日挟はさんだ後に、久々に登校した木曜日のことだった。

「白しら塚つか！　今日限かぎり永遠に、俺はお前と友の縁えんを切る！　わかったなマイフレンド！」

　一時限目後の休み時間、連休の話題で盛もり上あがる教室の一角で、ズカズカとやってきた男が僕に向かってそう言い放ったのだ。

　いきなりの絶ぜつ交こう宣せん言げんに、僕は一いつ瞬しゆんぽかんとしたが、すぐにやれやれと溜ため息いきを落とした。こいつが怒おこる理由なら、だいたい見当はつく。しかしなあ、友の縁を切った相手をフレンド呼よばわりするのはどうなんだ。いきなり矛む盾じゆんしてないか、お前。そんな思いを籠こめた視し線せんを机の前に立つ男へと向けると、僕はそれはもうわざとらしく頭を下げた。

「はいはい。穂ほ村むらが年上好きなのを知っておきながら、美術部の合宿に稲いな葉ば先生も来るってことを言わなかったのは、ひとえに僕の責任でございます。深く反省しております」

「わかればいいんだよマイフレンドフォーエバー」

　即そつ効こうで解かい除じよされる絶交宣言。永遠じゃなかったのかと突つっ込こむ気にもなりゃしない。相変わらずの軽さに呆あきれながら、僕は美術部の誇ほこる幽ゆう霊れい部員の顔を見上げた。バイトに明あけ暮くれているせいだろう、元々骨ほね太ぶとだった体は、一年前に比べてかなりガッチリ育っている。

「稲葉先生に来てもらうって決まったの、かなりギリギリだったんだよ。と言うか、お前、どっちみち合宿来る気なかったろ？　連休中は稼かせぎ時どきだって言ってたし」

「おお、バッチリ儲もうけてきたぞ。　目もく標ひよう金額もそろそろ見えてきた気もしないでもない」

「そりゃおめでとう。にしても、穂村って、いったい何のためにそんなにバイトを」

「おっと、そいつは言えねえ定さだめなんだなあ。どうしても聞くと言うのなら、俺はお前と友の縁を切らねばならん！　永遠に！」

「わかったわかった。しかしマジックテープみたいな友情だな」

　熱く悲しげに語る友人（今のところ）を前に、僕は肩かたをすくめた。だが我が校屈くつ指しのアルバイターは、その言葉には応おうじないまま、僕の机に肘ひじを突つき、ぬっと顔を近づけた。

「んなことよりもよ。どーだったんだ、合宿は？」

「稲葉先生となら、別に何もなかったぞ。当たり前だけど」

　実じつ際さいは目め隠かくしして先生の胸むな元もとをふんふん嗅かいだりもしたのだが、それを言うとややこしくなる気がするので黙だまっておく。あと、山中の廃はい校こうの鏡に引ひっ張ぱり込こまれて学校の怪かい談だんをフルコースで体たい験けんしたことも、めんどくさいので説明省略。なお、怒いかりに燃える人体模も型けいからはみんな揃そろって逃にげ切きれました。やれやれ。

　ちなみに、こっちの世界に戻もどってから奈な良ら山やまに聞いた話では、あの廃校の近くに大きな妖よう力りよくの塊かたまりがあって、その影えい響きようで鏡の中におかしな世界ができてたんだそうだ。で、その塊ってのが、経ふみ島しま先輩の探さがしてた祠ほこらに祀まつられてた石だったとのこと。

『妖力を秘ひめた石の影響で器物が妖怪化したって意味では、多た々た羅ら木ぎ家けは四番蔵くらのカイオウ様と同じケースと考えられるわね。え、石の素す性じよう？　それはこれから調べます。んなことより、私も学校の怪かい談だん体たい験けんしたかったー！　生シタガラゴンボコなんて滅めつ多たに見られないのに！』

　心底悔くやしそうに頭を搔かきむしった先輩の姿すがたが甦よみがえる。物好きもあそこまで行くと立りつ派ぱだよなー、うん。年ねん季きの入った妖よう怪かい馬鹿っぷりに感心しつつ、僕は目の前の友人を見返した。

「とまあ、そんなわけで、穂ほ村むらの期待するようなことは何も──ん？」

　ふと背せ中なかに目線を感じ、僕は後ろを振ふり返かえった。だがそこには、クラスメートが語らったり課題に追われたりしているばかりで、こっちを見ている顔は一つもない。気のせいかな、と頭を搔きつつ視し線せんを戻もどせば、穂村が「どした？」と顔をしかめた。

「人のこと放置して振り返りやがってよ。殺気でも感じたか」

「いや、誰だれかに見られてるような気がして……。ここんとこ多いんだよ」

　振り向いたところで誰もいないんだけど、なんだか気味が悪いんだ。そう言い足しながら首を捻ひねる僕の話を、穂村は全く興きよう味みのなさそうな顔で聞いていたが、ふいにドンと机を叩たたいた。わあ、何だ何だ。

「はぐらかそうとしても無む駄だだぞ、白しら塚つか！　俺が聞いてるのはな、合宿で伊達だてさんとはどーにかなんなかったのかって話だ」

「イタチさんと？　つーか、どうにかって何だ」

「そりゃあ色々だよ。お前ら、そろそろ進しん展てんしてもいい頃ころだぞ？　なんせ一年近い付き合いなんだ、気の早いカップルならもう孫がいてもおかしくねえ」

「おかしいぞ」

　繁はん殖しよくサイクルの短い昆虫か。冷たい声で切り返しながらも、僕は小さな動どう揺ようを感じていた。

　──イタチさんは僕が守る。

　ほとんど真っ暗な教室で、そう言い切った自分の声が、ふっと脳のう裏りに甦る。あれが進展なのか後こう退たいなのか、あるいは方向転てん換かんなのか足あし踏ぶみなのか、そんなことはわからない。それでも、あの時、僕なりに何か変わらなきゃと思ったのは確たしかで──いや、そもそも僕とイタチさんはカップルなのかと言われると──。

　まとまらない考えをまとめようと、もごもご頭を悩なやませる僕。と、そこに「クズリから聞いたぞ！」と元気な声が飛んできた。それに釣つられて見上げれば、金きん髪ぱつポニーテールの女子生徒が、頑がん強きような腕うでを組んでにやついていた。

「ああ、獅し子し岩いわさ──じゃなくて、アルマか。聞いたって何を？」

　下の名前で呼よべ、あと「さん付け」はやめてくれ。そう言われ続けていたことを思い出しつつ問いかければ、イタチさんの友人でもあるレスリング少女は、僕の肩かたに手を置いた。

「昨日、クズリのところに遊びに行った際さい、色々とな。やったな、白塚！　クズリの奴やつ、先日のお前の言動に、どうやらグラッと来たようだぞ！　でかした！」

「へっ？」

　意外な言葉に、思わず間ま抜ぬけな声が出た。傍ぼう観かんしていた穂ほ村むらが「ほお」と感心するように漏もらした声を聞きながら、僕はイタチさんの友人へと問いかけた。

「イタチさんが、そう言ってたの？　アルマ、いったいどこまで知って──」

「安心しろ、具体的なことはさっぱり聞いていない。だが知ってのとおり、クズリは隠かくし事ごとのできない性質たちだろう？　何があったかわからずとも、その思いは丸見えだ」

「まあ、わかりやすい人だよな。白しら塚つかよりゃマシだけどよ」

「そういう意味では似にたもの同士だな、お前らは。ともかく白塚！　よくわからんがよくやった！　クズリは確かく実じつに、お前を少し──いや、あれは『かなり』だな、そう、かなり見直したようで──って、その呆ほうけた顔は何だ？　ここは素す直なおに喜んでおけ！」

　レスリングで鍛きたえた腕うでが、僕の肩かたをばんばん叩たたく。その痛いたみと、そして突とつ如じよ湧わき上あがった動どう揺ようとに耐たえながら、僕はぽかんとアルマを見返した。

「嬉うれしいんだか混こん乱らんしてるんだかよくわかんなくて。それ、ほんとの話？」

「こんな噓うそを吐つくものか。安心しろ、クズリは確たしかにお前を見直した！」

「ほ、ほんとに？」

「ああ！　もっとも、その直後には『……あ、やっぱり』と思ったようだがな。つまり、結果的にお前の評ひよう価かは元通りというわけだ！　うわっはっはっは！」

「……さいですか」

　高こう揚ようしていた感情が一気にがくりと下か降こうする。まあ、そりゃそうだよなあ。守るって言った直後に「蛇へびだあ！」とか叫さけびながらイタチさんにすがりついた無様な姿すがたが脳のう裏りに浮うかび、僕は思わず頭を抱かかえた。

「確かに、あれはなあ……。そりゃ幻げん滅めつされるよなあ……。ほんとにもう、情なさけないにも程ほどがあるぞ、僕！」

　あの状じよう況きようを思い出してしまったが最後、自じ責せきの念が積み重なって止まらない。唸うなりながら机に突つっ伏ぷす僕を前に、穂村とアルマは不思議そうに顔を見合わせた。

「なあ、アルマ。こいつは伊達だてさんに何をしたんだ？　ついに襲おそっちゃったのか？」

「そこまでは私も聞いていない。無理矢理口を割らせるのは趣しゆ味みではないのでな」

「ふむ。となると他に知ってそうなのは……。お、そうだ、そこの奈な良ら山やま！　なあ、合宿で」

「何があったかなんて俺は知らないし、知ってたって言えないよ」

　興みよう味み津しん々しんな穂村の問いかけに、離はなれた席から落ち着いた声が割り込んだ。全然会話に加わってなかったくせに、すかさず切り返してみせるあたりは、さすが天てん狗ぐ様である。質問を途と中ちゆうで遮さえぎられてしまった穂村は、ぽかんと一いつ瞬しゆん黙だまり込こんだが、すぐに苦笑混まじりの声を発した。

「……ほんとにドライっつーかマイペースだよなあ、奈良山。この手の話にも全然乗ってこねえしさ。お前、彼女とか好きな人とかいねえのか？」

「あいにく。大事な人ならいるけどね」

　呆あきれたように尋たずねる穂ほ村むらに、奈な良ら山やまは穏おだやかな声を返した。なお、アルマによれば、その何気ない一言にクラスの女子の何割かが過か敏びんに反はん応のうしたらしいが、僕は自己嫌けん悪おに忙いそがしかったので全然気付きませんでした。まあ天てん狗ぐにだって大事な人くらいいるだろう、長く生きてりゃそれだけ知り合いも増ふえるんだろうし、と思ったぐらいのものだ。

　で、そんな具合に落ち込んだり呆あきれたりしている間に、休み時間は恙つつがなく終了。授業開始を告げるチャイムが鳴なり響ひびき、ガラガラとゆっくりドアが開く。

「はいどうも、朝に続きまして登場の寺てら林ばやしでっせー。書道が専門の俺がなんでか教えることになってる世界史の授業が始まるさかいにな、形だけでも席に着いてやー。今日のお題はインダス文明。それはアレだろ、モヘンジョダロ、なんつうてな。しょーもな」

　お馴な染じみの、挨あい拶さつと愚ぐ痴ちと漫まん談だんを足したような口こう上じようとともに現れたのは、クラス担任の寺林先生、つーか化ばけ狸だぬきだ。本人には全くやる気がないくせに、この適てき当とう極まる口調が逆ぎやくに人気だったりするのだけど、そんなことより授業の準じゆん備びだ。落ち込みモードの頭のまま、慌あわてて教科書を引ひっ張ぱり出だしていると、席に戻もどろうとしていたアルマがふと立ち止まって僕を見た。

「白しら塚つか。先の話、クズリはさほど気にしていないようだがな。もしもお前が気に病んでいるのなら、はっきりと言ってやることだ」

「へ？　言ってやれって、何を」

「醜しゆう態たいを曝さらしたことへの謝しや罪ざいに決まっていよう。お前にそのつもりがあるのなら、なるべく早く伝えてやれ。クズリはきっと喜ぶに──」

「おーい、そこの立ちっぱなしの娘さんよ。俺、ぼちぼち仕事してもええやろか」

「おお、これは失礼千万！　ささ、どうぞ授業を始められよ」

　寺林先生に注意され、アルマは深々と頭を下げて自分の席へと戻っていく。その堂どう々どうとした足取りを見ながら、僕は聞いたばかりの言葉を繰くり返かえしていた。

　その気があるなら、なるべく早く伝えること──か。うん、それは確たしかにそうだよな。

　……決めた。放課後、部活の時間になったら、真っ先にイタチさんに謝あやまろう。正直、言いづらいのは確かだし、できればなかったことにしたいとも思うし、イタチさんもそれで流してくれそうだけど──なんとなく、ここはちゃんと謝らなきゃいけない気がする。それはわかってるんだけど……！

「ああもう！　どう謝りゃいいんだよ！」

「せやからこの時代──びっくりした！　急にどないしたんや白塚！　何か憑ついたか！」

　勢いきおい余あまって出た声に、教きよう壇だんの先生がびくっと震ふるえた。あ、すみませんでした。




　　　　＊＊＊




「え。イタチさん部活休むって？」

　で、放課後。寺てら林ばやし先生による無む駄だに長いホームルームを終え、奈な良ら山やまとともに向かった美術室にて。思わず大きな声で尋たずねれば、一足先にやって来ていたフィルは、こともなげに首をこくりと縦たてに振ふった。

「はい。ついさっき顔だけ出したと思ったら、今日は用事があるから帰るって──ちょっと、白しら塚つか先輩？　ど、どうしたんです、急に？」

　唐とう突とつにげんなり肩かたを落とした僕に違い和わ感かんを覚えたのか、青い瞳ひとみが不ふ審しんそうにこちらを見み据すえる。僕は力の抜ぬけきった声で「いや別に」とだけ答えると、手近な席に腰こしを下ろした。

「そうか、イタチさん、今日はいないのか……。はあ……」

　アルマに促うながされてから一日かけて熟じゆく成せいさせた意気込みが、実は全部無駄でしたと言われたような気がしてしまい、背せ中なかがどんどん重くなる。自分用の油ゆ彩さいセットを携たずさえた奈良山が部へ屋やを出ていくのを見送りながら溜ため息いきを垂たれ流ながしていると、窓まど際ぎわの席から呆あきれた声が飛んできた。

「登場早々辛しん気きくさいわねー。こないだの合宿ではずーっと一いつ緒しよだったんだし、ちょっとくらい我が慢まんしなさいよ。だいたいイタチちゃんが部活サボった理由ってさあ」

「ミサキ、そこから先は言っちゃ駄だ目めですよお？　クズリに怒おこられちゃいます」

「おっと失しつ敬けい。そうだったそうだった」

　手元のノートパソコンに向かって、ニヤニヤうなずく経ふみ島しま先輩。イタチさんが怒るって何の話です？　そう尋ねようとした僕は、一いつ瞬しゆん遅おくれて声の主が先輩だけではないことに気がついた。今の、のんびりとのほほんを足して二で割らず、さらに悠ゆう然ぜんと泰たい然ぜんとマイペースを掛かけたようなあの口調は、もしかして──？

「……まさか、ニコ先生ですか？」

　懐なつかしい、というほどでもない名前を口にしながら顔を上げる。と、先輩の席──ではなく、その机の上のパソコンから、明るい声が返ってきた。

「ぴんぽーん。新進気き鋭えいの若手画家、ニコ・メリュジーヌでーす。シンイチは相変わらず──って。ミサキ、シンイチが見えませんよお」

「はいはい、ちょい待ち。しかし見たところで大して面おも白しろいもんでもないけどね」

　パソコンのスピーカーから響ひびく声に急かされ、経島先輩は液晶画面を僕のほうへと向けてくれた。先輩の席へと椅い子すごとずるずる移い動どうしながらその画面を覗のぞき込こめば、ふわっとしたレモンイエローの髪かみと抜ぬけるような白い肌はだ、そして邪じや気きゼロの柔やわらかい笑みが目に映った。

　長い髪をヘアバンドとリボンで束たばね、見み慣なれたドレスの代わりにＴシャツの上に絵の具で汚よごれたエプロンを重ねているところを見ると、今は絵え描かきの仕事中らしい。場所は先生のアトリエなのか、背はい景けいにはスケッチや描きかけの絵が綺き麗れいに並ならべられている。

　なるほど、どうやら経島先輩、ニコ先生とパソコンで国際通話中だったようだ。液晶画面の上に取り付けられた小さなカメラを見つめ、僕はぺこりと一礼した。

「お久しぶりです、ニコ先生」

「はあい、こちらこそー。シンイチはあんまり背せが伸のびてないですねえ」

「……そりゃまあ一週間しか経たってませんから。庭の雑草じゃあるまいし、この期間でぐんぐん伸びたら化け物ですよ。先生は絵のお仕事中ですか？」

「正解でーす。汚きたない格かつ好こうでごめんなさい」

「そんな！　プロっぽくてすごく格好いいですよ。ずっと見てたいぐらいです」

「わあ、ありがとうございます！　聞きましたかあ、フィル？　何度も言ってますけどお、シンイチのこういうところ、ちゃあんと見習わなきゃ駄だ目めですよお？」

「──い、いきなり何の話だよ、姉さん」

　唐とう突とつに名を呼よばれ、ぎこちなくキャンバスの木き枠わくに布を張はっていたフィルが、びくんと震ふるえて振ふり向むいた。その姿すがたが面おも白しろかったのか、画面の中のニコ先生はくすりと笑った。

「だってフィル、シンイチみたいに言ってくれたことないですからねえ。私はともかく、好きな女の子ができたら、ちゃんと言ってあげなきゃ駄目ですよお？　わかりましたかあ？」

「そっ、それは……！　俺だって、同じで、だから、別に……！」

　顔を真っ赤に染そめ上あげながら、面白いように動どう揺ようしていくフィルである。彼の好きな人は今まさに目の前にいるんですけどね、ってのは、言ってあげたほうがいいんだろうか。経ふみ島しま先輩にそう視し線せんで尋たずねれば、先輩は「知らんがな」と肩かたをすくめて頭を振った。

「こんなもん当事者が勝手に悩なやんで勝手に解決すべき問題でしょうが。私はノータッチ」

「相変わらず薄はく情じようですね。知ってましたけど」

「もう、やだなあ。そんなに誉ほめても何も出ないぞっ？」

　ジャージを肩かたに羽は織おったまま、くねくねと照れてみせる経島先輩である。そのいつも通りっぷりにいつものように呆あきれると、僕はパソコンを横目で見つつ問いかけた。

「誉めてないのでご安心を。──で、なんでニコ先生が？　何かあったんですか？」

「用事がないとお喋しやべりしちゃ駄目なんですかあ？　シンイチはやっぱり冷たいですねえ」

「いや、ニコ先生ならいつでも大歓迎ですけど。『やっぱり』って何のことです？」

「だってシンイチ、弟子になってくれなかったじゃないですかあ。最初はあんなに乗り気だったくせに、最後の最後で、掌てのひらを返すように私を捨てましたよねえ……？」

「え！　いや、あの、僕は決してニコ先生を捨てたとか、そういうつもりはなくてですね」

　忘わすれたわけじゃなかろうな、と言いたげに小首を傾かしげる先生を前に、僕はおろおろ弁べん解かいした。姉さんの誘さそい蹴けるなんて信じられませんよ。そうフィルがぼそりと（それでいてしっかり僕には聞こえるように）つぶやく声が、ざくざく背中に突つき刺ささる。

　まあ、確たしかにあれは悪かったとは思うんですけど、ああするしかなかったとも思っており、それは先生も認みとめてくれたじゃないですか？　とか何とか、まとまらない言葉を紡つむいでいると、経島先輩のざっくりした声が割り込んできた。

「そのくらいにしてやんなさいよ、ニコっち」

「はーい」

　先輩の一言をきっかけに、けろりと笑顔に戻もどるニコ先生。本気で怒おこられてるのかと思って焦あせったが、からかわれていただけらしい。安心しながら「やっぱ先生は笑ってるほうが可愛かわいいですね」と素す直なおな気持ちを口にする僕に、経ふみ島しま先輩の呆あきれかえった視し線せんが刺ささった。

「ほんとに、こいつは打たれ強いのか馬鹿なのか……。それはともかくとして、ニコに電話したのは私。ちょいとプロの意見を聞きたくてさ」

「プロの意見って、先輩がですか？　その年で絵の道に目覚めたとか？」

「その年とはどういう意味かね、白しろの字じ。これでもまだ十八、やり直しの効きくお年とし頃ごろ──って、ちゃうちゃう。絵の話じゃございません」

　そう言うと、経島先輩は羽は織おっているジャージに手を伸のばし、それを無む造ぞう作さに摑つかんでふわりと脱ぬいだ。Ｔシャツの下の小さな肩かたや二にの腕うで、それに細い胸むねや腰こしを見る限かぎりは、「まだ十八」どころか「ようやく十二」がせいぜいだよなあ。口には出さずに思いつつ、僕は先輩の手にした上着を見つめて問いかけた。

「そのジャージがどうか──って、そっか。それってジャージじゃないんでしたっけ」

「イエース。皆みな様ご存ぞん知じ、化ばけ狸だぬき製の秘ひ密みつ道具、化ばけの皮かわ衣ごろもなのですね。触ふれ込こみによれば、想そう像ぞう通りの姿すがたに変身できる優すぐれ物もの。で、せっかく私が持ち主になったからには、使いこなしてみようと思って何度か試してみたんだけど……これがまあ、終ついの棲すみ家かか雪五ご尺しやく。小林一いつ茶さ」

「はあ。なんでその俳はい句くを引用するのかはともかく、上手くいかなかったんですね」

「そゆこと。どこの誰だれの姿を想像しようが、一ピクセルも変わんないと来たもんだ。で、キツネも狸も、変身後の姿を完かん璧ぺきにイメージするしかないって言うもんでさあ、ここはいっちょイメージングのプロに何か参さん考こうになる話でも聞ければと思って」

「画家であるニコ先生に頼たよることにした、と。なるほど」

　ジャージをひらひらさせながらの説明に納なつ得とくし、僕は再ふたたび机の上のノートパソコンに向き直った。先輩の目もく論ろ見みはわかったけれど、これ、ニコ先生にしてみりゃ結けつ構こうな難なん題だいだったんじゃないですか？　同情しつつそう尋たずねれば、液晶画面の中のプロ画家は「うーん」と眉まゆをハの字に歪ゆがめて苦笑した。

「ミサキにも話しましたけど、確たしかに難むずかしいですねえ。人間に限らず、全ての動物って、動き続けるものでしょう？　絵え描かきのお仕事って、その一いつ瞬しゆんだけを決まったアングルから切り取った上で、頭の中と筆とで加工することなんですよねえ。わかりますかあ？」

「強調したいところとそうじゃないところで、タッチは変わるものだって話ですか？　絵である以上、現実の風景の再さい現げんにはならないし、絵である以上はそうなっちゃいけない、と」

「わあ、大正解です！　さすがはシンイチですねえ！」

　嬉うれしげにぱちぱちと手を叩たたかれ、僕は「それほどでも」と頭を搔かいた。先生はそれを嬉しそうに眺ながめていたが、すぐに無念そうに肩をすくめて苦笑した。

「というわけで、絵のコツならお話しできるんですよねえ。でも、ミサキのお願いは……」

「あー、そっか。百パーセントリアルな容よう姿しを、しかも動き続けるものを正せい確かくにイメージし続けるテクニックを教えろって話なのか。なるほど、そりゃ無理ですね」

　申もうし訳わけなさそうな顔の先生を前に、僕は深々とうなずいた。そのやりとりを聞き、経ふみ島しま先輩は残念そうに溜ため息いきを吐つくと、ありもしない石ころを寂さびしく蹴けった。

「白しろの字じまでそう言うんなら、もう諦あきらめるべきかにゃー。さようなら、私の青春」

「青春はもっと有意義に使ってくださいよ……。あ、そうだ、フィルは」

「さっき聞かれました。そもそも俺、建物ばっかり描かいてますから専門外です」

　キャンバスに布を打ち付けようとしていた手を止め、フィルはやるせなく首を振ふった。そりゃそうか。納なつ得とくしながら苦笑を返していると、ニコ先生が思いついたように手を打った。

「そうです、ミサキ。人が難むずかしいのなら、静物はどうですかあ？」

「せーぶつ？　生き物じゃなくって静かな物のほう？」

「はあい。果物とかパンとか、動かないものなら全体像を摑つかみやすいと思うんですよねえ。もっとも、そんなものに化けたところで、何が面おも白しろいんだかわかりませんけど」

「ごもっとも。むー、やっぱりこいつは人間の手には余あまるアイテムってことか」

　自分の提てい案あんをあっさり否ひ定ていしたニコ先生を前に、経島先輩は苦笑を返しながら、ジャージの上着をひょいっと羽は織おった。これでいつもの先輩だ。思わず見み惚とれたりするわけではないけど（いや可愛かわいい人なんですけどね）、見み慣なれた人が見慣れた格かつ好こうでいるのはやっぱり落ち着く。というわけで先輩を見つめながらうんうんとうなずいていると、ふと、背せ中なかに視し線せんを感じた。

「……またか？」

　さすがにこう何度も続くと、振ふり返かえったところで誰だれもいないんだろうと予測はつくけど、無む視しし続けるのも気味が悪い。仕方ないので振り向いてみれば、やっぱり誰もいなかった。ほんと、何なんだろうなあ。疲つかれてるのかな、と首を捻ひねっていると、僕の一連の動きが気になったのだろう、ニコ先生が問いかけてきた。

「急にどうしたんです、シンイチ？　ここからでは見えませんけど、後ろに何か？」

「いやいや、単なる気のせいです。ここんとこ多くって」

「あら、そうですかあ。てっきりクズリの気配でも感じたのかと思いましたよ」

「イタチさん？」

　その名をニコ先生が口にしたとたん、あの人がいないという事実が改めて脳のう裏りに浮うき上あがる。同時に、合宿の夜の醜しゆう態たいまでもが甦よみがえり、僕は思わず肩かたを落とした。

「……だったら良かったんですけどね、今日はお休みらしいです。もっとも、もしあの人なら、僕は気配でわかりますし、もっと体中で喜びますが。大好きですから」

「出た、息をするようにストーカー一歩手前宣せん言げん……！　あれどうよ、フィル坊？」

「ちょっと憧あこがれる気持ちと、ああなったらお終しまいだという思いがせめぎ合ってます」

「ほっといてください経ふみ島しま先輩。しかしフィル、お前だいぶ正直になってきたな」

　ぼそぼそ言葉を交わす先輩と後輩に、じろっと視し線せんを向けてやる。ニコ先生は、そんな僕らを楽しそうに眺ながめていたが、やがて僕へと視線を戻もどして微笑ほほえんだ。

「落ち込んでたようでしたので心配しましたけど、やっぱりシンイチはシンイチですねえ。そこまで強く思ってもらえるのなら、女の子としては嬉うれしいですよねえ。だからクズリも」

「──ニコ姉さん！」

　嬉しげに微笑むニコ先生の言葉に、フィルが慌あわてて割り込んだ。切せつ羽ぱ詰つまったその声に、液晶画面の中のプロ画家はきょとんと首を傾かしげたが、すぐにポンと手を打った。

「そうそう、これは秘ひ密みつでしたねえ。クズリの相談に乗ったこと、シンイチには言っちゃいけないんでしたっけ」

「……だからさ、なんで全部言うんだよ姉さん。伊達だて先輩があれだけ釘くぎを刺さしてたのに」

「そう怒おこるなって、フィル。大だい丈じよう夫ぶ、僕なら何にもわかってない」

　たいへん情なさけないセリフを口にしながら、僕は先生にお説教するフィルをなだめた。イタチさんが何かを隠かくしてるってことまではわかったけど、肝かん心じんの内容はさっぱりだ。気にならないと言えば噓うそだけど、そりゃイタチさんにだって内ない緒しよにしたいことくらいあるだろうし。そう自分に言い聞かせていると、ふと、聞きき慣なれない電子音が、ぴるるるるるる、と鳴なり響ひびいた。

「電話？　僕のじゃないってことは、先輩かフィルの携けい帯たい？」

「はずれですねえ。ちょっと待っててくださいねえ」

　僕の独ひとり言ごとに答えつつ、ニコ先生はアトリエの壁かべでランプを光らせていた受話器を取った。ああ、そっちでしたか。道理で聞き覚えのない音のはずだと納なつ得とくしながら画面を覗のぞけば、コードレスの受話器を手にした先生がなにやらペラペラ喋しやべっていた。英語じゃないことはわかるんだけど、会話の内容はさっぱり理解できない。字じ幕まくのない洋画を見るような気分で液晶画面を見つめていると、先生は何度か「ウィ」とうなずいた後、ピッと電話を切り、そして僕らに向かって苦笑した。

「ごめんなさいねえ。お仕事が入っちゃいましたので、今日のお話はここまでです。シンイチ、ミサキ、クズリによろしく伝えてくださいねえ」

「わかりました。お話しできて楽しかったです」

「蛇へびとキツネが飲み仲間欲しがってるから、また顔出してやって頂ちよう戴だいね」

「はあい。それとフィル、またメールしますから、ちゃんと返事書くんですよお？」

「わ、わかってるってば」

「いっつも返信遅おそいじゃないですかあ。ではでは、おーるぼわーる」

　軽やかな一言とともに、画面がぶつりと暗転した。僕はなんとなく先輩やフィルと顔を見合わせると、ちらっとパソコンを眺ながめながら溜ため息いきを吐ついた。

「画家って結けつ構こう忙いそがしいんだなー。ニコ先生が電話で何を言ってるかは、さっぱりわかんなかったけど。なあフィル、先生って何の話してたの？」

「お、俺に聞くんですか？　なんか、絵を選ぶとか言ってたみたいですけど……」

「うん、なじみの画が廊ろうからのお願いだったみたいね。来月のチャリティーオークションに出す絵を選んでくれって。予定では来週が締しめ切きりだったけど、いろいろあって期き限げんが明日になっちゃったから、今から急いでやっつけなくちゃいけない、と」

「へえ、なるほど──って！　なんでわかるんですか、先輩……？」

　一いつ瞬しゆん納なつ得とくした後、僕は思わず経ふみ島しま先輩を見つめていた。その隣となりでは、僕と同様にびっくり中のフィルがぽかんと口を開けている。二対の視し線せんを向けられた小さな少女は、自じ慢まんげにニイッと笑って胸むねを張はった。

「先人曰いわく『妖よう怪かいだけを研究すると妖怪は見えなくなる』ってね。妖怪馬鹿の無む駄だ知ち識しきをあんまり舐なめちゃいけませんぜよ。とゆーわけで、さあて今日も本業本業！」

　呆あつ気けにとられる僕らをさておき、先輩はパソコンに向き直ってキーを叩たたいた。縮ちぢんでいたウインドウがぐーんと広がり、画面に表示される。それを先輩の頭の上から覗のぞき込こめば、「祠ほこらの由来についての推すい論ろんＡ……蛇じや神しん伝説との関連」だの「怪かい異いの元げん凶きようまたは呼よび水みずとしての怪異の事例」といった文字列に加え、石造りの輪っかの写真が目に映った。おお、これは。

「これ、合宿で拾ってきた石輪ですよね？　ほら、廃はい校こうの近くの祠の」

「イエス。無む造ぞう作さに転がっていた高レベルの妖よう気きの塊かたまりですわよ。サイズ的にはブレスに最さい適てき」

　覗き込んだまま尋たずねれば、先輩はけろりと即そく答とうした。これのことは僕も気になってたんだよな。この話題には興きよう味みがないのか、黙もく々もくとキャンバスを張り始めたフィルを横目で眺ながめながら、僕は先輩の隣の席に腰こしを下ろした。

「僕らが引ひっ張ぱり込こまれた鏡も、それの影えい響きようで妖怪化してたんでしたっけ」

「是せ害がい坊ぼうはそう言ってたわね。で、この石輪の由来を探さぐるべく、あの地ち域いきに伝わる伝でん承しようをざっくり調べてるんだけどさあ。ところがどっこい兎うさぎさん、そんなら私と駆かけ比くらべ」

「なるほど。あの祠が出てくる伝説は存そん在ざいしなかったと」

　ふーむ、それは謎なぞだなあ。腕うでを組んで僕はしみじみうなずいた。だがしかし、それを見た先輩は「そーなのよ」と同意してくれるかと思いきや、ふるふると首を横に振ふった。

「あのね白しろの字じ、人の話は最後まで聞け。民みん俗ぞく資し料りよう館かんでコピーしてきた古文書にも、ネットで漁あさった論文にも、あの祠は確たしかにばっちり出てました。ほらほら、これ」

「あれ、そうなんですか？　でも、だったらどうして由来がわかんないんです？」

　まさかこの人に限かぎって、古文が読めないこともなかろうに。眉まゆをひそめる僕に、経島先輩はけろりとした顔を向けると「だってそう書いてあるから」と言い切った。

「手に入る限りの何を読んでも、あれは『いつからあるかわかんない祠』としてしか登場してないの。修しゆう復ふくの記録を見る限り、そもそもの起き源げんは中世以前にまで遡さかのぼれるってところまでは摑つかめたんだけどもね、肝かん心じんの起源は未だにごっそり謎のベールの向こう側」

「へー。よっぽど古いんですね、あの祠ほこら」

「おそらくは。……もっとも、『謎なぞなのだ、とにかく古いのだ』って特性が近年になってから作られる事例もあるから、一いち概がいには言えないけどね。たとえば九州の某ぼう河かつ童ぱは数千年前に渡わたってきたって設せつ定ていだけど、ありゃあ明らかに近世以い降こうに成立した伝でん承しようで──」

　画面に広げた論文をスクロールさせながら、流りゆう暢ちように解説を続ける経ふみ島しま先輩。この速さで文章を読みながら話せるんだから凄すごいなあと、話の中身と関係のないところに感心していると、

「……ん？」

　ふと、背せ中なかに視し線せんが突つき刺ささるのを感じた。ああもう、またか。どうせ誰だれもいないんだろうけど、と思いながら振ふり向むけば、案あんの定じよう、そこには壁かべと棚たながあるばかり。

「ほーら、やっぱりだ」

「そもそも後付け設定ってのは誇こ大だい化かする傾けい向こうに──。ん？　やっぱりって何よ、白しろの字じ」

　くたびれた溜ため息いきを聞きつけ、経島先輩が解説を中ちゆう断だんして僕を見上げた。その隣となりでは、未完成のキャンバスを手にしたフィルが、さも不ふ可か解かいそうに──と言うか、実じつ際さいに不可解なんだろうけど──こちらを見つめていらっしゃる。まあ、呼よばれてもいないのにひょいひょい振り返ってブツブツ言ってりゃ気になるのも当然か。僕はかりかりと頭を搔かくと、先日来の妙みような視線について説明することにした。

　──ここ数日、誰かに見られている気がするのに、振り返っても誰もいないこと。その視線を感じ始めたのは合宿から帰ってからであること、等々。先輩は興きよう味み深ぶかげに耳を傾かたむけていたが、やがて僕の話を聞き終えると「ふむ」と唸うなって眉まゆをひそめた。

「妥だ当とうに考えりゃ、どうやら心がお疲つかれのようですね、神しん経けい科かはあちらですのでお薬もらって帰ってくださいって話なんだけど……白の字に限かぎってそれはないよーな気がするにゃー」

「ですよね」

　経島先輩の失礼な推すい測そくを受け、きっぱりうなずくフィルである。君らは僕を何だと思ってるんですか。思わず愚ぐ痴ちった僕の背中を、小さな手が励はげますように軽く叩たたいた。

「そうクサりなさんな、優ゆう良りよう児じ。いつものパターンからすると、妖よう怪かいの仕し業わざって可か能のう性せいが高いけど……。おおかた、あの怪かい談だん学校から何か連れ帰って来たんじゃないの？」

「え！　う、うつさないでくださいよ、白しら塚つか先輩！」

「はい？　まあ、うつすつもりはないけどさ。てか先輩、そもそも見られてる気にさせるだけの妖怪なんて、いるんですか？」

　露ろ骨こつに距きよ離りを取った後輩に向かって肩をすくめると、僕は座すわったままの妖怪博士を見下ろした。と、先輩はこともなげにこくりと首を縦たてに振った。

「視線の怪ってのは近現代の怪談の定番の一つだからね。バリエーションが多い割に決まった名前もないんだけど、強いて同定するなら『目もく目もく連れん』──じゃなくて、『目め競くらべ』ってことになるのかしら。いや、あれも最初は無名で名前がついたのはもっと後だから、つーことはやはり名無しの」

「いやあの、名前は何でもいいんですけど」

　独ひとり言ごととともに思考の渦うずに飲み込まれていく妖よう怪かい事典を、僕は慌あわてて呼よび止とめた。正直、こっちはそんなことはどうでもいいのだ。

「これはどういう妖怪で、どうすりゃ追おい払はらえるのか。そこを教えてほしいんですが」

「あら、そうなの？　実害はないんだからほっといてもいい気がするし、そっちのほうがわたくし的には面おも白しろいのににゃー。……でも待てよ。故こ事じに則のつとれば、何かの拍ひよう子しで顕けん在ざい化かするかもしれないし、他人を巻まき込こむ可か能のう性せいもなきにしもあらずなのか。だったら一いち応おう解説しといてやったほうがいいかしら？　まあ、白しろの字じの場合、イタチちゃんがいりゃ大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど」

「はあ。ですけど今のイタチさんって──っと、危あぶない危ない！」

　イタチさんの妖よう力りよくが消えてるってこと、まだみんなに言ってないんだっけ。

　もともと「連休明けまでは秘ひ密みつ」ってことだったし、廃はい校こうで一いつ緒しよだった鱗りんさんと粂くめ神がみさんは知ってるんだから、もう明かしてもいい気はするけど……それでも、本人に確かく認にんしてからのほうがいいだろう。合宿の夜の弱気な顔を思い出しつつ、僕は慌あわてて言葉を飲み込んだ。

　同時に、守ると宣せん言げんした直後の醜しゆう態たいまでもが脳のう裏りに蘇よみがえり、自然と肩かたが重くなる。その様子が不思議だったのか、先輩は妙みように可愛かわいく小首を傾かしげた。

「どした白の字？　なんかヤなことでも思い出した？」

「いえいえ、何でもないです。とりあえず解説お願いします先輩」

　取とり繕つくろうように頭を搔かくと、僕は深々と一礼した。

　明日イタチさんに会ったらちゃんと謝あやまるんだぞ。そう、重ねて自分に言い聞かせながら。




　　　　＊＊＊




「とか決意してたのに、今日も会えないんだもんなあ……。うう……」

　そして翌よく日じつの放課後。二クラス分の椅い子すと机が並ならんだ大教室の隅すみの席で、僕は唸うなりとも呻うめきともつかない声を漏もらしていた。窓まどの外では昨夜からの雨が今もしとしと降ふり続つづいており、教きよう壇だんではあまり見覚えのない生徒会役員が運動部の春季大会のスケジュールを確かく認にんしている。手元に配られた一いち覧らんを見る限かぎり、どうやら今日の部長会議はそろそろお開きらしいけど──この時間だと、美術部のみんなは帰っちゃってるよなあ。壇上から響ひびく淡たん々たんとした声を聞くともなく聞きながら、僕は再ふたたび落ち込んだ。

「来週の部長会の日につ程ていが急に繰くり上あがるんだもんなー。なんでよりによって今日……。これで、休みも入れて、四日もイタチさんに会ってない……！　授業には集中できないし、慣なれたはずの『のびあがり』にやられそうになるし……。厄やく日びだよ、もう」

「生徒会にも各部の部長にも都合があるのだ。決まったことは仕方あるまい」

　ぼそぼそこぼしていた独ひとり言ごとに、隣となりの席からカラッと明るい声が割り込んできた。うん、わかってるんだけどね。そう力の抜ぬけた笑いを返せば、握あく力りよく鍛たん錬れん用ようのグリップを両手でぐいぐい握にぎっていたレスリング少女は、からかうように微笑ほほえんだ。

「クズリに会えないのがよほど辛つらいようだな、白しら塚つか。そんなに自分の誕生日を祝ってもらいたかったか」

「へ？　いや、そんなつもりはないけど……。僕の誕生日が今日ってこと、イタチさんに話したのはかなり前だからさ。覚えてるかどうか」

　今朝、父さんに言われるまで、僕も忘わすれてたくらいだからね。苦笑混まじりでそう言い足すと、僕は大きな溜ため息いきを吐ついた。

「……今はただ、早くイタチさんに言いたいことがあるから」

「昨日話した件か。自分から頭を下げる気になったとは、なかなか殊しゆ勝しようだな」

「ありがとう、アルマ。昨日は言えなかったから、今日こそと思ってたんだけどね。急に部長会が──って。あれ？」

　気きっ風ぷのいい声に応おうじながら上体を起こすと、僕は改めて隣の席の同級生に向き直った。鮮あざやかな金きん髪ぱつのポニーテールに、くっきりと力強い目鼻立ち。いつも通りの獅し子し岩いわアルマを眺ながめながら、僕はふと眉まゆをひそめて問いかけた。

「あのさ、アルマってまだ部長なんだっけ？　この間、『総合格かく闘とう研究会は自由なファイターの集う場なので部長は選ばないことにした』とか言ってなかった？」

「確たしかに言った。だが部長会には誰だれかが出ねばならんので、私を含ふくむ蒼そう明めい五ご独どく拳けんが順番に出席することになったのだ。活動費と活動場所は確かく保ほせねばな」

「そういうところは現実的なんだね。……で、蒼明五独拳て何」

　つーか、そんな格闘漫まん画がの敵てき集団みたいな名前の連中が身近にいたとは知りませんでした。そんな思いを籠こめて見つめてやれば、アルマは格かつ好こういいだろうと言いたげに胸を張はった。

「蒼明高校総合格闘研究会の代表を務つとめる五人の異い名みようだ。私のレスリングをはじめ、モンゴル相撲ずもう、カポエラ、コマンドサンボ、蟷螂とうろう拳けんと、それぞれ独自の道を歩んでいるのでな、そう呼よんでいる。最初は、是ぜ害がい流りゆう体術の求ぐ道どう丸まるも含ふくめて六ろく暴ぼう星せいにしようとしたのだが、奴やつは『まだまだ自分は修行中の身』と辞じ退たいしたのだ。奴が入れば男女比が一対一になったのだがな。いやあ、惜しいことをした！」

「……はあ、そうですか、それはそれは」

　よくもまあそんなマニアックな格闘技やってる人ばっかり集まったもんだねとか、求道丸の何とか流はあいつの自じ称しようであってそんな流りゆう派はは存そん在ざいしないって師し匠しようが言ってたよとか、五独拳のうち三人が女性なのか！　とか、突つっ込こみたいことは山のようにあったのだけど、口から出たのは静かな相あい槌づちだけだった。人間、驚おどろきすぎるとかえって冷静になるらしいな。そう実感しながらうなずいていると、絞しぼり出だすような声が、僕らの会話に割り込んできた。

「そろそろ静かにしたまえ！　屈くつ強きようにして豪ごう快かいなる見知らぬ美少女プラスあと一名！」

「わっ、ごめんなさい！」

　いきなりの奇き声せいに驚おどろきながら振ふり返かえれば、幽ゆう霊れいのような長ちよう髪はつを振ふり乱みだした蒼そう白はくな男子生徒が、僕らにタクトを突つきつけていた。ああ、誰だれかと思えばこの人か。「失しつ敬けい」と頭を下げるアルマの隣となりで、僕は軽く会え釈しやくした。

「どうも、お久しぶりです」

「やあやあ初めまして、端たん整せいなレスラーガールと特に興きよう味みも湧わかない誰か。僕は病弱で有名なニュー吹奏楽部の部長の野の更ざら志し臨りん十じゆう郎ろうというものさ」

「おお、これはご丁てい寧ねいに痛いたみ入いります。総合格かく闘とう研究会の獅し子し岩いわアルマです」

「……で、特に興味も湧かない誰かこと、美術部の白しら塚つかです」

　少なくとも十回は自己紹しよう介かいしてますよね、と呆あきれる気持ちを包つつみ隠かくすことなく表現してみたが、そんなものが通じる人ではないことは知っている。案あんの定じよう、野更志さんは僕の言葉をばっっさり無む視しすると、手にしていたタクトをヒュッと振った。

「いいかね獅子岩アルマ君、そして名も無きあと一名？　女性の言葉に耳を貸すのは当然の振ふる舞まいではあるものの、万物に優ゆう先せん順位は存そん在ざいする。そして壇だん上じようで副会長が話している以上、今はそちらに耳を傾かたむける時間なのだよ。というわけでそんな思いを籠こめて弾ひきます、聞いて下さい！　『即そつ興きよう曲きよく第百一番・会議中の私語は慎つつしみ給たまえ』！」

「言ってることはともかくとしてあんたが一番うるさいわよ野更志！　とりあえずそのバイオリンを片かた付づけなさい！　どこから出した！　そしてオペラ部とミュージカル研究会は『これは俺達の出番か』みたいな顔で立ち上がらない！　座すわってなさいっ！」

　どこからともなく年ねん季きの入った弦げん楽がつ器きを取り出して構かまえた野更志さんに向かって、壇上から大声が響ひびいた。慌あわててそちらへ振り向けば、見み慣なれた顔のお姉さんがそれはもう露ろ骨こつに呆れていらっしゃった。

　どうやらアルマと話しているうちに、いつの間にか話題が変わり、新あら井いさんが壇に上がっていたらしい。自じ称しよう病弱で有名な男が「残念無念」と笑いながら楽器を片付けている間に、僕はアルマと顔を見合わせ、そして教壇へ小さく頭を下げた。

「話、聞いてなくてすみませんでした」

　と、それを見た新井さんは「よろしい」とうなずくと、仕切り直すように手にしていた書類を束たばね、大教室に並ならんだ部長たちを見み渡わたした。どうやら話が始まるらしい……と思いきや、新井さんはふと大きな溜ため息いきを吐ついた。同時に、教きよう壇だん脇わきの机に座っていた眼鏡で長身の男子生徒──もちろん江え戸ど橋ばし生徒会長──も、はあ、と大きく息を吐はき出だす。

　いつもの会議とはなんだかは様子が違ちがうけど、どうしたんだろうか？　そう首を捻ひねっている間に、新井さんは腰に手を当ててもう一度溜息を落とすと、ようやく口を開いた。

「えーと、ね。これは議題でも報ほう告こくでもないから、気軽に聞いて欲しいんだけど……。みんな知っての通り、この学校では、毎年五月に生徒会長選挙があるのよね。去年の今いま頃ごろ、そこの江え戸ど橋ばしが立りつ候こう補ほしたのは覚えてるでしょ？　で、もちろん今年もその時期がやって来た──というか、もうやって来てるんだけど……これがさあ……全然……」

「立候補者がいないんだ」

　江戸橋さんのざっくりした一言が、新あら井いさんの声に割り込んだ。教室に集った部長たちが顔を見合わせる中、任にん期きの残り僅わずかな生徒会長は、ゆっくり立ち上がりながら先を続けた。新井さんが無言で肩かたをすくめたのは「後は説明よろしく」の意味なのだろう。江戸橋さんは無言でうなずくと、副会長と入れ代わって教きよう壇だんに立ち、苦く渋じゆうに満ちた顔を僕らに向けた。

「いいか、よく聞いてくれ。この学校の規き則そくでは、生徒会長がいないという事じ態たいを想定していない。公示期間中に立候補者か推すい薦せん者しやが現れない限かぎり、生徒会の存そん続ぞくそのものが怪あやしくなる。言いい換かえれば、去年から変えてきた部活体制がリセットされる可か能のう性せいも──」

「おい、待てよエド！　サークル立ち上げのハードル下がって、みんな好きな部作ってよ、それが今年になってやっと定着してきたんだぞ？　なのによお」

「ここで去年以前の状じよう況きように戻もどされたら、私どものような小しよう規き模ぼサークルは、やっとこさ作った行き場を失うてしまいます。そら、あんまりお後がよろしい話ではございませんな」

「わひゃー、そ、それはもったいないですね……。わひゃあ……。おお、神よ」

　みんなの声を代だい弁べんするかのように、誰だれかと誰かと誰かが慌あわてて口を挟はさんだ。その声を受けた江戸橋会長は「俺だってそう思っている」と大きくうなずき、顔を上げた。

「だからこうして話しているんだ。部長なら、自分の部の後輩についてはよく知っているだろう。なあ、誰か、生徒会長の役職に相応ふさわしい二年生に心当たりは無いか？　この際さい、一年生でも構かまわないのだが……。どうだ？　誰かいないか？」

　そう言い切ると、後こう継けい者しやを求める生徒会長は、居い並ならんだ部長たちをぐるりと見み渡わたした。だが、見渡されたほう（つまり僕ら）からは、一向に返事が出る気配がない。江戸橋さんの悩なやみはよーくわかるものの、去年から生徒会長の忙いそがしさを見てきた身としては、どうも手を挙あげづらいのだ。あの仕事量を抱かかえるとなると、おそらく部活は続けられない。

「でも美術部やめたくないしなー。そもそも立候補しても落選する自信あるし」

　情なさけない独ひとり言ごとがぽつりとこぼれた。そして、それと似に通かよった声が二、三、ぽつぽつと漏もれ聞こえた後、前のほうに座すわっていた男子生徒が苦笑しながら口を開いた。

「──相応しいかどうかと言われれりゃあ、山岳部うちの副部長なんかは適てき任にんだろうな。責任感は強いし真面目まじめだし、人当たりも悪くない」

　落ち着いた口調で語るのは、山さん岳がく部ぶ部長の日ひ鷹だかさんだ。バランス良く鍛きたえられた体格は、学生服越しでもよくわかる。ちなみにこの山男さん、実は鱗りんさんの命の恩おん人じんであり彼女が今の姿すがたに化けるきっかけを作った人だったりするのだけれど、助けられた本人（つまりあの蛇へび）はもう完全に忘わすれてる気がします。そんな余よ計けいなことを考えながらがっしりした背せ中なかを眺ながめていると、壇だん上じようの江え戸ど橋ばしさんが深々とうなずいた。

「確たしかに彼女は適てき任にんだな。すまん日ひ鷹だか、持つべき者は友人だ。なら、さっそく説得を」

「おいおい。誰だれがあいつを手放すって言ったよ」

　静かに興こう奮ふんする会長の言葉を、山さん岳がく部ぶ部長の苦笑いが断たち切きった。きょとんと口ごもった江戸橋さんをまっすぐ見つめ、日鷹さんは落ち着きを保たもったまま口を開いた。

「せっかく育った後輩を、何が悲しくて生徒会に送り出さなきゃいけないんだ」

「な、何？　だがな日鷹」

「なるほどね！　彼の言い分はよーくわかるよ！」

　江戸橋さんが絶ぜつ句くするのと同時に、僕らの後ろの席から野の更ざら志しさんが口を挟はさんだ。声に釣つられて振ふり向むけば、自じ称しよう病弱で有名なニュー吹奏楽部の部長が優ゆう雅がにタクトを振っていた。

「僕だって、滝たき沢ざわ赫あか音ね君を差し出せと言われたら血を吐はいて抵てい抗こうする自信はあるからね。有望な人材は部の宝、おいそれと売うり渡わたすことなどできようはずがない！　ああ、だけど怒おこらないでくれたまえ、副会長がどうしてもと言うのなら僕が立りつ候こう補ほするのもやぶさかではない」

「今さら三年生が出てどうするのですか。ほんとアホですね、くるっくー」

「だなあ。相変わらず言動が成せい層そう圏けん外がいな野郎だ。酸さん素そが足りてないんじゃねえか」

「これはこれは野鳥の会の黄きび鶲たき女史、お褒ほめの言葉と受け取っておくよ！　そして県立宇宙開発事業団のミスターゴダード、会議中にロケットの図面を引く君には言われたくないね！　というわけで聴きいてください！　『即そつ興きよう曲きよく第六番・女性になら何を言われても許ゆるせる』！」

　同級生たちの冷たい視し線せんを浴びながら、喜々としてバイオリンを構かまえる野更志さん。今さらだけど、この人、どこらへんが病弱なんだろう。嬉うれしげに拍はく手しゆを送るアルマの隣となりで、僕は頭を悩なやませた。そして意外に軽やかな旋せん律りつが大教室に響ひびく中、居い並ならんだ部長たちは、顔を見合わせたり肩かたをすくめたりしながら、ぼそぼそと、あるいはきっぱりと、口を開き始めた。

「会長の言うことはわかるけど」「じゃあやれって言われるとツラいよな」「本当ダネ」「うちだってよくできた後輩はいるものの」「部を辞やめて生徒会行ってよって」「それはちょっと言えませんわね」「ソノトオリ」「俺は二年ですけど、次の大会出たいです」「再さい戦せんを誓ちかったライバルもいるし」「自己ベストに挑ちよう戦せん中ちゆう」「文化祭のライブもあれば」「メジャーデビューの夢もある」「ワア凄すごイ」「僕には書きかけの小説があって」「あたしには掘ほりかけの古こ墳ふんがあるのね」「頑がん張ばレー」「さっきから相あい槌づちがうるせえよ腹話術研究会！」「ゴメーン」

　ざわざわ響く幾いくつもの声。話し手の性別や学年こそばらばらだったが、言ってることはだいたい同じ。要するに、みんな自分のところではやりたくないらしい。そりゃそうだよね、と共感していると、ふいにアルマが物もの憂うげにつぶやいた。

「……なるほど。リーダーシップのある人材がいないわけではないのだが、そういった逸いつ材ざいは、皆みな、自分の部で手て一いつ杯ぱいで、生徒会長を引き受ける気はないということか」

「らしいね。まあ、みんなの気持ちはわかるけど」

「なんと勝手な話だ……！　いくら自分とその周辺を大事にしたところで、それを支える基き盤ばんが崩くずれれば、全ての努力は無に帰すのだぞ。江え戸ど橋ばし会長への恩おんもあるだろうに」

　嘆なげかわしい、と言いたげにアルマが首を左右に振ふった。それは確たしかに正論だけど、そういうアルマも立りつ候こう補ほする気配はないよね？　恐おそる恐おそる指し摘てきすれば、蒼そう明めい五ご独どく拳けんの一角である女子レスラーはふいに顔を赤く染そめ、視し線せんをスッと逸そらしてしまった。

「わ、私はその、そんな器では……。用よう心じん棒ぼうなら喜んで引き受けるのだがな」

「いやいや。そんな役職は生徒会にはないから」

　赤い顔でもごもごと取とり繕つくろうアルマに、僕はぼそりと突つっ込こんだ。それとほぼ同時に、壇だん上じようで絶ぜつ望ぼうしている江戸橋さんに向かって、静かな声が投げかけられる。

「大たい儀ぎだな、江戸橋。手は貸せんが同情はする」

「すまん、多た々た羅ら木ぎ。と言うか、お前に気を遣つかわれるとは思わなかった……」

　剣けん道どう部ぶの主しゆ将しようにして、かつて生徒会長選挙で戦ったライバルからの労ねぎらいに、壇上の会長はしみじみと重たい溜ため息いきを吐ついた。その隣となりでは、推すい移いを見守っていた副会長が、これまた疲つかれた様子で苦笑していた。
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「机に残ってた書類集めてきましたー。これ、どうしましょう？」

「今回もけっこう残ったわね。ちゃんと持って帰れって言ってるのになあ」

　部長会議後、がらーんと静まりかえった大教室にて。僕が集めた放置書類の束たばを見て、黒板を消していた新あら井いさんは振り返って肩かたをすくめた。さっきまで賑にぎやかだったこの部へ屋やも、今は新井さんと僕の二人だけ。広い分だけ静けさが際きわ立だつのか、溜息さえもはっきり聞こえる。

「とりあえずまとめておいてくれる？　そこの箱の中に大きい封ふう筒とうがあるからさ」

「箱？　ああ、この『生徒会』って書いてあるこれですか。わかりました」

　うなずきながら、僕は教きよう壇だん脇わきの箱から使い古された茶封筒を取り出した。ちょっと薄うすい気もするけど、残った書類は二十枚もないのでちゃんと重ねれば押おし込こめるだろう。というわけで手にした書類の向きを揃そろえていると、ふと新井さんの優やさしい声が耳に届とどいた。

「ごめんね、後あと片かた付づけ手伝ってもらっちゃって」

「いいですよ。どうせ暇ひまでしたし、それに新井さんの頼たのみなら喜んで」

　トントンと書類を束ねつつ、僕は副会長の背せ中なかへと横目を向けた。長い黒くろ髪かみの艶つやもいいけど、背せ筋すじがまっすぐ伸のびてるのが気持ちいい。この人、後ろからでも絵になるんだよなあ。

「いつも新井さん一人で片付けてるんですか？」

「え？　そんなことないわよ、今日はたまたま。役員の子はみんなクラブの用事があるみたいだし、稲いな葉ば先生は生徒指し導どうのほうが忙いそがしいらしくて。それに江戸橋は……ねえ？」

「あー。会長、部長会議終わったらすぐ帰りましたもんね」

　去さり際ぎわ、経ふみ島しま先輩と待ち合わせですかと尋たずねたら「ま、まあな」と答えた薄うす赤あかい顔を思い出す。いつもながら、わかりやすい人である。思わずつぶやけば、それを聞いた新あら井いさんは、黒板消しを置いて微笑ほほえんだ。

「あれでも成長してるのよ。去年の江え戸ど橋ばし、経島のことを聞かれたら真っ赤になって否ひ定ていしてたんだから。それが今では、割とあっさり認みとめるようになったでしょ？」

「言われてみれば確たしかに。でも、赤くなるのは相変わらずですけどね」

「仕方ないわよ。経島にしてみれば、そこが可愛かわいかったりもするんだろうし」

「そういうもんですかねー。と言うか、経島先輩って江戸橋さんのこと好きなんですか？」

　江戸橋さんが先輩にベタ惚ぼれなのは明めい快かいなんだけど、逆ぎやくはどうもピンと来ないんだよなあ。書類を封ふう筒とうに押おし込こみつつ、僕は去年以来感じていた疑問を口にした。と、それを聞いた新井さんは「そりゃそうよ」と笑って手に付いたチョークの粉こなを払はらった。

「そもそもあの二人、先に告白したのは経島なんだから」

「へー、そうだったんですね──って。え？　今の、ほんとに？」

「うん。でも、この話はここまでね。詳くわしく知りたかったら本人に聞くこと」

　きっぱりした笑顔で僕の疑問を遮さえぎると、新井さんは「出ようか」と促うながした。撤てつ収しゆう準じゆん備びはこれにて終了ってことらしい。驚おどろきの残る顔のままうなずくと、僕は段だんボール箱に手を伸のばそうとした副会長に代わって箱を持ち上げた。

「わ、意外に重い。これ、生徒会室まで運べばいいんですか？」

「うん、そうだけど……いいのかしら？　あとは私一人でやるつもりだったのに」

「いやいや、最後まで手伝いますよ」

　生徒会長候こう補ほ者しや探さがしの手伝いができないんだから、これくらいはさせてください。箱を抱かかえ直なおしながらそう言い足せば、後こう継けい者しや不足に悩なやむ副会長は「そんな気を遣つかわなくても」と苦笑いを浮うかべたが、すぐに気持ちの良い笑みを浮かべてうなずいた。

「ありがとね。……あ、そうだ。せっかくだし一いつ緒しよに帰ろっか」

「え。いいんですか？」

「だって白しら塚つかくんも歩きだし、帰る方向は途と中ちゆうまで一緒でしょ？　もちろん予定があるなら無理にとは」

「いえそんな！　喜んでお供させていただきます！」

　新井さんの言葉を遮るように、僕は慌あわてて口を開いた。結局イタチさんと会えなかったのは寂さびしいけれど、これはこれで嬉うれしい展てん開かいなのは言うまでもない。箱を抱えたままわかりやすく喜ぶ僕を見て、新井さんは少しだけ顔を赤く染そめると、教室のドアに手を掛かけた。
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「お待たせ、白しら塚つかくん。……白塚くーん？」

「ほんとにしつこい──って、ああ、新あら井いさんか。こちらこそお待たせしました」

「待たせたのはこっちです。どうかしたの？」

　校門でビニール傘がさを広げてきょろきょろしていた僕を不ふ審しんに思ったのだろう、スカイブルーの傘の下で新井さんは眉まゆをひそめた。雨はまだ降ふり続つづいていたものの、だいぶ小降りになっており、傘に当たる雨音はほとんど気にならない。話しながら帰るにはありがたいよな、と内心でつぶやきながら、僕はカバンを掛かけた左ひだり肩かたをすくめた。

「ここんとこ、変な視し線せんを感じることが多いんですよね。今日のお昼から気配がなかったからもう諦あきらめたのかと思ってたんですが、そうでもなかったみたいで」

「……何それ？　誰だれかが白塚くんを付つけ狙ねらってるってこと？」

「そうなるんですかねー。まあ、人じゃなくて妖よう怪かいの仕し業わざだそうですが」

「妖怪っ？　だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ええ、今のとこ特に。経ふみ島しま先輩からも、実害はないはずだから気にしすぎるなって言われてるんですが……。しかし、僕なんかにつきまとって何が楽しいんだかなあ」

　雨に濡ぬれる門柱へと振ふり向むきながら、くたびれた溜ため息いきを一つ落とす。それを聞いた新井さんは「大変ねえ」としみじみ同情してくれていたが、ややあってきっぱりとうなずいた。

「よし、それじゃ帰りましょうか。私、クズリちゃんみたいに妖怪退たい治じはできないけど、話し相手になって気を紛まぎらわすくらいはできるからさ」

　スカッと気持ちの良い笑みを浮うかべ、新井さんが歩き出す。頼たよりがいに満ちた表情に一いつ瞬しゆん見み惚とれて立ち止まったあと、僕は慌あわててその後を追った。




「──なるほど。クズリちゃんの前で格かつ好こう悪いところ見せちゃったわけね」

「あ、はい……。まあ、それはいつものことなんですが、それにしても今回はちょっとタイミングが悪すぎたなあ、と……」

「うーん。確たしかに、君を守るって言い切った直後にすがりつくのは、ちょっとねー。私ならげんなりするのは間ま違ちがいない」

「で、ですよね……。それに、あの時の蛇へびが鱗りんさんだったからよかったものの、もっとタチの悪い何かだったらって考えると……。ほんと、自分が情なさけなくて情けなくて」

　大通りから一本入った古い路地を歩きながら、僕はしょぼんとうつむいた。

　歩き始めた時の話題は「連休は何してた？」といった当あたり障さわりのないものだったのに、話の運びを間違ったのか、それとも僕はよっぽど誰か（なるべく頼れる人）にこの話を聞かせたかったのか、平和な帰り道はいつしか僕の懺ざん悔げタイムと化していた。

　じっとり湿しめった爪つま先さきを見るともなく眺ながめながら、そして隣となりで新井さんが無言でうなずくのを感じながら、僕は何度目かわからない溜ため息いきを吐つき、そして再ふたたび重たい声を発した。

「そのことでイタチさんに謝あやまろうとは思ってたんです。ですけど、昨日今日とイタチさんに会えなくて、その間、どう謝ればいいかなっていろいろ考えたんですが……結局ろくな答が出ないんです。と言うか、考えれば考えるほど、どんどんへこんでいくばっかりで」

　視し界かいの端はしで、ビニール傘がさの縁ふちに溜たまった雨が、年ねん季きの入ったアスファルトの上の水たまりへと落っこちた。ぴちょんと大きく水が跳はね、スニーカーの先がまた濡ぬれる。新あら井いさんは何も言わない。

「みっともなくてごめんなさいって謝るだけじゃ駄だ目めだとは思うんです。じゃあこれからどうすんだ、ってことをちゃんと言わないと駄目だって。ですけど、今のイタチさんと比べても──あ、『今の』ってのは気にしないでほしいんですけど、とにかく僕はやっぱり弱い」

　ちょっとだけ顔を上げてみれば、トタンのひさしが被かぶさった自動販はん売ばい機きの上、雨宿り中の太った野良猫があくびを漏もらしていた。新井さんはまだ無言。

「自分の弱さは自分が一番わかってますから、胸むねを叩たたいて『次は任まかせてよ！』って言い切ることなんかできません。任されることなんかできないんですから。かと言って、『これからも情なさけないままですけど今後ともよろしくねー』って開き直るのも、いくら何でも……。でも、だったら、僕はどんな顔してイタチさんに会えば」

「しゃきっとしなさいっ！」

　唐とう突とつに、ピリッとした大声が雨の路地に響ひびきわたった。

「いいのか──ひゃいっ？」

　反はん射しや的てきに背せ筋すじが伸のび、裏うら返がえった声が出る。あと猫が自じ販はん機きから落ちた。

　がらがらがっしゃん、にゃわー、どたどた。ひっくり返った猫が走り去る音を聞きながら、油の切れたカラクリ人形のような挙きよ動どうで隣となりへ視し線せんをゆっくり向ければ、強い意志のみなぎる瞳ひとみと目が合った。思わずびくっと震ふるえた僕を見み据すえつつ、頼たよれる生徒会副会長は「いいかしら」と前置きして口を開いた。

「さっきから黙だまって聞いてれば、ずーっと情けない愚ぐ痴ちばっかりじゃないの！　しかも、僕にはできるとかできないとか、同じことばっかり延えん々えんと……。いい？　人間、できることしかできないし、できないことは頑がん張ばってできるようにするしかないの！」

「え、えーと、新井……さん……？」

「もう高二なんだから、そんなことくらいわかってるはずでしょう？　返事は！」

「あ──は、はいっ！　その通りです！」
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　傘を差していたことをすっかり忘わすれ、直立不動で即そく答とうする僕。「この人意外と怖こわい」という思いが一気に心を埋うめ尽つくしていく。と、そんな具合に萎い縮しゆくしきった僕を前に、新井さんは「よし」と言いたげにうなずくと、ふいに柔やわらかい笑みを浮うかべた。

「──なんてね」

「へ？」

　緊きん張ちようと緩かん和わの見事なコンボに、思わず間ま抜ぬけな声が出た。その様子を面おも白しろそうに眺ながめると、意外に大だい迫はく力りよくな副会長は手にした傘かさを僕へとかざし、そして申もうし訳わけなさそうに微笑ほほえんだ。

「ごめんね。白しら塚つかくんがあんまりぐるぐる悩なやんでるものだから、こういう時はちょっと強引でも風かざ穴あな開けたほうがスッキリするかなって。こんなに驚おどろかれるとは思わなかったけどね……。とりあえず、自分の傘を差したらどう？」

「傘？　──あ、ああ。そうですね」

　優やさしく笑うその声に、僕はようやく、自分の傘を下ろしていたこと、そして、もやもやしていた胸むねの内がいつの間にかスカッとしていたことに気が付いた。

　なるほど、今の一いつ喝かつはこれが狙ねらいだったわけか。

　改めて目の前の先輩の凄すごさに感服しつつ、右手のビニール傘を真上に向ける。新あら井いさんと相合い傘ってのも捨てがたかったけど、と内心でつぶやきつつ、僕は改めて頭を下げた。

「新井さん、ありがとうございます。なんかさっぱりしました」

「いえいえ、どういたしまして。お役に立てれば幸いです」

　深々と一礼する後輩を前に、くすりと微笑む副会長。その極上の笑顔に、僕は思わず見入っていた。この人、目鼻立ちはもちろん綺き麗れいなんだけど、それ以上に表情がいいんだよなあ。知ってはいたけど、なんて格かつ好こういい人なんだろうか！　というわけでしみじみじっくり見み惚とれていると、新あら井いさんは少しだけ恥はずかしげに頰ほおを染そめ、ゆっくり歩き出した。

「びっくりさせちゃって、ごめんなさいね。まさか、あんなに怯おびえられるとは……。私、そんなに怖こわかった？」

「ええ、大だい迫はく力りよくでしたね。そりゃ猫も自じ販はん機きから落ちます」

「……あの子には悪いことしたわよね」

　自販機をちらりと見やり、新井さんは静かに肩かたを落とした。地味にショックを受けたらしいけど、「ケガさせたわけじゃないんですから」とか励はげますべきなんだろうか。そんなことを思案していると、猫を落とした副会長はいつもの頼たよれる笑みに戻もどり、うなずいた。

「でも、白しら塚つかくんが元気になって良かったな。少なくとも私がクズリちゃんだったら、うじうじしてる白塚くんよりは、いつもの白塚くんのほうが嬉うれしいと思うわよ」

「はあ。そんなもんですか」

「そんなもんです。これでも一いち応おう女なんだから、女の子の気持ちは男の子よりわかるわよ」

「いやいやいや、これでも一応って。新井さん、非ひの打ち所のない女性ですよね？」

　いくらなんでも今のは謙けん遜そんしすぎだろ。そう思って冷静に突つっ込こめば、控ひかえめな副会長は嬉うれしそうに微笑ほほえみ、そしてまっすぐ僕を見つめた。

「──ね、白塚くん。クズリちゃんのこと、好きなのよね？」

「言うまでもなく心の底から大好きです、それはもう一点の曇くもりもなく」

　すぐ隣となりから僕を見み据すえる澄すんだ視し線せんに緊きん張ちようしつつ、脊せき髄ずい反はん射しやで即そく答とうする。それを聞いた新井さんは、顔を赤く染めながら目を丸くしていたが、やがて大きな溜ため息いきを落とした。

「白塚くんは凄すごいわねー。私なんて、とてもとても……。そもそも、自分で自分の気持ちがはっきりわかってないんだから。人にお説教できる立場じゃないのよ、ほんとはさ。さっきの喝かつも、自分で自分に言ったようなものだし」

　セーラー服の襟えりの下の肩かたをすくめ、疲つかれた様子でつぶやく新井さん。何かあったんですかと尋たずねれば、副会長は力無く苦笑し、そして重たい口調で先を続けた。

「気持ちの向いてる方向はわかってるのよ。たぶん、好きなんだろうと思う──と言うか、まあ、その、ほぼ確かく実じつに──す、好きなんだけど……。でも、でもね？　だったらどうしたいのか、何をすればいいのかってことになると、もう、全然わかんないのよ」

「は、はあ……？」

　唐とう突とつに始まった独どく白はくタイムに、僕は生なま乾がわきのような声を漏もらすことしかできなかった。

　えーと、これはもしかしなくても、相談相手として名高い新井さんから恋愛のお悩なやみを聞かされてしまっているという状じよう況きよう──なんだよな、明らかに。さっきまでこっちが愚ぐ痴ちってたはずなのに、いつの間にか攻守が逆ぎやく転てんしていたらしい。予期せぬ事じ態たいに戸と惑まどう僕の隣で、新井さんの独ひとり語がたりは終わることなくどんどん続く。

「あの人、私の話はいつでも聞いてくれるし、気き遣づかってもくれるのよ。先月は『もう二度と君が危あぶない目に遭あわないように』って、お守りまでくれたし。それは凄すごく嬉うれしかったんだけど──でも、あの人って誰だれにでも優やさしいから……。私のこと、どう思ってるんだろうって」

「え？　いや、どうなんでしょうね……？」

「もちろんね、私は──その、ええと、要するに、好き──なんだけど、あの人の負ふ担たんにはなりたくないのよ。じゃあどうしたらいのかなって考えると、そもそも自分の気持ちはどうなのかってことになって……。最近、気がついたらこんなことばっかり考えてて、そのせいか、意い識しきが途と切ぎれることも、なんだか多いような気がするのよ」

「へえ……。そ、そうなんですか。それはそれは」

　ものすごく直ちよく截せつ的てきな本音を前に、何の意味もない相あい槌づちを打つことしかできない僕である。

　さっきの一いつ喝かつで頭をスッキリさせてもらった身としては、恩おん返がえししたいのは山々だけど、気の利きいた一言なんか出てくるわけがない。今の正直な感想は「新あら井いさんにそこまで想われるだなんて、どこの誰か知りませんが死ぬほど羨うらやましいです」なんだけど……それを口にしたところで、変な空気になるだけで何も好転しないことは確かく実じつだよなあ。さあ一体どうすべきだ。傘かさを握にぎりしめて悩なやんでも、ろくな答はひらめかず、新井さんの独どく白はくは同じところをぐるぐる周り──やがて、見覚えのある景色が目に入った。

　盛もり上あがった丘の上、小雨に濡ぬれる深緑の木々の真ん中に、一本の石いし段だんがくっきりと伸のびている。石段の上にそびえているのは石造りの大きな鳥とり居い。町の外れの何とか神社（祭の時しか来ないので名前までは知らないのです）、要するに新井さんのご自宅である。

「着きましたよ、新井さん」

　ついタクシーの運転手みたいな台詞せりふが出た。その一言に、悶もん々もんとエンドレスに語っていた副会長はきょとんと顔を上げて周囲を見み渡わたし、そして「あらほんとだ」とつぶやいた。

「ごめんなさい、ずっと愚ぐ痴ちっちゃって。あれ？　白しら塚つかくんの家って、こっちだった？」

「いや、実はとっくに通り過ぎたんですが……。なんか途と中ちゆうで帰れなくて」

「そ、そうなの？　ごめんね、言ってくれれば良かったのに！」

「いいですよ、僕も話を聞いてもらったん──」

　慌あわてて謝あやまる新井さんを前に、頭を搔かいたその時だ。

　神社とは逆ぎやくに向けた僕の無む防ぼう備びな背せ中なかへと、おっそろしく図太い視し線せんが突つき刺ささった。

　なんか見られてる気がする、などというレベルではない。腹を減へらした肉にく食しよく獣じゆうの群むれか、あるいは渦か中ちゆうの人物に群むらがるマスコミ級の関心を向けられているのが、五感を通じて脳のうに伝わり、瞬しゆん間かん的てきに総そう毛け立だつ。いる！　これはもう確かく実じつにそこに何かがいるぞ！　どうしたの、と言いたげに目を丸くした新井さんを庇かばうように、傘を取り落としながら振ふり返かえれば、

「──げっ！」

　いつの間にかそこにいた「そいつ」と──いや、「そいつら」と目が合い、僕は思わず後ずさった。

　電柱脇わきからじっとこちらを見つめているのは、ギョロ目を剝むいた頭ず蓋がい骨こつだ。何も言わず、そしてぴくりと動くこともなく、じっとこちらを見つめているだけだが、そんなものが電柱脇にごろんと転がっている光景はそれだけで充じゆう分ぶんに恐おそろしい。しかも一個（一人？）ではなく、五個も六個もごろごろしており、あまつさえぼこぼこ分ぶん裂れつして増ふえていくもんだから、足が震ふるえるのも無理はない。経ふみ島しま先輩に聞かされていたとは言え──。

「ちょっ、白しら塚つかくん？　な、何なの、この髑どく髏ろ！」

「──見ると聞くとは大おお違ちが……って。え？　新あら井いさんにも見えてるんですか？」

　ぐいぐい袖そでを引ひっ張ぱられ、すくみ上がっていた僕は思わずぽかんと口を開けた。と、その問いかけに、新井さんはうなずきながら傘かさを投げ捨て、そして僕を引き寄せた。

「あいにく、しっかり見えてるわよ」

「そう言えば、経ふみ島しま先輩から『何かのタイミングで顕けん在ざい化かするとターゲット以外にも見えるようになる』って聞きましたけど……」

「じゃあ、これが、白塚くんがずっと気にしてた──？　襲おそってきたりしないの？」

「え？　ええ、はい。『目め競くらべ』って言うんだそうです。基本的には視し線せんを向けるだけの妖よう怪かいなんですが、実体化する時には無数の髑髏の姿すがたになるんだとか。見つめてくるだけで、何もしてこないはずですから、安心してください。……たぶんですけど」

　目競のインパクトに怯おびえつつ、そして左手から伝わる新井さんの体温に緊きん張ちようしつつ、僕は経島先輩からの受け売りを語った。いやまあ緊張してる場合じゃないとは思うんですけど、女の子に密みつ着ちやくされたら照れるのが当然で、しかもそれが新井さんだったりすると──ああ──。

「ちょっと白塚くん！」

「へっ？」

「これ、凄すごい勢いきおいで増え続けてるわよ……！　あっと言う間に囲まれちゃったし、周りの景色も変わってるし！　ほ、ほんとに何もしてこないのよね？」

　ゆさゆさと腕うでと肩かたとを揺ゆさぶられ、飛びかけていた意い識しきが元に戻もどった。

　確たしかに新井さんの言うとおり、つい数秒前までは十個もなかった頭蓋骨は、今や確かく実じつに百を超えている。数が増えれば大きさの幅はばも広がるのか、ピンポン玉サイズの小さなものや、一ひと抱かかえはありそうな巨きよ大だいなやつまで出てきている始末。しかも、さっきまでの雨空や濡ぬれたアスファルトはいつの間にか姿を消しており、目に映るのは無む味み乾かん燥そうな灰はい色いろばかりだ。

　なるほど。この妖怪、確かに危き害がいは加えてこないけど──。

「見つめた相手を、別の空間に引っ張り込む力も持ってるみたいですね……」

「別の空間？　それって大変じゃない！　ちゃんと帰れるの？」

「え？　僕に聞かれても困こまり──いやっ、大だい丈じよう夫ぶです！」

　怯おびえる新あら井いさんを震ふるえた声で励はげましながら、僕はごくりと息を吞のんだ。経ふみ島しま先輩から聞いた話を思い出しながら、必死に呼こ吸きゆうを整える。落ち着け、逃にげるな、吞まれるな。目め競くらべは視し線せんで怯えさせるだけの妖よう怪かいなんだから、怖こわがっちゃ駄だ目めだ。

　そう自分に言い聞かせていると、ふと新井さんは手にしていた通学用スポーツバッグのポケットを開け、小さな何かを取り出した。長さは二十センチほど、色は渋しぶめの焦こげ茶ちや色いろ。どこかで見覚えのあるそれを、震える手がぐっと強く握にぎりしめた。

「ん？　新井さん、それは？」

「お守り。危あぶない目に遭あった時のためにって、貰もらったの。一回しか使えないんだけどね」

　思わず尋たずねた僕の声に、反はん射しや的てきに答える新井さん。……ってことは、つまり、それをくれたのが噂うわさの「あの人」なんですか？　でも、どう見てもそれは──その羽根は──あいつのものだよな。ということはですよ、新井さんの好きな相手って、もしかして……？

「って馬鹿か！　そんなことはあとで悩なやめばいいだろ僕！」

　何を考えてるんだ白しら塚つか真しん一いち。余よ計けいな詮せん索さくを始めそうになった思考回路に檄げきを飛ばすと、僕は新井さんへと向き直り、きっぱりと首を左右に振ふった。

「大事なお守り、こんなところで使っちゃ駄目ですよ」

「で、でも、この妖怪、どうするの？　いくら何もしないって言っても、このままじゃ……」

「任まかせてください」

　羽根を握っておろおろする新井さんにきっぱり言い切り、そして一歩前へと歩み出た。ほんとにあの方法でいいんですよね、信じてますよ、経島先輩。いもしない人に尋ねつつ、僕は「目競ってのは」と口を開いた。

「不安な気持ちに居い着つく妖怪なんだそうです。この二、三日、僕がずーっともやもやしてたおかげで、こいつはここまで育った。一いち応おう、撃げき退たい法ほうも教えてもらってたんですが、それがなかなか実行できなくて……。ですけど、さっき新井さんが一いつ喝かつしてくれたおかげで、なんか気は晴れました。ですから、もう大だい丈じよう夫ぶ」

「えっ？　大丈夫って何が？」

「目競を追おい払はらうのって、意外と簡かん単たんらしいんですよ」

　そう告げながら、地面を強く踏ふみしめた。目には見えないアスファルトの感かん触しよくが、スニーカーの裏うらから伝わり、僕の決意を補ほ強きようしてくれる。なるほど、異い空くう間かんかと思ったけど、これは単なる幻げん覚かくらしいな。そう安心しながら、僕は、深く大きく息を吸い、

「──要するに、怖がらずに見返してやればいいんです！」

　こちらを見み据すえる数十個、あるいは数百個の目玉をしっかり見返した。瞬しゆん間かん、無数の髑どく髏ろのギョロ目が放つ視線と、そこに籠こもった敵てき意いと悪あく意いが僕へとザクザク突つき刺ささり、ぐらりと一いつ瞬しゆん視し野やが揺ゆれた。うお！　こ、これは……意外と……効きく！

「ぐうっ……！」

　知らず知らずのうちに嚙かみ締しめていた歯の隙すき間まから、苦く渋じゆうの声が自然と漏もれた。こんなものに負けてたまるか！　そう気を引き締め、後こう退たいしそうな両足のカカトに力を籠こめたその時だ。

「白しら塚つかくん！　しっかりしなさいっ！」

「あ──はいっ！」

　新あら井いさんの声が凜りんと響ひびき、僕は反はん射しや的てきに背せ筋すじを伸のばして叫さけんでいた。と、それがきっかけになったのか、視し界かいを埋うめ尽つくしていた無数の髑どく髏ろが、ふわっと薄うすくかすれ始めた。

「消えてきた……？　行ける、行けるわよ、白塚くん！」

「はいっ！　新井さん、任まかせてください！」

　よしいいぞ、怖こわがるな、気け圧おされるな、腹を括くくって胸むねを張はれ！　自分に言い聞かせながら、僕は髑髏を見つめ続ける。勢いきおいがつけばこっちのもんだ。新井さんの声せい援えんを受けながら視し線せんを向けた先で、ギョロ目の頭ず蓋がい骨こつはどんどん面おも白しろいように消えていく。

　そして、数秒後。視界を埋め尽くしていた髑髏の群むれは、灰はい色いろの異い空くう間かんともども、綺き麗れいさっぱり消失していたのであった。

「よし！」

　何ごともなかったかのように佇たたずむ電柱を前に、力強くうなずく僕。いつの間にか晴れ上がっていた空の下で、経島先輩のけろりとしたあの声が、今さらのように甦よみがえった。

　──怖がるから図に乗るの。胸を張って堂どう々どうと見返してやりゃあっさり消えるわよ。

　なるほど、確たしかに仰おつしやる通りでした。ありがとうございましたと久々に先輩に感かん謝しやしていると、優やさしく肩かたを叩たたかれた。反はん射しや的てきに振ふり向むけば、新井さんが微笑ほほえんでいた。

「お疲つかれ様さま。助かったわ」

「いえいえ。巻まき込こんじゃってすみませんでした」

「え？　うーん、それはどうかしら。あの妖よう怪かい、不安な心に応おうじて増ふえるんでしょ？　だったら、急に実体化したのは私のせいもあるかなって」

「そんなことは──あるかも、ですね。新井さんも、もやもやしてたみたいですし」

　さっきのエンドレスな独り語りを思い出しながら答えれば、新井さんは恥はずかしげに苦笑した。ですよねー、とうなずこうとした時、目の前の手が一枚の羽根をしっかり握にぎっていることに気がついた。

　……うん。やっぱり、これはどう見ても……ねえ？

「あの、新井さん？　そのお守りって……奈な良ら山やまの羽根ですよね」

「え」

　神しん妙みような声で問いかけながら、僕は焦こげ茶ちや色いろの羽毛をじっと見つめた。

　去年の秋に一度貰もらったことがあるから間ま違ちがいない。これは確かく実じつに奈良山の──と言うか、実力派天てん狗ぐの是ぜ害がい坊ぼうの羽根だ。一回限かぎりで天狗の力が使える、なかなか便利なアイテムである。あの時は、イタチさんとの夜祭り見物のためにあっさり使っちゃったんだっけ。浴衣ゆかたのイタチさんは可愛かわいかったなあ……。

　とか何とか、そんなことを思い出しながら回答を待っていると、新あら井いさんの顔がいきなり真っ赤に染そめ上あげられた。いや、そこまで照れなくても！　と言うかそんな顔は初めて見ましたよ！　レアすぎる表情に思わず見入っていると、しっかり者として名高い生徒会副会長は、すーっと視し線せんを地面に向け、

「うん……」

　ほんの少しだけ、こくりと小さく小さくうなずいた。

　ということは噂うわさの彼はやっぱり奈な良ら山やまなんですかという驚おどろきと、わあ今の新井さん滅め茶ちや苦く茶ちや可愛いなあという感動とが、同時に心に湧わき上あがる。思わずスケッチブックを探さがしてしまった自分に心の底から呆あきれつつ、僕は考えを整理した。

　──奈良山はちょっと変わってはいるものの、落ち着きがあって意外と博はく識しきで腕うでっ節ぷしも強いという立りつ派ぱな奴やつだ。なので、新井さんが気に入るのもわからなくはない。思えば、この間の盗とう撮さつ事件の時には二人で協力してたわけだし、けっこう前から仲良くなってたのかも。まあ、それはいいことだけど……だとしたら、さっきの新井さんの独どく白はく、ちょっとおかしくないか？

「そっ、それじゃあ私はこれでっ！　送ってくれてありがとね！」

「はい？　いや、待ったあっ！」

　逃にげるように石いし段だんを駆かけ上あがった後うしろ姿すがたを、僕は思わず呼よび止とめた。ものすごいオーバーにびくっと震ふるえて静止した新井さんの背せ中なかに近づきながら、僕は「待ってください」と繰くり返かえしながら、急ぎ足で石段を登り始めた。しかしこの人意外と速いな！　あと傘かさを忘わすれてます！

「待ってください！　新井さん、さっき、あの人の──と言うか、奈良山の気持ちがわかんないって言ってましたよね！　いつでも話は聞いてくれるけど、それはあいつが誰だれにでも優やさしいからだって！」

「い、言ッタカシラ、ソンナコト……？」

「なんでいきなり片かた言ことに！　はっきり言ってましたよ、だから不安になるんだって！　でも、でもそれ、違ちがいますよ？　あいつ、誰にでも優しくなんかないです。入学以来の付き合いですから、それくらいは知ってますよ」

　拾った傘を手て渡わたしつつ、なるべく落ち着いた口調で僕は語った。と、それを聞いたとたん、じりじり逃げようとしていた新井さんは、目を大きく見開いて静止した。

「……そうなの？」

「そうです。興きよう味みのない相手だったら、男だろうが女だろうがざっくり無む視しする男ですよ、奈良山は！　バレンタインの時、チョコを何個突つっ返かえしたか！　それに、いつでも話を聞くだなんてとんでもない！　電話には出ないしメールもまず返さない、天気が良いと絵を描かきに行き、天気が悪いと出てこない。良くも悪くも自由人、それが僕の知ってる奈良山善よし人ひとです」

　階かい段だんを駆け上がった勢いきおいでそう言い切ると、僕は大きく息を吸った。毎日ここを歩いていると、足が鍛きたえられるんだろうなあ。そんなことを思いながら呼こ吸きゆうを整えていると、数すう段だん上で立ち止まっていた新あら井いさんは僕を見下ろし「……ほんとに？」と口を開いた。

「ううん、白しら塚つかくん疑っても仕方ないけど──。でも、それが、どうしたの……？」

「ですからね。気持ちがわかんないとか言ってましたけど、奈な良ら山やまのやつ、新井さんのこと、かなり大事にしてることは間ま違ちがいないと──って、わーっ！　しっかり！」

　話の途と中ちゆうでいきなりぐらっと倒たおれてきた細身の体を、僕は慌あわてて受け止めた。大おお柄がらな人ではないけれど、完全に力が抜ぬけきっているので意外と重い。肩かた幅はばの小ささと柔やわらかさにちょっと感動しつつ、気を確たしかに、と声をかければ、放心状じよう態たいの副会長はこくこくと首を縦たてに振ふった。

「新井さん？　どうしたんですか急に？」

「え？　あっ、ごめんね、なんだかぽーっとしちゃって……」

　おぼつかない口調で謝あやまると、新井さんは照れた顔のまま体を起こした。やれやれ、どうやら回復したらしい。しかし、たまたま僕が下の段にいたからよかったけど、そうでなかったらえらいことになってたよなあ……。掌てのひらほどの幅に見える道路を見下ろしながら溜ため息いきを吐ついていると、ふと。抑おさえた声が僕の名前を静かに呼よんだ。

「──ね、白塚くん。今から時間あるかしら？」

「はい？　まあ、あとは帰るだけなんで、それはもう暇ひまですけど」

「そ、そうなんだ……。だったら、ちょっと寄っていかない？」

　そう言いながら新井さんは石段の上を指し示し「奈良山くんのこと、いろいろ聞かせてほしくて」と照れた声で言い足した。

　……なるほど、そういうお誘さそいですか。

　何にせよ、この人からのお招まねきが嬉うれしくないはずはないし、知ってる人──しかもかなり好きな人──同士が仲良くなる手伝いができるのは、これまた嬉しい。こういう誕生日もまた一いつ興きようかもね、と心の中で自じ嘲ちようしつつ、僕は深く頭を下げた。

「ありがとうございます。そんなに親しいわけじゃないですけど、僕でよければ」

「そうなの？　でも奈良山くん、この間送ってもらった時は白塚くんの話してたわよ」

　楽しげに笑うと、新井さんは石段を再ふたたび登り始めた。そうだったんですかと相あい槌づちを打ちつつ、そして幸せそうな横顔に見入りつつ、僕はその隣となりに並ならんで歩き出す。

「奈良山も新井さんちって来たことあるんですか？　いや、それ以前に、あいつって神社に入れるんでしたっけ？　イタチさんは無理なんですが」

「入れなくはないんだって。神職の人が近くにいると居い心地ごこち悪いって言ってたけどね」

「しんしょく？　ああ、神かん主ぬしさんとか巫女みこさんですか」

「その二つはだいぶ違ちがうわよ。神主は神様を祀まつる人、巫女は神様を降おろす人──じゃなくって、降ろされる人だから。『降ろす』ってわかるかしら？」

「取とり憑つかれるってことですよね。それが専門ってなんか寂さびしい気がするなあ」

　気楽な会話を交わしつつ、かつんかつんと段だんを登る。毎日ここを通うのは大変だよなあ。しみじみ同情していると、ふと新あら井いさんが僕の脇わきをこつんと突ついた。

「白しら塚つかくんも頑がん張ばってね」

「え？　頑張るって何をです？」

「クズリちゃんとのこと。もうウジウジしないって言ったでしょ？　──と言うかさ、お互たがい頑張ろうね。ほら、妖よう怪かいを好きになっちゃった者同士ってことで」

　そう言うと、新井さんはぎゅっと握にぎった拳こぶしを突つき出だした。

　──ああ、なるほど。それはいいですね。

　僕は「はい」ときっぱりうなずくと、同じように右手を握って差し出す。

　雨上がりの空に向かってそびえる鳥とり居いの下、新井さんと僕は、決意と、そして応おう援えんとを兼かねた拳を、軽く、それでいてしっかりとぶつけ合った。
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　新あら井いさんと拳こぶしをぶつけ合った日の（噓うそは言ってないと思う）翌よく日じつの放課後のこと。

　何はともあれ、あの人の前ではシャキッとすること。守れるかどうかは別として──というか、たぶん無理なんだけど──ともかく、ウジウジしたりはしないこと！　そのためにも、まずはきっぱり挨あい拶さつすること！　その、改めて考えると大して中身のない決意を脳のう裏りで何度も反はん芻すうしながら、拙つたない意気込みと少しの緊きん張ちようとともに足を踏ふみ入いれた美術室にて。

「やあイタチさんなんだか久しぶ──どうしたの？」

　挨拶もそこそこに、僕はきょとんとした顔で問いかけていた。

　一いつ瞬しゆん前まえまでの決意はどうしたんだという気はするものの、今のイタチさんを見たら誰だれだってそう尋たずねると思う。顔はなんだか妙みように上じよう気きしているし、両手を後ろに回しながら机の周りをうろうろしているのも謎なぞだ。誰かと話しているならともかく、経ふみ島しま先輩やフィルの姿すがたは見当たらない。一人で何をやってたんだろうか──と、そこまで考えた時だった。

　動物園の熊くまのように徘はい徊かいしていたイタチさんがふいに立ち止まったかと思うと、意を決したように僕をまっすぐ見み据すえたのだ。吸い込まれそうな双そう眸ぼうを向けられ、わけもわからず心臓が跳はねた。ああ、見み慣なれた穏おだやかな目もいいけど、決心モードの瞳ひとみもまた魅み力りよく的てきなのだなあ。そんな具合に感かん嘆たんの息を漏もらす僕へと、イタチさんはつかつかと歩み寄ってきたかと思うと、

「誕生日おめでとう、真しん一いちっ！　はい、これっ！」

　照れながら、そう言い切ったのだった。──って、え？

「そ、それはその……どうもありがとう」

　きっかり三秒沈ちん黙もくした後、僕はようやくそう告げた。

　いや、誰かが誕生日を祝ってくれるのは嬉うれしいし、それがイタチさんだったら喜びもひとしおどころか十七しおくらいあるのは言うまでもない。ないけれど、不ふ可か解かいな点がいくつかあるせいで、素す直なおに喝かつ采さいできないのだ。というわけで、僕は謎を解くべく、おずおずと口を開いた。

「えーと。僕、誕生日は昨日なんだけど」

「あ、うん、もちろん知ってるよ？　だけど、昨日は急に部長会が入っちゃったから……待ってようかと思ったんだけど、これ、やっぱり美術室で渡わたしたくて」

　わたわたと取とり繕つくろうイタチさんである。恥はずかしさのあまりに逸それそうになる視し線せんを、意い志しの力で必死に僕へと向け続けているその様は、それはもういじらしくて健気で可愛かわいくて胸むねにガンガン響ひびいているが──それはそれとして、ですね。

「あのさ、イタチさん。……『これ』って、何？」

　不快な気持ちにさせないよう、それでいて意味ははっきり伝わるように。ぎゅっと両手を握にぎって立ちつくす元妖よう怪かい少女を見つめたまま、僕はゆっくり問いかけた。

「何かくれようとしてるのはわかるし、それはすごく嬉しいよ。でも、目の前にあるのは──と言うか、いるのは、イタチさんだけなんだけど……」

　もしかして、貰もらっちゃっていいんでしょうか。

　と、抑おさえた口調で続けようとした瞬しゆん間かんだ。イタチさんの目がきょとんと丸くなったかと思うと、ただでさえ照れていた顔が一気にカーッと赤くなった。

「あ、あれ？　ちゃんと持ってたはずなのに──？　ちょ、ちょっと待ってね真しん一いち、ええと、一昨日おとといに受け取って、昨日渡わたせなくってカバンに入れて、今日もクラスで赫あか音ねと美み生うに見せたんだからなくなってるはずはないし、そもそもさっきまで持ってたんだよね、でも真一が急に来てびっくりして」

　さっきまでの固定ポーズが噓うそのように、イタチさんがじたばた困こん惑わくし始はじめた。どう口を挟はさんでいいのかわからないので黙だまり込こんでいると、今日の行動をリプレイしていた元妖よう怪かい少女は、ふいに「あ！」と叫さけんで窓まど際ぎわの机へと走り寄り、そして一秒後に帰ってきた。わあ早い。

「ごめんね真一、つい机に置いちゃってた！　はいっ、今度こそ！　どうぞっ！」

「わ。……あ、ありがとう、イタチさん」

　その剣けん幕まくに気け圧おされながらお礼を言うと、僕は力強く差し出された包みを受け取った。

　包ほう装そう紙しとリボンで丁てい寧ねいに包まれているので何かはわからないけど、長さはだいたい鉛筆くらいで、重さもだいたい鉛筆くらい。えーと、これ、開けていいのかな？　そう視し線せんで問えば、イタチさんはどことなく不安げにうなずき、そして苦笑しながら付け足した。

「喜んでもらえるといいんだけどね」

「イタチさんがくれたってだけで充分に嬉うれしいよ！　破かないようにしないと」

　ありがとう、と繰くり返かえしながら、僕はそれを近くの机にそっと置いた。包装紙を傷きずつけないように注意しながらリボンをほどき、包みをそっと開いていけば、その中から出てきたのは木製の細長い六角柱だった。両りよう端たんには控ひかえめな装そう飾しよくの銀の金具が付いている。

「鉛筆？　じゃなくてシャーペン……？」

「どっちも似にてるけどね。そのペン、『れっどほるだー』って言うらしいよ」

　どうやら筆記具らしきその道具をしげしげ見つめていると、イタチさんが横から覗のぞき込こんできた。すぐ隣に迫せまったその横顔に照れながら、僕は「レッドホルダー？」と問い返した。

「芯しんホルダーのこと？　芯が太いシャーペンみたいなあれだよね。製図用のは文ぶん房ぼう具ぐ屋やで見たことあるけど、あれはもっと細かったような……」

「いろんな種類があるみたいだよ。それは、鉛筆が好きな絵描きの人が持ち歩くのにちょうどいいタイプなんだって。ちょっと太めの芯が使えてね、先を削って調節できるんだよ」

「へー、削れるのはいいなあ。おー、そしてほんとに太い！」

　カチカチとノックしてみれば、確たしかに直径三ミリほどの芯が出てきた。持った感じも鉛筆と同じで指にしっくりきているし、金きん属ぞく筒とうが通ったボディはなかなか丈じよう夫ぶそうだ。思わずテンションを上げた僕を見て、イタチさんが楽しそうに微笑ほほえんだ。

「真一、鉛筆削けずるの好きだもんね」

「うん、あのカリカリした感かん触しよくが──って。それ、言ったことあったっけ？」

「見てればわかるよ」

　木もく軸じくの握にぎり心地ごこちを堪たん能のうしながら首を傾かしげれば、柔やわらかい笑みが返ってきた。そうか、そんな楽しげに削けずってたのか。自分ではわからないもんだなあと感心していると、ふいにイタチさんはほっと大きな溜ため息いきを吐ついた。

「良かった、喜んでくれて……。みんなに相談した甲か斐い、あったかな」

「みんなって？」

「みんなはみんなだよ。赫あか音ねに美み生うに御み崎さきに鱗りん、輝ひかるに照しよう平へい、アルマとライカ……。絵の道具にしようって決めてからは、善よし人ひととフィルにも話を聞いたし、それにニコにも」

「フルメンバーだなあ。しかしアルマとライカは同列なんだ──って、ニコ先生も？」

　それ以外の皆みなさんはいつもの顔ぶれではあるけど、あの童顔の画家さんはちょっと意外だった。だいたい、いつの間に相談してたんだ。きょとんと見つめた先で、優やさしい元妖よう怪かい少女はあっさりうなずき、そして自じ慢まんげに胸むねを張はった。

「そのペン、ニコが使ってるのと同じなんだよ。画材職人さんの手作りでね、すごーく軽くて持ちやすいんだって。普ふ通つうはお店に並ならばないのを、お願いして取り寄せたんだけど……間に合って良かった」

「え！　そ、そんな凄すごいものなんだ、これ……」

　本職仕様の特注品と聞いた瞬しゆん間かん、いきなり手の中の文ぶん房ぼう具ぐの重みが増ました。思わず息を止め、ペンを摑つかんだ手をそーっと開いてしまう僕である。そんな様子を楽しそうに見つめると、イタチさんは「それにね、ほら」と僕の手の中のペンを指さした。細い人差し指の示す先、木軸の側面を見つめれば、さりげなく彫ほり込こまれた二文字のアルファベットが目に入る。

「Ｓ・Ｓ……？　メーカーの名前か何かと思ってたけど、手作りの一品物なんだからそんなはずはないんだよね。ってことは、これ、もしかして──？」

「あたり。真しん一いちのイニシャルだよ。せっかくだから、彫ってもらっちゃった」

　まさかと思いつつ自分を指さす僕を見て、イタチさんはけろりとうなずいた。それを聞いたとたん、ペンの重みがさらに増す。軽くて持ちやすいってのが売りのはずなのに、今やそのメリットは露ろ骨こつに風前の灯火だ。その重みを深くありがたく嚙かみ締しめながら、僕は体を起こし、改めてイタチさんへと向き直った。思えば、まだ言うべきことをきちんと言っていない。

「──ありがとう。ほんとにありがとう、イタチさん」

　わーいありがとう超ちよう嬉うれしいよ大好きだ、と叫さけんで飛びつきたくなる衝しよう動どうを必死に抑おさえつつ、僕は笑顔でそう告げた。これだけのものを貰もらったからには、せめてしっかりお礼を言わないと。と、僕の視し線せんを受けたイタチさんは、なぜか一いつ瞬しゆん怯おびえた後、不思議そうに目を丸くした。

「うん、どういたしまして……。良い絵、描かけるといいね」

「頑がん張ばるよ！　──にしてもさ、なんでそんな身み構がまえてるの？」

「え？　だって、いつもの流れだと、そろそろ、『ぎゅー』って来る頃ころだからね……。さあ、いつでも来いって覚かく悟ごしてたのに、なかなかだから……ど、どうしたのかな、って」

　すぐ目の前、手を伸のばせば届とどく距きよ離りで、もじもじ佇たたずみながらイタチさんはそう告げた。赤い顔で語られるその言葉を聞いたとたん、自制の枷かせがすとんと外れる。え、いいの？

「なんだ、そういうことなら遠えん慮りよなく！　わーいありがとう超ちよう嬉うれしいよ大好きだあっ！」

「わ、いつもより動きが速──ひゃわあああっ！」

　気がつけば僕は全力でイタチさんに飛びついていた。びくんと震ふるえる細身の体たい軀くに両手を伸ばし、ぎゅうっと引き寄せ抱だき締しめれば、セーラー服越しに伝わる熱と心しん拍ぱく数すうが凄すごい勢いきおいで上じよう昇しようした。それが僕の鼓こ動どうをぐんと引き上げ、さらなる感動を呼よび起おこす。大好きな人がここに確たしかにいてくれる、その事実を五感でしっかり確かく認にんしながら、僕は思わず声を漏もらした。

「ああ、このふわりとした柔やわらかさ、そして引ひき締しまったしなやかさ！　やっぱりイタチさんは最高だよイタチさん！　くそ、僕は今学生服を着てることがもどかしい！」

「こっ、声に出して言わないでよ！　恥はずかしいからっ！」

「あ、ごめん。じゃあ黙だまってるね」

「……」

「……」

「……うーん。こ、これはこれで、凄く恥ずかしい……」

「そう？　僕は全然だけどなあ」

　腕うでの中で苦笑したイタチさんへ向き直り、僕はけろっと言い切った。そして「というわけでもういっちょ」と、自分の両手に力を籠こめようとした時だ。

　──がたん！

　黒板脇わきのドアの向こうの美術準じゆん備び室しつから、何かがひっくり返った音が響ひびいた。うわ、何だ何だ？　目の前の少女を抱きかかえたまま、僕は反はん射しや的てきにびくんと震ふるえて固まった。同時に、イタチさんは音おん源げんの方向へと顔だけを向け、「誰だれ？」とまっすぐ問いかける。

　と、ほどなくして、がちゃりと音がして準備室の戸が開き、

「……はい、お邪じや魔ましまーす」

　それはもう申もうし訳わけなさそうな声とともに、ジャージを羽は織おった小さな人が現れた。二つに分けて結わえた髪かみを揺ゆらしつつ、眼鏡越しの大きな瞳ひとみが居い心地ごこち悪そうに僕らを見み据すえている。

　なーんだ、誰かと思ったら。

「いたんですか、経ふみ島しま先輩」

「え、噓うそ、御み崎さきっ？　誰もいないと思ってたのに……！」

「用事があって外にいたもんでね、準備室の窓まどから入ってきたの。そんでいつもどおりに美術室インしようと思ったら二人の世界が始まってたから、お邪魔せず一次的に撤てつ退たいしようとしたんだけど……そこで窓まど枠わくに引ひっ掛かかって豪ごう快かいに転んだってわけ。だから私は悪くない！」

「事情はわかりましたけども。なんでそこで威い張ばるんですか」

「なんとなく。つーか白しろの字じ、イタチちゃん抱だきかかえたまま喋しやべりなさんな。そろそろ解かい放ほうしてやんなさいよ」

　大げさに肩かたをすくめると、経ふみ島しま先輩は呆あきれた視し線せんを僕らに向ける。同時に、イタチさんは僕の腕うでを慌あわてて払はらいのけ、すーっと距きよ離りをとってしまった。ありゃ残念。せっかくだからもう少しじっくりと堪たん能のうしたかったなあ──と、そう思った時だった。

「ん」

　しいんと染しみ入いるような違い和わ感かんが、唐とう突とつに僕らを包み込んだ。

　イタチさんと経島先輩の姿すがた、並ならんだ机や古びた床ゆかなど、目に映る光景は一いつ瞬しゆん前まえまでと全く同じなのだけど、それでも何かが明らかに違ちがう。その事実が本ほん能のうレベルでびりびり伝わってきて、僕は思わず唾つばを吞のんだ。

　この感かん触しよく、生まれてこのかた住すみ慣なれた世界から無む造ぞう作さにつまみ出され、無む菌きん室しつのシャーレの上で再さい現げんしたコピーの世界へほうり込まれてしまったような……とでも言うべきだろうか。イタチさんたちもおろおろしているところを見ると、この気味悪さを感じたのは僕だけじゃないらしい。ということはこれはやっぱり気のせいではなく──。

「真しん一いち！　あれ見て！」

　イタチさんの切せつ羽ぱ詰つまった叫さけび声ごえが、僕の思考スパイラルを無理やり止めた。震ふるえる細い指が指す先へと目を向ければ、教きよう壇だん前まえの空間がぐにゃりと波は紋もんのように歪ゆがんでいくのが見えた。

「……あの歪み、最近どこかで見たような気がしない、白の字？　具体的には、フィル坊が初変身した時とかに」

「残念ながら同感です、先輩」

「そんな……！　どうして、こんな日に……！」

　そろって後ずさる僕らの前で、中空に開いたレンズ状じようの穴あなから、黒い何かがずるりと滲にじみ出でてきた。影かげのような奇き妙みような体のそいつは、キジ類の山鳥を思わせる長い尾お羽ばねを音もなく広げると、そのまま空中に静止した。この容よう姿し、そして何よりこの威い圧あつ感かんは、やっぱりあいつに間ま違ちがいない。先月の末、フィルが変身して暴あばれた夜を思い出しつつ、僕はそいつを睨にらみつけた。

「またお前か！　今度は何の用だ、レインコート！」

「誰だれがレインコートか。私は鳴なき女めと名乗ったはずだ」

　逃にげ出だそうとする足を押おさえながら叫さけべば、冷え切った女性的な声で即そく答とうされた。ああ、そう言えばこないだ消える直前にそんなふうに名乗ってたっけ。今さら思い出した僕を真っ黒に落おち窪くぼんだ目で一いち瞥べつすると、そいつ──鳴女は、じりじりと身み構がまえていたイタチさんへと向き直り、見下すように冷たく言い放った。

「何のつもりだ、化ばけ鼬いたち？　妖よう力りよくの全てを奪うばわれて久しい今のお前は、もはや単なる人に等しい身。神しん域いきの結けつ界かいを操あやつるこの私と張はり合あえると、そう思っているなら大間違いだ」

　まるで、青い空を見て「今日はいい天気ですねー」と言うような、そんなどうってことないテンションで、鳴なき女めはそう言い切った。そのあっさりした宣せん告こくに、僕とイタチさんが顔を見合せて驚おどろいたのは言うまでもないが、経ふみ島しま先輩もかなりびっくりしたようで。

「イタチちゃんの妖よう力りよくがゼロで今やフツーのホモサピエンス……？　マジで？　いつから？」

「連休の前からです。にしてもレインコート──じゃなかった、鳴女！　なんでお前がそのことを知ってるんだ！　秘ひ密みつにしてたよね、イタチさん？」

「うん！　鱗りんと良りよう子こは知ってるはずだけど、でも──あっ！　も、もしかして、あたしの力を奪うばったのって──」

　まさか、と言いたげに歯は嚙がみしながら、イタチさんが鳴女を見み据すえる。と、わなわな震ふるえる瞳ひとみを向けられた漆しつ黒こくの鳥は、優ゆう雅がに翼つばさを広げて教きよう壇だんに降おり立たち、「ギ」と奇き妙みような声を漏もらした。

「いかにもあれは私の仕し業わざだ。人狼ワーウルフの時のように邪じや魔まをされるのはもう我が慢まんならないのでな。わざわざ放った機はた尋ひろが役立たずだったのは誤ご算さんだったが、ついでに顕けん現げんさせたあれが、これほど有用とは──全く、わからんものだ」

「……『あれ』？　じゃあ、そいつがイタチさんの力を」

「オッケー、ブラックバード。事情は大体わかったわ」

　僕の疑問を遮さえぎるように、経島先輩がぬっと前に進み出た。怪け訝げんそうに首を傾かしげる鳴女を前に、ジャージを羽は織おった上級生は、それはもう気さくに口を開いた。

「あのね、私は過去の話よりこれからの話のほうが好きなんだけどさ、今日は何の用？　まさか白しろの字じの誕生日祝いに来たってオチじゃなかろうし、イタチちゃんにトドメ刺さすならわざわざ降こう臨りんする必要もないかと思うんだけど、じゃあいったい」

「封ふう印いん石せきを寄よ越こせ」

　今度は経島先輩が割りこまれる番だった。ぽかんと口を開けた先輩と、その後ろで「封印石って？」「あたしもわかんないよ」とひそひそ話し合う僕らをじろりと睨ねめつけると、鳴女はふいに翼を広げて舞まい上あがった。

「わからんのなら教えよう。貴き様さまらが山中の祠ほこらより持ち帰った八や面つら王おうの封印石、私はあれが欲しいのだ。八面王は神かみ代よの昔の大だい妖よう怪かい、あれを解かい放ほうして暴あばれさせれば、十分な量の畏い怖ふが得られる。交こう換かん条件は貴様らの命の保ほ証しようでよかろう」

　ものすごく勝手な言い分を悪びれることなく口にする鳴女。相変わらずムカつく鳥だと呆あきれていると、経島先輩が「八面王……！」と悔くやしげに歯は嚙がみした。え、そこに食いつくの？

「そのヤツラオーってのは何なんです？　流れからすると妖怪の名前？」

「八つの面つらの王と書いて八面王。妖怪っつーよりは怪かい獣じゆうに近い大物で、あんなもんがリアルに顕現した日には、巨きよ大だいロボでも呼よばなきゃ勝てないと思う。ちなみに見た目は八本首のばかでかい蛇へびってのが定説ね」

「八つの頭の大きな蛇？　それ、聞いたことあるような……ヤマタノオロチだっけ」

　警けい戒かいを続けつつ、不ふ審しんそうに眉まゆをひそめるイタチさん。と、それを聞いた先輩は、「属ぞく性せい的てきには近いわね」とけろっとうなずいた。なんでこんなに動じないんだ、この人は。

「と言うか、たぶんどっちかが原型でどっちかが派は生せい品ひんなのよ。八や面つら王おうつったら、文ぶん献けん資し料りようには全然出てこないくせに、退たい治じされたとか封ふう印いんされたって伝説が東北から四国まで全国各地にさりげなく伝わってることで地味に有名なんだけど……。そっかー、合宿の時に漁あさったあれも八面王の封ふう印いん塚づかだったわけか。まだ見つかってないのがあったとはねえ。奥おくが深い」

「しみじみ感じ入ってる場合じゃないですよ先輩！」

「そ、そうだよ！　そんな凄すごいのが解かい放ほうされたりしたら──」

　ふむふむと考え込む先輩を、僕とイタチさんは両りよう脇わきから叱しつ咤たした。その話が本当なら、八面王ってのは今まで鳴なき女めが暴あばれさせようとした妖よう怪かいたち──鬼おにや狼おおかみモードのフィル──に比べても、数倍どころか数十倍ほどタチが悪い。かと言って「石は渡わたさない」と刃は向むかうにも、今の僕らは圧あつ倒とう的てきに戦力不足なわけで──。

　さあ、どうしたもんだろう？　僕は青ざめた顔をイタチさんと見合わせたが、経ふみ島しま先輩はけろりとした顔のまま一歩進み出ると、鳴女に向かって肩かたをすくめた。

「八面王の封印ってけっこー多いんだけど、私の持ってるアレだけが本物ってこと？」

「そんなことは知らん。私はただ、封印されたという由来さえあればいい。それさえあれば、一時的にせよ、顕けん現げんさせ、操あやつることは可か能のうだからな」

「ふーん。でもあいにく、今は持ってないのよね。取りに行ってもいいかしら」

「そうそう、取りに──って！　ちょ、ちょっと先輩！　あっさり渡しちゃうんですか！」

「私は面おも白しろいほうと自分の味方なの。この状じよう況きようで鬼でも呼よび出だされたらお終しまいだし、私はできれば死にたくないしー。というわけでレインコートさん、この部屋包んでるってバリア、いったん解かい除じよしてくんない？」

　驚おどろく僕らを尻しり目めに、経島先輩は両手を合わせて頭を下げた。わかりやすい懇こん願がんのポーズを前に、鳴女は数秒間黙だまり込こんでいたが、ややあってこくりと首を縦たてに振ふった。

「いいだろう。噓うそを吐ついているわけではなさそうだ」

「あら、意外とあっさり？　ビジネスライクな相手ってこれだから好きよ」

「何とでも言え。だが──念のため保ほ険けんを掛かけさせてもらう！」

　フランクに笑いかける先輩の前で、鳴女はふいに羽根を広げた。どういうことだ、と問いかける間もなく、鳥型だったその体は絡からまり合あった黒い染しみへと姿すがたを変えたかと思うと、いきなり僕に向かって押おし寄よせてきた。げ、これって、フィルを操った時の憑ひよう依いモード？

「ってことはこいつ、僕に取とり憑ついて人質に……！」

「真しん一いち！　下がってっ！」

「え、待ったイタチさ──うわあっ！」

　一いつ瞬しゆん固まってしまった僕の体を、細い腕うでが突つき飛とばした。不ふ意いを衝つかれ、無様に床ゆかに転がる僕。捻ひねった足首の痛いたみを無む視しし、僕は慌あわてて立ち上がる。とりあえず助かったようだけど──ああ、どうかそうでありませんように！　湧わき上あがる嫌いやな予感におののきつつ、一いつ瞬しゆん前まえまで立っていた場所へと目を向ければ、そこにいたのは──。

「ふむ。男に憑つくつもりだったが、予定が狂くるったな」

　──挙きよ動どうを試すように指をコキコキ動かす、栗くり色いろの髪かみにセーラー服の少女だった。その全身は、動き続ける文もん様ようにうねうねと彩いろどられており、強い意思に満ちていた眼まな差ざしは真冬の夜のように冷え切っている。ああ、くそ！　やっぱりか！

「お前、何やってるんだレインコート！　今すぐその体から……イタチさんから出ていけ！」

「ほう？　妖よう怪かい風ふ情ぜいには人質の価か値ちもないかと思っていたが、その反はん応のうを見る限かぎり、この化ばけ鼬いたちの体でも間に合うようだな。卑いやしい話ではあるが、こちらとしてはありがたい」

「何を一人でブツブツと！　聞いてるのか、すぐにイタチさんを──」

「八や面つら王おうの封ふう印いん石せきと引き替えだ」

　飛びかかることもできず、立たち尽つくしたまま叫さけぶ僕を、イタチさんに憑ひよう依いした鳴なき女めの宣せん告こくが遮さえぎった。同時に、その背はい後ごでぐにゃりと丸く空間が歪ゆがむ。またか、と先輩が舌した打うちした。

「今夜十二時、屋上にて待とう。わかっているだろうが、偽にせの封印石で騙だまそうなどとは考えないことだ。無論、仲間を呼よんだら化け鼬は死ぬ」

　あの優やさしかった声でそう僕らに告げながら、鳴女は一歩後こう退たいし、中空に穿うがたれた穴あなへと姿すがたを消した。そしてあっと言う間に穴は収しゆう束そくし、美術室を包んでいた静せい謐ひつで非人間的な空気もあっさり消える。同時にバリアも解かい除じよされたのだろう、校庭の運動部のかけ声が響ひびき始はじめた。

「イタチちゃん押おさえられたか！　適てき当とうに言いくるめて時間を稼かせぐつもりだったのに！」

　経ふみ島しま先輩が悔くやしげに吠ほえる。僕はそれに応おうじることなく、机の上に置きっぱなしだったレッドホルダーを手に取った。

「イタチさん──ごめん……！　僕が守るって、言ったはずなのに……！」

　食いしばった歯の隙すき間まから、絞しぼり出だすような声が静かに漏もれる。頭を抱かかえた先輩の唸うなり声ごえが響く美術室で、僕はただ、ペンを強く強く握にぎりしめていた。




　　　　＊＊＊




「馬鹿正直に来るとはな。しかもお前一人か？　あの眼鏡はどうした」

「経島先輩なら来ないよ。『君くん子し危あやうきに近寄らず、いわんや美少女においてをや』とか言ってたけど──そんなことはどうでもいいだろ」

　月と星と非ひ常じよう灯とうだけが照らす、真夜中の屋上。直径十センチほどの石のリングを手に、僕はセーラー服の少女と相対していた。セミロングの髪と引ひき締しまった肢し体たいは見み慣なれたものだけど、体全体をうねうねと覆おおう文様はあまりに異い様ようだ。

　──もうちょっとだけ待っててよ、イタチさん。

　胸むねポケットに刺さしたペンの重みを感じつつ、僕は手にした石輪を突つき出だした。

「欲しがってた封ふう印いん石せきは持ってきたぞ」

「……形けい状じよう、大きさ、刻きざまれた碑ひ文ぶん……。ふむ、本物なのは間ま違ちがいないようだな」

「あ、当たり前だろ！　だからとっととイタチさんを解かい放ほうしろ！　言っとくけど、石を先に寄越せってのは無しだからな！　お前がその体から出た後じゃないと僕は──」

「良いだろう」

「──絶ぜつ対たいに石を渡わたさないからそのつもりで……え。いいの？」

　存ぞん外がいにあっさりした返答に、ぽかんと目が丸くなる。先輩から叩たたき込こまれたばかりの交こう渉しようテクニックを思い出す作業を止め、間ま抜ぬけな顔で佇たたずむ僕を前に、鳴なき女めは小さく肩かたをすくめた。

「まどろっこしいやりとりは時間の無む駄だだ。こんな妖よう怪かい風ふ情ぜいに何の価か値ちがあるかは知らんが、返して欲しいなら受け取るがいい」

「お前、なんでいちいちそういう言い方を──っと危あぶないっ！」

　唐とう突とつに、無数の黒い染しみがずるりと目の前の少女から滲にじみ出でた。と、統とう率そつを失ったイタチさんの体が、危なっかしくぐらりとよろけた。ほんとにいきなり解放するのかよ！　予想の数倍スピーディーな展てん開かいに面食らいつつ、僕は石輪を投げ出してイタチさんへと駆かけ寄よった。倒たおれ込こむ体をどうにか両手で受け止めれば、セーラー服越しに暖かみと柔やわらかみがちゃんと伝わってきた。よし、とりあえず生きている！

「イタチさん！　無事だね？　何もされてないよね！」

「え？　あれ、真しんい──きゃわぁっ？」

　僕に支えられながら、イタチさんがぱちぱちと目を瞬またたいた。唐とう突とつに体の主しゆ導どう権けんを突っ返された違い和わ感かんのせいか顔色こそ優すぐれていないが、心身ともに無事っぽい。その事実に気付いた瞬しゆん間かん、僕は腕うでの中の少女を思いっきり抱だき締しめていた。

「ほんと、どうなるかと思ったよ！　ああっもう無事で良かった！　心底良かった！」

「ひゃっ──そ、そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、ちょっと強いよ……！」

　恥はずかしげにつぶやくイタチさんの体は、どんどん暖かみを増ましていく。それがあまりに嬉しくて手を離はなせないでいると（ちょっとだけ緩ゆるめました）、ふいに冷れい徹てつな声が耳に届とどいた。

「確たしかに石は頂いただき、鼬いたちは返した。これで交こう換かんは終了だな」

「え？　あ、ああ、そうだな、うんうん。確かに」

　いかんいかん、嬉しすぎてこいつのことを忘わすれてた。ハッと身み構がまえるイタチさんと並ならび立たちながら、屋上のど真ん中へと向き直れば、うねうねした触しよく手しゆで石輪を摑つかんでいた鳴女と目が合った。周りは真っ暗で、こいつ自身も真っ黒なのに、くっきり見えるのはどういう仕組みになってるんだか。心の隅すみでそんなことを思っていると、鳴女はふいに「ギ」と笑った。

「愚ぐ昧まいな小こ僧ぞうと知ってはいたが、まさか懸け想そうした妖怪のため、封印石を差し出すとは──いやはや、実に度どし難がたい馬鹿だな、貴き様さまは。この地この時この夜に、八や面つら王おうが顕けん現げんすれば、如何いかほどの被ひ害がいが出るか、考えなかったわけではなかろうに！」

「そ、そうだよ真しん一いち！　あれ、渡わたしちゃうなんて……！　何考えてるの！」

　ようやく自分と交こう換かんされたものの正体を思い出したのだろう、イタチさんが歯は嚙がみしながら声を荒あらげる。だが僕はその声には答えずに、嘲ちよう笑しようする黒い鳥へと向き直った。

「──なあ。そろそろ教えてくれないか。お前、一体何者で、要するに何がしたいんだ」

「今さらそれを聞いて何とする？　もはや私を止める手立ては残っていまい」

「だからだよ。わけわかんないまま終わるのは気持ち悪くて嫌いやなんだ。経ふみ島しま先輩にも、それくらいは聞く権けん利りがあるって言われたし、僕もそう思う。というわけでお願いします」

　非ひ常じように情なさけない一文を付け足しながら、僕は軽く頭を下げた。鳴なき女めは何も言わずに漆しつ黒こくの両目をこちらに向けていたが、ややあって「良かろう」と薄うすく笑った。

「ここで私が答えたところで、もはや妨さまたげになりそうもないのでな。ではまず、私が何者かとの問いだが──私は神であり、そして世界だ」

「……大だい丈じよう夫ぶか、お前」

　期待を五百四十度くらい裏うら切ぎったその回答に、思わず呆あきれた声が漏もれた。すぐ隣となりでイタチさんが反はん応のうに困こまっているところを見ると、どうやら僕と同じ感想を抱いだいたらしい。もしかして話が通じない相手だったのかと訝いぶかるように見み据すえた先で、自じ称しようゴッドアンドワールドなブラックバードは、大おお真面まじ目めに先を続けた。

「正せい確かくに言えば、『神』と呼よばれる概がい念ねんの一部であり、そしてこの世界の仕組みの一いつ環かんだ」

「正確に言われてもわかんないんだけど……。そもそも神って何？　本物の神様？」

「ある地ち域いきで彼ひ岸がんへの道が広がり、妖よう怪かいが増ふえ続つづけた果て──怪かい異いを畏い怖ふする心の総量が一定に達した際さいに降こう臨りんし、その一いつ帯たいを浄じよう化かする存そん在ざい。それこそが我らが御おん主ぬし、お前たちの言葉で言う『神』だ。そして、御主降臨に先立って顕現し、支し度たくを整えるのが、我ら先さき触ぶれの役目」

「え？　ちょ、ちょっと待った！」

　抽ちゆう象しよう的てきな話かと思ってぼーっとしてたら、どんどん重大情じよう報ほうが明かされてきた。しかも予想外にスケールがでかいぞ、おい！　八や面つら王おうの封ふう印いん石せきを弄もてあそびながら解説を続ける鳴女を、僕は慌あわてて制止すると、今の話を整理した。えーと、つまり、どっかのエリアに妖怪がある程てい度ど増えると、自動的にその御主だか神だかが、ドロンと出てくるってことなのか？　でも、そうだとしたら──鳴女の行動っておかしくないか？　使つかい慣なれない思考回路をぐるぐる回して悩なやんでいると、イタチさんが押おし殺ころしたような声を発した。

「今、『浄化』って言ったよね。……それって、何」

「御主の力を以もつて、その地に蔓延はびこった怪異と、それに関わった者の存在を無に帰すことで、この世をあるべき平和な姿すがたに戻もどす仕組のことだ。誰だれが呼んだか『大おお祓はらえ』。この国──いや、この世界で、ずっと前から何度も繰くり返かえされてきた現げん象しようだ。誰にも逃のがれる術すべはない」

　震ふるえながらの問いかけに、抑よく揚ようのない声が即そく答とうする。そのドライな宣せん告こくに、僕は言葉を失い、そしてイタチさんは蒼そう白はくな顔でつぶやいた。

「……もしかして、あたしが顕けん現げんした時、彼ひ岸がんへの道を広げたのがきっかけで……？」

「道を広げた？　馬鹿を言え、化ばけ鼬いたち風ふ情ぜいにそんな真似まねができるものか。怪かい異いの増ぞう加かと『大おお祓はらえ』は、数十年、数百年という長い周期で起こるもの。貴き様さまはたまたま、その末期に顕現しただけの、些さ末まつな妖よう怪かいの一体に過ぎん。もっと昔に顕現していれば、もう少し長生きできたろうに」

　イタチさんの言葉をあっさり否ひ定ていし、鳴なき女めはくつくつと嫌いやな声で笑った。その冷れい徹てつな笑い声に、かっと心が熱くなった。要するにこいつ、イタチさんを消すって言ってるんだよな。いや待てよ、「関わった者」ってことは、僕や先輩も抹まつ消しよう対たい象しように入ってる……？

「それだけじゃないぞ。滝たき沢ざわさんにライカに美み生うさん、鱗りんさんに稲いな葉ば先生、奈な良ら山やまにフィル……。それに、新あら井いさんや江え戸ど橋はしさん、ハルカや粂くめ神がみさんも、もしかしたら──！」

「……真しん一いち」

　親しい人達の顔を順に脳のう裏りに浮うかべていると、ぎゅっと右手が握にぎられた。誰だれの手かってことは見るまでもなくよくわかる。その温かみを心底愛いとおしく感じながら、そしてその震ふるえを癒いやしてあげられないことを全ぜん身しん全ぜん霊れいで悔くやみながら、僕は小さな左手を握り返した。大だい丈じよう夫ぶ、根こん拠きよは全然ないけど大丈夫。そう小声で繰くり返かえす僕へと、鳴女は黒い視し線せんを向けた。

「時に。天あまの逆ざ毎こを覚えているか」

「え？　それって確たしか、イタチさんが一回消えかけた時の……？」

　しかし、何でまたそんな懐なつかしい話を急に？　眉まゆをひそめながら答えれば、イタチさんが「文化祭前に倉そう庫こ棟とうに出た、あれだよね」と補ほ足そくした。うんうん、そうそう。

「鬼おにをどんどん吐はき出だしてた、鳥みたいな顔の妖怪だろ？　でも、それが」

「本来ならば。天逆毎が降こう臨りんした時点で、大祓は起こっているはずだった」

　どうしたって言うんだ。そう尋たずねようとした僕の声に、鳴女の溜ため息いきが被かぶさった。

　瞬しゆん間かん、僕の右手を摑つかんだ小さな左手がぶるっと震え、そして冷ひや汗あせがじわりと滲にじんだ。どういうことだと問うまでもなく、神の使いを名乗る鳥は、黒い翼つばさを物もの憂うげにすくめた。

「彼岸への道が広がり怪異が増ふえれば、やがて音の怪は自然と神迎えの支し度たくを始め、天逆毎を召しよう喚かんする。その地に根付いた天逆毎は、無数の鬼を放つことで畏い怖ふの心を増大させ、御おん主ぬし降臨のきっかけを生む。そして御主が大祓を行えば、怪異はそれにまつわる記き憶おくとともに一いつ掃そうされ、かくしてこの地に平へい穏おんが戻もどる──。本来は、こうあるべきだったのだ」

「あるべきだったって言われても……天逆毎と鬼は僕らが何とかしたんだから、それで」

「それが問題だったのだ！」

　思わず口を挟はさんだ僕を、冷え切った怒ど声せいが一いつ喝かつする。震え上がった僕を前に、鳴女はばさりと舞まい上あがると、僕の鼻先へ黒い嘴くちばしを突つきつけた。え、僕はなんで怒おこられてるんだ？

「ただ怯おびえていれば良かった貴様らが、緩ゆるい対たい応おうに乗り出したこと！　それが全ての元げん凶きようなのだ！　しかも、怪かい異いの恐きよう怖ふを広く説きながらの妖よう怪かい退たい治じであれば良かったものの、場当たり的な対たい処しよを繰くり返かえしながら怪異との共きよう存ぞんを進める始末！　おかげで、畏い怖ふの心は遅ち々ちとして増ふえず、いつになっても御おん主ぬしは降こう臨りんできず、大おお祓はらえが起こらない！」

「はい？　いやいや、ちょっと待て！　めちゃくちゃ理り不ふ尽じんなこと言ってるぞ、お前！」

「問答無用！　大祓の支し度たくのためにのみ顕けん現げんした我らにとって、今の状じよう況きようはまさしく生殺しなのだぞ！　邪じや魔まを排はい除じよしつつ怪異への恐おそれを誘ゆう発はつするため、白はく澤たくを手て頃ごろな男に憑つけてみたり、化け猫混まじりを唆そそのかしたりもしたが、それら全てをいなしおって……！」

　冷静に見えて意外と根に持つタイプなのか、ばさばさ羽ばたきながら鳴なき女めは僕らを叱しかり続つづける。ぎゃあぎゃあとうるさいその声に、僕は反はん射しや的てきに口を挟はさんでいた。

「待った！　今度こそ待った！　今のって、粂くめ神がみ先生と多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいのことだよな？　お前、フィルを暴あばれさせる前から動いてたのか……？」

「無論。粂神は私が、多々羅木のほうは私と同時に顕現した別の先さき触ぶれが、それぞれ嗾けしかけたものだ。ああ、ちなみに、粂神の下の娘をけしかけたのもこの私だぞ」

　しょうけらに化すとは思わなかったがな。そう言い足すと、まどかのことを思い出したのか、鳴女は奇き妙みような声で笑った。その人間味のない嬌きよう声せいに、ぞくっと背せ中なかと背せ筋すじが冷える。

「……お前、それでも神様の端はしくれか」

「御主の降臨を導みちびき、この世にあるべき平へい穏おんをもたらすのが我らの役目。そのために使えるものは全て使う、それだけのこと。何が悪い？」

「悪いって言うより、おかしいよ」

　木で鼻を括くくったような返答に、イタチさんの抑おさえた声が切り込んだ。不ふ快かいそうな目を向けた鳴女を前に、沈ちん黙もくしながら怒いかりを溜ため込こんでいたのか、心こころ優やさしい化ばけ鼬いたちの少女は凜りんとした声を張はり上あげる。

「神様だかなんだか知らないけど、平和にするために妖怪を暴あばれさせるだなんて……！　どう考えてもおかしいよ！　変だよ、間ま違ちがってるよ！　どうして自分で気付かないの？」

「そうだそうだ、イタチさんの言うとおり！　マッチポンプにも程ほどがあるぞ、お前！」

「五月蠅うるさい！　野や卑ひな獣けものが神の使いに抗あらがうな！　そして小こ僧ぞう！　貴き様さまがそもそも、この化け鼬を一目見た時、正しく恐れて拒きよ絶ぜつしていれば、こんな面めん倒どうなことにはならなかったのだ！」

「そんなことで怒おこられても！　つーか、イタチさんを拒絶するだなんて絶ぜつ対たい無理！」

「真しん一いち……！」

　相手が神だろうが宇宙人だろうが、できないもんはできないのだ。小さな左手をぎゅっと握にぎりしめながら僕は反論したが、鳴女はそれを見事に無む視しし、「話は終わりだ」と封ふう印いん石せきを差し上げた。

「ともあれ、礼は言っておこう。手て駒ごまとなる妖怪は全て使い果たしていたが、これがあれば必要以上の畏怖を得られるのは間ま違ちがいない。八や面つら王おうは古代の蛇へび神がみゆえ、容よう姿しが安定してはいまいが、私の力があれば一時的に形を与えることもできる。指をくわえながら、ゆっくり見物しているがいい」

「うそ、ここで解放するつもり……？　そんな、止めないと！」

「待った、イタチさん！」

　反はん射しや的てきに駆かけ出だそうとしたイタチさんの手を、僕は慌あわてて引き止めた。どうして、と責せめる視し線せんに耐たえながら見つめた先で、神の使いを名乗った鳥は、古代の大だい怪かい獣じゆうの眠ねむるリングを真上に掲かかげ、おごそかな声を張はり上あげた。

「──赤あか箇か鵝が知ちの眼まなこで八やつ界がいを睨ねめ、蘿こけと檜ひ榲すぎと背上そびらに生おいて、八や尾お八や谿たにに蔓はい延わたれる八やつ頭がしらの虵くちなわよ！　我、先さき触ぶれが鳴なき女めの言こと問といに応え、その大おお長たけを神かみ代よの巖いわ蔵くらより出いでし召めせ！」

　真夜中の屋上に、高らかに響ひびく八や面つら王おう復活の呪じゆ文もん。

　僕には四割くらいしか理解できなかったその長文は、鳴女の胴どう部ぶから伸のびた触しよく手しゆの支える封ふう印いん石せきへと染しみ入いっていく。そして二十秒が経けい過かし、僕に止められたままのイタチさんがごくりと息を吞のんだ、その時だ。

「なぜだ！　なぜ八面王が顕けん現げんしない！」

　それはもう唐とう突とつに鳴女がキレた。

「……え？」

　さすがにこの展てん開かいは予想外だったのだろう、身み構がまえていたイタチさんがぽかんと口を開けた。その手をぐっと引き寄せながら、僕が心の中で「計画通り！」と叫さけびをあげた瞬しゆん間かん。

　鳴女の差し上げていた封印石がボンと白く光って弾はじけ──小こ柄がらな少女に姿すがたを変えた。

　二つに結わえた髪かみが夜風に躍おどり、トレードマークの丸眼鏡が月の光を照り返す。馬鹿な、と息を吞む鳴女の触手を振ふりほどき、ハッと口を押おさえるイタチさんに向かって楽しげに笑いかけながら、僕らの前に降おり立たったその姿は、

「逆ぎやく転てんッ！　経ふみ島しま御み崎さき只ただ今いま参さん上じよう！」

　我らが美術部最上級生にして、たまに頼たよれる妖よう怪かい博士、経島先輩その人だった。

　お疲つかれ様さまです、と苦笑すれば、先輩は親指を立てた拳こぶしを僕に突つきつけて自じ慢まんげに微笑ほほえむ。その見み慣なれた笑顔を前に、イタチさんはきょとんと目を丸くして、僕と先輩を見比べた。

「み、御崎？　御崎だよね、どう見ても……。え、でも、今どうやって？」

「──そうか、そういうことか、眼鏡の小娘！　姿が見えないと思ったら──貴き様さま」

「ビンゴよ！　ミセス・ブラックバード！」

　悔くやしげに割り込んできた鳴女の声に、経島先輩がうなずいた。羽は織おったジャージを優ゆう雅がにはためかせながら、先輩は芝しば居いがかったステップで怒いかりに燃える鳥へと振ふり返かえった。
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「狸たぬき特製の化ばけの皮かわ衣ごろもで、封印石に化けてたってわけ。変身対たい象しようを熟じゆく知ちしてないと使えない皮衣だけどね、封印石はここんとこずーっといじくりまわしてたブツだから、形も重さもばっちり頭に入ってる。いやしかし、予想外にころっと騙だまされてくれて助かったわー。興きよう味み深ぶかい話もいろいろ聞けたしね。いやほんと勉強になりました」

「巫山戯ふざけるなあッ！　こちらは真しん剣けんなのだ、茶番もいい加か減げんにしろ！　言え！　本物の封ふう印いん石せきはどこへやった！」

「あいにくこっちは真剣に茶番やってんのよね！　八や面つら王おうの眠る石輪は、あんたの知らない場所へ再ふたたび封印させてもらったわ。てなわけで、御苦労様でした」

　上品な声でそう告げると、先輩はうやうやしく頭を下げた。その小さな後うしろ姿すがたを見ながら、イタチさんと僕とが「これ、誰だれの作戦？」「経ふみ島しま先輩」「やっぱり」などとささやき合っていると、ふいに鳴なき女めが押おし殺ころしたような怒ど声せいを発した。

「やってくれたな、小娘……！　神の使いを謀たばかるとは──」

「うるせえ黙だまれホラ吹きの馬鹿ドリが！　何が神だ、女の子人質にして怪かい獣じゆう暴あばれさせようとする神様がどこにいる！　あんたなんか神じゃなくて下しもよ下！　この下げの下の下！　夜の墓はか場ばで運動会しろ！」

　怒いかり狂くるう神の使いを前に一歩も退ひかないどころか、中指を突つき立たててまくし立てる経島先輩である。まあ、ずっと石に変身してて喋しやべれなかったから、さぞフラストレーション溜たまってるんだろうなーとは思いますけどね。

「ね、御み崎さき？　……その、わざわざ怒おこらせなくてもいいんじゃないかな」

「そうそう。つーか先輩、あいつ結局何なんです？　神様の類じゃないんですか？」

「そこを突つっ込こむと『神って何じゃい』って話になるんだけどね、少なくとも神社や神かみ棚だなに手を合わせる時に想定される存そん在ざいとは別物でしょ。混沌カオスを嫌きらって秩序コスモスを望む心が生んだ、いわば妖よう怪かいの対つい概がい念ねんってところがせいぜいね。おわかり？　ウアカリ？」

「え？　えーと、だいたい……六割くらいは」

「僕は四割くらいしかわかりませんでした」

　けろっと言い放たれた解説に、僕らは顔を見合わせた。とりあえず、コスモスってのは秋の花のことじゃないのはわかるんだけど、それ以上がさっぱりだ。あとウアカリ（南米に生息するオマキザルの一種。小さくて赤い）はこの際さい関係ないですよね、たぶん。うーむと悩なやんでいると、ふいに先輩は僕とイタチさんをちらっと見つめ、そして鳴なき女めを睨にらみつけた。

「鳥さん。あんたさっき、白しろの字じがイタチちゃんに出会った時、おとなしく怖こわがってれば良かったんだって言ったわよね？」

「む？　ああ、確たしかにそう言ったが──」

「よし、オッケー。そう断だん言げんした時点で私はあんたを神様一いつ派ぱとは認みとめない」

　鳴女の言葉に割り込むように、経ふみ島しま先輩が言いきった。何だと、と不ふ快かいそうに唸うなった神の使いへ、美術部の誇ほこる妖怪博士の小さな人差し指が、まっすぐズバッと突つきつけられる。

「ちゃんと口を利きいた初対面の相手を、わけもわからず拒きよ絶ぜつしろって？　馬鹿言ってんじゃないわよ！　仮かりにも神を名乗るなら、まず隣りん人じんを愛させるのが筋すじでしょうが！」

「そ、それは宗しゆう旨しが違ちが──いや！　そもそも、その化ばけ鼬いたちは人でなく妖怪なのだぞ！」

「だからどうした！　こっちの『人』の定義はね、あいにくあんたらより広いのよ！　そう言いい張はる以上、私たちはあんたを神様だなんて思わないし、言うこと聞くつもりもないからね！　そういうことでいいわね、二人とも！」

「へっ？　えーと……はい、そうですね」

「あ……。う、うん！」

　いきなり話を振ふられた僕は、思わずイタチさんと顔を見合わせ、そしておずおずとうなずいた。まあ、この鳥が何であれ、イタチさんやその他の妖怪の皆みなさんを消すとか言ってる以上、従したがうわけにはいかないしな、うん。そう納なつ得とくしながら、僕は鳴女へ向き直った。裏うらをかかれた怒いかりのせいか、黒い体を陽炎かげろうのようにユラユラ歪ゆがませながら、神の使いを名乗る鳥は「そうか」と静かに口を開いた。

「……あくまで逆さからうか。この罪つみは重いぞ、貴き様さまら！」

「だったらどうするっての？　あんたの手札は異い空くう間かんホールの開閉と部へ屋やの出入りを禁じるバリア、あとは憑ひよう依い能のう力りよくくらいでしょ？　戦せん闘とう向きなのは憑依くらいしかなさそうだけど──ま、取とり憑つきたいならお好きにどうぞ」

　大きく翼つばさを広げる鳴女を前に、先輩はニタリと笑って肩かたをすくめた。何のつもりだ、と不ふ審しんそうに鳴女が漏もらした声に、先輩は「ただし！」と指を立てて左右に振った。

「この場にいる三人、みんな均きん等とうに腕うでっ節ぷしが弱いってことはお忘わすれなく？　私はもちろん、白しろの字じも格かく闘とうセンスはからっきしだし、イタチちゃんも今やフツーの女子高生。誰だれに取とり憑ついたところで、残った二人に押おさえ込こまれるのがオチよ。さあ、それが嫌いやなら」

　と、そこでいったん言葉を句切ると、先輩はやれやれと首を振ふった。ぬ、と悔くやしげな声を漏もらした鳴なき女めへ、子供じみた人差し指が、ビッとまっすぐ突つきつけられる。

「今すぐに！　尻尾しつぽを巻まいて消えなさい！」

　深夜の屋上に響ひびき渡わたる勝利の宣せん告こく。鳴女は何も答えなかったが、その背はい後ごではすでに波は紋もん状じようの空間の穴あなが開きつつある。どうやら退たい散さんするらしいな、と確かく信しんするのと同時に、僕は思わず拳こぶしを握にぎりしめ、そしてイタチさんを抱だき寄よせていた。

「よーし、作戦成功！　やったねイタチさん！」

「凄すごいね、御み崎さき……。それに真しんい──きゃっ！　も、もう……！」

「いきなり何をやってんの、あんたらは。鳥さんが帰るまで待てんのか」

「だって嬉うれしいんだから仕方ないじゃないですか！　イタチさんは無事だったし、封ふう印いん石せきもとりあえずは守れたし！　わーい！」

　それはもう無む邪じや気きに喜びながら、僕はイタチさんを抱だき締しめる手に力を籠こめた。腕の中の少女は一いつ瞬しゆんがちんと硬こう直ちよくしたが、すぐにこくりと小さくうなずき、僕へと寄より添そってきてくれる。恥はずかしいのか、視し線せんは逸それたままだったけど、その温もりは今の僕には何よりも──。

「──誰が、このまま帰ると言った」

　怒いかりの沸ふつ点てんを通り越し、逆ぎやくに冷え切ったような声が、ふいに僕らの耳へ届とどいた。

　その静かな宣せん言げんに釣つられて視線を向けた先では、その場に佇たたずんだままの鳴女が、体から生えた触しよく手しゆを空間の穴へと伸のばしていた。あれ、逃にげるんじゃないのか？　イタチさんを抱きかかえたまま訝いぶかるように見つめていると、鳴女の触手は何やら妙みようなものを摑つかんで戻もどってきた。掌てのひらサイズの硬こう質しつの体に、節ふしくれ立だった六本の足。ハサミのように大きな顎あごを持つそれは、ここから見る限かぎりは、どう見ても──。

「……クワガタ？　まさか、そいつと交こう換かんで今度こそ封印石渡わたせってんじゃなかろうな」

「いやいや。その取引に乗っかるのは小学生男子くらいのもんだと思いますよ、先輩」

　不ふ可か解かいそうにつぶやいた経ふみ島しま先輩に、僕はぼそりと突っ込んだ。しかし鳴女は本気で何を考えてるんだ。鬼おにでも召しよう喚かんするならともかく、あんな小さな虫でいったい何ができると？　そう首を捻ひねったのと同時に、イタチさんが僕の腕を振りほどいて身み構がまえた。

「気を付けて！　あの虫、見た目と違ちがって物もの凄すごい妖よう気き──って、あれ？　この気配……」

「え、急にどうしたのイタチさん？　あいつの妖気に覚えがあるとか？」

「覚えがあるって言うよりも──うそ？　もしかしてあの虫の、あたしの……？」

　クワガタもどきを凝ぎよう視ししながら、イタチさんが眉まゆをひそめる。と、その不安げな問いかけをしっかり聞きつけたのか、鳴女は「いかにも！」と叫さけびをあげた。

「この髪かみ截きり虫むしこそ、貴き様さまの力を根こそぎ奪うばった犯はん人にんだ。狙ねらった相手の髪かみの毛の先を切り取ることで、妖よう力りよくを根こそぎ奪うばって蓄たくわえるのがこいつの特性」

　強い調子でそう言うと、鳴なき女めはじたばた動く小さな虫を掲かかげて見せた。そう聞くと大たい層そうな虫に見えてくるから不思議なもんだな。そんなことを思いつつ、僕は経ふみ島しま先輩の肩かたをちょんちょんと突つついて問いかけた。

「あのカミキリムシっての、冬に出た『髪かみ切きり』って妖よう怪かいの親しん戚せきか何かですか？」

「まあ、手口こそ違ちがうけど、属ぞく性せい的てきにはおんなじね。堂どう々どうと襲おそいかかってざくざく切るのが髪切りなら、そっと髪の毛の先を切り取っていくのが髪截虫ってわけ」

「そっか……。機はた尋ひろから美み生うを助けようとした時に、あれに髪の毛切られてたんだ」

　先輩の解説を受け、イタチさんが悔くやしげにうなずいた。なるほど、そりゃあ妖よう術じゆつが使えないわけだ。しみじみ納なつ得とくしていると、ふと鳴女は髪截虫を自身の鼻先へと近づけ、笑った。

「眼鏡の小娘！　先に貴様の言ったとおり、確たしかに、我ら先さき触ぶれは、誰だれかに憑ひよう依いしなければ戦うこともままならない。だがな、貴様は一つ読み違えた」

　落ちくぼんだ虚うろのような視し線せんが、経島先輩をまっすぐ捉とらえる。先輩は「どういうことよ」と尋たずねようとしたが、それに先だって鳴女が大きく羽ばたいた。

「私が取とり憑つくことのできる相手は、人だけではない。いや、そもそも、実体の有無すら問いはしない。確たしかにそこに『ある』ものならば、私は何にでも憑けるのだ！」

　勝かち誇ほこってるのか、それとも開き直っただけなのか。高い声でそう叫さけぶと、鳴女は尖とがった嘴くちばしを大きく開き、触しよく手しゆでホールドしていた髪截虫に食らいついた。

　一連の行動の早はや技わざっぷりに呆あつ気けにとられる僕らの前で、妖力を充じゆう塡てんした奇き妙みような虫が、黒い鳥の口こう腔こうへと飲み込まれていく。ふいに嫌いやな予感が背せ中なかをバタバタ走り始めたのを感じながら見つめた先で、鳴女はその身をふいに歪いびつに揺ゆらがせたかと思うと、

「──そう。たとえばつまり、『化ばけ鼬いたちの妖力』にでも、な！」

　一いつ瞬しゆんの後。

　すらりとスレンダーな女子生徒へと姿すがたを変えていた。

　身長は僕より少し低いくらい、大きな瞳ひとみと形良く尖とがった鼻が人目を惹ひく。引ひき締しまった肢し体たいを見み慣なれたセーラー服に包み、頭の上には丸い耳。短めのスカートの裾すそからは、焦こげ茶ちや色いろの尻尾しつぽがふわりと躍おどっている。

　セミロングのはずの髪が腰こしのあたりまで伸のびていることと、全身にうねうねとした文もん様ようが浮うかび上あがってのたくり続けていること、そして全身に纏まとったフレアの色がガスコンロのような水色であることを除のぞけば、その姿は明らかに──。

「イタチさん……？」

「そ、そうだよね？　あれ、感じは違うけど、あたしだよね？　でも、どうして──」

「根こそぎ奪った妖力に無理矢理形を与えたら、本来の持ち主の姿になったってところでしょうね。ベタだけど、イタチちゃんシャドーとでも呼よぶべきかしら？　それともダークかブラックか、はたまたネガかイーヴィルか」

　じりじり後ずさりながらも、目の前の相手の呼び名を思案する経ふみ島しま先輩である。そのあまりに吞のん気きな悩なやみに呆あきれつつ、僕はぼそりとつぶやいた。

「……先輩。封ふう印いん石せきが手に入らないとわかれば、あの鳥はあっさり退たい却きやくするはずに違ちがいないって、自信満々に言いましたよね」

「いやまあ確たしかに言ったけどもさあ。ろくな作戦も思いつかなかった白しろの字じには言われたくねえなあと思う私であった」

「ちょ、ちょっと二人とも！　責せき任にん押おしつけ合あってる場合じゃないよ！」

　経島先輩と僕のやりとりに、イタチさんが割り込んできた。その単たん純じゆん明めい快かいな呼びかけに、僕らはきょとんと黙だまり込こむ。そりゃそうだ。納なつ得とくしながら顔を上げれば、体の調子を試すかのように指をゴキゴキ鳴らすシャドウイタチさん（仮か名めい）と目が合った。

「自分たちの術で倒たおされるのも一いつ興きようだろう。化ばけ鼬いたちの力、身を以もつて味わえ」

　ガスの炎ほのおを思わせるフレアを躍おどらせながら、シャドウだかダークだかのイタチさん──と言うか、めんどくさいので鳴なき女めって呼びます──が冷たく微笑ほほえむ。その嗜し虐ぎやく的てきな顔を見た瞬しゆん間かん、ぞくりと背せ中なかに悪お寒かんが走った。

　さっき、違うのは髪かみ型がたと文もん様ようだけって思ったけど、「表情」も加えないとな。そう考えながら身み構がまえた僕の前で、鳴女は指を立てた右手を持ち上げた。げ。その構えは、もしかして──。

「八や面つら王おうの封印石が手に入らないのは誤ご算さんだったがな。今日のところは、貴き様さまらを始末できればそれで良しとすることにしよう」

「いやいやいや！　仮かりにも神様のお使いが、それはあまりにも志こころざしが低くないかしら？　ね、ねえ白の字？」

「へっ？　あーはいはい、それは先輩の言うとおりですね！　うん、ここは上品に帰ったほうが絵になると思うなー、僕は。せっかく綺き麗れいなんだから」

「うるさい黙だまれ！」

　必死に取とり繕つくろう先輩と僕とを一いつ喝かつすると、イタチさんの力を得た鳴女は、右手を縦たてに振ふり抜ぬいた。指の軌き跡せきが空くうを裂さき、半月状の風の刃やいばが放たれる。余あまりにも見み慣なれたそのモーションを前に、僕は思わず悪あく態たいを吐ついた。

「くそっ！　やっぱり鎌かま鼬いたちか！」

「うわお！　自分に撃うたれて初めてわかるこの迫はく力りよく！」

「危あぶない、御み崎さき！　真しん一いちも避よけてっ！」

　反はん射しや的てきにその場を飛とび退のくのと同時に、イタチさんが先輩を抱かかえて真横に跳はねる。

　そして一瞬後、屋上の床ゆかに刻きざまれた痕こん跡せきの左右で、僕らは肝きもを冷やしていた。

　──とりあえず一発目は何とか避けられたけど、次は果たして上手くいくのかどうなのか。ばくばくと響ひびく心臓の鼓こ動どうを感じつつ、いつでも避よけられるよう呼こ吸きゆうを必死で整えていると、ふいに鳴なき女めが感かん嘆たんの声を漏もらした。

「ほう。様子見の一発とは言え、かすりもしないとは意外だったな」

「それ、あたしの術じゆつなんだから。自分のことは自分が一番知ってるよ！」

「そして！　それをずーっと見てきた僕も、イタチさんの動きの先は読めるんだ！」

　経ふみ島しま先輩を庇かばいつつイタチさんが叫さけび、僕はきっぱり後に続いた。と、その宣せん言げんを聞き、先輩が露ろ骨こつに身を退ひいた。

「うわあ。イタチちゃんはともかくとして白しろの字じがキモいです」

「ほっといてくださいよ！　避けられないよりマシでしょうが！」

　わざとらしく震ふるえる先輩に反論すると、僕は鳴女に向き直った。先輩が引くのもわからなくはないけれど、相手がイタチさんと同じ動きなら、ある程てい度ど先が読めるのは事実。

「さあ、何発でも打ってこい！　全部見切って避けてやる！」

　ロングヘアーのニセ妖よう怪かい少女を前に、僕は開き直ったようにそう叫んだ。




　　　　＊＊＊




「──とは言ったものの！　おわっ、攻こう撃げきを見切れるからと言って、わっ、勝てるわけじゃ、全然、ないんだよ──なうわああああっ！」

「そ、それは確たしかに、そう、なんだよ……ねっ！　ひゃっ、危あぶない！」

　深夜の屋上に次々と炸さく裂れつする青白い爆ばく炎えん。物ぶつ騒そう極まりないその飛び道具から必死に逃にげまどう僕らを前に、鳴女はふと攻撃の手を止め、薄うすく冷たい笑みを浮かべた。

「どうした？　何発でも打ってこいと言ったのはそっちだぞ」

「すみません、できれば取り消させてください……」

　ぜえぜえと荒あらい呼吸を繰くり返かえしながら、僕は大きく肩かたを落とした。

　鳴女の攻撃はイタチさんのモーションそのままで、しかも本物よりキレがないので、なんとか見切ることはできる。問題はそれを避けるための体力に限げん界かいがあり、それが意外と近いこと。そして何より、こっちから攻撃する手しゆ段だんが一つもないこと。あまりにも分が悪すぎる。

　今はまだ、鳴女が僕らをいたぶって楽しんでいるからいいけれど、もうちょっと疲つかれた時点で本気でトドメを刺さしにこられたら、恐おそらく逃のがれる術すべはない。

「さあ、どうしたもんかな……。このままじゃラチがあかないぞ」

「だよね……」

　思わず漏もらした独ひとり言ごとに、疲れた声が呼こ応おうした。それに釣つられて隣となりを見れば、僕ほどではないにせよ、息を荒げたイタチさんと目が合った。その後ろには、なぜか一人だけけろりとした顔の経島先輩の姿すがたもある。さてはこの人、僕らが逃げ回ってる間、どっかに隠かくれてやがったな。相変わらずの要よう領りようの良さに感心しつつ、僕は「先輩」と呼よびかけた。

「正直、手て詰づまりなんですけど」

「そのようね。誰だれか助けを呼べりゃと思って、隙すきを見て携けい帯たい使ってみたけど、見事に誰にも通じないし。しかも校内に逃にげることすらできないと来たもんだ。あいつ、屋上を例のバリアでくるんで、外がい界かいと遮しや断だんしてるみたいね。せっかく犬いぬ神がみコンビを待たい機きさせといたのに……！」

「え、赫あか音ねとライカ、来てくれてたんだ？　真しん一いちも知ってたの？」

「あ、うん。どうしようもなくなったら力業しかないって思って、一いち応おうスタンバイしてもらったんだけど……。そうだ、先輩！　いつもみたいに、なんか役に立つ手て頃ごろな妖よう怪かいとか不思議アイテムとか、たまたま持ち合わせてないですか？」

　具体的には太たい歳さいとか離り魂ごん香こうとか！　そう付け足しながら、期待を込めて尋たずねれば、「あったらとっくに使ってるわよ」と冷たい声が返ってきた。ああ、やっぱりそうですか……。思わず沈しずんだ僕を見つめ、先輩はジャージを羽は織おった肩かたをすくめて苦笑する。

「残念だけどね。今の手持ちアイテムは、この化ばけの皮かわ衣ごろもくらいのもんよ」

「ですよねー。だったら、それで城じよう壁へきとかに変身して、僕らを逃がしてくれたり」

「あのね、真一。その皮衣、よく知ってるものにしか変われないんだよ？」

「イタチちゃんの言うとおりです。つーかお前、私だけ置いて逃げるつもりかコラ」

　警けい戒かいを続けながらも顔を寄せ合い、ひそひそとささやき合う僕ら。そんな三人を、鳴なき女めはしばらく黙だまって見つめていたが──ややあって、「もういい」と口を開いた。

「この状じよう況きようでどんな手を打つのかと期待したが、何も策さくはないようだな。これ以上生いき恥はじをさらすのも辛つらかろう？　そろそろ、一思いに終わらせてやる」

「はい？　いやいやいや、別に辛いわけじゃないからね！　むしろもともと生き恥だらけの人生なので、どうかお気き遣づかいなく！　トドメ刺さすのはまだ早いと思います！」

　腕うでの周りに風を躍おどらせ始はじめた鳴女に向かって、僕はみっともなく訴うつたえた。と、その背せ中なかに、経ふみ島しま先輩の吟ぎん味みするような声が静かに届いた。

「──相手は一人、こっちは三人。追いつめられてるとは言え、その数字の差は変わりない。だったらさ、この状況で取るべき行動は……わかってるわよね、お二人さん？」

　イタチさんと僕とを見比べながら、抑おさえた声で語る先輩。いつになく真しん剣けんなその眼まな差ざしを見た瞬間、僕は──そしておそらくイタチさんも──経島先輩のメッセージを理解した。

　……そうですね。こうなった以上、もうそれしかないですね。

　顔を見合わせると、僕らは深く深くうなずきあい──

「すまんね白しろの字じ、なるべく死なないように祈ってるわ」

「ありがとうございます、経島先輩のことは忘わすれません」

「あたしが囮おとりになるから、二人はなんとか逃げて」

　──そして、同時に固まった。

　あれ、なんか予想してた展てん開かいと違ちがう？　一いつ瞬しゆん前まえまでの連帯感はどこへやら、僕らはきょとんと間ま抜ぬけな顔を見合わせる。その中で、真っ先に口を開いたのは、やはり経ふみ島しま先輩だった。

「おいこら白しろの字じ。なんで私が一人でアレを足止めせにゃならんのだ！」

「いや、それはこっちの台詞せりふですよ！　流れ的にそういうことかと思って、なんだかんだ言ってもやっぱ年上なんだなあと感動したのに！」

「馬鹿抜ぬかせ！　しかしイタチちゃんのいい人っぷりが改めて浮うき彫ぼりになったわね」

「確たしかに！　ああ、やっぱ大好きだ！」

「あ、ありがと、真しん一いち──じゃなくてっ！　駄だ目めだよ二人とも、みんな助からないと！」

　顔を少し赤らめながら、イタチさんが熱く語る。その発言内容の正しさに、お互たがいに相手を差し出そうとしていた僕と先輩とが、ハッと我に返って見つめ合ったのと同時に。

「もう茶番は充じゆう分ぶんだろう。そんなに一いつ緒しよがいいのなら、三人揃そろって死ねばいい」

　ものすごい勝手な言い分とともに、鳴女は両手をクロスして身み構がまえた。息を吞のむ僕らの視し線せんの先で、細い腕うでを取とり巻まくように、ヒュゴウと風が唸うなりをあげる。

　どうやらあいつ、今までとは桁けた違ちがいの鎌かま鼬いたちを放って、それで終わりにするつもりらしい。あのチャージっぷりから判はん断だんすると、右に跳とんでも左に跳はねても避よけきることはまず不ふ可か能のう。助かるためには、跳ね返すか受け止めるしかないけれど、そんなことができるくらいなら、とっくにやっているわけで──。

　と、そこまで考えるのに要した時間が、おおよそ零ゼロコンマ二秒。

　次の瞬しゆん間かん、僕は弾はじかれたように経島先輩の肩かたに手を掛かけていた。

「先輩！　脱ぬいで！」

「はあっ？　まさかあんたイタチちゃんは汚けがせないからって私で思いを遂とげようと」

「し、真一？　急にどうしちゃったの？」

「説明は後！　いいから早くっ！」

　驚おどろく二人の少女を前に、先輩の上着を摑つかんだまま必死に叫さけぶ僕。ああもうこの際さい仕方ない、とばかりにジャージを剝はぎ取とるのと同時に、冷たい宣せん告こくが耳に届とどいた。

「八や面つら王おうは残念だったが、貴き様さまらという邪じや魔ま者ものが消えれば、いずれ畏い怖ふの心は臨りん界かいを超え、御おん主ぬし降こう臨りんの時は来る。神と世界に抗あらがった罪つみを嚙かみ締しめながら、惨みじめたらしく死んでいけ！」

　溢あふれかえった殺意とともに、鳴なき女めが両りよう腕うでをバツを描えがくように振ふり抜ぬく。

　瞬間、一メートルはある巨きよ大だいな鎌鼬が二本、Ｘ字型にクロスしながら撃うち出だされた。ああくそ、どうか間に合ってくれ！　そう願う間にも二ふた筋すじの刃やいばは高速で迫せまり、程ほどなくして、僕ら三人が両りよう断だんされる音がざっくり響ひびいた──かと思いきや。

　──ガキィイイイイン。

　真夜中の屋上に轟とどろいたのは、白はく刃じん同士が激げき突とつしたかのような、鋭するどく激はげしい金きん属ぞく音おんだった。

「何、だと……」

　わけがわからないのだろう、切きり刻きざまれるはずだったターゲットたちを見み据すえ、鳴なき女めが混こん乱らんしきった声を漏もらす。

　黒い深しん淵えんをたたえた双そう眸ぼうが見つめる先では、こちらもいまいち状じよう況きようを理解し切れていないのか、セーラー服の少女が一人、刃は渡わたり一メートルほどの白はく刃じんの直刀を手に、ぽかんとした顔で立ちつくしていた。と、その傍かたわらに佇たたずんでいた、ジャージを羽は織おった──いや、今はＴシャツ姿すがたの眼鏡の少女は、訝いぶかるように目を細めると「その刀で鎌かま鼬いたちを弾はじいたってわけ？」と首を捻ひねった。

「何にせよ、助かったのはありがたいけど……。にしてもイタチちゃん、その得え物もの、いったいどっから出したの？　一いつ瞬しゆん前まえまではなかったわよね、確かく実じつに」

「そ、それが、よくわからないんだよね……。気がついたら目の前にあったから、とっさに摑つかんで構かまえただけで──」

　不ふ審しんそうに尋たずねられ、セーラー服の少女は困こまったように刀を見つめた。

　木目の細かい白木の柄つかに、反そりのない直線的な片かた刃はの刀身。シンプルで無む駄だのないそれを、大きな瞳ひとみがしげしげと眺ながめる。

「持った感じは、真しん一いちに手伝ってもらって実体化させた鎌鼬と似にてるんだけど、今のあたしには妖よう力りよくがないし、絵に描かいてる時間も……。あれ？　そう言えば、真一は……？」

「白しろの字じ？　ああっ、言われてみればいつの間にか姿が見えないでやがる！　さてはあの卑ひ怯きよう者もの、怖こわくなって一人だけ尻尾しつぽを巻まいて逃にげ」

「誰だれが卑怯者ですかっ！」

　肩かたをすくめる先輩の言葉を遮さえぎるように、僕は慌あわてて口を挟はさんだ。

　と、そのとたん、経ふみ島しま先輩とイタチさんはぎょっと顔を見合わせたかと思うと、

「……御み崎さき？　今の声──聞いた？」

「聞いた。驚おどろいたような納なつ得とくしたような」

　恐おそる恐おそるといった感じで、僕へ──つまり、イタチさんの手に収おさまった一ひと振ふりの太刀たちへと──ゆっくり視し線せんを向けた。やれやれ、やっと気付いてくれたか。思わず「ふう」と溜ため息いきを漏もらせば、ただでさえ見開かれていたイタチさんの目がひときわ丸くなった。

「しっ、真一？　ええと、その──か、刀になっちゃったの？　でも、どうして──」

「化ばけの皮かわ衣ごろもね。自身が熟じゆく知ちした物体に変身できる、化ばけ狸だぬき仕込みの不思議アイテム」

　驚おどろきながらの問いかけに、経島先輩の的てき確かくな一声が割り込んだ。口も喉のどもないくせに「はい」と答える僕を、眼鏡越しの大きな瞳が興きよう味み深ぶかげにじっと見つめた。

「さんざんイタチちゃん専用の刀を描いてきた白の字にしてみりゃ、一いつ瞬しゆんで正せい確かくなイメージを想おもい描えがくのは簡かん単たんだったってことか。白しら塚つか真一転じて、白しら柄つかの真ま一いち文もん字じってわけね、なるへそ。銘めい刀とう真一とでも呼よびますか。見た目だけじゃなく強度も再さい現げんしてるあたり、さすがはナチュラルボーン絵え描かきねー。ナイス機転」

「ありがとうございます。とっさに思いついたんですけど、成功して良かった……ん？　どうしたんですか、先輩？」

「や、その見た目で白しろの字じの声だと間ま抜ぬけだなあと思って。ねえ、イタチちゃん」

「そうだよね、黙だまってれば格かつ好こういいのに──って、二人とも、なんでそんなに落ち着いてるの！　化ばけの皮かわ衣ごろもって、持ち主じゃない人が使うと、すごく痛いたいってキツネが言ってたけど……真しん一いち、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「あと、大事なものがなくなるって話もあったわね。いいの？」

「それは覚かく悟ごの上です経ふみ島しま先輩！　イタチさん以上に大事なものなんてありませんから！　拒きよ絶ぜつ反はん応のうだって全然平気──と言いたいところだけど……実はけっこう地味に痛い」

　握にぎる力を緩ゆるめながら問いかけるイタチさんに、僕は苦笑を交えて本音で答えた。ここでやせ我が慢まんを貫つらぬければ格好良かったのかも、と思ったものの、言ってしまってからではもう遅おそい。四、五人のレスラーに延えん々えんと関かん節せつ技わざを掛かけられ続けているような鈍どん痛つうの嵐あらしに耐たえながら、僕はなるべく明るい声を張はり上あげた。

「だからさ、イタチさん。なるべく早く終わらせてくれると嬉うれしいんだけど」

「……『終わらせる』？　それって──鳴女を倒たおす、ってこと？　その……真一で？」

「もちろん！　だって今、他に使える武器ってないよね？　さあ、気き兼がねなく！」

　不安そうにこちらを見下ろすイタチさんを、必死に促うながす僕、と言うか刀。武器に急かされる使い手ってのはなんだか間抜けな気もするが、せっかく変身したからには何とか役に立ちたいのだ。気を抜ぬくと元の姿すがたに戻ってしまいそうなので、その前に！

　というわけで「真一を振ふり回まわすのはさすがに」とか言いながら困こまるタチさんを頑がん張ばって説得していると、ふいに呆あきれた怒ど声せいな声が割り込んできた。

「そんな出来合いで私を下すと？　これはまた──随ずい分ぶんと舐なめられたものだなあッ！」

「え、いきなり鎌かま鼬いたち？　しかもさっきよりもう一つデカいっ！」

　ギュオンと迫せまる風かざ切きり音おんを前に、経島先輩が後ずさる。それを庇かばうように前に出たイタチさんは、すかさず刀を──つまり僕を──構かまえ直なおし、勢いきおいよく──。

「あ、そっか、これ真一だった！　ついとっさに使いそうに」

「手を止めないでイタチさん！　今の僕なら、あれくらい弾はじける！」

「ほ、ほんとに……？　でも」

「信じて！　言っただろ、イタチさんは──イタチさんは！　僕が！　守る！」

　出来る限かぎりの大声で叫さけんだその瞬しゆん間かん、柄つかを握る手にぐっと力が籠こめられた。

　指と掌てのひらを通じて、みなぎる決意を刀身へと伝えながら。

　イタチさんはその手の得え物ものを優ゆう雅がに構え、そして迷まようことなく振り抜いた。

　そして、一いつ瞬しゆんの後。今夜二度目の金きん属ぞく音おんがガキンと空むなしく響ひびき渡わたった屋上で。

「馬鹿な！　小こ僧ぞうの化けたナマクラの分ぶん際ざいで──私の全力を弾いただと……？」

「ナマクラなんかじゃない。あたしにはわかる。今の真しん一いちは、あなたの放つどんな術じゆつより、強くて固くて鋭するどいよ」
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　容よう姿しだけは瓜うり二ふたつな、セーラー服の二人の少女が対たい峙じしていた。

「大した自信だな！　だがな化ばけ鼬いたち、いくらその得え物ものが優すぐれていようと──妖よう力りよくの全てを奪うばわれた貴き様さまは、少々運動神しん経けいの良い小娘にすぎないことを忘わすれたか？」

「……忘れてなんかない。だけどね──やってみなくちゃ、わからないよ」

　怒いかりも露あらわに佇たたずむ鳴なき女めを前に、イタチさんは怯ひるむことなく刀を構かまえる。その落ち着いた吐と息いきに、僕はほっと安心した。しかし、イタチさんがやる気になった以上、今の僕にできることは特にない。なので意味もなく息を殺していると、ふと、静かな声が届とどいた。

「……ありがと、真一」

「へ？　何を急に」

「急じゃないよ。今、ちゃんと守ってくれて、ありがと」

「ああ、そのこと？　い、いえいえ、どういたしまして」

　不意打ちでの優やさしい言葉に、思わずどきんと心臓が跳はねた。いやまあ刀なので心臓も何もないんですけどね。そう自分で自分に突つっ込こみつつ、僕はぼそりとつぶやいた。

「でも、今の僕がそれを言うなって気はするよなあ……。守るどころか全く身動きできないんだから、摑つかまって叩たたき折おられたらそれで終わりだし」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　僕の漏もらした独ひとり言ごとに、きっぱりした声が割り込んだ。え、と思わずつぶやけば、イタチさんは切っ先をそっと持ち上げながら、「あたしも約束したからね」と微笑ほほえんだ。

「──真しん一いちのこと、ちゃんと守るって」

「イタチさん……！」

「よし若い！　そして甘あま酸ずっぱい！　ならば私は年長者としてそんな二人を見守ろう！」

　感動の余よ韻いんをぶちこわすように、元気な声が飛び込んできた。ああ、そう言えばこの人もいたんだっけか。呆あきれながら感覚を向けた先で、いつの間にか安全区く域いきへ避ひ難なんしていた先輩は「イタチちゃん！」と声を張はり上あげた。

「まともにやりあっちゃ駄だ目め、ネガでダークでシャドウでレインコートで先さき触ぶれな、そいつの髪かみの毛を狙ねらいなさい！　敵てきの体のベースが髪かみ截きり虫むしが奪うばった力だってんなら、同じ行こう為いをお返しすれば、取られた妖よう力りよくの全部は無理でもちょっとくらいは取とり戻もどせるはずよ！」

「あ。そっか──！　ありがとう御み崎さき、それさえ聞けば！」

「黙だまれ眼鏡、余よ計けいなことを！　あと、いい加か減げんに私の呼よび名なを統とう一いつしろ！」

「うるせえ黙れ格ゲー同キャラ対戦時の二Ｐカラー！　さあ、逆ぎやく襲しゆうタイムの始まりだ！」

　なぜか一番ハイテンションな先輩が中指を突つき立たて絶ぜつ叫きようする。その叫さけびを受け、イタチさんは体を沈しずみ込こませて床ゆかを蹴けった。

「行くよ、真一！」

「よし来た！　いやまあ今の僕は自分では何もできないんだけど」

「気の抜ぬけるやりとりをするなああッ！」

　大きなお世話だとしか言いようのない台詞せりふとともに、鳴なき女めは両手を突き出した。細長い指が次々と打ち鳴らされ、それに呼こ応おうして青白い炎ほのおがいくつも炸さく裂れつしたが──腹を括くくったイタチさんはそのどれよりも早かった。軽やかにコンクリートの床を駆かけながら、そして敵の攻こう撃げきを完全に見極めながら、流れるように刀を構かまえる元妖よう怪かい少女。業ごうを煮にやした鳴女が吠ほえる。

「ええいくそ、野や卑ひな妖怪風ふ情ぜいが──この私に近づくなあッ！　千切れろ！」

「それはもう効きかないよ！」

　ヤケクソ気味に放たれる無数の鎌かま鼬いたち。触ふれるもの全てを両りよう断だんするはずの風のギロチンは、だがしかし、イタチさんに振ふるわれた白はく刃じんによって全て空しく弾はじかれた。よし、我ながら良い仕事！　ジーンと体に響ひびく痛いたみを堪こらえつつ、ありもしない手でガッツポーズを決めるのと同時に、イタチさんはトンと軽やかに床を蹴った。

　スレンダーな肢し体たいが宙に舞まい、一いつ瞬しゆん、鳴女の視し界かいから消える。滅め茶ちや苦く茶ちやに術じゆつを撃うちまくっていた鳴女は、完全に不意を衝つかれたことに驚おどろきながらも身み構がまえたが──その反はん応のうはあまりに遅おそく、そして僕から見ても隙すきだらけだった。体表を流れる文もん様ようを、狼ろう狽ばいを示すかのように激はげしくうねらせながら、ロングヘアーの少女が叫ぶ。

「見失った？　くそ、この私を愚ぐ弄ろうするとは──！」

「遅おそいよ」

　短く鋭するどく告げながら、イタチさんが鳴なき女めの背はい後ごに降おり立たった。目の前の偽にせ者ものがハッと息を吞のむのを聞きながら、ふわりと躍おどる長い髪かみを目がけ、イタチさんは逆さか手てに構かまえ直なおした僕を、縦たて一いち文もん字じに振ふり下おろす。

　ぶつり。髪を断たち切きるざっくりした感かん触しよくが、刀身に響ひびく。

　そして、そのコンマ一秒後。力の奔ほん流りゆうが、いきなり僕へと暴あばれ込こんできた。

「ぐっ！　な、なんだこれ……！」

「あたしの妖よう力りよく！　ごめん真しん一いち、ちょっとだけ我が慢まんしてっ！」

　数万ボルトの電気を流されるような物もの凄すごい量のエネルギーが、刀身から柄つかへと伝わり、そして持ち手の掌てのひらへと流れ込んでいく。そして一いつ瞬しゆんの後、もはや怒いかりと焦あせりで言葉が出ないのだろう、ギリギリと歯を食いしばる鳴女の視し線せんの先には、

「──あたしの力、確たしかに返してもらったよ。これで形けい勢せい逆ぎやく転てんだね」

　直刀を手に凜りんと立つ、妖よう怪かい少女の姿すがたがあった。

　鮮あざやかなオレンジ色のフレアを身に纏まとい、スカートの裾すそからは毛け並なみも美しい尻尾しつぽがぴんと伸のびている。頭の上には丸い耳が二つぴょこんと並ならび、麦畑を思わせる栗くり色いろの髪は腰こしほどにまで長く──って、あれ？　なんか違い和わ感かんが。

「あの……イタチさん？　髪伸のびてない？」

「え？　あっ、ほんとだ！　どうしてだろう？」

　言われてようやく気がついたのか、わたわたと自分の姿を見回すイタチさん。僕にもさっぱりわからないので黙だまっていると、「髪かみ截きり虫むしのおかげでしょうね」と静かな声が届とどいた。

「あのクワガタは、髪から吸った妖力を単たん純じゆんに蓄たくわえるだけじゃなくて、熟じゆく成せいさせる妖怪でもあったってことでしょうね。今回限かぎりのスペシャル版ってとこだろうけど、別に心配しなくてもいいんじゃないの？　似に合あってるし」

「そ、そうかな……？　自分ではよくわからないんだけど──」

「そうだよっ！　めちゃくちゃ似合ってる！　ああ、いつものイタチさんも最高だけど、これはこれでどうかなるほど美しい……！　くはー！」

　耳と尻尾でおまけにロングのイタチさんの手に握にぎられながら、僕は思わず歓喜を叫んだ。感動と興こう奮ふんでありもしない胸むねがドーンと高鳴り、同時に、刀身がギラリと激はげしく輝かがやいた。その光景を前に、鳴女が「馬鹿な」と荒あらい息を吐はき出だした。髪の穂ほ先さきとともに妖力の大半を失ったせいだろう、大まかな形状は保たもっているものの、細部はかなり崩くずれており、ほとんど人間型のガスの塊かたまりみたいになっている。

「いきなり刃はの鋭するどさが増ましただと……？　どういう仕組みだ、それは──！」

「強いて言うならイタチさんの美しさに対する感動だ！　あと愛！」

　恐おそれと呆あきれの入り交じった視し線せんを向けられ、僕は反はん射しや的てきに叫さけび返かえした。それを聞いたイタチさんは顔を真っ赤にして黙だまり込こみ、先輩が「何の解説にもなってねえ」と聞こえるようにつぶやいた。ほっとけ、とふてくされていると、ふいに絞しぼり出だすような叫びが響ひびいた。

「おのれ、かような醜しゆう態たいを曝さらすとは……。だがな、御おん主ぬしを降こう臨りんさせ、大おお祓はらえを招まねくのが、私の、先さき触ぶれの役目！　かくなる上は、この身に代えても貴き様さまらは──貴様らだけは──！」

　崩くずれかけた足で体を支えながら、鳴なき女めが僕らを見み据すえて吠ほえる。取とり憑つく媒ばい体たいをごっそり奪うばわれると本体にもダメージがあるのだろう、その声はあまりに途と切ぎれ途と切ぎれで、敵てきとはいえ哀あわれになるほどだ。僕は思わず「ちょっと待て！」と声をかけていた。

「お前、その状じよう態たいでまだやる気なのか？　無茶だぞ、どう考えても！」

「そ、そうだよ！　どうしてそんなに自分の役目にこだわるの？」

「大祓の成功こそ私の役目にして存そん在ざい理由！　その為ためならば我が身など──」

　崩ほう壊かい寸すん前ぜんの体で絶ぜつ叫きようしながら、もはや効きくはずもない鎌かま鼬いたちをチャージし始める鳴女。その姿すがたを前に、イタチさんと僕は思わず言葉を失い、そして経ふみ島しま先輩は冷たい声でつぶやいた。

「救すくいようのない頭の固さね。自由意思の持もち腐ぐされにも程ほどがある。存在理由を逆さか手てに取って此し岸がんに居い座すわってる妖よう怪かいの皆みなさんを、ちょっとは見習ってみろってんだ」

「黙だまれ眼鏡！　そして、死ね──化ばけ鼬いたち！」

　喉のどを嗄からして唸うなりつつ、鳴女が強く床ゆかを蹴けった。もう鎌鼬を放つ力もないのか、腕うでに溜ためた風の刃やいばで直ちよく接せつ切りかかるつもりのようだ。くそ、結局こうなるのかよ！　正直、あんまり気乗りはしないけど、仕し掛かけて来るなら仕方ない。腹を括くくったその瞬しゆん間かん、経島先輩の声が届とどいた。

「憑ひよう依いを解とかれたら攻こう撃げきが通じなくなるけど、イタチちゃんの妖よう力りよくの残りに取り憑いている今ならまだ攻撃が通じるはず！　物ぶつ騒そうな神様呼よばれる前に、サクッとやっちゃいなさい！」

「はい、先輩！　──終わらせよう、イタチさん！」

　一いつ心しん不ふ乱らんに走り寄ってくる鳴女を前に、僕はそう呼びかけた。長い髪の妖怪少女は、それに無言でうなずきながら、僕を真横に構かまえ直なおして眼がん前ぜんに迫せまった相手を見つめ、

「終わるのは貴様らだ、この不信心者ものどもがああああああッ！」

「ああもう──！　この──分からず屋っ！」

　鳴女の振ふりかぶった鎌鼬もろとも、その体を両りよう断だんした。

　瞬しゆん間かん、密みつ度どの濃こいガスを突つっ切きったような、妙みような感かん触しよくが刀身に伝わる。

　これで──やったのか？　息を整えながら感覚を向けた先で、一瞬前まで人型を保たもっていたそいつは、黒くて細い文もん様ようへと、どんどん解けてほどけていく。イタチさんと僕とが神しん妙みような顔で見守る中、意固地だった神の使いは、妙に満足げな笑みを残し、消えた。




「お疲つかれ様さま、イタチさん」

「真しん一いちこそ」

　鳴なき女めの消しよう滅めつを見み届とどけた後の、静かになった屋上にて。

　返したばかりのジャージを羽は織おった先輩が床ゆかをぺたぺた撫なでる傍かたわらで、白しら塚つか真しん一いちに戻もどった僕は、イタチさんとハイタッチを交わしていた。ぱん、と響ひびく軽やかな音に、ほっと安あん堵どの笑みが漏もれる。やれやれ、何とか一件落着か。強こわ張ばった肩かたをごきごき回せば、鈍どん痛つうが全身にくまなく響き、僕は思わず悲鳴をもらした。

「あ痛いたたた……。こりゃ、絶ぜつ対たい明日も筋きん肉にく痛つうだな」

「ずっと変身してたんだもんね。ごめんね、振ふり回まわしちゃって。酔よわなかった？」

　気き遣づかうようにイタチさんが首を傾かしげる。その問いかけに、僕は「大だい丈じよう夫ぶ」と笑い返すと、改めて目の前の少女の姿すがたに見入った。こっちは変身を解いたけど、イタチさんは未だ長ちよう髪はつプラス耳と尻尾しつぽモードのまま。ああ、何度見ても泣きそうなほど絵になるなあ……！　もう何度目かわからない感動を嚙かみ締しめると、僕は「にしても」と問いかけた。

「なんで、まだその姿のままなの？　いつも、戦い終わると耳も尻尾も引っ込めてたのに」

「あ、うん。なんだか、もったいなくってね……」

　長い髪かみを夜風に躍おどらせながら、苦笑を浮うかべるイタチさん。え、どういうこと？　首を捻ひねった僕を前に、ようやく「元」の取れた妖よう怪かい少女は、恥はずかしげに視し線せんを逸そらした。

「今、元の姿に戻るとね、たぶん髪も短くなっちゃうんだよ。それって、もったいないかなって。だって……せ、せっかく、真一が──似に合あう、って言ってくれたから……」

　赤い顔を床に向け、もじもじと髪をこね回すイタチさん。その言動の可愛かわいさに、僕は一いつ瞬しゆん──いや、正確には三十五瞬ほど、言葉を失った。暴あばれ始はじめる心臓を必死になだめ、ごくりと息を飲み込むと、僕はぎこちなく口を開いた。

「あのさ、イタチさん。消える前に、ちょっとだけ──その、触さわっていいかな」

「え」

　その不ぶ躾しつけな問いかけに、イタチさんはきょとんと顔を上げて僕を見た。あー、今のはやっぱまずかったか？　僕は反はん射しや的てきに「ごめん、今の無し！」と叫さけびそうになったが、その瞬しゆん間かん、目の前の真っ赤な顔が、こくりと小さくうなずいた。いいの？

「せ、せっかくだからね……。でも！　ほんとに触るだけだよ！」

「もちろん！　わーいありがとう！」

　感動に任まかせてぎゅっとイタチさんを抱だき締しめながら、僕は長い髪へ手を伸のばした。ああ柔やわらかい！　さらさらときめの細かい手て触ざわりを堪たん能のうしていると、照れまくった声が耳に届とどく。

「こ、これは予想以上に恥はずかし──って、ひゃっ？　ちょっと真一、どこ触ってるの！」

「え？　だって触っていいって言ったから」

「いいって言ったのは髪の毛だけだよ！　尻尾は、ひゃあああ、だっ、駄だ目めだから！」

「じゃあ耳！」

「そ、そっちも駄目、意外と敏びん感かんなんだから──きゃ、ひゃああ──っ！」

　腕うでの中でわたわた悶もだえるイタチさんである。と、その緊きん張ちよう感かんのない悲鳴に、しゃがみこんで鑑かん識しきしていた経ふみ島しま先輩は「楽しそうね」と肩かたをすくめ、そして再ふたたび床ゆかを見下ろした。

「あの鳥さんの痕こん跡せきも破は片へんも見当たらないってことは、完全に消しよう滅めつしたっぽいわね。準じゆん備び役やくがいなくなっちゃった以上、大おお祓はらえってのはもう起きない……？　でも、あれだけ任にん務む遂すい行こうに拘こう泥でいする馬鹿が、万一自分が負けたらパーになるよーな計画なんか立てるかしら。そんな手を打ってきたってことは、負けるつもりがなかったか、もうそれしか手がなかったか。あるいは」

　顎あごに手を当てて熟じゆつ考こうしながら、先輩はゆっくり立ち上がった。ジャージの袖そでを夜風に揺ゆらしながら、妖よう怪かい博士が眉まゆをひそめて空を見上げる。

「──自分が欠けても問題なかった？　すでに盤ばん石じやくに近い状じよう態たいにまで状じよう況きようができあがっていたからこそ、八や面つら王おうで最後の駄だ目め押おしを目もく論ろんだ、とか……？　ま、今ここで悩なやんだところで答は出ないか。というわけで、あんたら、そろそろ帰るわよー！」

　大おお仰ぎように肩かたをすくめると、先輩は校内に通じるドアを手で示した。その呼よびかけに、僕とイタチさんは顔を見合わせると、はいはいとうなずきながら先輩の元へと駆かけ寄よっていく。

「お待たせしました、先輩。いやあ堪たん能のうした堪能した」

「も、ものすごく触さわられちゃった……」

　消え入りそうな声でつぶやきながら僕の後ろに続くイタチさんは、顔こそ赤いままだったけど、もう耳と尻尾しつぽは消えており、髪かみの長さもいつも通り。見み慣なれたこの姿すがたもやっぱりいいよな。極めて現金なことを考えつつ、僕は先輩に続いてドアをくぐろうとして──ふと、立ち止まって振り返った。

　──うん。思いがけないプレゼントに始まって、予想外に長い放課後だったけど。

「あれ？　どうしたの、真しん一いち？」

「いや、丸く収おさまって良かったなって」

「そうそう。途と中ちゆう経けい過かはともかくとして、終わりよければ全て良し」

　階かい段だんの蛍けい光こう灯とうを灯しながら、経島先輩がニッと微笑ほほえむ。

　確たしかに、それはそうですね。先輩に笑い返しながら、僕はようやく、滝たき沢ざわさんたちの待つ校舎に足を踏ふみ入いれたのだった。

「あー、疲つかれた。滝沢さん、ほんとにお待たせ──って、あれ？」

「赫あか音ね、寝ねちゃってるね。しかもライカまで一いつ緒しよに」

「ずいぶん待たせたから無理もないか。しかしまあ無む防ぼう備びな寝顔ねー。しかも寝ね相ぞう悪いし」

　階段でぐうぐう眠ねむりこけていた犬いぬ神がみコンビを前に、経島先輩が肩かたをすくめる。確たしかに寝相は悪かったけど……ええと、僕はお腹なかとか足とか見てないですからね、うん。ほんとほんと。

「……真一？　誰だれに弁べん解かいしてるの？」

「いや、なんとなく」




　　　　＊＊＊




　なお、その帰り道で、イタチさんから貰もらったプレゼントがなくなっていることに気付いた僕は、死ぬほど落ち込んだのだけど──ええと、それはまた別の物語、ということで。

「持ち主以外が皮かわ衣ごろも使うと、代だい償しように大事なものを失うんだっけ。でもまあ、覚かく悟ごの上だったんでしょ？」

「あれは別ですよ！　くあー！　まだ一度も使ってないのに！　どうしようライカ！」

「わんっ？　うー……わん、わんわん」

「ライカに泣きつくなよ、白しら塚つか。伊達だてさん、もう一本手配できないの？」

「う、うーん……。あれ、すごく忙いそがしい職人さんに、ニコから特別に頼たのんで作ってもらったものだからね。たぶん、かなり難むずかしいんじゃないかな……？」

「ああ、要するに無理なんだね。……ドンマイ、白塚」

「うー、わんわん」

「そうそう。終わりよければ全て良し」

「何の慰なぐさめにもなってないです先輩！　うわああああああああああああ！」

　深夜の街角で僕は泣いた。







[image: 補話　祭の支度　──或いは、先触の事]







「すいません、稲いな葉ば先生。よく理解できなかったので、もう一度言っていただけますか」

　校庭の運動部の声がかすかに届とどく、放課後の生徒会室。「生徒会長」のプレートが置かれた席で、眼鏡の男子生徒が押おし殺ころした声を発した。その隣となりでは、ファイルを手に話を聞いていた長ちよう髪はつの女子生徒が、困こまった顔で苦笑している。そんな二人を一いち瞥べつすると、紅あかいスーツの女性は「何度言っても同じですけどね」と手元の書類へ目を落とした。

「職員会議の決定を伝えます。生徒会長選挙の立りつ候こう補ほ者しやが公示期間中に現れなかった場合──実じつ際さい、現れていないわけですが──臨りん時じの措そ置ちとして、現会長・江え戸ど橋ばし照しよう平へいおよび副会長・新あら井い輝ひかるの任にん期きを二学期いっぱいまで延えん長ちようし、のんびり候補者を捜さがすこととします。以上」

「以上って！　何ですか、その適てき当とうな対たい策さくは！」

　生徒会顧こ問もんの稲葉の言葉に、江戸橋は呆あきれかえった声をあげ、会長の机の上で頭を抱かかえた。ああ、と唸うなる学生服のその背せ中なかに、「何をそんなに嘆なげくのですか」と気楽な声が届とどく。

「信しん頼らいされた証しよう拠こですわよ？　どの先生も、江戸橋と新井なら何とかするだろうと」

「なんで丸投げなんですか！　そりゃ俺だって嫌いやじゃないですけど、受験もありますし」

「それを気にする先生もいましたが、ご心配なく。今の貴方あなたたちの成績なら志望校は充じゆう分ぶんに合格圏けん内ない、なんなら彼らは三月まででも働きます。そう太たい鼓こ判ばんを押おしておきました」

「勝手に押さないでくださいよ……」

　疲つかれ切きった声が、三人しかいない部へ屋やに空しく響ひびく。やがて江戸橋は大きな溜ため息いきを吐つくと、隣となりに立つ副会長に向かって「新井、お前も何か言ってくれ」と顔を上げ、

「新井？」

　不ふ可か解かいそうに目を細めた。いつも明るく応おうじてくれる中学以来の友人が、焦しよう点てんの合っていない視し線せんを中空のどこかに向けたまま、ぽかんと放心していたのだ。小さく開いた口元からは、人間にはまず聞き取れないほどのか細い声が、ぼそりぼそりと漏もれていた。

「……鳴なき女め雉きぎしの潰ついえども、我、既すでに依より代しろの身に降おり得えたり。控ひかえし残りの先さき触ぶれどもよ、天あめ夷ひな鳥どり、武たけ夷ひな鳥どり、鶺鴒にはくなぶり、鵠くぐい、八や咫たの烏からす、長なが鳴なき鶏どりよ。大おお祓はらえの日は近う迫せまれり。巫女みこの五体に我の浸しみ入いるその日まで、我の真まことに目覚めしその夜まで、ゆめゆめ支し度たくを怠おこたるなかれ……」

「おい、新井？　どうした？」

「ふわっ！　……あれ、江戸橋？　どしたの？」

　軽く揺ゆらされたショックで意い識しきが覚かく醒せいしたのか、新井は大きく目を見開いた。きょとんと自分を見返す間ま抜ぬけな顔に、江戸橋は「それはこっちの台詞せりふだ」と肩をすくめた。

「お前、最近、呆ほうけてることが多いような気がするぞ。ですよね、先生？」

「……確たしかに。例の悩なやみとはまた様子が違ちがうようですが、そちらは何か進しん展てんが──」

「せっ、先生、その話はここではちょっと！　大だい丈じよう夫ぶよ江戸橋、私は今日も元気ですっ！」

　青白かった頰ほおを真っ赤に染そめ、新井は「さあお仕事お仕事」と慌あわてて自分の席へ向かう。その背中を前に、会長と顧こ問もんは二人揃そろって眉まゆをひそめ、そして顔を見合わせたのだった。







　あとがき




　この作品はフィクションですが、登場する妖よう怪かいの設せつ定ていは実じつ在ざいする伝でん承しように基もとづいてます。この巻だと、第二話の副題になってるあいつなんかは、実じつ際さいの民話のまんまです。ああいうわけのわからないインパクトに満ちた妖怪をこれからも大事にしていきたいですね。




　というわけでお久しぶりです、峰みね守もりです。信じられないことに『ほうかご百物語』も七巻目！　前回の六巻は真しん一いちの話がメインでしたが、今回は「真一とイタチさん」の話です。突とつ発ぱつ的てきな口く説どきき落おとしから始まった二人の妙みような関係も、出会いから一年近くを経へて、徐じよ々じよに変わってきたのかどうなのか。そして彼らを取とり巻まく友人知人の間でも、春を迎えていろいろ動きがあるのかないのか。さらには、三巻あたりから事件の陰かげに見みえ隠かくれしていた（覚えてます？）黒くろ幕まくっぽい存そん在ざいも、やっとこさ姿すがたを現すのか現さないのか！

　とまあ、第七巻はそんな感じでお送りします。もちろん妖怪も大物から小物まで、メジャーからマイナーまで盛もりだくさん！　「要するにいつも通りなのか」と言われれば、まあ、その通りです。ああそうさ、いつも通りだよ！（開き直った）

　しかし改めて読み返して思うのは、「続けさせてもらえる」ことのありがたさ。主人公とヒロインの関係の変化、サブキャラクターの掘ほり下さげ、それに数巻越しの伏ふく線せん。どれも、シリーズがここまで続いているからこそ書けた内容なわけで、支えてくださっている読者の皆みな々みな様さまには、いくら感かん謝しやしてもし足りません。ありがたやありがたや、これからもよろしくお願いします。そして担当編集様とイラストの京極様にも、もちろん感謝。いつもお世話になってます。

　感謝と言えば、昨年十月のイベントにて、人生初のサイン会をさせていただきまして。あの時並ならんでくださった皆さん、抽ちゆう選せんに漏もれた皆さん、そして「知らなかったけど知ってたら応おう募ぼしてやったぜ」や「そこまでする気はないけど七巻まで買ってるよ」な皆さんも含ふくめて、本当にありがとうございました。次があれば、もう少し気の利きいたこと言えるように努力します。

　そして同じイベント会場では「ほうかご百物語」のグッズも販はん売ばいされていたのでした。いやー嬉うれしかったですねー。我を忘わすれて買かい漁あさる姿すがたを見た某ぼう作家さん（電撃文庫 MAGAZINE の対談企き画かくの相方の人です。なんとか連れん載さい継けい続ぞく中ちゆう）にキモイと罵ののしられましたが気にしない。あ、どんなグッズが出たかはカバー袖そでの著者の写真をご覧らんください。このストラップや下した敷じきなどは、全国のアニメイト様で発売中……のはずです。品切れになってなければ。




　ではでは、そろそろ紙面も尽つきそうなので、今回はこのへんで。ご縁えんがあれば、第八巻でお会いしましょう。まだ書いてないんですが、次ではかなり盛り上げるつもりです。あいつもこいつも再さい登とう場じようする予定です。乞こうご期待!!　お相手は峰守ひろかずでした！
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峰みね守もりひろかず

近畿北陸電撃作家同盟下級構成員（自称）。第十四回電撃小説大賞〈大賞〉を受賞しデビュー、今に至る。大根のみそ汁と醤油と生卵をご飯にかけたものが好き。センスを感じる別れの挨拶というか締めの一言は「いきがぽーんとさけた」。
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京きょう極ごくしん

滋賀県在住のフリーのイラストレーター。

原画やカラーイラストをメインに各方面で活動中。

獣耳やツリ目、ツインテール属性が主な弱点。










ほうかご百ひゃく物もの語がたり７
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